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母母子子保保健健行行政政のの最最近近のの動動向向ににつついいてて  

１１．．妊妊娠娠期期かからら子子育育てて期期ににわわたたるる切切れれ目目ののなないい支支援援ににつついいてて 

（（１１））ここどどもも家家庭庭セセンンタターーのの全全国国展展開開ににつついいてて（（関関連連資資料料１１参参照照））  

国においては、こども家庭センター（母子保健機能）を拠点として、妊

娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援の体制を確保し、誰ひとり取り

残すことなく妊産婦に対し、安心・安全で健やかな妊娠・出産、産後を支

援する体制構築に努めているところ。 

また、令和４年に改正された児童福祉法等により、令和６年４月から市

町村は全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行う機能

を有する機関である「こども家庭センター」の設置に努めなければならな

いこととされており、「こども未来戦略」（令和５年 12 月 22 日閣議決定）

等において全国展開を図ることとされている。 

現在、令和８年４月１日時点の全国の 1,741 市町村における「こども家

庭センター」の設置状況は、1,496 市町村（85.9%）となっている。未設置

の市町村においては、利用者支援事業（こども家庭センター型）や、こど

も家庭センター（旧子育て世代包括支援センター機能部分）開設準備事業

を活用いただき、設置へ向けてご対応いただきたい。 

また、母子保健指導者養成研修においては、自治体の取り組み事例等も

ＨＰに掲載しているため、管内の市町村に適宜周知していただきたい。 

 

※こども家庭センターの設置状況について  

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/b50dfb26-a570-

4740-935f-eb9a515136c0/88a4cd2e/20260616_policies_jidougyakutai_setchijokyochosa_08.pdf 

※令和８年度母子保健指導者養成研修 

https://boshikenshu.cfa.go.jp/ 

 

（（２２））母母子子健健康康手手帳帳のの交交付付等等ににつついいてて（（関関連連資資料料２２参参照照）） 

母子保健法施行規則（令和５年内閣府令第 71 号。以下「府令」という。）

の一部を改正する内閣府令（令和８年内閣府令第 12 号。）が令和８年３

月 27 日に公布され、本年４月１日から施行されたところ。 

 

   ※予防接種法（昭和 23 年法律第 68 号）に基づく定期の予防接種として、 

ＲＳウイルス感染症が対象疾病とされ、初めて妊婦を対象とした母子
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免疫ワクチンを用いた定期の予防接種が実施されることから、母子健

康手帳の様式について所要の改正を行うもの。 

 

また、府令様式以外の任意記載事項様式については、「母子健康手帳

の見直し方針について（母子健康手帳、母子保健情報等に関する検討会

中間報告書）（令和４年９月 20 日）」（以下、「報告書」という。）に

おいて、 

・ 主として電子的に提供することが適当とされる一方、 

・ 窒息時の応急手当、心肺蘇生法、緊急時の連絡先等の緊急性のあ 

る情報は紙でも提供することとされ、 

・ あわせて、任意記載事項様式において、災害時の避難場所の連絡 

先や平時からの備えなどの情報を提供することが適当とされたと 

ころである 

と指摘されたことを踏まえ、昨年度においても、任意記載事項様式につ

いても見直しを行ったところ。 

なお、電子的に提供する情報については、「母子健康手帳情報支援サ

イト」に掲載しており、具体的には、妊娠中の薬の使用に関する注意や、

こどもの事故予防、育児の上での相談場所など、妊産婦や保護者に知っ

ていただきたい内容を掲載しているところ。各市町村及び特別区におか

れては、ウェブサイトの URL や QR コードを母子健康手帳に積極的に記

載いただくことや、QR コードを記載したリーフレットを配布するなどご

対応いただき、妊婦や保護者が必要な支援に適切につながれるよう、各

地方公共団体等における取組等を追記し、作成をお願いする。また、都

道府県におかれては、管内の市町村に対し、必要に応じて、適切に指導・

助言等を行っていただくよう、お願いする。 

※「母子健康手帳の任意記載事項様式について」（令和７年 12 月 23

日付けこ成母第 2513 号こども家庭庁成育局母子保健課長通知） 

※母子健康手帳情報支援サイト：https://mchbook.cfa.go.jp/ 

                            

 

また、点字版母子健康手帳の印刷にかかる経費について、地方交付税措

置が講じられているところである。視覚に障害のある妊産婦を把握した際

は、点字版母子健康手帳についてお知らせし、本人の希望を踏まえながら、

一般の母子健康手帳にあわせて、点字版母子健康手帳を作成、配布してい

ただくようお願いしたい。他にも、マルチメディアデイジー版の母子健康

手帳が作成されており、利用者のニーズに合わせて御案内をお願いした

い。 
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・ あわせて、任意記載事項様式において、災害時の避難場所の連絡 

先や平時からの備えなどの情報を提供することが適当とされたと 

ころである 

と指摘されたことを踏まえ、昨年度においても、任意記載事項様式につ

いても見直しを行ったところ。 

なお、電子的に提供する情報については、「母子健康手帳情報支援サ

イト」に掲載しており、具体的には、妊娠中の薬の使用に関する注意や、

こどもの事故予防、育児の上での相談場所など、妊産婦や保護者に知っ

ていただきたい内容を掲載しているところ。各市町村及び特別区におか

れては、ウェブサイトの URL や QR コードを母子健康手帳に積極的に記

載いただくことや、QR コードを記載したリーフレットを配布するなどご

対応いただき、妊婦や保護者が必要な支援に適切につながれるよう、各

地方公共団体等における取組等を追記し、作成をお願いする。また、都

道府県におかれては、管内の市町村に対し、必要に応じて、適切に指導・

助言等を行っていただくよう、お願いする。 

※「母子健康手帳の任意記載事項様式について」（令和７年 12 月 23

日付けこ成母第 2513 号こども家庭庁成育局母子保健課長通知） 

※母子健康手帳情報支援サイト：https://mchbook.cfa.go.jp/ 

                            

 

また、点字版母子健康手帳の印刷にかかる経費について、地方交付税措

置が講じられているところである。視覚に障害のある妊産婦を把握した際

は、点字版母子健康手帳についてお知らせし、本人の希望を踏まえながら、

一般の母子健康手帳にあわせて、点字版母子健康手帳を作成、配布してい

ただくようお願いしたい。他にも、マルチメディアデイジー版の母子健康

手帳が作成されており、利用者のニーズに合わせて御案内をお願いした

い。 

 
 

（（３３））妊妊産産婦婦のの訪訪問問指指導導等等及及びび新新生生児児のの訪訪問問指指導導ににつついいてて  

（（関関連連資資料料３３参参照照））  

① 妊産婦の訪問指導等について 

母子保健法（昭和 40 年法律第 141 号）第 17 条において、「第 13 条第

１項の規定による健康診査を行った市町村の長は、その結果に基づき、

当該妊産婦の健康状態に応じ、保健指導を要する者については、医師、

助産師、保健師又はその他の職員が、その妊産婦を訪問し、必要な指導

を行わせ、妊娠又は出産に支障を及ぼすおそれがある疾病にかかってい

る疑いのある者については、医師又は歯科医師の診療を受けることを勧

奨するものとする。」、「市町村は、妊産婦が前項の勧奨に基づいて妊

娠又は出産に支障を及ぼすおそれがある疾病につき医師又は歯科医師

の診療を受けるために必要な援助を与えるように努めなければならな

い。」と定められている。 

令和６年度の妊婦訪問指導は、1,690 市町村（97.1％）で実施されて

おり、そのうち、302 市町村（17.9％）が「全員を対象に実施」、1,163

市町村（68.8％）が「一部の対象者のみを実施」、225 市町村（13.3％）

が「希望者のみ実施」となっている。 

また、令和６年度の産婦訪問指導は、1,726 市町村（99.1％）で実施

されており、そのうち、1,434 市町村（83.1％）が「全員を対象に実施」、

243 市町村（14.1％）が「一部の対象者のみを実施」、49 市町村（2.8％）

が「希望者のみ実施」となっている。 

 

② 新生児の訪問指導について 

母子保健法第 11 条に基づき、市区町村長は、新生児に対して、育児上

必要があると認めるときは、医師、保健師、助産師又はその他の職員が新

生児の保護者を訪問し、必要な指導を実施することとしている。 

令和６年度の新生児訪問指導（生後４週間以内）の実施状況は、1,719

市町村（98.7％）で実施されており、そのうち、930 市町村（54.1％）が

「全員を対象に実施」、688 市町村（40.0％）が「一部の対象者のみを実

施」、101 市町村（5.9％）が「希望者のみ実施」となっている。 

なお、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第６条の３第４項に定め

られている「乳児家庭全戸訪問事業」の実施に当たっては、「保健指導、

新生児訪問、未熟児訪問に併せて実施することができ」（児童福祉法第 21

条 10 の２の➁）、「実施に当たっては母子保健法に基づく母子保健に関す

る事業との連携及び調和の確保に努めなければならない。」（児童福祉法

第 21 条の 10 の３）とされている。 
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市区町村においては、引き続き、母子保健事業や子育て支援事業の各種

機会と連携しつつ、各事業の根拠・目的・役割等に応じ、妊娠期から子育

て期にわたる切れ目ない支援をお願いしたい。 

※令和６年度母子保健事業の実施状況等について 

https://www.cfa.go.jp/press/7c3f7046-16c3-4e12-b9d4-01dcb9831de3 

 

（（４４））妊妊婦婦健健康康診診査査ににつついいてて（（関関連連資資料料４４参参照照））  

① 妊婦健康診査の公費負担の状況調査について 

     妊婦が必要な回数（14 回程度）の妊婦健康診査を受けられるよう、平成

25 年度以降、地方交付税措置が講じられている。また、平成 27 年４月か

ら、妊婦健康診査を、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に

基づく地域子ども・子育て支援事業に位置付け、「妊婦に対する健康診査

についての望ましい基準」（平成 27年３月 31日厚生労働省告示第 226号）

において、その実施時期、回数及び、内容等を定めているところである。 

  令和８年 5 月 29 日に、「健康保険法等の一部を改正する法律」が成立

し、6 月 5日に公布された。同改正法では、母子保健法の一部も改正され、

妊娠期から出産・子育てまで一貫した切れ目のない支援体制の構築の観点

から、妊婦健診について、 

・「妊婦の経済的負担を軽減するための環境」を整備するため、検査項目

や回数を定めた「望ましい基準」に関する「標準額」を設定し、自治体の

公費負担額と医療機関の価格設定において、双方にこの「標準額」を勘案

していただくことや、 

・妊婦の適切な選択に資するよう、健診内容や費用等について、「出産な

び」を活用した見える化を行うこととしており、 

公布後、2年以内に施行することとしている。 

 

今後、追加的な検査等を含む価格やサービス内容の見える化を図り、妊

婦が、希望する健診を選択できるようになっていくことで、望ましい基準

の範囲内の健診については、医療機関の費用、自治体の公費負担額ともに、

国が定める標準額に収斂し、結果として、妊婦の負担が無くなる方向に進

むものと考えている。 

「標準額」については、「望ましい基準」に定める検査項目等について、

 医療機関における妊婦健診の具体的な内容や状況などの調査を進めてい

るところであり、その結果や診療報酬などを勘案しつつ、自治体や医療機

関など関係者の意見なども丁寧に伺いながら、できる限り速やかに検討を
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市区町村においては、引き続き、母子保健事業や子育て支援事業の各種

機会と連携しつつ、各事業の根拠・目的・役割等に応じ、妊娠期から子育
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（（４４））妊妊婦婦健健康康診診査査ににつついいてて（（関関連連資資料料４４参参照照））  

① 妊婦健康診査の公費負担の状況調査について 

     妊婦が必要な回数（14 回程度）の妊婦健康診査を受けられるよう、平成

25 年度以降、地方交付税措置が講じられている。また、平成 27 年４月か

ら、妊婦健康診査を、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に

基づく地域子ども・子育て支援事業に位置付け、「妊婦に対する健康診査

についての望ましい基準」（平成 27年３月 31日厚生労働省告示第 226号）

において、その実施時期、回数及び、内容等を定めているところである。 

  令和８年 5 月 29 日に、「健康保険法等の一部を改正する法律」が成立

し、6 月 5日に公布された。同改正法では、母子保健法の一部も改正され、

妊娠期から出産・子育てまで一貫した切れ目のない支援体制の構築の観点

から、妊婦健診について、 

・「妊婦の経済的負担を軽減するための環境」を整備するため、検査項目

や回数を定めた「望ましい基準」に関する「標準額」を設定し、自治体の

公費負担額と医療機関の価格設定において、双方にこの「標準額」を勘案

していただくことや、 

・妊婦の適切な選択に資するよう、健診内容や費用等について、「出産な

び」を活用した見える化を行うこととしており、 

公布後、2年以内に施行することとしている。 

 

今後、追加的な検査等を含む価格やサービス内容の見える化を図り、妊

婦が、希望する健診を選択できるようになっていくことで、望ましい基準

の範囲内の健診については、医療機関の費用、自治体の公費負担額ともに、

国が定める標準額に収斂し、結果として、妊婦の負担が無くなる方向に進

むものと考えている。 

「標準額」については、「望ましい基準」に定める検査項目等について、

 医療機関における妊婦健診の具体的な内容や状況などの調査を進めてい

るところであり、その結果や診療報酬などを勘案しつつ、自治体や医療機

関など関係者の意見なども丁寧に伺いながら、できる限り速やかに検討を

 
 

行う。 市区町村におかれては、「標準額」が決まった際には、各自治体に

おける公費負担額の設定にあたり、標準額を勘案いただくようお願いす

る。 

     

② 妊婦健康診査の受診勧奨について 

  妊娠中は、母体や胎児の健康の確保を図る上で定期的に健診を受診し、

普段以上に健康に気をつけることが必要である。 

各市区町村におかれても、広報誌・ホームページへの掲載、リーフレッ

トの作成、各種窓口での配布等の普及啓発により、妊婦健康診査の受診勧

奨に努めていただきたい。 

  また、妊娠の届出についても、関係機関と連携を図りながら、早期に届

出が行われるよう妊婦等に対し積極的な普及啓発に取り組むとともに、適

切な母子保健サービスの提供を図られたい。 

  さらに、届出が遅れた者については、届出が遅れた事由及び妊産婦等の

状況の把握や、必要に応じて保健指導を行う等、適切な支援をお願いする。 

  引き続き、妊娠や出産に伴う心身の不調に関する知識や相談先について

の周知を図るようお願いする。 

  ※“妊婦健診”を受けましょう 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/boshi-hoken13/index.html 
 

③ 低所得の妊婦に対する初回産科受診料支援事業について 

初回の妊娠確定診断については、基本的には自由診療で行われていると 

ころ、経済的負担等により受診できないといったことがないように、令和 

５年度より、低所得の妊婦の経済的負担軽減を図るとともに、当該妊婦の 

状況を継続的に把握し、必要な支援につなげるため、初回の産科受診料の 

費用を助成する低所得の妊婦に対する初回産科受診料支援事業を実施して 

いる。 

    こども家庭庁では、妊婦の方が、経済的負担等により初回の産科受診を 

躊躇されることのないよう、全ての市町村においてこの事業に取り組んで 

いただきたい。まだ取り組まれていない自治体におかれては、今後取組を 

検討していただきたい。 

 なお、既に実施している市町村におかれては、低所得の妊婦が受診の際 

に窓口で健診費用を負担することがないように、事前に健診実施医療機関 

と契約を締結し、健診費用について市町村と健診実施医療機関の間で精算 

していただくなど健診受診者へ配慮した形で実施している例もあるので、 

そういった取組も参考にしていただきたい。 
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（（５５））妊妊産産婦婦等等にに対対すするる遠遠方方のの分分娩娩取取扱扱施施設設等等をを利利用用すするる際際のの交交通通費費等等

支支援援ににつついいてて（（関関連連資資料料５５参参照照））  

 令和６年度より、妊婦に対する遠方の分娩取扱施設への交通費及び宿泊

費支援事業を創設しており、遠方の分娩取扱施設で出産する必要がある妊

婦に対して、当該分娩取扱施設までの移動にかかる交通費および出産予定

日前から分娩取扱施設の近くで待機するための近隣の宿泊施設の宿泊費

（出産時の入院前の前泊分）の助成を行う自治体に対し、支援を行ってき

たが、令和８年度からは、令和６年度補正予算により創設された「遠方の

産科医療機関等で受診する妊婦健診時にかかる交通費支援」と事業を統合

し、対象に産婦健診、産後ケア、乳幼児健診、不妊治療を追加するととも

に、タクシー移動について、出産時に加えて妊婦健診の場合も対象とした。 

令和９年度概算要求においても事業の実施に必要な経費を計上してい

る。事業の対象となる妊産婦等が支援を受けられるよう、各市町村におい

ては、事業の実施をご検討いただきたい。事業を実施いただいている市町

村においては、伴走型相談支援で実施する妊娠届出時や妊娠８ヶ月頃の面

談等の機会を活用して、本事業による支援が必要な妊産婦等の把握に努め

るとともに、当該妊産婦等に対して制度内容や助成申請の手続き方法など

の説明を行い、事業の周知を行っていただきたい。 

 

（（６６））助助産産制制度度ににつついいてて（（関関連連資資料料６６参参照照））  

児童福祉法第 22 条に基づき、都道府県、 市及び福祉事務所を設置す

る町村（以下（６）において「都道府県等」という。）は、妊産婦が、保

健上必要があるにもかかわらず、経済的理由により入院助産を受けること

ができない場合において、その妊産婦から申し込みがあった場合には、助

産施設において助産を実施することとしている。 

各都道府県等におかれては、適切な助産の実施や、同法第 22 条第４項

に基づく助産制度に関する情報の周知を図るとともに、助産施設が未設置

の都道府県等におかれては、設置について積極的な検討をお願いする。 

また、助産制度の円滑な実施について、助産の実施が必要な妊産婦に対

し、助産制度の活用とサービスの円滑な実施が図られるよう「児童福祉法

第 22 条の規定に基づく助産の円滑な実施について」（令和元年８月８日

付け子母発 0808 第１号厚生労働省子ども家庭局母子保健課長通知）を発

出しているところであり、助産制度の周知と徴収金基準額の弾力運用、各

関係機関との連携について、特段の配慮をお願いする。 
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令和９年度概算要求においても事業の実施に必要な経費を計上してい

る。事業の対象となる妊産婦等が支援を受けられるよう、各市町村におい

ては、事業の実施をご検討いただきたい。事業を実施いただいている市町

村においては、伴走型相談支援で実施する妊娠届出時や妊娠８ヶ月頃の面

談等の機会を活用して、本事業による支援が必要な妊産婦等の把握に努め

るとともに、当該妊産婦等に対して制度内容や助成申請の手続き方法など

の説明を行い、事業の周知を行っていただきたい。 

 

（（６６））助助産産制制度度ににつついいてて（（関関連連資資料料６６参参照照））  

児童福祉法第 22 条に基づき、都道府県、 市及び福祉事務所を設置す

る町村（以下（６）において「都道府県等」という。）は、妊産婦が、保

健上必要があるにもかかわらず、経済的理由により入院助産を受けること

ができない場合において、その妊産婦から申し込みがあった場合には、助

産施設において助産を実施することとしている。 

各都道府県等におかれては、適切な助産の実施や、同法第 22 条第４項

に基づく助産制度に関する情報の周知を図るとともに、助産施設が未設置

の都道府県等におかれては、設置について積極的な検討をお願いする。 

また、助産制度の円滑な実施について、助産の実施が必要な妊産婦に対

し、助産制度の活用とサービスの円滑な実施が図られるよう「児童福祉法

第 22 条の規定に基づく助産の円滑な実施について」（令和元年８月８日

付け子母発 0808 第１号厚生労働省子ども家庭局母子保健課長通知）を発

出しているところであり、助産制度の周知と徴収金基準額の弾力運用、各

関係機関との連携について、特段の配慮をお願いする。 

 
 

なお、「入管法等の規定により本邦に在留することができる外国人以外

の在留外国人に対する母子保健分野の行政サービスの提供について」（平

成 28 年３月 23 日付け厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課事務連

絡）において、母子健康手帳の交付や入院助産の実施などの母子保健分野

の行政サービスの提供について、在留資格の有無にかかわらず、必要に応

じ適切に対応していただくよう周知をしているところであり、引き続き、

個別の事情に配慮した上で、適切な対応をお願いする。 

 

（（７７））産産婦婦健健康康診診査査事事業業ににつついいてて（（関関連連資資料料７７参参照照））  

出産後間もない時期の産婦に対する健康診査（母体の身体的機能の回

復、授乳状況及び精神状態の把握等）に係る補助事業を実施している。 

産婦健康診査事業の実施に当たっては、産後うつへの早期対応を行うた

め、産後ケア事業を実施することを要件としていることから、市区町村に

おいては、産後ケア事業とともに積極的な取組をお願いしたい。 

 

（（８８））産産後後ケケアア事事業業のの推推進進ににつついいてて（（関関連連資資料料８８参参照照））  

   産後ケア事業については、令和元年の改正母子保健法により、各市区町

村に対し、実施の努力義務が課されているところ。また、「こども未来戦

略」においても、本事業について、支援を必要とする全ての方が利用でき

るようにするための提供体制の確保に向けた取組を進めるなど、子育て

家庭の産前・産後の心身の負担軽減を図る観点から実施体制の強化等を

行うこととされた。 

   また、子ども・子育て支援法の改正により、令和７年度より本事業を

「地域子ども・子育て支援事業」に位置付け、国・都道府県・市町村の役

割分担を明確化し、計画的な提供体制の整備を進めている。 

   都道府県においては、実施主体である市町村を広域支援することが期

待されており、例えば、管内市町村を取りまとめて委託契約を調整するこ

とや、委託先と市町村間との報告様式の統一化による事務負担等の軽減

も含め、市町村の広域連携に向けた調整・情報提供等を行うことが望まれ

る。加えて、令和７年度予算より、ケアの質の向上や安全対策の充実を図

るため、４か月以降の児やきょうだいを預かった際の職員配置加算や宿

泊型において、夜間に２人以上の人員配置をした場合の職員配置加算を

創設したところ。 

さらに、上記法改正等を踏まえ、令和６年度に、産後ケアの質の向上

等を図るため、ケアの内容や安全に関する記載を追加するなど、産後ケ
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ア事業ガイドラインの改定を実施したところ。産後ケア事業の推進並び

に効率的・効果的な運営のため、適宜参考としていただくようお願いす

る。 

令和９年度概算要求においては、産後ケア事業の質の向上、量の拡大

を図るため、補助基準額や各加算の見直し、父親の子育て参加の促進を

含めた産後の子育て家庭の包括的な支援の充実等のために必要な経費

を要求しているところ。 

各都道府県及び市町村においては、こうした支援策やガイドライン 

を活用し、引き続き産後ケア事業の体制整備に御協力いただきたい。 

※産後ケア事業ガイドライン 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/514c8c85-824a-4d32-

96e0-318b82bd75b5/4571be59/20260331_policies_boshihoken_tsuuchi_2026_19.pd 

 

（９９））妊妊産産婦婦ののメメンンタタルルヘヘルルススにに関関すするるネネッットトワワーークク構構築築事事業業ににつついいてて  

（（関関連連資資料料９９参参照照））  

令和５年度補正予算より、地域における妊産婦のメンタルヘルスへの

対応を充実するため、都道府県及び中核病院が中心となって、関係機関

（地域の精神科医療機関、産科医療機関、市町村、産後ケア施設など）の

ネットワーク体制を構築するための国庫補助事業を新たに創設した。ま

た、令和８年度予算より、都道府県が医療圏ごとに実施する場合も補助対

象とすることに加え、実施主体に指定都市、中核市を追加したところ。 

本事業の背景には、令和４年度の調査研究（産後ケア事業及び産婦健康 

診査事業等の実施に関する調査研究事業）において、43.6％の市町村が、

精神疾患がある場合の対応を課題としてあげられていることがあり、都

道府県においては、上記のような妊産婦のメンタルヘルスに係る現状や

課題等を踏まえた上で、地域の実情に応じて妊産婦のメンタルヘルスに

係る課題に対応できる連携体制の構築についてご検討いただきたい。 

また、本事業に係る事例については、令和６年１月 23 日付け事務連絡

において、紹介しているため、適宜参考にしていただきたい。 

※【事務連絡】妊産婦のメンタルヘルスネットワーク構築事業に係る事

例紹介について  

・事務連絡 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-

acbd-4e2a-a27a-7e8f2d6106dd/cbc47edc/20240122_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_05.pdf 
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に効率的・効果的な運営のため、適宜参考としていただくようお願いす

る。 

令和９年度概算要求においては、産後ケア事業の質の向上、量の拡大

を図るため、補助基準額や各加算の見直し、父親の子育て参加の促進を

含めた産後の子育て家庭の包括的な支援の充実等のために必要な経費

を要求しているところ。 

各都道府県及び市町村においては、こうした支援策やガイドライン 

を活用し、引き続き産後ケア事業の体制整備に御協力いただきたい。 

※産後ケア事業ガイドライン 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/514c8c85-824a-4d32-

96e0-318b82bd75b5/4571be59/20260331_policies_boshihoken_tsuuchi_2026_19.pd 

 

（９９））妊妊産産婦婦ののメメンンタタルルヘヘルルススにに関関すするるネネッットトワワーークク構構築築事事業業ににつついいてて  

（（関関連連資資料料９９参参照照））  

令和５年度補正予算より、地域における妊産婦のメンタルヘルスへの

対応を充実するため、都道府県及び中核病院が中心となって、関係機関

（地域の精神科医療機関、産科医療機関、市町村、産後ケア施設など）の

ネットワーク体制を構築するための国庫補助事業を新たに創設した。ま

た、令和８年度予算より、都道府県が医療圏ごとに実施する場合も補助対

象とすることに加え、実施主体に指定都市、中核市を追加したところ。 

本事業の背景には、令和４年度の調査研究（産後ケア事業及び産婦健康 

診査事業等の実施に関する調査研究事業）において、43.6％の市町村が、

精神疾患がある場合の対応を課題としてあげられていることがあり、都

道府県においては、上記のような妊産婦のメンタルヘルスに係る現状や

課題等を踏まえた上で、地域の実情に応じて妊産婦のメンタルヘルスに

係る課題に対応できる連携体制の構築についてご検討いただきたい。 

また、本事業に係る事例については、令和６年１月 23 日付け事務連絡

において、紹介しているため、適宜参考にしていただきたい。 

※【事務連絡】妊産婦のメンタルヘルスネットワーク構築事業に係る事

例紹介について  

・事務連絡 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-

acbd-4e2a-a27a-7e8f2d6106dd/cbc47edc/20240122_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_05.pdf 

 

 
 

・（別紙）事例一覧 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-

acbd-4e2a-a27a-7e8f2d6106dd/05a048c1/20240122_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_06.pdf 

 

（（1100））多多胎胎児児支支援援ににつついいてて（（関関連連資資料料 1100 参参照照））  

多胎児を妊娠した妊婦は、単胎妊娠の場合よりも頻回の妊婦健康診査 

受診が推奨され、受診に伴う経済的負担が大きい。 

また、多胎の出産は、低出生体重児の出生や早産等の、特有の困難を 

抱えやすいことが指摘されている。 

   加えて、産後は、複数の乳児を同時に養育し、外出することの負担な

ど、日常生活における支援ニーズも大きいものがある。 

   国では、このような多胎児妊産婦の支援のため、令和３年度創設の「多

胎妊娠の妊婦健康診査支援事業」により、多胎児を妊娠している妊婦を対

象に、単胎の場合よりも追加で受診する妊婦健康診査に係る費用につい

て、一定額を助成している。 

   また、産前・産後サポート事業の一部として、令和２年度より、「多胎

ピアサポート事業」や「多胎妊産婦等サポーター等派遣事業」を行ってい

る。 

   多胎児の出産は、出産全体に占める割合が約１％と少数であり、当事者 

の声が届きにくく、支援の必要性が認識されにくいとの指摘がある。多胎 

家庭の支援ニーズに応え、支援の空白が生じないよう、各自治体におい 

て、積極的にこれらの事業をご活用いただきたい。 

 

（（1111））低低出出生生体体重重児児にに関関すするる支支援援ににつついいてて（（関関連連資資料料 1111 参参照照））  

      低出生体重児向けの手帳の作成等に活用可能な事業を始めとした、低出

生体重児に関する支援や制度の一部について、その認知度が低く、活用が

進んでいないとの指摘があることから、令和６年９月 27 日付け事務連絡

において、関連する事業等の周知を行ったところ。特に低出生体重児向け

の手帳の作成や専門職に対する研修については、都道府県が協議会を設置

したうえで実施した場合は、母子保健対策強化事業の補助対象となるた

め、各都道府県において積極的にご活用いただきたい。 
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（（1122））ププレレココンンセセププシショョンンケケアアのの推推進進ににつついいてて（（関関連連資資料料 1122 参参照照））  

プレコンセプションケアとは、「性別を問わず、適切な時期に、性や健

康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将

来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う」取組である。「経済財政

運営と改革の基本方針 2024」（令和６年６月 21 日閣議決定）において、

「相談支援等を受けられるケア体制の構築等プレコンセプションケアに

ついて５か年戦略を策定した上で着実に推進する」旨が盛り込まれた。 

これを受けて令和７年５月の「プレコンセプションケアの提供のあり

方に関する検討会」において、「プレコンセプションケア推進５か年計画」

がとりまとめられた。 

今後５年間の集中的な取り組みとして、 

・ SNS等を活用した積極的な情報発信やプレコンサポーターの育成等に

よる全ての世代への普及と情報提供 

・ 「性と健康の相談センター事業」等を活用した、利便性に配慮した相

談支援体制の整備 

・ 基礎疾患を有する方への、専門的な相談窓口の全国展開 

等に取り組むこととしている。           

    また、令和８年７月 10日に開催した、こども家庭審議会成育医療等分

科会において、「プレコンセプションケア推進に向けた工程表」を報告・

公表した。今回の工程表には、 

・ 若い方たちが興味・関心を持ち、正しい情報を入手できるよう、教育 

機関における取組や SNS等を活用したさらなる積極的な情報発信 

・ 本年１月から養成を開始したプレコンサポーターが、自治体・教育機

関・企業等において活躍できるよう、専門人材リストの作成を検討するこ

と 

・ 一般相談や専門相談の窓口について、医療機関等のリストを作成し、

相談窓口の周知を図る自治体を支援していくこと 

などを盛り込んでいるので適宜ご参照いただきたい。 
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プレコンセプションケアとは、「性別を問わず、適切な時期に、性や健
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・ 基礎疾患を有する方への、専門的な相談窓口の全国展開 

等に取り組むこととしている。           

    また、令和８年７月 10日に開催した、こども家庭審議会成育医療等分

科会において、「プレコンセプションケア推進に向けた工程表」を報告・

公表した。今回の工程表には、 

・ 若い方たちが興味・関心を持ち、正しい情報を入手できるよう、教育 

機関における取組や SNS等を活用したさらなる積極的な情報発信 

・ 本年１月から養成を開始したプレコンサポーターが、自治体・教育機

関・企業等において活躍できるよう、専門人材リストの作成を検討するこ

と 

・ 一般相談や専門相談の窓口について、医療機関等のリストを作成し、

相談窓口の周知を図る自治体を支援していくこと 

などを盛り込んでいるので適宜ご参照いただきたい。 

          

 

 

 

 

 

 
 

２２．．不不妊妊症症・・不不育育症症及及びび流流産産・・死死産産をを経経験験さされれたた方方へへのの支支援援ににつつ

いいてて（（関関連連資資料料 1133～～1166 参参照照）） 

① 不妊治療の保険適用について 

       人工授精等の｢一般不妊治療｣、体外受精・顕微授精等の｢生殖補助医

療｣については、中央社会医療協議会における議論を踏まえ、令和４年４

月から保険適用の対象とされている。 
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れたものについても、先進医療に位置付けられたものについては、保険
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       都道府県等においては、引き続き、③の事業も活用し、医療関係団体
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  ② 不育症検査費用助成について 

    既に保険適用の対象とされている検査について実施を促すとともに、
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ら実施している。 
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死産絨毛・胎児組織染色体検査）」「抗ネオセルフβ２グリコプロテイン

Ⅰ複合体抗体検査」に加えて、「流死産検体を用いた遺伝子検査２（流死

産絨毛・胎児組織 NGS 染色体検査）」が新たに先進医療として位置付け

られたことから、当該助成の対象としているので、都道府県、指定都市

及び中核市におかれては、積極的な事業実施をお願いしたい。 

    

  ③ 不妊症・不育症に悩む方への相談支援等について 

    不妊症・不育症患者への支援としては、経済的支援のみならず、相談

支援等の充実が求められているところである。このため、性と健康の相

談センター事業における不妊症・不育症等ネットワーク支援加算とし

て、 
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    ・医療機関、地方公共団体、当事者団体等で構成される協議会等の開

催、 

    ・不妊症・不育症の心理社会的支援に係るカウンセラーの配置、 

    ・当事者団体等によるピアサポート活動等への支援の実施、 

   などを実施している。 

     不妊や流産・死産、こどもを亡くした方の心理的な悩みに対しては、

当事者同士によるピアサポートが重要とされており、不妊症・不育症の

当事者団体等によるピアサポート活動等への支援について、積極的にご

検討いただきたい。なお、上記事業は、流産・死産等を経験した方への

心理社会的支援やピアサポート活動等への支援も含まれるものであり、

不妊症・不育症患者への支援と区別して実施することも可能である。 

    また、上記の他、国において不妊治療等に関する広報啓発、ピアサポ

ーター等の研修を実施しているので、御承知おきいただきたい。 

    なお、性と健康の相談センターについて、未設置の地方公共団体（指

定都市・中核市）におかれては、設置に向けた積極的な検討をお願いし

たい。また、指定都市や中核市が単独で実施することが難しい場合、都

道府県と市による共同実施や複数の市による共同実施により協力・連携

して実施する方法なども含め、設置に向けた検討をお願いしたい。 

    既に設置している地方公共団体におかれては、上記支援の実施ととも

に、開設時間の延長や開設日数の拡充を行うなど、相談窓口の利便性の

向上や相談機能の強化について、積極的な取組をお願いしたい。 

    また、令和７年度に引き続き、不妊症や不育症に関する正しい知識や

情報の周知、周囲に相談しやすい環境や社会気運の醸成を図ることを目

的として、広報・啓発促進事業を行っている。令和８年度は、全国フォ

ーラムの実施、一般不妊治療や生殖補助医療を行う医療機関の検索機能

を含む普及啓発サイト「みんなで知ろう、不妊症・不育症のこと」の更

新を行うこととしているので、都道府県等におかれても活用いただきた

い。 

 

  ④ 流産・死産等を経験された方への支援 

    流産や死産を経験した女性等への心理社会的支援等については、令和

３年５月 31日付け子母発 0531第３号母子保健課長通知において、母子

保健法第６条第１項に規定する「妊産婦」とは、妊娠中又は出産後１年

以内の女子をいい、この「出産」には、流産及び死産の場合も含まれ、

産婦健康診査事業や産後ケア事業の対象となることや、死産届に関する

必要な情報共有を図ること等を依頼しているところ。 
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    また、こども家庭庁のホームページにおいて、流産・死産等を経験さ

れた方への相談支援等を行う都道府県等の相談窓口一覧や、働く女性が

流産・死産された場合に利用できる制度、社会保険関係等の情報をまと

めているため、参考にされたい。 

    また、母子保健指導者養成研修において、流産・死産等に関するテー

マを設けているため、積極的なご参加と共に、管内の市町村に適宜周知

していただきたい。 

 

    ※流産・死産等を経験された方へ 

https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/ryuuzan/ 

    ※令和８年度母子保健指導者養成研修 

https://boshikenshu.cfa.go.jp/ 

 

３３．．新新生生児児ママススススククリリーーニニンンググ検検査査にに関関すするる実実証証事事業業ににつついいてて

（（関関連連資資料料 1177 参参照照）） 

   新生児マススクリーニング検査（先天性代謝異常等検査）については、

現在、都道府県・指定都市において「先天性代謝異常等検査の実施につい

て」（平成 30年３月 30日付子母発 0330 第２号厚生労働省子ども家庭局母

子保健課長通知）に基づき 20 疾患を対象に実施されているところである

が、近年の治療薬の開発等により、対象疾患の追加の必要性が指摘されて

いることから、令和５年度より国において科学研究（こども家庭科学研究）

を実施し、対象疾患を追加する場合の検査・診療体制や遺伝カウンセリン

グにおける課題に関する対応策を得ることとしている。 

 上記の背景を踏まえ、「新生児マススクリーニング検査に関する実証事

業」（以下「実証事業」という。）に参画する都道府県及び指定都市におい

て、重症複合免疫不全症（Severe combined immunodeficiency：SCID。以

下「SCID」という。）及び脊髄性筋萎縮症（Spinal muscular atrophy：SMA。

以下「SMA」という。）を対象とする新生児マススクリーニング検査をモデ

ル的に実施している。さらに、地域における検査・診療体制や遺伝カウン

セリングの整備状況の把握等を行うこども家庭科学研究の研究班と連携・

協力を行うことで、対象疾患の拡充に向けた検討に資するデータや情報を

収集し、その結果を踏まえて、SCID 及び SMA を対象とする新生児マスス

クリーニング検査の全国展開を目指しているところ。 

   令和８年５月 25日時点において、実証事業について 61自治体（41 都道

府県、20指定都市）に対し内示を行っているところであり、引き続き、各

自治体においては、今年度の変更交付申請での申請も可能であるため、実
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証事業の参画についてご検討いただきたい。なお、令和９年度概算要求に

おいては、新生児マススクリーニングの精度管理に関する費用（母子保健

対策強化事業）を要求し、実証事業については事項要求しているところ。 

 

４４．．非非侵侵襲襲性性出出生生前前遺遺伝伝学学的的検検査査（（NNIIPPTT））ににつついいてて  

（（関関連連資資料料 1188～～2222 参参照照）） 

ＮＩＰＴについては、日本産科婦人科学会が策定した指針を受け、平成

25年度から、関係学会等の連携の下、日本医学会の認定制度に基づき実施

されてきた。 

他方、ここ数年、認定施設以外の医療機関での検査が増加し、妊婦の不安

や悩みに寄り添う適切なカウンセリングが行われていない等の問題が指摘

されている。 

こうした中、厚生科学審議会科学技術部会の下に設置された専門委員会

において、ＮＩＰＴをはじめとした出生前検査について検討が行われ、令

和３年５月に報告書が取りまとめられた。 

報告書では、市町村の母子保健窓口や産科医療機関等において、誘導と

ならない形で、妊婦等に対して出生前検査に関する情報提供を行うことが

適当とされた。また、報告書を踏まえ、日本医学会において出生前検査認

証制度等運営委員会が設置され、同運営委員会において策定された指針に

基づき、新たな認証制度が開始された。 

こうした動きを踏まえ、「ＮＩＰＴ等の出生前検査に関する情報提供及

び認証制度について」（令和４年６月 17 日付け子母発 0617 第２号厚生労

働省子ども家庭局母子保健課長通知）を発出し、各地方公共団体に対し、

認証制度等について周知をするとともに、ＮＩＰＴの受検を考慮する妊婦

等に対し、妊娠・出産に関する包括的な支援の一環として、適切な情報提

供及び支援を依頼しているところ。 

一方で、認証制度の枠組みの外では、分析的妥当性や臨床的妥当性が確

立していない出生前遺伝学的検査が、適切な遺伝カウンセリングや十分な

支援体制がない中で実施されているという指摘もある。新たな検査法の導

入や検査対象疾患の拡大については、まずは臨床研究などの形で評価する

必要があるが、ＮＩＰＴの臨床研究においては、医学的意義のみならず倫

理的・社会的影響についても考慮が必要である。 

このため、「ＮＩＰＴ等の出生前検査に関する専門委員会」において、令

和６年２月に「ＮＩＰＴの臨床研究における課題と対応（見解）」が取り

まとめられ、同年３月にこども家庭審議会科学技術部会においてこれが承

認された。 

また、性と健康の相談センター事業の一部として、出生前検査加算の予

算措置を行い、出生前検査を受けた者や受検を検討している者及びその家

14



 
 

証事業の参画についてご検討いただきたい。なお、令和９年度概算要求に

おいては、新生児マススクリーニングの精度管理に関する費用（母子保健

対策強化事業）を要求し、実証事業については事項要求しているところ。 

 

４４．．非非侵侵襲襲性性出出生生前前遺遺伝伝学学的的検検査査（（NNIIPPTT））ににつついいてて  

（（関関連連資資料料 1188～～2222 参参照照）） 

ＮＩＰＴについては、日本産科婦人科学会が策定した指針を受け、平成

25年度から、関係学会等の連携の下、日本医学会の認定制度に基づき実施

されてきた。 

他方、ここ数年、認定施設以外の医療機関での検査が増加し、妊婦の不安

や悩みに寄り添う適切なカウンセリングが行われていない等の問題が指摘

されている。 

こうした中、厚生科学審議会科学技術部会の下に設置された専門委員会

において、ＮＩＰＴをはじめとした出生前検査について検討が行われ、令

和３年５月に報告書が取りまとめられた。 

報告書では、市町村の母子保健窓口や産科医療機関等において、誘導と

ならない形で、妊婦等に対して出生前検査に関する情報提供を行うことが

適当とされた。また、報告書を踏まえ、日本医学会において出生前検査認

証制度等運営委員会が設置され、同運営委員会において策定された指針に

基づき、新たな認証制度が開始された。 

こうした動きを踏まえ、「ＮＩＰＴ等の出生前検査に関する情報提供及

び認証制度について」（令和４年６月 17 日付け子母発 0617 第２号厚生労

働省子ども家庭局母子保健課長通知）を発出し、各地方公共団体に対し、

認証制度等について周知をするとともに、ＮＩＰＴの受検を考慮する妊婦

等に対し、妊娠・出産に関する包括的な支援の一環として、適切な情報提

供及び支援を依頼しているところ。 

一方で、認証制度の枠組みの外では、分析的妥当性や臨床的妥当性が確

立していない出生前遺伝学的検査が、適切な遺伝カウンセリングや十分な

支援体制がない中で実施されているという指摘もある。新たな検査法の導

入や検査対象疾患の拡大については、まずは臨床研究などの形で評価する

必要があるが、ＮＩＰＴの臨床研究においては、医学的意義のみならず倫

理的・社会的影響についても考慮が必要である。 

このため、「ＮＩＰＴ等の出生前検査に関する専門委員会」において、令

和６年２月に「ＮＩＰＴの臨床研究における課題と対応（見解）」が取り

まとめられ、同年３月にこども家庭審議会科学技術部会においてこれが承

認された。 

また、性と健康の相談センター事業の一部として、出生前検査加算の予

算措置を行い、出生前検査を受けた者や受検を検討している者及びその家

 
 

族に対する相談支援を推進しているので、都道府県、指定都市及び中核市

におかれては、積極的な取組をお願いしたい。   

  ※日本医学会 出生前検査認証制度等運営委員会ホームページ 
   https://jams-prenatal.jp/  

  

５５..  卵卵子子凍凍結結ににつついいてて（（関関連連資資料料 2233 参参照照））  

  妊孕性温存の方法の 1 つとして卵子凍結があり、現在、一部の自治体に

おいて先行して卵子凍結に係る費用助成等の取組が進められている。 

がん等の治療に伴うものは厚生労働省の小児・AYA 世代のがん患者等の妊

孕性温存療法研究促進事業が行われている一方で、将来、早期に妊孕性が低

下する状態に至る可能性が高い状態、いわゆる広義の医学的適応（※）の対

象範囲については明らかになっておらず、その検討には健康な女性も含めた

卵子凍結の実態に関するデータを収集する必要がある。また、このような卵

子凍結を行うことによる他の医療への影響も懸念されている。さらに、女性

が卵子凍結に関する正しい知識を持った上で選択を行えるようにしていく必

要がある。 

そこで、上記のような課題や留意点を踏まえて、広義の医学的適応の卵子

凍結に関する検討を行うこども家庭科学研究の研究班と連携し、希望する都

道府県において卵子凍結に対する助成を行うことで、卵子凍結に関する様々

な課題等の検証を行うことを目的としたモデル事業を、令和７年度補正予算

において創設している。なお、当該事業では、卵子凍結に関する正しい知識

の普及啓発を必須としている。 

（※）がん等の治療以外の卵巣手術や、病気そのものにより卵巣機能が低下

する場合 

 

６６．．成成育育基基本本法法（（略略称称））ににつついいてて（（関関連連資資料料 2244～～2277 参参照照））  

成育基本法は平成 30年 12 月 14日に公布され、令和元年 12 月１日に施

行された。成育基本法に基づく成育医療等基本方針については、令和５年

３月 22 日に改定を行った。 

  各自治体においては、「成育医療等基本方針に基づく評価指標及び計画

策定指針について」（令和５年３月 31 日付け厚生労働省子ども家庭局長

通知）を踏まえ、地域の実情に応じて、成育医療等基本方針に基づく計画

の策定に積極的に取り組んでいただきたい。また、PDCAサイクルに基づく

取組を進めていくにあたり、評価指標等の地方公共団体別データや乳幼児

健診情報システムを活用いただきたい。また、都道府県においては、管内
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の状況把握を行うとともに、地域格差が認められる場合は、積極的に対策

を講じていただきたい。 

※「成育医療等基本方針に基づく評価指標及び計画策定指針について」（令
和５年３月 31 日付け厚生労働省子ども家庭局長通知 

https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/tsuuchi/2023/ 

  

７７．．「「健健ややかか親親子子２２１１」」ににつついいてて（（関関連連資資料料 2288～～2299 参参照照）） 

     従来、「健やか親子２１」は、関係者、関係機関・団体が一体となって

推進する母子保健の国民運動として展開されてきたが、令和５年度以降

は、成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医療

等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律（平成 

30 年法律第 104 号）第 11 条第１項に規定する成育医療等の提供に関す

る施策の総合的な推進に関する基本的な方針に基づく国民運動として、医

療、保健、教育、福祉などのより幅広い取組を推進している。 

    「健やか親子２１」の公式ウェブサイトにおいては、成育基本法につい

て解説しているほか、研究の成果物等をまとめて掲載しているので、活用

いただきたい。また、健やか親子２１に関する普及啓発を行う際には、シ

ンボルマークである「すこりん」を活用いただきたい。 

    健やか親子２１全国大会（母子保健家族計画全国大会）（以下、「健や

か親子２１全国大会」という。）においては、成育医療等基本方針に掲げ

る課題についての講演やシンポジウムなどの開催により、「健やか親子２

１」の推進を図っている。また、健やか親子２１内閣府特命担当大臣表彰

として、功労者表彰（個人・団体）と健やか親子表彰（自治体・団体・企

業）を設け、健やか親子２１全国大会において表彰を行う。令和８年度は、

北海道札幌市にて、11月５日（木）～６日（金）に開催する。    

   ・１日目：11月５日（木）式典（表彰）等講演・シンポジウム等（対面

開催） 

  ・２日目：11月６日（金）講演・シンポジウム等（オンライン開催（※）

一部対面開催） 

各自治体におかれては、母子保健関係者に健やか親子２１全国大会への

積極的な参加を働きかけていただきたい。なお、健やか親子表彰について

は、11 月９日（月）の健やか親子２１推進本部総会にて発表いただくこと

を予定している。 

     ※「健やか親子２１」ウェブサイト 

https://sukoyaka21.cfa.go.jp/ 
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８８．．新新生生児児聴聴覚覚検検査査ににつついいてて（（関関連連資資料料 3300 参参照照））  

 聴覚障害は、早期に発見され適切な支援が行われた場合は、音声言語発

達等への影響が軽減される。このため、早期発見・早期療育が図られるよ

う、全ての新生児を対象として新生児聴覚検査を実施することが重要であ

る。 

  こども家庭庁で実施している「新生児聴覚検査の実施状況等調査」では、

出生児数に対する当該検査の受検者の割合や、当該検査費用の公費負担を

実施している市区町村の割合が年々増加しており、令和６年度時点で、出

生児数に対する当該検査の受検者の割合は 96.3％、当該検査費用の公費負

担を実施している市区町村は 95.2％となった。しかし、全額負担を実施し

ている市区町村は 18.4％に留まっている。 

 また、「新生児聴覚検査の実施について」（平成 19 年１月 29日雇児母

発第 0129002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長通知）を令

和８年８月 17 日に改正し、耳音響放射検査（ＯＡＥ）では見逃す疾患が

あるため、自動聴性脳幹反応検査（自動ＡＢＲ）を実施すべきであること

等を追記した。 

  こども家庭庁では、このような状況を踏まえ、新生児聴覚検査体制整備

事業において、都道府県における新生児聴覚検査結果の集約や医療機関・

市町村との情報共有、難聴と診断された子を持つ親への相談支援、産科医

療機関等における検査状況等の把握、産科医療機関等の聴覚検査機器（自

動 ABR）の購入に対する補助を実施している。 

また、新生児聴覚検査費について、平成 19 年度から市町村に対して地

方交付税措置が講じられてきたところである。 

 当該措置については、令和４年度以降、普通交付税の保健衛生費におい

て算定していたが、令和６年度からこども子育て費における算定に移行

し、令和８年度においても、市町村における新生児聴覚検査の公費負担の

最新の実施実態を踏まえ、新生児聴覚検査費として市町村の標準団体（18

歳以下人口１万 6,000 人）当たり 2,092 千円を計上（令和７年度の 1,836

千円より 256 千円増額）。 

  こうした点を踏まえ、各市町村におかれては、引き続き、公費負担によ

る検査の実施や、受診状況の把握、未受診者への受診勧奨、未受診理由の

把握など、積極的な取組をお願いしたい。各都道府県におかれては、検査

機関が使用している聴覚検査機器の状況を把握するとともに、ＯＡＥによ

る新生児聴覚検査を実施している医療機関で出生した児についても、自動

ＡＢＲを受けられる体制を整備するため、医療機関間の連携及び紹介体制

の構築についての調整・支援を行うようお願いしたい。また、そのために
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は、新生児聴覚検査体制整備事業を活用し、関係者からなる協議会を設置

するなど、管内市町村における新生児聴覚検査の実施体制の整備への支援

に積極的に取り組まれるようお願いしたい。各医療機関においては、聴神

経難聴スペクトラム（Auditory Neuropathy Spectrum Disorder: ＡＮＳ

Ｄ）の場合、内耳機能は正常又は正常に近いためＯＡＥではパス（反応あ

り）となる一方、聴神経機能に異常があるため自動ＡＢＲではリファー（要

再検）となることから、初回検査及び確認検査は自動ＡＢＲにより実施さ

れたい。 

  また、令和７年度に改訂した子ども・子育て支援推進調査研究事業にお

いて、新生児聴覚検査に係る手引書のひな形を作成しており、新生児聴覚

検査から療育・支援までを遅滞なく円滑に実施するための流れを示すロー

ドマップ、検査の実施状況及び結果の集約、未受検者に対する受診勧奨、

検査でリファーとなった子及びその保護者に対する案内などについて記

載している。当手引書と予算事業とを併せて活用いただき、十分な体制整

備をお願いしたい。 

 

 

９９．．予予防防ののたためめののここどどもものの死死亡亡検検証証（（CChhiilldd  DDeeaatthh  RReevviieeww））    

ににつついいてて（（関関連連資資料料 3311～～3333 参参照照）） 

 予防のためのこどもの死亡検証（Child Death Review（以下「ＣＤＲ」

という。））は、こどもが死亡した時に、複数の機関や専門家（医療機関、

警察、消防、行政関係者等）が、こどもの既往歴や家族背景、死に至る直

接の経緯等に関する様々な情報を収集し、死因の検証を行うことにより、

効果的な予防対策を導き出し予防可能なこどもの死亡を減らすことを目

的とするものである。 

  ＣＤＲについては、成育基本法や、死因究明等推進法の成立を踏まえ、

令和２年度から、こどもの死亡に関する情報収集や、調査・報告を行うた

めの関係機関との調整、政策提言のための検証ワーキンググループなどを

行うモデル事業を実施している。また、令和４年度からは、これらに加え、

ポータルサイトの運用及び予防可能なこどもの死亡事故の予防策等に係

る普及啓発等を実施している。 

 更には、全国展開に向けた具体的な制度のあり方についての検討を行う

ため、令和７年４月に「ＣＤＲの制度のあり方に関する検討会」を設置し

た。有識者や自治体等の関係者から、丁寧にヒアリングを行ったところで

あり、令和８年中／年度中目途の取りまとめを目指し、ＣＤＲの体制整備

に向けて検討を進めていく。 
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 ついては、全国展開を見据え、各都道府県においても積極的にモデル事

業へ参画いただけるようお願いしたい。令和８年６月には、モデル事業参

画前の準備から推進会議の開催に至るまでの取組を順序立てて記載した

「CDR モデル事業スタートアップガイド」を発出したところであり、参画

を検討している自治体に対しては、こども家庭庁より国立成育医療研究セ

ンターなどの有識者をご案内し、個別に相談会を行っている。 

 

1100．．ここどどもものの心心のの診診療療ネネッットトワワーークク事事業業ににつついいてて  

（（関関連連資資料料 3344 参参照照）） 
  こどもの心の診療ネットワーク事業では、様々なこどもの心の問題、被

虐待児の心のケアや発達障害に対応するため、都道府県及び指定都市にお

ける拠点病院を中核とし、各医療機関や保健福祉関係機関等と連携した支

援体制の構築を図っている。 

 令和７年度には、中央拠点病院である国立成育医療研究センターと連携

し、各自治体の取り組み事例が記載された事業概要集を作成した。令和８

年度は、実施自治体・未実施自治体・医療機関に対して、アンケートやヒア

リングを行い、各医療機関や保健福祉関係機関等の連携の好事例を収集す

る予定である。 

 都道府県・指定都市においては、事業概要集を参考に、モデル事業への参

画を積極的に検討いただきたい。 

 

 

1111．．乳乳幼幼児児健健康康診診査査ににつついいてて（（関関連連資資料料 3355～～3388 参参照照））  

（（１１））乳乳幼幼児児健健康康診診査査のの実実施施ににつついいてて  

乳幼児に対する健康診査については、平成 27年、令和元年、令和５年

に問診項目の追加等を行い、子育て支援の必要性についても評価をお願

いしているところ。令和６年度から成育医療等基本方針に基づく指標と

して設定された項目等については、引き続き、乳幼児健診情報システムを

通じた把握・報告をお願いする。 

  また、平成 29年度子ども・子育て支援推進調査研究事業において、「乳

幼児健康診査事業実践ガイド」及び「乳幼児健康診査身体診察マニュア

ル」（健診従事者向け）を作成し、身体診察マニュアルについては平成 30

年～令和２年度厚生労働科学研究において改訂し、本年７月に令和５年

度の母子健康手帳改訂を踏まえて第２版が作成されているので、各市町
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村で活用いただきたい。乳幼児の身体的・精神的・社会的な観点からの包

括的なアプローチに向け、引き続き、こども家庭科学研究等においてマニ

ュアル等の検討を行っている。 

  各市町村におかれては、上記ガイド及びマニュアルを活用して、引き続

き、乳幼児健康診査の円滑な実施に努めていただきたい。 

  ※乳幼児健康診査事業実践ガイド 

    http://www.ncchd.go.jp/center/activity/kokoro_jigyo/guide.pdf 

  ※第２版乳幼児健康診査身体診察マニュアル 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0b505d2e-

87a3-488b-a78c-46a38fbcf38b/105c3e0b/20250722_policies_boshihoken_manuals-etc_19.pdf 

 

（（２２））乳乳幼幼児児健健康康診診査査のの未未受受診診者者のの受受診診勧勧奨奨ににつついいてて  

乳幼児健康診査については、母子保健法に基づき実施していただいてい

るところであるが、１歳６か月児健診では 3.2％、３歳児健診では 3.6％

（令和 6 年度地域保健・健康増進事業報告）の未受診者がいる。 

    乳幼児健診をこどもに受けさせていない家庭は、受けさせている家庭よ

りも虐待リスクが高いことが指摘されていることから、未受診家庭の把握

を通じて、虐待予防のための支援につなげることが重要である。 

    各市町村におかれては、家庭訪問等により引き続き乳幼児健診未受診者

の受診勧奨等に努めていただきたい。 

    また、乳幼児健診未受診家庭を把握した際には、児童福祉担当部署等に

情報提供を行い、連携してこどもの安全確認を徹底していただきたい。 

 

（（３３））１１かか月月児児及及びび５５歳歳児児健健康康診診査査のの推推進進ににつついいてて  

令和５年度補正予算より、１か月児及び５歳児に対する健康診査の費用

を助成することにより、出生後から就学前までの切れ目のない健康診査の

実施体制を整備する事業を創設している。さらに、令和６年度補正予算で

は、乳幼児健診の健診医の養成、質の向上を推進するために、新たに乳幼

児健診の研修を実施する団体への支援を行っている。 

   本事業の実施にあたっては、５歳児健診に係る自治体や小児科医等への

技術的支援として、健康診査の実施に必要な問診票や健康診査票をお示し

しており、また、令和５年度以降のこども家庭科学研究の研究班において、

１か月児及び５歳児健診の実施体制や診察方法等について記載した１か

月児健康診査マニュアル及び５歳児健康診査マニュアル（令和７年改訂）
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村で活用いただきたい。乳幼児の身体的・精神的・社会的な観点からの包

括的なアプローチに向け、引き続き、こども家庭科学研究等においてマニ

ュアル等の検討を行っている。 

  各市町村におかれては、上記ガイド及びマニュアルを活用して、引き続

き、乳幼児健康診査の円滑な実施に努めていただきたい。 

  ※乳幼児健康診査事業実践ガイド 
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（（２２））乳乳幼幼児児健健康康診診査査のの未未受受診診者者のの受受診診勧勧奨奨ににつついいてて  

乳幼児健康診査については、母子保健法に基づき実施していただいてい

るところであるが、１歳６か月児健診では 3.2％、３歳児健診では 3.6％

（令和 6 年度地域保健・健康増進事業報告）の未受診者がいる。 

    乳幼児健診をこどもに受けさせていない家庭は、受けさせている家庭よ

りも虐待リスクが高いことが指摘されていることから、未受診家庭の把握

を通じて、虐待予防のための支援につなげることが重要である。 

    各市町村におかれては、家庭訪問等により引き続き乳幼児健診未受診者

の受診勧奨等に努めていただきたい。 

    また、乳幼児健診未受診家庭を把握した際には、児童福祉担当部署等に

情報提供を行い、連携してこどもの安全確認を徹底していただきたい。 

 

（（３３））１１かか月月児児及及びび５５歳歳児児健健康康診診査査のの推推進進ににつついいてて  

令和５年度補正予算より、１か月児及び５歳児に対する健康診査の費用

を助成することにより、出生後から就学前までの切れ目のない健康診査の

実施体制を整備する事業を創設している。さらに、令和６年度補正予算で

は、乳幼児健診の健診医の養成、質の向上を推進するために、新たに乳幼

児健診の研修を実施する団体への支援を行っている。 

   本事業の実施にあたっては、５歳児健診に係る自治体や小児科医等への

技術的支援として、健康診査の実施に必要な問診票や健康診査票をお示し

しており、また、令和５年度以降のこども家庭科学研究の研究班において、

１か月児及び５歳児健診の実施体制や診察方法等について記載した１か

月児健康診査マニュアル及び５歳児健康診査マニュアル（令和７年改訂）

 
 

を作成したほか、同規模市町村の好事例を参照できる５歳児健診ナビポー

タルを作成したので、ぜひ活用いただきたい。さらに、令和６年９月６日

付の「５歳児健康診査の事例の周知について」と併せて、令和８年７月 29

日に事務連絡「令和８年度（令和７年度からの繰越分）母子保健衛生費国

庫補助金に係る Q&A について」において、５歳児健診における二段階方式

の健診についての考え方等をお示ししており、本事務連絡を参考にしてい

ただきたい。 

※【事務連絡】５歳児健康診査の事例の周知について 

（事務連絡） 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-acbd

-4e2a-a27a-7e8f2d6106dd/a8d7f1ed/20240906_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_70.pdf 

（別添） 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-acbd

-4e2a-a27a-7e8f2d6106dd/2d8e3cad/20240906_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_71.pdf 

 

※【事務連絡】令和７年度（令和６年度からの繰越分）母子保健衛生費国庫補

助金（うち「「１か月児」及び「５歳児」健康診査支援事業」）に係る Q&A

（一部改正）について 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0ac0f291-e4c2

-475d-83fe-f1c39a6e551e/76a0855f/20250815_policies_boshihoken_tsuuchi_2025_50.pdf 

※１か月児健診マニュアル及び５歳児健診マニュアル 

（１ヶ月児健診） 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0b505d2e-87a3

-488b-a78c-46a38fbcf38b/d2bbd31e/20250905_policies_boshihoken_manuals-etc_22.pdf 

（５歳児健診改訂版） 

 https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d0eb1a48-cf1d-4

f57-ac60-e55f28a5ab22/877dae22/20260217_policies_boshihoken_nyuyojikenshin_24.pdf 

※５歳児健診ポータル 

https://gosaiji-kenshin.com/ 

 

（（４４））乳乳幼幼児児健健康康診診査査実実施施支支援援事事業業ににつついいてて  

３～６か月児健診、９～11 か月児健診、５歳児健診については、健診

医や専門職の確保が難しい地域や、過疎地等での健診実施を図るため、令
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和６年度補正予算において、都道府県に対して健診実施に向けた調整、研

修についての補助、市町村に対して専門職等の確保のための派遣費用等の

補助及び各健診の運営や基礎的な事項に関する研修、５歳児健診における

フォローアップ体制の研修費用を助成している。 

 

（（５５））５５歳歳児児健健康康診診査査実実施施ににおおけけるる地地域域ののフフォォロローーアアッッププ体体制制等等のの整整備備

ににつついいてて  

５歳児健診の主な目的は、発達障害等のこどもの個々の発達の特性を

早期に把握し、育児の困難さや子育て相談のニーズを踏まえながら、こど

もとその家族を必要な支援に繋げることであり、５歳児健診の実施に当

たっては、健診の実施体制の構築に加え、健診においてこどもへの発達支

援のニーズや保護者に対する子育て相談等（就学に向けた相談を含む。）

のニーズなどがある場合に、地域全体で必要な支援を提供するためのフ

ォローアップ体制の整備が求められる。そのため、令和６年３月 29 日付

け事務連絡「５歳児健康診査の実施に当たって求められる地域のフォロ

ーアップ体制等の整備について」において、健診結果に基づくフォローア

ップ体制として、地域全体で保健、医療、福祉、教育の各分野が連携し、

必要な支援を提供する体制整備が重要であるとしている。 

   ※令和６年３月 29 日付け事務連絡「５歳児健康診査の実施に当たって

求められる地域のフォローアップ体制等の整備について」 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d4a9b67b-acbd-4e2

a-a27a-7e8f2d6106dd/f964642a/20240422_policies_boshihoken_tsuuchi_2024_26.pdf   

 

  ① 市町村に求められる役割について 

市町村におかれては、関係団体との連携を通じて医師や専門職を確保

し、５歳児健診の実施体制の整備に努めていただきたい。また、保健、医

療、福祉、教育の各分野の関係者が健診やカンファレンスに参画し、情報

共有や多角的な視点から支援・対応方針を検討するとともに、健診後の支

援方針を関係者間で共有し、既存の会議体等を活用して地域における支援

のフォローアップ体制を整備していただきたい。さらに、児童発達支援セ

ンター等を中核とした地域の障害児支援体制の強化を通じて、保健と福祉

の連携を充実させるようお願いしたい。 
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ォローアップ体制の整備が求められる。そのため、令和６年３月 29 日付

け事務連絡「５歳児健康診査の実施に当たって求められる地域のフォロ

ーアップ体制等の整備について」において、健診結果に基づくフォローア

ップ体制として、地域全体で保健、医療、福祉、教育の各分野が連携し、

必要な支援を提供する体制整備が重要であるとしている。 

   ※令和６年３月 29 日付け事務連絡「５歳児健康診査の実施に当たって
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  ① 市町村に求められる役割について 

市町村におかれては、関係団体との連携を通じて医師や専門職を確保

し、５歳児健診の実施体制の整備に努めていただきたい。また、保健、医

療、福祉、教育の各分野の関係者が健診やカンファレンスに参画し、情報

共有や多角的な視点から支援・対応方針を検討するとともに、健診後の支

援方針を関係者間で共有し、既存の会議体等を活用して地域における支援

のフォローアップ体制を整備していただきたい。さらに、児童発達支援セ

ンター等を中核とした地域の障害児支援体制の強化を通じて、保健と福祉

の連携を充実させるようお願いしたい。 

 

 

 

 
 

  ② 都道府県に求められる役割について 

都道府県におかれては、市町村における５歳児健診の実施体制の整備に

あたり、地域の実情を踏まえて広域的な調整を行っていただきたい。また、

発達障害等の診断を行う専門医療機関で、速やかな受診や評価を行える体

制を構築し、適切な支援に結びつけるよう努めていただきたい。さらに、

関係機関との情報共有や連携を進め、保育士等に求められる専門知識やノ

ウハウを踏まえた研修機会を提供し、発達障害等に対応する支援が必要と

判定されたこどもへの対応に取り組んでいただきたい。 

なお、都道府県における母子保健事業の体制整備にあたっては、「母子

保健対策強化事業」を御活用いただきたい。 

 

1122．．母母子子保保健健 DDXX ににつついいてて（（関関連連資資料料 3399 参参照照）） 

現状では、妊婦・乳幼児健診等は問診票など紙による運用が基本となっ

ているため、住民や自治体、医療機関において負担・手間が生じており、ま

た、健診結果等の共有にタイムラグが生じている。これらの課題の解決を

図るため、母子保健情報の迅速な共有・活用を可能とする母子保健 DXを推

進していくこととしている。 

併せて、里帰りをする妊産婦について、健診情報や伴走型相談支援の情

報が自治体間で十分に共有できておらず切れ目のない支援の提供に支障を

来す場合があり、また、関連する事務手続が煩雑となっている。住所地自

治体・里帰り先自治体双方における手続の簡素化と住民の利便性向上を図

るため、里帰りする妊産婦の健診等において、償還払い等の煩雑な手続を

要さず、自治体を超えて利用を可能とする集合契約・請求支払システムに

ついて、令和８年度中に要件定義を行い、導入に向けて検討を進めること

としている。 

また、母子健康手帳について、電子版を原則とすることを目指し、令和８

年３月 31日に電子版母子健康手帳ガイドラインを発出した。 

母子保健 DXに期待される効果・メリットとして、住民の利便性の向上、

医療機関の業務効率化・健診の精度向上、自治体の業務効率化の観点があ

る。 

今後の母子保健 DX に係るスケジュールについて、令和 8 年度末より全国

展開を予定しており、環境が整った自治体より母子保健 DX の取組みを行う

ことが可能となる。また、集合契約・請求支払システムについて令和 9 年

度以降に開発を行う予定としている。また、医療機関における PMH を活用

した個別健診の普及に向けて、PMH 医療機関向け画面の構築を令和 8 年度

に行うとともに、令和 9 年度に母子領域の電子カルテ仕様に係る検討を行

うこととしている。 
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各地方公共団体におかれては、こども家庭庁ウェブサイトに掲載してい

る母子保健ＤＸに関する取組を参照頂き、母子保健ＤＸの導入に向けた検

討をお願いしたい。 

  

1133．．妊妊産産婦婦やや乳乳幼幼児児にに関関すするる栄栄養養・・食食生生活活ににつついいてて  

（（関関連連資資料料 4400～～4444 参参照照）） 

① 妊娠前からはじめる妊産婦のための食生活指針について 

 妊娠期や授乳期においても、健康の保持・増進を図ることが重要である。

妊娠期及び授乳期における望ましい食生活の実現に向けて、平成 18 年に

「妊産婦のための食生活指針」が作成された。作成から約 15 年が経過し、

健康や栄養・食生活に関する課題を含む、妊産婦を取り巻く社会状況等が

変化していることから、令和３年３月に同指針の改定を行った。妊娠、出

産、授乳等に当たっては、妊娠前からの健康なからだづくりや適切な食習

慣の形成が重要であることから、改定後の指針の対象には妊娠前の女性も

含むこととし、名称を「妊娠前からはじめる妊産婦のための食生活指針」

とした。改定後の指針は、妊娠前からの健康づくりや妊産婦に必要とされ

る食事内容とともに、妊産婦の生活全般、からだや心の健康にも配慮した、

10項目から構成されている。また、妊娠期における望ましい体重増加量に

ついて、「妊娠中の体重増加指導の目安」（令和３年３月８日日本産科婦

人科学会）を参考として提示している。あわせて、保健医療従事者等を対

象とした解説要領を作成しており、妊産婦等を対象とした健康診査や各種

教室等における保健指導・栄養指導の参考として活用をお願いする。        

※妊娠中と産後の食事について 

https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/shokuji/ 

 

② 授乳・離乳の支援について 

授乳期・離乳期は、こどもの健康にとって極めて重要な時期であり、親

子双方にとって、慣れない授乳や離乳を経験する過程を支援することが必

要である。妊産婦やこどもに関わる産科施設、小児科施設、保健所・市町

村保健センターなどの保健医療従事者が授乳や離乳の支援に関する基本

的事項を共有することで妊産婦への適切な支援を進めていくことができ

るよう、「授乳・離乳の支援ガイド 」を作成している（平成 31年３月改

定）。また、授乳や離乳についてわかりやすく記載したリーフレットを作

成し、こども家庭庁ウェブサイトに掲載している。各地方公共団体におか

れては、乳幼児健康診査の機会等での積極的な活用をお願いする。         
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 ※授乳や離乳について 

   https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/junyuu/ 

 

③ 災害時の授乳支援について 

 災害時は、授乳中の女性にとって、避難所等での慣れない生活環境によ

り心身の負担が大きくなるとともに、断水や停電等により清潔に授乳でき

る環境が確保できない可能性も考えられるため、特段の配慮が必要とな

る。また、災害に備え、平時から母子に必要となる物資の備蓄等について

進めることも重要である。 

 このため、令和元年 10月 25日付けで、各地方公共団体に対し、災害時

における授乳中の女性への支援等に関して、断水等によりライフラインが

断絶された場合においても水等を使用せずに授乳できる乳児用液体ミル

クを母子の状況等に応じて活用いただくこと、平時からの対策として育児

用ミルク（粉ミルク又は乳児用液体ミルク）等の授乳用品などの母子に必

要となる物資の備蓄を進めることをお願いしている（※）。各地方公共団

体におかれては、災害時の授乳に当たっての環境の整備や授乳中の女性へ

の支援について関係部局間で連携して進めていただくとともに、平時から

育児用ミルク及び使い捨て哺乳瓶や消毒剤等の授乳用品などの母子に必

要となる物資の備蓄も進めていただくよう、お願いする。 

なお、備蓄した液体ミルクについては、ローリングストック等により有

効に活用することが可能であり、保育所等における給食の食材としての使

用や、防災訓練などにおいて一律の配布ではなく防災に関する訓練や啓発

活動として、災害の備えのための正しい使用状況等を説明し、母子の状況

を踏まえた上で提供することは、WHO の国際基準に抵触するものではない

と考えている。実際の授乳支援に当たっては、育児用ミルクの一律の配布

を避け、個別の母子の授乳状況をアセスメントした上での適切な配布する

こと、また、常時備蓄している育児用ミルクで、期限の近づいた製品につ

いて、防災訓練の炊き出し訓練における食材とする場合等においても、提

供先における母乳育児の取組を阻害しないように考えることが重要であ

ることに留意されたい。 

（参考）「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点から

の防災・復興ガイドライン～」（内閣府男女共同参画局） 

   https://www.gender.go.jp/policy/saigai/fukkou/guideline.html 

※「災害時における授乳の支援並びに母子に必要となる物資の備蓄及び

活用について」（令和元年 10月 25 日付け事務連絡） 

https://www.bousai.go.jp/oyakudachi/pdf/siryo_46.pdf 
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④ 母子保健及び児童福祉分野における食育の推進について 

 令和８年５月に食育基本法（平成 17年法律第 63号）が改正されるとと

もに、令和８年６月 24 日に開催された食育推進会議（会長：農林水産大

臣）において、同法第 16条第１項の規定に基づく「第５次食育推進基本計

画」が決定された。改正食育基本法においては、社会経済情勢の変化等を

踏まえ、食育を国民運動として一層推進する観点から規定の見直しが行わ

れている。 

各自治体におかれては、改正食育基本法及び第５次食育推進基本計画を

踏まえ、母子保健及び児童福祉分野における食育の更なる推進に努めてい

ただくとともに、こどもや家庭を取り巻く状況の変化に対応しつつ、妊娠

期から乳幼児期、学童期及び思春期まで切れ目のない食育の推進に取り組

んでいただくようお願いする。また、各都道府県におかれては、管内市町

村に対する情報提供や技術的支援等の適切な支援を行っていただくよう

お願いする。 

なお、こども家庭庁において、改正食育基本法及び第５次食育推進

基本計画を踏まえた通知を発出予定であり、発出後は当該通知の内

容を踏まえた取組をお願いする。 

また、乳幼児の保護者向けに食育のパンフレット『楽しく食べる。すく

すく育つ。』を作成したので、栄養指導等の際に活用していただきたい。 
       

⑤ 乳幼児身体発育調査の実施について 

乳幼児身体発育調査については、昭和 35 年以降 10 年ごとに、全国的に

乳幼児の身体発育の状態やその関連項目を調査し、我が国の乳幼児の身体

発育値を定めて、乳幼児保健指導の改善に資することを目的としており、

令和５年９月に実施したところ。令和６年 12月に政府統計の総合窓口（e-

Stat）にて新たな乳幼児身体発育曲線を含む調査結果を公表するととも

に、公表した乳幼児身体発育曲線を踏まえ、母子健康手帳の乳幼児身体発

育曲線及び幼児の身長体重曲線の記載を改正したところ。体重０㎏から、

身長 20 ㎝から、頭位 20cm からの目盛りに見直し、令和７年４月１日から

の母子健康手帳には、令和５年の調査による乳幼児身体発育曲線を掲載

し、小さく生まれた赤ちゃんの発育も記載できるようになったところ。保

健指導等の際に活用していただくようお願いする。 

        

⑥ 乳幼児栄養調査の実施について 

乳幼児栄養調査については、昭和 60 年以降 10 年ごとに、全国的に乳幼

児の栄養方法及び食事の状況等の状態を調査し、授乳・離乳の支援、乳幼児

の食生活の改善のための基礎資料を得ることとしている。前回調査は、平
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成 27年度に都道府県等に委託して実施したが、令和７年度は自治体の負担

軽減等の観点から、民間事業者に委託し、令和７年９月に実施したところ。 

 

 ⑦ 児童福祉施設等における食事の提供ガイドの策定について 

   こどもを取り巻く状況こどもを取り巻く社会状況や保育・養育ニーズが

多様化する中、児童福祉施設等においては、こども一人一人の状況に応じ

た食事の提供や、食べる楽しみの充実、食生活の自立に向けた支援が一層

求められている。 

このため、こども家庭庁において、平成 22年に作成された「児童福祉施

設における食事の提供ガイド」（平成 22 年３月厚生労働省雇用均等・児童

家庭局母子保健課）及び平成 24 年に作成された「保育所における食事の

提供ガイドライン」（平成 24年３月厚生労働省）を統合し、新たに「児童

福祉施設等における食事の提供ガイド」を令和７年９月に公表したところ

である。各地方公共団体におかれては、児童福祉施設等に改定版のガイド

を広く周知していただくとともに、児童福祉施設等への助言や指導の際に

積極的に活用していただくよう願いする。 

 ※児童福祉施設等における食事の提供について 
https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/jidoufukukshi-eiyou 

 

1144．．旧旧優優生生保保護護法法補補償償金金等等支支給給法法ににつついいてて                    

（（関関連連資資料料 4455～～4499 参参照照）） 

令和６年７月３日の最高裁判所大法廷判決において、特定疾病等に係

る方々を対象とする生殖を不能にする手術について定めた旧優生保護法

の規定は日本国憲法第 13 条及び第 14 条第１項に違反するものであり、

当該規定に係る国会議員の立法行為は違法であると判断され、国の損害

賠償責任が認められた。 

    このことを踏まえ、旧優生保護法に基づく優生手術等や人工妊娠中絶等

を受けることを強いられて被害を受けた方々に対し補償金等を支給する

こと等を目的とする「「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者等に

対する補償金等の支給等に関する法律」（令和６年法律第 70 号）が、議員

立法により成立し、令和７年１月 17日に施行された。 

     こども家庭庁においては、補償金等の支給対象者が確実に請求を行うこ

とができるよう、これまで以下の周知広報を実施してきた。 

      ・ 補償金等についての特設ホームページの開設、新聞広告、インター

ネット広告、ラジオ広告などによる制度の周知広報 
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      ・ 障害特性に配慮した周知広報として、手話・字幕付き動画、点字版

リーフレット及び制度を分かりやすく説明したリーフレットを作成・

配布 

     都道府県及び市区町村におかれても、補償金等の支給対象となり得る方

に確実に情報が届くよう、様々な機会をとらえて積極的に周知・広報を行

っていただくようお願いする。 

（考えられる取組の例） 

・ 障害者手帳の更新、障害福祉サービス等の利用手続、自立支援医療受

給者証の再認定等の機会にリーフレットを同封するなど、行政手続の機

会を利用したきめ細やかな案内  

・ 広報誌、広報用ポスター・リーフレットの配布・掲示  

 

      また、補償金等の支給対象者の多くが高齢で疾病や障害がある方であり、

当時のことを思い出す必要があること等心理的な負担となることも想定

される。そのため、都道府県の窓口に相談等があった場合には、相談者の

状況に応じた丁寧な対応・相談支援を行うことをお願いする。その際には、

基本的には「弁護士による旧優生補償金等請求サポート事業」を案内いた

だくようお願いする。 

   このほか、都道府県におかれては、「旧優生保護法に基づく優生手術等及

び人工妊娠中絶等に関する個人記録の調査及び請求の勧奨について（依

頼）」（令和８年３月 26 日こども家庭庁成育局母子保健課長他）に基づく

個人記録の調査及び請求の勧奨について、ご協力いただくようお願いする。 

また、市区町村の窓口に相談等があった場合には、都道府県の相談窓口

への案内等をお願いする。 

さらに、補償金等の申請に際しては、過去に行われた優生手術等に係る

記録の調査が重要となる。市区町村においても、例えば母子保健分野や障

害福祉分野のケース記録に優生手術等に係る記述が認められる可能性もあ

ることから、都道府県から請求に係る記録の調査等の依頼があった場合に

は、記録の調査等を実施した上で、その結果を都道府県に報告を行うよう

お願いする。 
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成
育
局

 成
育
環
境
課

利
用
者
支
援
事
業

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

⚫
子
育
て
家
庭
や
妊
産
婦
が
、
教
育
・
保
育
施
設
や
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
関
係
機
関
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
身
近
な
場

所
で
の
相
談
や
情
報
提
供
、
助
言
等
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
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連
携
・
協
働
の
体
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づ
く
り
等
を
行
う
。
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地
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点
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近
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受
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個
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ニ
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子
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収
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や
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携
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が
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地
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の
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り
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
子
育
て
資
源
の
育
成
や
、
地
域
で
必
要
な
社
会
資
源

の
開
発
等
を
行
う
。

《
職
員
配
置
》
専
任
職
員
（
利
用
者
支
援
専
門
員
）
を
１
名
以
上
配
置
（
基
本
Ⅲ
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。
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て
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を
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。

《
職
員
配
置
》
保
健
師
、
助
産
師
等
の
専
門
職
の
ほ
か
、
一
定
の
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④
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
型

○
主
と
し
て
市
町
村
の
窓
口
で
、
子
育
て
家
庭
等
か
ら
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
地

域
に
お
け
る
保
育
所
や
各
種
の
保
育
サ
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ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
利
用
に
向
け
て
の
支
援
な

ど
を
行
う
。

《
職
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配
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専
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者
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員
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を
１
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以
上
配
置
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研
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及
び
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を
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い
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者
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望
ま
し
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※
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、
①
基
本
型
、
③
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ど
も
家
庭
セ
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型
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す
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こ
と
も
可
能
。

【
実
施
主
体
】

市
町
村
（
特
別
区
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）

【
補
助
率
】

①
～
③
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国
（
２

/３
）
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又
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④
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６
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＜
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ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金（

こ
ど
も
家
庭
庁
）＋

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金（

厚
生
労
働
省
）
＞

令
和
９
年
度
概
算
要
求
額

2,
38

9億
円
＋

43
7億

円
の
内
数
（

2,
16

3億
円
＋

43
4億

円
の
内
数
）
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支
援
局

 虐
待
防
止
対
策
課

成
育
局

母
子
保
健
課

利
用
者
支
援
事
業
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
型
）
①

事
業
の
目
的

⚫
改
正
児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保
健
）
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
（
児
童
福
祉
）
の
設
立
の
意
義
や
機
能
は
維
持
し
た

上
で
組
織
を
見
直
し
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
へ
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
機
能
を
有
す
る
機
関
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置
に
努
め
る

こ
と
と
し
た
。

⚫
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
は
、
こ
れ
ま
で
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
を
進

め
て
き
た
中
で
、
両
機
関
が
と
も
に
特
定
妊
婦
や
要
支
援
児
童
等
を
支
援
対
象
に
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
織
が
別
で
あ
る
た
め
に
、
連
携
・
協
働
に
職
員

の
負
荷
が
か
か
っ
た
り
、
情
報
共
有
等
が
成
さ
れ
に
く
い
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
両
機
能
を
組
織
と
し
て
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
母

子
保
健
・
児
童
福
祉
両
部
門
の
連
携
・
協
働
を
深
め
、
虐
待
へ
の
予
防
的
な
対
応
か
ら
個
々
の
家
庭
に
応
じ
た
支
援
の
切
れ
目
な
い
対
応
な
ど
、
市
町
村
と
し
て
の
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
の
概
要

※
従
来
の
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
に
係
る
財
政
支
援
（
安
心
こ
ど
も
基
金
で
実
施
し
て
い
た
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
一
体
的
相

談
支
援
機
関
運
営
事
業
も
含
む
）
を
一
本
化

＜
業
務
内
容
＞

〇
主
に
児
童
福
祉
（
虐
待
対
応
を
含
む
。
）
の
相
談
等
を
担
当
す
る
子
ど
も
家
庭

支
援
員
等
と
、
主
に
母
子
保
健
の
相
談
等
を
担
当
す
る
保
健
師
等
が
配
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
応
じ
た
業
務
を
実
施

〇
統
括
支
援
員
が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も
家
庭
支
援
員
等
と
保
健
師
等
が
適
切
に

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
妊
産
婦
や
こ
ど
も
に
対
す
る
一
体
的
支
援
を
実
施

〇
妊
娠
届
か
ら
妊
産
婦
支
援
、
子
育
て
や
こ
ど
も
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
支
援
を
要
す
る
こ
ど

も
・
妊
産
婦
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成

〇
民
間
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
様
な
家
庭
環
境
等
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
の
地
域
資
源
の
開
拓

等

＜
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
一
体
的
支
援
＞

＜
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金（

こ
ど
も
家
庭
庁
）＋

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金（

厚
生
労
働
省
）
＞

令
和
９
年
度
概
算
要
求
額

2,
38

9億
円
＋

43
7億

円
の
内
数

（
2,

16
3億

円
＋

43
4億

円
の
内
数
）
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実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
市
区
町
村

【
補

助
率
】
国
：
２

/３
、

都
道
府
県
：
１

/６
、

市
区
町
村
：
１

/６
※
２

/３
の
国
庫
補
助
率
の
対
象
は
、
財
政
力
指
数
１
未
満
の
自
治
体
又
は
原
則
の
補
助
率
で
算
出
し
た
本
事
業
の
国
庫
補
助
額
が
１
億
円
を
超
え
な
い
自
治
体
と
し
、

そ
の
他
の
自
治
体
は
国
庫
補
助
率
を

1/
2と

す
る

【
令
和
９
年
度
補
助
基
準
額
案
】

①
統
括
支
援
員
の
配
置

１
か
所
当
た
り

7,
45

2千
円

②
母
子
保
健
機
能
（
旧
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
費

保
健
師
等
専
門
職
員
及
び
困
難
事
例
等
を
対
応
す
る
職
員
を
専
任
に
よ
り
配
置
す
る
場
合

１
か
所
当
た
り

15
,5

35
千
円

保
健
師
等
専
門
職
員
及
び
困
難
事
例
等
を
対
応
す
る
職
員
を
兼
任
に
よ
り
配
置
す
る
場
合

１
か
所
当
た
り

6,
81

5千
円

保
健
師
等
専
門
職
員
を
専
任
、
困
難
事
例
等
を
対
応
す
る
職
員
を
兼
任
に
よ
り
配
置
す
る
場
合

１
か
所
当
た
り

12
,6

33
千
円

保
健
師
等
専
門
職
員
を
兼
任
、
困
難
事
例
等
を
対
応
す
る
職
員
を
専
任
に
よ
り
配
置
す
る
場
合

１
か
所
当
た
り

9,
71

7千
円

③
児
童
福
祉
機
能
（
旧
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
）
の
運
営
費

直
営
の
場
合
（
１
支
援
拠
点
当
た
り
）

一
部
委
託
の
場
合
（
１
支
援
拠
点
当
た
り
）
※
１

小
規
模
Ａ
型

3,
95

5千
円

小
規
模
Ａ
型

10
,5

25
千
円

小
規
模
Ｂ
型

10
,8

78
千
円

小
規
模
Ｂ
型

17
,4

48
千
円

小
規
模
Ｃ
型

17
,9

22
千
円

小
規
模
Ｃ
型

24
,4

92
千
円

中
規
模
型

24
,6

13
千
円

中
規
模
型

37
,7

52
千
円

大
規
模
型

45
,5

74
千
円

大
規
模
型

71
,8

52
千
円

上
乗
せ
配
置
単
価

5,
47

2千
円
（
１
人
当
た
り

)
上
乗
せ
配
置
単
価

常
勤
職
員

6,
78

2千
円
（
１
人
当
た
り
）

非
常
勤
職
員

 5
,4

72
千
円
（
１
人
当
た
り
）

④
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
作
成
に
か
か
る
支
援
員
の
加
算

（
直
営
の
場
合
は
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
に
限
り
、
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
場
合
は
常
勤
職
員
も
可
と
す
る
）

直
営
の
場
合

3,
22

3千
円
（
１
人
当
た
り
）

委
託
の
場
合

6,
78

2千
円
（
１
人
当
た
り
）

※
配
置
人
数
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

40
件
作
成
に
つ
き
１
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
口

10
万
人
未
満
の
自
治
体
は
１
名
、

人
口

10
万
人
以
上
か
つ

30
万
人
未
満
の
自
治
体
は
２
名
、
人
口

30
万
人
以
上
の
自
治
体
は
３
名
を
上
限
と
す
る
。

⑤
担
い
手
の
確
保
等
の
地
域
資
源
の
開
拓
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

（
直
営
の
場
合
は
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
に
限
り
、
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
場
合
は
常
勤
職
員
も
可
と
す
る
）

直
営
の
場
合

3,
22

3千
円
（
１
人
当
た
り
）

委
託
の
場
合

6,
78

2千
円
（
１
人
当
た
り
）

※
地
域
資
源
開
拓
に
必
要
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
１
か
所
当
た
り
１
人
と
す
る
。

⑥
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準
備
費

※
た
だ
し
、
補
助
の
対
象
は
、
補
助
の
申
請
を
行
う
年
度
又
は
補
助
の
申
請
を
行
う
翌
年
度
に
設
置
さ
れ
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

と
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
１
か
所
に
つ
き
、
補
助
は
１
度
に
限
る
も
の
と
す
る
。

１
か
所
当
た
り

7,
67

8千
円

支
援
局

 虐
待
防
止
対
策
課

成
育
局

母
子
保
健
課

利
用
者
支
援
事
業
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
型
）
②

事
業
の
利
用
調
整

や
利
用
支
援

対
象
家
庭

市
町
村

家
庭
支
援
事
業
等
の
利
用
や
提
供
の
促
進
に
必
要
な
利
用
調
整
や
利
用
支
援
に
関
す
る
児
童
福
祉

機
能
の
業
務
に
つ
い
て
、
家
庭
支
援
事
業
等
の
実
施
事
業
所
そ
の
他
の
法
人
等
に
委
託
す
る
経
費

（
人
件
費
等
）
は
、
児
童
福
祉
機
能
一
部
委
託
※
の
補
助
対
象
で
す
。

※
上
乗
せ
配
置
単
価
含
む

（
例
）
養
育
支
援
訪
問
事
業
･子

育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
な
ど
の
家
庭
支
援
事
業
の
利
用
者
と

実
施
者
（
訪
問
員
･施

設
･里

親
等
）
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
連
絡
調
整
、
相
談
対
応
、
支
援

内
容
の
協
議
、
利
用
計
画
や
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
利
用
調
整
・
利
用
支
援
に

関
す
る
業
務
の
う
ち
、
家
庭
支
援
事
業
の
交
付
金
を
充
て
な
い
市
町
村
業
務
の
委
託
経
費

直
営
又
は
委
託
等
に
よ
る
事
業
実
施

児
童
福
祉
機
能

の
業
務
委
託

（
利
用
調
整
等
）

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

社
会
福
祉
法
人
・

NP
O
法
人
等

※
1

家
庭
支
援
事
業
等
の
利
用
調
整
・
利
用
支
援
に
関
す
る
業
務
委
託
へ
の
活
用
に
つ
い
て

※
令
和
８
年
度
ま
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
も
、
②
③

そ
れ
ぞ
れ
の
人
員
配
置
基
準
等
を
満
た
す
場
合
は
②
③
の
国
庫
補
助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
９
年
度
以
降
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
②
も
③

も
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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令
和
９
年
度
概
算
要
求

７
億
円
（
６
億
円
）

【
平
成

26
年
度
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

事
業
の
目
的

⚫
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
※
）
の
設
置
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
し
、
妊
産
婦
等
に

必
要
な
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。
（
※
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
旧
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
部
分
に
限
る
。
）

⚫
さ
ら
に
、
都
道
府
県
等
が
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
を
行
う
等
、
市
町
村
に
対
し
、
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
１
．
市
町
村

２
．
都
道
府
県

【
補
助
率
】
１
／
２

１
．
市
町
村
事
業

（
１
）
産
前
・産
後
サ
ポ
ー
ト事

業
（

H2
6～

）
妊
産
婦
等
が
抱
え
る
妊
娠
・出

産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
等
に
つ
い
て
、助

産
師
等
の
専
門
家
又
は
子
育
て
経
験
者
や
シ
ニ
ア
世
代
等
の
相
談
しや

す
い
「話

し相
手
」等
に
よる

相
談
支
援
を
行
い
、家

庭
や
地
域
で
の
妊
産
婦
等
の
孤
立
感
を
解
消
を図

る
。

（
２
）
妊
娠
・出
産
包
括
支
援
緊
急
整
備
事
業
（

H2
6～

）
産
前
・産
後
サ
ポ
ー
ト事

業
、産

後
ケ
ア事

業
の
実
施
場
所
の
修
繕
を
行
うこ
とに
よ
り、
よ
り身

近
な
場
で
妊
産
婦
等
を支

え
る
仕
組
み
に
必
要
な
体
制
を
緊
急
に
整
備

す
る
。

（
３
）
こど
も
家
庭
セ
ンタ
ー
（
旧
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ンタ
ー
機
能
部
分
）
開
設
準
備
事
業
（

H2
9～

）
こど
も
家
庭
セ
ンタ
ー
に
係
る
開
設
準
備
の
た
め
、職

員
の
雇
い
上
げ
や
協
議
会
の
開
催
等
を
行
うこ
とに
よ
り、
当
該
セ
ンタ
ー
を
円
滑
に
開
設
す
る
。

２
．
都
道
府
県
事
業

・
妊
娠
・出
産
包
括
支
援
推
進
事
業
（

H2
7～

）
連
絡
調
整
会
議
、保

健
師
等
の
専
門
職
へ
の
研
修
、産

後
ケ
ア事

業
等
の
ニー

ズ
把
握
調
査
等
を
行
い
、市

町
村
が
妊
娠
・出

産
包
括
支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

体
制
整
備
を推

進
す
る
。

①
連
絡
調
整
会
議
、②

保
健
師
等
の
専
門
職
へ
の
研
修
、③

ニー
ズ
把
握
調
査
、④

市
町
村
共
同
実
施
の
推
進
、⑤

その
他
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利
用

者
の

視
点

に
立

っ
た

妊
娠

期
か

ら
２

歳
ま

で
の

切
れ
目
の
な

い
支
援
の

構
築

〇
妊
娠
期
か
ら
２
歳
ま
で
の
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
伴
走
型
相
談
支
援
の
制
度
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
反
面
、
異

な
る
相
談
支
援
の
た
び
に
同
じ
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
関
係
機
関
間
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
の
課
題
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

〇
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
の
構
築
に
向
け
、
現
場
の
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
制
度
的
対
応
も
視
野
に
検
討
。

今
年
度
の
う
ち
か
ら
、
先
進
的
に
取
り
組
む
市
町
村
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
現
場
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

妊
娠

出
産

乳
児

幼
児

１
歳

地
域

の
相

談
機

関
（

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
な
ど
）

妊
娠
確
認

確 認 検 査
妊

婦
健

診
（

14
回

程
度

）

産 婦 健 診

乳
幼
児
健
診

※
情

報
連

携

※
情

報
連

携

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
母
子

保
健

と
児
童

福
祉
の

一
体
的
支
援
体
制
）

※
情

報
連

携

※
情

報
連

携

※
妊

娠
中

か
ら

の
利

用
促

進
※

情
報

連
携

／
支
援

の
声

を
上
げ

づ
ら

い
層

へ
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ
支

援
の

強
化

※
情

報
連

携

保
健
師
等
が
自
宅

を
訪

問
し

て
行

う
専

門
的

な
相
談

支
援

（
妊
産
婦
訪
問
、
妊
婦
訪
問
支
援
事
業
、
新
生
児
訪
問
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
）

産
後

ケ
ア

事
業

１
歳
半

健
診

妊
婦
の
た
め
の
支

援
給

付
と

組
み

合
わ

せ
て

行
う

伴
走

型
相

談
支
援

（
R７

年
度
制
度
化
）

（
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
）

相 談 支 援 母 子 保 健 児 童 福 祉

※
情

報
連

携

地
域
の
相
談
機
関
（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど
）
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○
健
康
診
査

○
保
健
師
等

の
訪
問
事
業

（
市
町
村
）

妊
娠

出
産

乳
児

妊
娠
・

出
産
・

子
育
て
に

関
す
る

相
談
窓
口

市
町
村

都
道
府

県
等

※
妊
婦
健
診
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
市
町
村
に
お
い
て
１
４
回
分
を
公
費
助
成
。
（
→
標
準
額
の
設
定
、
見
え
る
化
）

ま
た
、
出
産
費
用
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
原
則

50
万
円
を
支
給
。

（
→
現
物
給
付
、
見
え
る
化
）

幼
児

妊
娠
・
出
産
等
に
係
る
支
援
体
制
の
概
要

伴
走
型
相
談
支
援
（
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
）

身
近
で
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
な
ぐ

面 談
※
妊
娠
届
出
時

※
産
前
休
暇
取
得
時
頃

※
出
生
届
出
時
や
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
時
等

※
継
続
的
な
情
報
発
信
、
希
望
に
応
じ
た
相
談
対
応

給
付
申
請

（
妊
婦
給
付
認
定
後
に

５
万
円
を
支
給
）

給
付
申
請

（
妊
娠
し
て
い
る
こ
ど
も
の
人
数

×
５
万
円
を
支
給
）

１
歳

妊 娠 の 届 出 ・

母 子 健 康 手 帳 の 交 付

新
生
児
訪
問

※
当
該
新
生
児
が
新
生
児
で
な
く
な
っ
た
後
に

お
い
て
も
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る

乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業

※
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
）

※
原
則
と
し
て
生
後
４
か
月
を

迎
え
る
ま
で
の
、
全
て
の
乳
児

の
い
る
家
庭
が
対
象

妊
婦
健
診

妊
婦
訪
問

母
親
学
級
・
両
親
学
級 産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

産 婦 健 診

１ 歳 ６ ヶ 月 健 診

３ 歳 児 健 診

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所

養
育
支
援
訪
問
事
業

（
要
支
援
家
庭
へ
の
支
援
）

面 談
面 談

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

産
後
ケ
ア
事
業
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こ
ど
も
包
括
支
援
基
盤
強
化
事
業

事
業
の
目
的

令
和
４
年
改
正
児
童
福
祉
法
の
施
行
に
よ
り「
こど
も
家
庭
セ
ン
ター

」の
設
置
が
進
ん
で
い
る
（
設
置
率

85
.9
％
）
が
、地

域
全
体
で
の
包
括
的
・継

続
的
な
支
援
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、各

種
の
相
談

事
業
・支

援
事
業
を
担
う地

域
資
源
の
開
拓
や
相
談
支
援
事
業
の
最
適
な
配
置
・整

備
、家

族
全
体
の
ニー

ズ
の
種
類
や
変
化
に
応
じた

地
域
の
相
談
機
関
や
関
係
機
関
との

円
滑
な
分
担
・協

働
の

仕
組
み
、住

民
が
相
談
に
つ
な
が
り支

援
を
利
用
し
や
す
い
方
策
な
ど、
保
護
者
とと
も
に
地
域
全
体
で
こど
も
を
健
や
か
に
育
成
す
る
体
制
の
構
築
を
、こ
ども
家
庭
セ
ンタ
ー
が
中
核
とな

って
進
め
る
必
要
が

あ
る
。妊

産
婦
･こ
ども
･子

育
て
家
庭
へ
の
包
括
的
･継

続
的
な
支
援
の
充
実
に
向
け
、人

口
規
模
等
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「こ
ども

包
括
支
援
」基

盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

事
業
の
概
要

実
施
主
体

【実
施
主
体
】
民
間
事
業
者
（
た
だ
し、
市
町
村
（
重
点
強
化
自
治
体
）
実
施
内
容
１
～
６
に
必
要
な
経
費
は
、民

間
事
業
者
が
市
町
村
に
対
して

補
助
）

【補
助
率
】 

10
/1

0
※
民
間
事
業
者
が
実
施
主
体
とな

り、
別
途
公
募
に
よ
り採

択
され

た
市
町
村
の
取
組
に
対
す
る
支
援
・補

助
・総

合
検
証
を
実
施

【補
助
基
準
額
案
】 
Ⅰ
・Ⅲ

：
94

,6
02
千
円

Ⅱ
：
市
町
村
の
実
施
内
容
１
～
６
に
必
要
な
経
費
の
実
額
（
※
市
町
村
へ
の
補
助
基
準
額
案
は
後
述
）

＜
こ
ど
も
包
括
支
援
基
盤
強
化
事
業
補

助
金
＞

令
和
９

年
度
概

算
要
求

額
５
億
円

支
援
局

 虐
待
防
止
対
策
課

成
育
局
成
育
環
境
課
・
母
子
保
健
課

新
規

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
様

々
な

資
源

･機
関

の
協

働
や

相
談

・
支

援
を

調
整

す
る

包
括

的
支

援
と

、
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

応
じ

た
相
談

対
応

と
支

援
調

整
を

続
け

る
継

続
的

支
援

に
よ

り
、

保
護

者
と
と

も
に

地
域

全
体

で
こ

ど
も

を
健

や
か

に
育

成
す

る
「
こ
ど
も
包
括
支

援
」

基
盤

の
強

化
に

向
け

て
、

以
下

を
実

施
【
民
間
事
業
者
の
実
施
内
容
】

Ⅰ
現

状
把

握
・

課
題

整
理

や
有

識
者

の
助

言
提

供
等
に
よ
る

「
こ

ど
も

包
括

支
援

」
基

盤
の

強
化

に
向

け
た
検
討
支
援

Ⅱ
市

町
村

が
実

施
す

る
取

組
に

必
要

な
経

費
の

補
助

Ⅲ
市

町
村

の
取

組
を

踏
ま

え
た

「
こ

ど
も

包
括

支
援
」
基

盤
の

強
化

に
必

要
な

取
組

の
整

理
【
市
町
村
(重
点
強
化
自
治
体
)の
実
施
内
容
】

（
必
須
実
施
）

以
下

１
～

３
の

全
て

を
実

施
１

こ
ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

を
中

核
と

す
る

地
域

全
体
で
の

包
括

的
支

援
体

制
の

検
討

・
構

築
２

地
域

の
子

育
て

支
援

体
制

強
化
(加

配
/巡

回
/派

遣
)に

よ
る

地
域

の
相

談
支

援
機

能
の

充
実

３
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

や
地

域
子

育
て

相
談
機
関
に
よ
る

関
係

機
関

・
地

域
資

源
の

包
括

的
・

継
続

的
な
支
援
調
整

の
仕

組
み

や
ケ

ー
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
実

装
（
任
意
実
施
）

以
下

４
～

６
の

一
部

又
は

全
部

を
実

施
４

．
「

医
療

機
関

等
」

が
行

う
妊

婦
健

診
等

と
、
こ
ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

が
行

う
伴

走
型

相
談

支
援

な
ど
各
種

相
談

支
援

事
業

が
一

体
と

な
っ

た
連

携
・

支
援

５
．

妊
婦

等
包

括
相

談
支

援
の

寄
り

添
い

支
援

の
充
実

６
．

地
域

の
相

談
機

関
の

利
用

促
進

お
よ

び
未

利
用
者

へ
の
ア

プ
ロ

ー
チ

強
化

（
協
力
事
項
）

妊
娠

期
か

ら
２

歳
頃

ま
で

の
相

談
事

業
の

在
り

方
の
検
討

〈
 包
括
的
支
援
体
制
の
強
化
ポ
イ
ン
ト
〉

【市
町
村
(重

点
強
化
自
治
体
)の
実
施
内
容
】

必
須
実
施
１
～
３
、任

意
実
施
４
～
６
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施

モ デ ル 市 町 村

実
装
支
援

間
接
補
助

総
合
検
証

包
括
的
支
援
体
制
の
要
点
･類

型
の
モ
デ
ル
整
理
な
どの
総
合
検
証

自
治
体
実
施
項
目
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
自
治
体
に
対
す
る
補
助

民 間 事 業 者

自
治
体
内
の
包
括
的
支
援
体
制
検
討
の
支
援
、有

識
者
の
助
言
提
供

〈
 事
業
ス
キ
ー
ム
〉

重 点 強 化 自 治 体
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事
業
の
概
要

〈
重
点
強
化
自
治
体
が
実
施
す
る
こ
と
〉

下
記
の
１
～
３
を
必

ず
実
施
の
上
、
４

～
６
の

一
部
又

は
全

部
を
、
こ

ど
も

家
庭
セ
ン

タ
ー
に

よ
る

一
元
的

な
企
画
･管

理
の
下
で

実
施
す

る
。

【
必
須
項
目
】

１
．
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
す
る
地
域
全
体
で
の
包
括
的
支
援
体
制
の
検
討
・
構
築

こ
ど
も
包
括
推
進
員

を
配
置
し
、
妊
産
婦
･こ

ど
も

･子
育

て
家
庭

（
以
下

、
家
庭

）
の
ニ

ー
ズ
を

整
理
し

、
関
係

部
署
で

の
検
討

や
関
係

機
関
・

地
域
資

源
と
の

協
議
を

進
め
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
連
携
･協

働
の
仕
組

み
、

相
談
事
業

の
最
適

配
置

や
支
援
事

業
の

種
類
･量

の
整

備
な
ど

包
括
的

支
援
体

制
の
検

討
・
構

築
を
推

進
す
る

。

【
任
意
項
目
】

＜
こ
ど
も
包
括
支
援
基
盤
強
化
事
業
補
助

金
＞
令

和
９

年
度
概
算

要
求
額

５
億

円

２
．
地
域
の
子
育
て
支
援
体
制
強
化
（
加
配
／
巡
回
／
派
遣
）
に
よ
る
地
域
の
相
談
支
援
機
能
の
充
実

地
域
子
育
て
相
談
機
関
や
地
域
で
子
育
て

支
援
を

実
施
す

る
事
業

者
等
が

、
よ
り

多
く
の

家
庭
か

ら
の
相

談
に
応

じ
、
ま

た
、
利

用
支
援

や
支
援

調
整
が

必
要
な

家
庭
の

リ
ー

ド
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る

よ
う
、

地
域
で

相
談
支

援
を
担

う
職
員

の
加
配

、
こ
ど

も
家
庭

セ
ン
タ

ー
か
ら

の
巡
回

、
市
町

村
が
委

託
す
る

機
関
（

例
：

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
の
派
遣

等
の
方

法
に
よ

り
、
各

地
域
の

相
談
支

援
体
制

を
強
化

す
る
。

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
活

用
し
た
各
家
庭
と

の
協
働

関
係

に
基
づ

く
家
庭
全

体
の
ニ

ー
ズ

把
握
･ア

セ
ス

メ
ン
ト

、
当
事

者
主
体

の
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ
や
地

域
資
源

と
の
協

働
な
ど

に
よ
る
包

括
的

･継
続
的
な
ケ

ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を
充

実
さ

せ
る
た
め

、
こ
ど

も
家
庭

相
談

の
実
践

モ
デ
ル
に

沿
っ
た

相
談

支
援

を
実

践
し

、
点
検

･改
善
な
ど
に
取

り
組
む

。
必
要
に
応
じ
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
機

能
強
化

の
た
め

の
国
に

よ
る
伴

走
支
援

（
ア
ド

バ
イ
ザ

ー
等
）

か
ら
の

サ
ポ
ー

ト
を
受

け
る
。

支
援
局

 虐
待
防
止
対
策
課

成
育
局
成
育
環
境
課
・
母
子
保
健
課

３
．
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
地
域
子
育
て
相
談
機
関
に
よ
る
包
括
的
・
継
続
的
な
支
援
調
整
の
仕
組
み
の
実
装

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
地
域
子
育
て
相
談

機
関
が

、
包
括

的
支
援

調
整
の

役
割
（

リ
ー
ド

機
関
）

を
各
家

庭
の
ニ

ー
ズ
の

変
化
に

応
じ
て

継
続
的

に
実
施

す
る
仕

組
み
や

、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
関
係
機
関
や
地
域
資
源
が

的
確
に

捉
え
て

他
機
関

と
の
連

携
や
リ

ー
ド
機

関
へ
の

相
談
を

行
う
た

め
の
共

通
の
ツ

ー
ル
や

仕
組
み

を
整
備

す
る
。

４
．
「
医
療
機
関
等
」
が
行
う
妊
婦
健
診
等
と
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
行
う
伴
走
型
相
談
支
援
な
ど
各
種
相
談
支
援
事
業
が
一
体
と
な
っ
た
連
携
・
支
援

５
．
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
の
寄
り
添
い
支
援
の
充
実
に
関
す
る
取
組

６
．
地
域
の
相
談
機
関
（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
等
）
の
利
用
促
進
お
よ
び
未
利
用
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化
に
関
す
る
取
組

（
１
）
妊
娠
中
か
ら
の
地
域
の
相
談
機
関
の
利
用
促
進

（
２
）
地
域
の
相
談
機
関
の
未
利
用
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

こ
ど
も
包
括
支
援
基
盤
強
化
事
業

新
規
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事
業
の
概
要

〈
重
点
強
化
自
治
体
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
〉

＜
こ
ど
も
包
括
支
援

基
盤

強
化

事
業

補
助

金
＞

令
和

９
年

度
概

算
要

求
額

５
億
円

支
援
局

 虐
待
防
止
対
策
課

成
育
局
成
育
環
境
課
・
母
子
保
健
課

補
助
単
価

【市
町
村
の
実
施
内
容
に
対
す
る
補
助
基
準
額
案
】

※
補
助
率

10
/1

0（
民
間
事
業
者
か
ら補

助
）

自
治
体
規
模

※
１

１
及
び
３

（
必
須
実
施
）

２
（
必
須
実
施
）

４
～
６
の
う
ち
１
つ

を
実
施
す
る
場
合

４
～

６
の

う
ち
２
つ

を
実
施
す
る
場
合

４
～

６
の

う
ち
３
つ

を
実

施
す

る
場

合

Ⅰ
7,
45
2千

円
※
２

5,
47
2千

円
3,
26
0千

円
4,
26
0千

円
5,
26
0千

円

Ⅱ
7,
45
2千

円
※
２

10
,9
44

千
円

6,
02
0千

円
7,
52
0千

円
9,
02
0千

円

Ⅲ
7,
45
2千

円
※
２

16
,4
16

千
円

8,
78
0千

円
10
,7
80

千
円

12
,7
80

千
円

Ⅳ
7,
45
2千

円
※
２

21
,8
88

千
円

11
,5
40

千
円

14
,0
40

千
円

16
,5
40

千
円

※
１

自
治
体
規
模
Ⅰ
～
Ⅳ
は
、人

口
規
模
に
応
じた

区
分
を
実
施
要
綱
等
に
定
め
る

※
２

こど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャル

ワ
ー
カー

を
配
置
す
る
場
合
は

8,
05

2千
円

実
施
す
る
取
組
の
数
に
応
じて

、い
ず
れ
か
の
補
助
基
準
額
を
適
用

「
こ
ど
も
包
括
支
援
」
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
検
討

人
口
規
模

等
の

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
包

括
的

支
援
体

制
の
構

築
に
向

け
た
取

組
の
検

討
に
協

力
す
る

。

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
妊
娠
期
か
ら
２
歳
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
構
築
に
向
け
た
相
談
事
業
の
在
り
方
の
検
討

既
存
事
業

間
の

情
報

共
有

・
連

携
、

地
域

の
相

談
機
関

へ
の
着

実
な
繋

ぎ
な
ど

の
ス
キ

ー
ム
の

確
立
に

よ
る
利

用
者

視
点

で
の

使
い

や
す

い
相

談
事

業
の

在
り

方
（

制
度

的
対

応
を
含
む
）

の
検

討
に

協
力

す
る

。
（

補
助

事
業

者
（
民

間
団
体

）
開
催

の
検
討

会
に
出

席
・
議

論
に
参

画
）
。

こ
ど
も
包
括
支
援
基
盤
強
化
事
業

新
規
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母
子
健
康
手
帳
情
報
支
援
サ
イ
ト

〇
母
子
健
康
手
帳
情
報
支
援
サ
イ
ト
の
UR
Lや
Q
Rコ
ー
ド
を
母
子
健
康
手
帳
に
積
極
的
に
記
載
い
た
だ
く
こ
と
や
、

Q
Rコ
ー
ド
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
周
知
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
情
報
支
援
サ
イ
ト
：
ht
tp
s:
//
m
ch
bo
ok
.c
fa
.g
o.
jp
/

資資料料２２
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（
参
考
）
母
子
健
康
手
帳
府
令
様
式
に
お
け
る
改
正
部
分
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妊
産
婦
等
訪
問
指
導
に
つ
い
て
➀

〇
市
町
村
は
妊
産
婦
の
健
康
状
態
に
応
じ、
保
健
指
導
を
要
す
る
者
に
つ
い
て
は
訪
問
し、
必
要
な
指
導
を
実
施
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
六
条

この
法
律
に
お
い
て
「妊
産
婦
」と
は
、妊

娠
中
又
は
出
産
後
一
年
以
内
の
女
子
を
い
う。

（
保
健
指
導
）

 
第
十
条

市
町
村
は
、妊

産
婦
若
しく
は
その

配
偶
者
又
は
乳
児
若
しく
は
幼
児
の
保
護
者
に
対
して

、妊
娠
、出

産
又
は
育
児
に
関
し、
必
要
な
保
健
指
導
を
行
い
、又

は
医
師
、歯

科
医
師
、

助
産
師
若
しく
は
保
健
師
に
つ
い
て
保
健
指
導
を
受
け
る
こと
を
勧
奨
しな

け
れ
ば
な
らな

い
。

（
健
康
診
査
）

第
十
二
条

市
町
村
は
、次

に
掲
げ
る
者
に
対
し、
内
閣
府
令
の
定
め
る
とこ
ろ
に
よ
り、
健
康
診
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
らな

い
。

一
満
一
歳
六
か
月
を
超
え
満
二
歳
に
達
しな

い
幼
児

二
満
三
歳
を
超
え
満
四
歳
に
達
しな

い
幼
児

２
前
項
の
内
閣
府
令
は
、健

康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
査
等
指
針
（
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
単
に
「健

康
診
査
等
指
針
」と

い
う。
）
と調

和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
らな

い
。

第
十
三
条

前
条
の
健
康
診
査
の
ほ
か
、市

町
村
は
、必

要
に
応
じ、
妊
産
婦
又
は
乳
児
若
しく
は
幼
児
に
対
して

、健
康
診
査
を
行
い
、又

は
健
康
診
査
を
受
け
る
こと
を
勧
奨
しな

け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
内
閣
総
理
大
臣
は
、前

項
の
規
定
に
よ
る
妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
望
ま
しい

基
準
を
定
め
る
も
の
とす
る
。

（
妊
産
婦
の
訪
問
指
導
等
）

第
十
七
条

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
査
を
行
つ
た
市
町
村
の
長
は
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
、当

該
妊
産
婦
の
健
康
状
態
に
応
じ
、保

健
指
導
を
要
す
る
者
に
つ
い
て
は
、医

師
、

助
産
師
、保

健
師
又
は
そ
の
他
の
職
員
を
して
、そ
の
妊
産
婦
を
訪
問
さ
せ
て
必
要
な
指
導
を
行
わ
せ
、妊

娠
又
は
出
産
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
疑
い
の
あ
る

者
に
つ
い
て
は
、医

師
又
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け
る
こと
を
勧
奨
す
る
も
の
とす
る
。

２
市
町
村
は
、妊

産
婦
が
前
項
の
勧
奨
に
基
づ
い
て
妊
娠
又
は
出
産
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
に
つ
き
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
与
え
る

よ
うに
努
め
な
け
れ
ば
な
らな

い
。

保
健
師
、助

産
師

等

※
平
成

10
年
度
に
一
般
財
源
化
（
地
方
交
付
税
措
置
）

根
拠
（
母
子
保
健
法
）

主
な
実
施
者

妊
産
婦
訪
問
指
導
の
実
施
状
況
（
令
和
６
年
度
母
子
保
健
事
業
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
）

資資料料３３
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妊
産
婦
等
訪
問
指
導
に
つ
い
て
➁

妊
娠
時
の
保
健
指
導

(1
)
妊
娠
月
・週
数
、分

娩
予
定
日
を
知
らせ

、妊
娠
確
認
時
の
諸
検
査
及
び
定
期
健
康
診
査
、母

親
学
級
等
の
意
義
を
認
識
させ

、こ
れ
らを
も
れ
な
く受
け
る
よ
う指

導
す
る
こと
。

(2
)
妊
娠
、分

娩
、産

褥
及
び
育
児
に
関
す
る
具
体
的
知
識
を
あ
た
え
る
こと
。

(3
)
医
師
、助

産
婦
等
に
連
絡
を
要
す
る
、流

・早
産
、妊

娠
中
毒
症
等
の
妊
娠
経
過
中
の
異
常
徴
候
を
妊
婦
自
身
の
注
意
に
よ
り発

見
しう
る
よ
う指

導
す
る
こと
。

(4
)
妊
娠
中
の
生
活
上
の
注
意
、特

に
家
事
の
処
理
方
法
、勤

務
又
は
自
家
労
働
の
場
合
の
労
働
に
関
す
る
具
体
的
な
指
導
を
行
うこ
と。

(5
)
栄
養
所
要
量
を
も
とに
日
常
生
活
に
即
応
した
栄
養
の
摂
取
及
び
食
生
活
全
般
に
わ
た
って
指
導
し、
貧
血
、妊

娠
中
毒
症
、過

剰
体
重
増
加
の
防
止
等
に
関
す
る
指
導
を
行
うこ
と。

(6
)
妊
娠
中
の
歯
口
清
掃
法
、歯

科
健
康
診
査
受
診
の
励
行
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(7
)
母
乳
栄
養
の
重
要
性
を
認
識
させ

、そ
の
確
立
の
た
め
に
必
要
な
乳
房
、乳

頭
の
手
当
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(8
)
精
神
の
健
康
保
持
に
留
意
し、
妊
娠
、分

娩
、育

児
に
対
す
る
不
安
の
解
消
に
努
め
る
よ
う指

導
す
る
こと
。ま
た
、早

期
に
相
談
機
関
を
活
用
して
問
題
解
決
を
図
る
よ
う指

導
す
る
こと
。

(9
)
妊
娠
届
、母

子
健
康
手
帳
、健

康
保
険
の
給
付
、育

児
休
業
給
付
制
度
、出

生
届
、低

出
生
体
重
時
の
届
出
等
の
各
種
制
度
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(1
0)

健
康
診
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、医

療
機
関
か
ら市

町
村
へ
の
連
絡
を
密
に
す
る
よ
う協

力
を
求
め
る
とと
も
に
、有

所
見
者
へ
の
保
健
指
導
の
徹
底
を
図
る
こと
。

(1
1)

分
娩
に
対
す
る
身
体
的
、精

神
的
準
備
を
備
え
させ

、ま
た
、分

娩
場
所
の
選
定
、分

娩
時
に
お
け
る
家
族
の
役
割
、分

娩
を
担
当
す
る
医
師
又
は
助
産
婦
との
連
絡
方
法
や
分
娩
施
設

へ
の
交
通
手
段
、既

に
幼
児
が
い
る
場
合
の
保
育
その

他
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

産
褥
期
の
保
健
指
導

(1
)
産
褥
の
経
過
の
概
要
とそ
れ
に
応
じた
生
活
上
の
注
意

(身
体
の
清
潔
、休

養
、運

動
、就

労
の
時
期
及
び
栄
養
の
摂
取
、旅

行
等

)及
び
精
神
安
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(2
)
産
褥
の
異
常
及
び
妊
娠
、分

娩
に
起
因
す
る
障
害
の
も
た
らす

影
響
に
つ
い
て
説
明
し、
産
後
の
健
康
診
査
の
必
要
性
を
指
導
す
る
こと
。

(3
)
母
乳
の
必
要
性
及
び
分
泌
促
進
の
方
法
並
び
に
乳
房
の
手
当
と授

乳
の
技
術
に
つ
い
て
指
導
し、
母
親
が
産
後
す
み
や
か
に
母
乳
哺
育
を
開
始
で
き
る
よ
う援

助
す
る
こと
。た
だ
し母

乳
不

足
や
事
情
に
よ
り母

乳
を
与
え
られ

な
い
母
親
に
不
安
を
与
え
ぬ
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こと
。

(4
)
新
生
児
の
生
理
と観

察
事
項
、保

育
環
境
の
調
整
及
び
新
生
児
の
育
児
や
、事

故
防
止
の
た
め
安
全
な
環
境
作
りに
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(5
)
次
回
妊
娠
に
つ
い
て
、本

人
及
び
家
庭
の
実
情
に
応
じた
適
正
な
時
期
と家

族
計
画
に
関
して
指
導
す
る
こと
。

(6
)
母
子
健
康
手
帳
の
活
用
、出

生
届
、低

出
生
体
重
児
届
、新

生
児
訪
問
指
導
、未

熟
児
訪
問
指
導
、妊

産
婦
訪
問
指
導
、養

育
医
療
、育

成
医
療
等
の
手
続
又
は
必
要
に
応
じて

死
産
届
、死

亡
届
等
に
つ
い
て
の
手
続
を
指
導
す
る
こと
。

(7
)
産
婦
が
一
時
実
家
に
帰
省
す
る
場
合
等
、産

褥
期
を
住
所
地
以
外
で
過
ご
す
産
婦
を
把
握
し、
訪
問
指
導
等
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う地

方
公
共
団
体
相
互
の
連
携
を
図
る
よ
うに
す
る

こと
。

授
乳
期
以
降
の
保
健
指
導

(1
)
月
経
が
母
性
の
健
康
の
指
標
の
ひ
とつ
とな
る
こと
を
自
覚
させ

、そ
の
異
常

(性
周
期
の
異
常
な
ど)
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(2
)
続
発
不
妊
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
を
行
うこ
と。

(3
)
家
族
計
画

(子
ども
の
数
、終

産
の
時
期
、出

産
間
隔
、受

胎
調
節
の
技
術
等

)に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

(4
)
家
庭
内
の
精
神
保
健
及
び
環
境
衛
生
の
認
識
を
深
め
る
よ
う指

導
す
る
こと
。

(5
)
家
庭
及
び
地
域
に
お
い
て
、妊

娠
、分

娩
、育

児
等
に
関
して
未
経
験
の
母
性
に
対
す
る
有
力
で
、適

切
な
助
言
者
に
な
りう
る
よ
うに
す
る
こと
。

(6
)
歯
科
疾
患
、特

に
歯
周
疾
患
の
増
悪
期
に
な
る
の
で
、歯

科
健
診
を
受
け
る
よ
うす
す
め
る
とと
も
に
、適

切
な
指
導
を
行
うこ
と。

(7
)
地
域
社
会
の
保
健
活
動
に
関
心
を
も
た
せ
る
こと
。

主
な
指
導
内
容
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新
生
児
訪
問
指
導
に
つ
い
て

〇
市
町
村
は
新
生
児
に
対
して
、育

児
上
必
要
が
あ
る
と認

め
る
とき
は
、当

該
新
生
児
の
保
護
者
を
訪
問
し、
必
要
な
指
導
を
実
施
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
六
条

（
略
）

５
この
法
律
に
お
い
て
「新
生
児
」と
は
、出

生
後
二
十
八
日
を
経
過
しな

い
乳
児
を
い
う。

（
保
健
指
導
）

 
第
十
条

市
町
村
は
、妊

産
婦
若
しく
は
その

配
偶
者
又
は
乳
児
若
しく
は
幼
児
の
保
護
者
に
対
して

、妊
娠
、出

産
又
は
育
児
に
関
し、
必
要
な
保
健
指
導
を
行
い
、又

は
医
師
、歯

科
医
師
、

助
産
師
若
しく
は
保
健
師
に
つ
い
て
保
健
指
導
を
受
け
る
こと
を
勧
奨
しな

け
れ
ば
な
らな

い
。

（
新
生
児
の
訪
問
指
導
）

第
十
一
条

市
町
村
長
は
、前

条
の
場
合
に
お
い
て
、当

該
乳
児
が
新
生
児
で
あ
つ
て
、育

児
上
必
要
が
あ
る
と認

め
る
とき
は
、医

師
、保

健
師
、助

産
師
又
は
そ
の
他
の
職
員
を
して
当
該
新

生
児
の
保
護
者
を
訪
問
さ
せ
、必

要
な
指
導
を
行
わ
せ
る
も
の
とす
る
。た
だ
し、
当
該
新
生
児
に
つ
き
、第

十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
る
とき
は
、こ
の
限
りで
な
い
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
新
生
児
に
対
す
る
訪
問
指
導
は
、当

該
新
生
児
が
新
生
児
で
な
くな
つ
た
後
に
お
い
て
も、
継
続
す
る
こと
が
で
き
る
。

（
未
熟
児
の
訪
問
指
導
）

第
十
九
条

市
町
村
長
は
、そ
の
区
域
内
に
現
在
地
を
有
す
る
未
熟
児
に
つ
い
て
、養

育
上
必
要
が
あ
る
と認

め
る
とき
は
、医

師
、保

健
師
、助

産
師
又
は
その

他
の
職
員
を
して
、そ
の
未
熟
児
の

保
護
者
を
訪
問
させ

、必
要
な
指
導
を
行
わ
せ
る
も
の
とす
る
。

２
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、前

項
の
規
定
に
よ
る
訪
問
指
導
に
準
用
す
る
。

保
健
師
、助

産
師
、看

護
師

等

※
平
成

10
年
度
に
一
般
財
源
化
（
地
方
交
付
税
措
置
）

根
拠
（
母
子
保
健
法
）

両
親
及
び
家
族
に
対
し、
育
児
の
心
構
え
とそ
の
方
法
に
つ
い
て
、次

の
事
項
に
重
点
を
お
い
た
指
導
を
行
う。

（
１
）
出
産
後
早
期
の
母
乳
栄
養
を
勧
め
、そ
の
確
立
を
図
る
こと
。特

に
、初

産
の
者
に
つ
い
て
は
乳
房
の
手
当
、母

乳
分
泌
の
増
量
及
び
そ
の
維
持
、安

定
、授

乳
技
術
、授

乳
婦
の
栄
養
と

食
生
活
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

（
２
）
清
潔
、保

温
、感

染
防
止
等
の
生
活
指
導
を
す
る
こと
。

（
３
）
早
期
治
療
に
よ
って
発
症
及
び
死
亡
の
予
防
が
期
待
され

る
先
天
異
常
を
早
期
発
見
し
、適

切
な
処
置
を
講
ず
る
よ
う指

導
す
る
。必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
療
育
指
導
を
行
うよ
うに
努
め

る
こと
。

（
４
）
必
要
に
応
じ、
療
育
の
指
導
、養

育
医
療
、育

成
医
療
、療

育
の
給
付
、施

設
入
所
、そ
の
他
の
社
会
資
源
の
活
用
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
こと
。

主
な
指
導
内
容

主
な
実
施
者

新
生
児
訪
問
指
導
の
実
施
状
況
（
令
和
６
年
度
母
子
保
健
事
業
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
）
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妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

１
．
概
要

〇
妊

婦
健

康
診

査
（

以
下

「
妊

婦
健

診
」

と
い

う
。

）
に

つ
い

て
は

、
母
子
保
健
法
第
13
条

に
規

定
さ

れ
て

い
る

。
〇

告
示

（
※

）
に

よ
り

、
14
回
程
度

の
健

診
を

実
施

す
る

こ
と

及
び
医
学
的
検
査
項
目

を
示

し
て

い
る

。
（

※
）

妊
婦

に
対

す
る

健
康

診
査

に
つ

い
て

の
望

ま
し

い
基

準
（

平
成

27
年

３
月

31
日

厚
生

労
働

省
告

示
第

22
6号

）
〇

公
費

負
担

の
経

緯
は

以
下

の
と

お
り

。
・

昭
和

44
年

度
低

所
得

世
帯

の
妊

婦
を

対
象

に
、

妊
娠

前
期

・
後

期
の

計
２

回
に

つ
い

て
公
費
（
国
1/
3、
県
1/
2）
負
担
を
開
始
（
国
庫
補
助
）

・
昭

和
49

年
度

対
象

を
全

て
の

妊
婦

に
拡

充
・

平
成

10
年

度
２
回
分
を
対
象
に
一
般
財
源
化
（
地
方
交
付
税
措
置
）

・
平

成
19

年
度
地
方
交
付
税
措
置
の
対
象
回
数
を
拡
充
（
２
回
→
５
回

）
・

平
成

20
年

度
必

要
な

回
数

（
14

回
分

）
の

妊
婦

健
診

を
受

け
ら

れ
る

よ
う
公
費
負
担
を
拡
充
（
５
回
：
地
方
交
付
税
措
置
＋
９
回
：
国
庫
補
助
）

※
平

成
22

年
度

、
23

年
度

も
補

正
予

算
で

引
き

続
き

公
費

負
担

を
実

施
・

平
成

25
年

度
国

庫
補

助
で

実
施

し
て

い
た
９
回
分
を
一
般
財
源
化
（
地
方
交
付
税
措
置
）

し
、
全
て
の
回
数
（
14
回
分
）
に
つ
い
て
一
般
財
源
化

◎
母

子
保

健
法

（
抄

）
第

13
条

前
条

の
健

康
診

査
の

ほ
か

、
市
町
村
は
、
必
要
に
応
じ
、
妊
産
婦

又
は

乳
児

若
し

く
は

幼
児
に
対
し
て
、
健
康
診
査
を
行
い
、
又
は
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
を

勧
奨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
２

内
閣

総
理

大
臣

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る
妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
に
つ
い
て
望

ま
し
い
基
準
を
定
め
る

も
の

と
す

る
。

（
令

和
７

年
４

月
現

在
）

〇
公

費
負

担
回

数
は

、
全
て
の
市
区
町
村

で
14

回
以

上
実

施
〇

里
帰

り
先

で
の

妊
婦

健
診

の
公

費
負

担
は

、
全
て
の
市
区
町
村

で
実

施
〇

各
市

区
町

村
の

妊
婦

１
人

当
た

り
の

公
費

負
担

額
を

平
均

す
る

と
、
11
3,
64
7 円

〇
妊

婦
に

対
す

る
受

診
券

の
交

付
方

法
は

、
1,

74
1市

区
町

村
の

う
ち

、
検

査
項

目
が

示
さ

れ
た

受
診

券
が

交
付

さ
れ

る
受
診
券
方
式
が
1,
61
4市
区
町
村

(9
2.
7 ％
)、

補
助

額
の

み
記

載
の

受
診

券
が

交
付

さ
れ

る
補
助
券
方
式
が
12
7市
区
町
村
（
7.
3％
）

２
．
現
状

①
妊

娠
初

期
よ

り
妊

娠
23

週
ま

で
：

４
週

間
に

１
回

②
妊

娠
24

週
よ

り
妊

娠
35

週
ま

で
：

２
週

間
に

１
回

③
妊

娠
36

週
以

降
分

娩
ま

で
：

１
週

間
に

１
回

地 方 交 付 税 措 置

【
妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
】

妊
婦

一
人

に
つ

き
、

出
産

ま
で

に
14
回
程
度

実
施

資資料料４４
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妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
（
平
成
2
7年
3月
3
1日
厚
生
労
働
省
告
示
第
2
2
6号
）

第
１
妊
婦
健
康
診
査
の
実
施
時
期
及
び
回
数
等

１
市
町
村
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
妊
娠
週
数
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
頻
度
で
妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
（
以
下
「
妊
婦
健
康
診
査
」
と
い
う
。
）

を
行
い
、
妊
婦
一
人
に
つ
き
、
出
産
ま
で
に
14
回
程
度
行
う
も
の
と
す
る
。

イ
妊
娠
初
期
か
ら
妊
娠
23
週
ま
で
お
お
む
ね
４
週
間
に
１
回

ロ
妊
娠
24
週
か
ら
妊
娠
35
週
ま
で
お
お
む
ね
２
週
間
に
１
回

ハ
妊
娠
36
週
か
ら
出
産
ま
で
お
お
む
ね
１
週
間
に
１
回

２
市
町
村
は
、
妊
婦
一
人
に
つ
き
1
4回
程
度
の
妊
婦
健
康
診
査
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
２
妊
婦
健
康
診
査
の
内
容
等

１
市
町
村
は
、
各
回
の
妊
婦
健
康
診
査
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
問
診
、
診
察
等

妊
娠
週
数
に
応
じ
た
問
診
、
診
察
等
に
よ
り
、
健
康
状
態
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ロ
検
査

子
宮
底
長
、
腹
囲
、
血
圧
、
浮
腫
、
尿
（
糖
及
び
蛋
白
）
、
体
重
等
の
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
な
お
、
初
回
の
妊
婦
健
康
診
査
に
お
い
て
は
、
身
長
の
検
査
を
行
う
も
の
と

す
る
こ
と
。

ハ
保
健
指
導
妊
娠
中
の
食
事
や
生
活
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
妊
婦
の
精
神
的
な
健
康
の
保
持
に
留
意
し
、
妊
娠
、
出
産
及
び
育
児
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
の
解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
市
町
村
は
、
１
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
た
医
学
的
検
査
を
妊
娠
期
間
中
の
適
切
な
時
期
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
医
学
的
検
査
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る

検
査
の
項
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
右
欄
に
掲
げ
る
妊
娠
週
数
及
び
回
数
を
目
安
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
３

市
町
村
の
責
務

１
市
町
村
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
妊
婦
等
に
対
す
る
周
知
・
広
報
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
市
町
村
は
、
里
帰
り
先
等
に
お
い
て
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
す
る
妊
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
妊
婦
の
居
住
地
以
外
の
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
と
事
前
に
契
約
を
行
う

等
の
配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
市
町
村
は
、
妊
婦
健
康
診
査
を
実
施
す
る
医
療
機
関
等
と
連
携
体
制
を
構
築
し
、
養
育
支
援
を
必
要
と
す
る
妊
婦
に
対
し
、
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４
市
町
村
は
、
原
則
と
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
を
実
施
す
る
医
療
機
関
等
に
対
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
の
結
果
等
の
提
供
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

検検
査査
のの
項項
目目

妊妊
娠娠
週週
数数
及及
びび
回回
数数
のの
目目
安安

血血
液液
型型
等等
のの
検検
査査
（（
ＡＡ
ＢＢ
ＯＯ
血血
液液
型型
、、
ＲＲ
ｈｈ
血血
液液
型型
及及
びび
不不
規規
則則
抗抗
体体
にに
係係
るる
もも
のの
））

妊
娠
初
期
に
１
回

ＢＢ
型型
肝肝
炎炎
抗抗
原原
検検
査査

ＣＣ
型型
肝肝
炎炎
抗抗
体体
検検
査査

ＨＨ
ＩＩＶＶ
抗抗
体体
検検
査査

梅梅
毒毒
血血
清清
反反
応応
検検
査査

風風
疹疹
ウウ
イイ
ルル
スス
抗抗
体体
検検
査査

血血
糖糖
検検
査査

妊
娠
初
期
に
１
回
及
び
妊
娠
2
4
週
か
ら
妊
娠

3
5
週
ま
で
の
間
に
１
回

血 血
算算
検検
査査

妊
娠
初
期
に
１
回
、
妊
娠
2
4
週
か
ら
妊
娠
3
5
週
ま
で
の
間
に
１
回
及
び
妊
娠

3
6
週
か
ら
出
産
ま
で
の
間
に
１
回

ＨＨ
ＴＴ
ＬＬ
ＶＶ
－－
１１
抗抗
体体
検検
査査

妊
娠
初
期
か
ら
妊
娠
3
0
週
ま
で
の
間
に
１
回

子子
宮宮
頸頸
がが
んん
検検
診診
（（
細細
胞胞
診診
））

妊
娠
初
期
に
１
回

超超
音音
波波
検検
査査

妊
娠
初
期
か
ら
妊
娠
2
3
週
ま
で
の
間
に
２
回
、
妊
娠

2
4
週
か
ら
妊
娠
3
5
週
ま
で
の
間
に
１
回
及
び
妊
娠
3
6
週
か
ら
出
産
ま
で
の
間
に
１
回

性性
器器
クク
ララ
ミミ
ジジ
アア
検検
査査

妊
娠
初
期
か
ら
妊
娠
3
0
週
ま
で
の
間
に
１
回

ＢＢ
群群
溶溶
血血
性性
レレ
ンン
ササ
球球
菌菌
（（
ＧＧ
ＢＢ
ＳＳ
））
検検
査査

妊
娠
3
3
週
か
ら
妊
娠
3
7
週
ま
で
の
間
に
１
回
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〇
妊
婦
１
人
当
た
り
の
公
費
負
担
額

※
全

国
平

均
１
１
．
4
万
円

最
低

８
．
6
万
円

～
最
高

１
4
．
1
万
円

と
ば
ら
つ
き
が
あ
る

※
市
区
町
村
に
よ
っ
て
は

、
国
が
示
す
望
ま
し
い
基
準
で
定
め
た
検
査
項
目
以
外
の
公
費
負

担
額
も
含
む

。

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
現
状

〇
医

療
機

関
に

お
け

る
妊

婦
健

診
（
国

が
告

示
す

る
回

数
・
検

査
項

目
の

範
囲

内
）の

自
己
負
担
額
（平

均
額
）

約
３
割
超
で
0
円

で
あ

る
一

方
、
約
１
割
は
3
万
円
以
上

と
ば
ら
つ
き
が
あ
る

妊
婦
健
診
の
自
己
負
担

の
現
状

現
状

（
※

１
）

「
望

ま
し

い
基

準
」

は
、

従
来

よ
り

国
が

告
示

に
よ

り
定

め
て

お
り

、
14

回
程

度
の

健
診

の
実

施
と

医
学

的
検

査
項

目
を

示
し

て
い

る
。

（
※

２
）

「
標

準
額

」
は

、
今

回
新

た
に

国
が

定
め

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

。
（

※
３

）
厚

生
労

働
省

サ
イ

ト
「

出
産

な
び

」
等

の
活

用
を

予
定

し
て

い
る

。

母
子

保
健

法
に

基
づ

く
妊

婦
健

診
市

町
村

と
医

療
機

関
が

「
望
ま
し
い
基
準
」

(※
１

)と
「
標
準
額
」

(※
２

)

を
勘

案
す

る
よ

う
努

め
る

医
療

機
関

等
独

自
の

検
査

や
サ

ー
ビ

ス
自
己
負
担

が
原

則

見
え
る
化

を
図

る
(※

３
)

→
妊
婦
が
納
得
感
を
持
っ
て

選
択
で
き
る
環
境
を
整
備

＋

改
正
内
容

妊
娠

期
か

ら
出

産
・

子
育

て
ま

で
一

貫
し

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
体

制
の

構
築

の
観

点
か

ら
、

妊
婦

健
診

に
つ

い
て

、
「
妊
婦
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
環
境
」

を
整

備
す

る
た

め
、

以
下

の
内

容
を

母
子

保
健

法
に

規
定

す
る

。
・
国
は
、
望
ま
し
い
基
準
に
関
し
て
、
診
療
報
酬
等
を
勘
案
し
た
「
標
準
額
」
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

・
市
町
村
及
び
医
療
機
関
は
、
望
ま
し
い
基
準
部
分
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
標
準
額
を
勘
案
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

・
国
は
、
妊
婦
に
よ
る
適
切
な
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
妊
婦
健
診
の
内
容
・
費
用
等
の
情
報
を
収
集
し
、

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

妊
婦
健
診
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
【
こ
ど
も
家
庭
庁
所
管
事
項
】

（
令

和
７

年
４

月
時

点
）
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○
低
所
得
の
妊
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減
を図

る
とと
も
に
、当

該
妊
婦
の
状
況
を継

続
的
に
把
握
し、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、初

回
の
産
科
受
診
料
の
費
用
（
産
科
医
療
機
関
に
お

い
て
実
施
す
る
妊
娠
の
判
定
に
要
す
る
費
用
※
）
を
助
成
す
る
。な
お
、本

事
業
に
つ
い
て
は
、伴

走
型
相
談
支
援
事
業
と一

体
的
に
実
施
す
る
こと
に
より
、両

事
業
の
効
果
的
な
取
組
を進

め
る
こと
とす
る
。

◆
対
象
者

住
民
税
非
課
税
世
帯
又
は
同
等
の
所
得
水
準
で
あ
る
妊
婦
。

た
だ
し、
当
該
妊
婦
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、以

下
の
要
件
を
満
た
す
者
とす
る
。

＜
要
件
＞

要
件
①
：
所
得
判
定
の
た
め
、世

帯
の
課
税
状
況
を
確
認
す
る
こと
に
同
意
す
る
こと

要
件
②
：
妊
婦
健
診
の
受
診
医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
と市

町
村
が
、必

要
に
応
じて
、支

援
に
必
要
な
情
報
(妊
婦
健
診
の
未
受
診
や
、家

庭
の
状
況
等
を含

む
)を
共
有
す
る

こと
に
同
意
す
る
こと
。

◆
内
容

（
１
）
初
回
産
科
受
診
料
補
助

低
所
得
の
妊
婦
を対

象
とし
て
、初

回
の
産
科
受
診
料
の
一
部
又
は
全
部
を補

助
す
る
。

（
２
）
関
係
機
関
との
連
絡
調
整

把
握
した
妊
婦
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
が
提
供
され

る
よ
う関

係
機
関
との
連
携
を
図
る
。

◆
留
意
事
項

本
事
業
に
つ
い
て
は
、市

町
村
の
妊
婦
へ
の
支
援
体
制
整
備
の
た
め
、次

の
とお
り実

施
す
る
こと
とす
る
。

（
１
）
本
事
業
は
、こ
ども
家
庭
セ
ンタ
ー
の
窓
口
業
務
とし
て
実
施
す
る
こと
とす
る
。

（
２
）
本
事
業
に
よ
る
支
援
対
象
者
に
対
して
、伴

走
型
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
面
談
等
を
実
施
す
る
こと
。ま
た
、面

談
等
に
お
い
て
、住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
支
援
制
度
（
各

種
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
料
減
免
制
度
な
ど）

を
案
内
す
る
こと
で
、必

要
な
支
援
に
効
果
的
に
つ
な
げ
る
こと
。

（
３
）
本
事
業
に
より
助
成
を
行
った
妊
婦
に
対
し、
必
要
に
応
じて
サ
ポ
ー
トプ
ラン
を
策
定
し支

援
を
実
施
す
る
こと
。

◆
実
施
自
治
体
数

６
３
０
市
町
村

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

◆
実
施
主
体
：
市
町
村

◆
補
助
率
：
国
１
／
２
、市

町
村
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：
１
件
あ
た
り
10
,0
00
円

成
育
局

 母
子
保
健
課

低
所
得
の
妊
婦
に
対
す
る
初
回
産
科
受
診
料
支
援
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求
0.
4億
円
（
0.
7億
円
）
【
令
和
５
年
度
創
設
】

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

※
妊
娠
確
定
（
胎
児
心
拍
確
認
）
まで

２
回
以
上
の
診
察
を要

す
る
者
は
現
在
の
上
限
額
１
万
円
ま
で
は
支
援
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○
地
方
の
周
産
期
医
療
体
制
の
不
足
を
補
完
し、
妊
産
婦
等
本
人
の
居
住
地
に
か
か
わ
らず

、安
全
・安

心
に
妊
娠
・出

産
等
が
で
き
、適

切
な
医
療
や
保
健
サ
ー
ビス
等
が
受
け
られ

る
環
境
を
全
国
で
実

現
す
る
た
め
、遠

方
の
分
娩
取
扱
施
設
等
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
交
通
費
等
の
助
成
を
行
うこ
とに
よ
り、
妊
産
婦
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こと
を
目
的
とす
る
。

※
本
事
業
に
よ
る
支
援
を
通
じて

、周
産
期
医
療
の
提
供
体
制
の
構
築
に
お
い
て
、周

産
期
医
療
に
携
わ
る
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
つ
つ
、地

域
医
療
構
想
や
医
師
確
保
計
画
との
整
合
性
に
も
留
意
しな

が
ら、
医
療
機
関
・機
能

の
集
約
化
・重

点
化
や
産
科
医
の
偏
在
対
策
等
を
推
進
した

場
合
に
お
い
て
も
、妊

産
婦
等
の
妊
婦
健
診
等
を
実
施
す
る
医
療
機
関
等
ま
で
の
ア
クセ
ス
を
確
保
す
る
。

自
宅
（
又
は
里
帰
り先

）
か
ら最

寄
りの
分
娩
取
扱
施
設
等
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
妊
産
婦
等
（
自
己
都
合
で
特
定
の
医
療
機
関
等
を
選
択
す
る
場
合
は
助
成
の
対
象
外
）

◆
対
象
者

◆
内

容
（
①
②
：
出
産
、③

～
⑤
：
妊
婦
健
診
、⑥

：
産
婦
健
診
、⑦

：
産
後
ケ
ア
、⑧

：
乳
幼
児
健
診
、⑨

：
不
妊
治
療
）

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

成
育
局

母
子
保
健
課

成
育
局

 母
子
保
健
課

妊
産
婦
等
に
対
す
る
遠
方
の
分
娩
取
扱
施
設
等
へ
の
交
通
費
等
支
援
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求
２
億
円
（
４
億
円
）
【
令
和
６
年
度
創
設
】

①
最
寄
りの
分
娩
取
扱
施
設
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要
な
場
合

最
寄
りの
分
娩
取
扱
施
設
（
※
）
ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
分
娩
取
扱
施
設
の
近
くで
待
機
す
る
場
合
の
近
隣
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊
費
（
出
産
時
の
入
院
前
の
前
泊
分
）
を
助
成
す
る
。

ま
た
、ハ
イ
リス
ク
妊
婦
の
場
合
は
、最

寄
りの
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
交
通
費
及
び
宿
泊
費
を
助
成
す
る
。

※
出
産
時
の
入
院
前
に
分
娩
取
扱
施
設
の
近
隣
の
宿
泊
施
設
に
前
泊
す
る
場
合
、当

該
宿
泊
施
設
ま
で
の
交
通
費
とす
る
（
他
も
同
様
）

②
最
寄
りの
分
娩
取
扱
施
設
ま
で
概
ね
60
分
未
満
だ
が
、最

寄
りの
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要
な
場
合

最
寄
りの
分
娩
取
扱
施
設
ま
で
は
助
成
外
。た
だ
し、
ハ
イ
リス
ク
妊
婦
の
場
合
は
、最

寄
りの
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
交
通
費
及
び
宿
泊
費
を
助
成
す
る
。

③
最
寄
りの
妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
こと
が
で
き
る
産
科
医
療
機
関
等
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
妊
婦
（
上
限
１
４
回
）

④
医
学
上
の
理
由
等
に
よ
り、
周
産
期
母
子
医
療
セ
ンタ
ー
等
で
妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
妊
婦
（
以
下
「ハ
イ
リス
ク
妊
婦
」と
い
う。
）
の
うち
、

最
寄
りの
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
妊
婦
（
上
限
１
４
回
）

⑤
妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
こと
が
で
き
る
が
分
娩
が
で
き
な
い
産
科
医
療
機
関
等
が
概
ね
60
分
以
内
に
あ
る
妊
婦
で
あ
って
、妊

娠
後
期
（
概
ね
妊
娠
32
週
頃
）
か
ら分

娩
予
定
施
設
に
切
り替

え
て

妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
妊
婦
の
うち
、最

寄
りの
分
娩
可
能
な
産
科
医
療
機
関
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
を
要
す
る
妊
婦
（
上
限
７
回
）

⑥
最
寄
りの
産
婦
健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
等
（
分
娩
を
した
医
療
機
関
・助
産
所
等
）
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
産
婦
（
上
限
２
回
）

⑦
最
寄
りの
産
後
ケ
ア
事
業
実
施
施
設
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
母
子
（
上
限
７
回
）

⑧
最
寄
りの
乳
幼
児
健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
等
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
母
子
（
上
限
６
回
※
）

※
１
か
月
児
健
診
、３

～
６
か
月
児
健
診
、９

～
11
か
月
児
健
診
、１

歳
６
か
月
児
健
診
、３

歳
児
健
診
、５

歳
児
健
診
が
助
成
対
象
。

⑨
最
寄
りの
不
妊
治
療
実
施
施
設
（
生
殖
補
助
医
療
管
理
料
又
は
精
巣
内
精
子
採
取
術
の
届
出
医
療
機
関
）
ま
で
概
ね
60
分
以
上
の
移
動
時
間
を
要
す
る
夫
婦
（
事
実
婚
含
む
）

（
上
限
１
０
回
※
）
※
保
険
適
用
の
対
象
とな
る
「生
殖
補
助
医
療
」及
び
「男
性
不
妊
治
療
」が
助
成
対
象
。男

性
不
妊
治
療
は
上
限
５
回
。

実
施
主
体
等

◆
実
施
主
体
：
市
町
村

◆
補
助
率

：
国

1/
2

（
都
道
府
県

1/
4、
市
町
村

1/
4）

※
都
道
府
県
か
らの

間
接
補
助
に
よ
る
交
付

補
助
単
価

①
交
通
費
（
往
復
分
）

：
移
動
に
要
した
費
用
（
タク
シ
ー
移
動

(出
産
及
び
妊
婦
健
診
の
み
対
象

)の
場
合
は
実
費
額
、そ
の
他
の
移
動
は
旅
費
規
程

に
準
じて
算
出
した
交
通
費
の
額
（
実
費
を
上
限
とす
る
）
）
の
８
割
を
助
成
（
※
２
割
は
自
己
負
担
）

②
宿
泊
費
（
上
限
14
泊
）

※
出
産
の
み
対
象

：
宿
泊
に
要
した
費
用
（
実
費
額
（
旅
費
規
程
に
定
め
る
宿
泊
費
の
額
を
上
限
とす
る
）
）
か
ら2
00
0円

／
泊
を

控
除
した
額
を
助
成
（
※
１
泊
当
た
り2

00
0円

（
お
よ
び
旅
費
規
程
を
超
え
る
場
合
は
その

超
過
額
分
）
は
自
己
負
担
）

◆
補
助
基
準
額
：

1,
02

2千
円
（
１
自
治
体
あ
た
り）

※
⑥
～
⑨
の
合
計
額
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妊
婦
（
通
常
）

ハ
イリ
ス
ク妊

婦

60
分
圏
内

産
科
医
療
機
関
等

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー
等

産
科
医
療
機
関
等

交
通
費
助
成

対
象
外

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー
等

交
通
費
助
成

妊
婦
（
通
常
）

ハ
イリ
ス
ク妊

婦

60
分
圏
内

産
科
医
療
機
関
等

対
象
外

産
科
医
療
機
関
等

対
象
外

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー
等

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー
等

交
通
費
助
成

⑤
妊
娠
後
期
か
ら分

娩
施
設
で
健
診
を
行
う場

合
で
、分

娩
施
設
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

妊
婦

60
分
圏
内

産
科
医
療
機
関

分
娩
予
定
施
設

対
象
外

交
通
費
助
成

（
後
期
分
）

※
妊
娠
初
期
～

中
期
の
健
診※
妊
娠
後
期
の
健
診

妊
婦

60
分
圏
内

産
科
医
療
機
関

分
娩
予
定
施
設

対
象
外

※
妊
娠
初
期
～

中
期
の
健
診

※
妊
娠
後
期
の
健
診

妊
婦
（
通
常
）

ハ
イリ
ス
ク妊

婦

60
分
圏
内

分
娩
取
扱
施
設

分
娩
取
扱
施
設

交
通
費
・宿
泊
費
（
出
産

時
の
入
院
前
の
前
泊
分
）
助
成

対
象
外

交
通
費
・宿
泊
費
（
出
産

時
の
入
院
前
の
前
泊
分
）
助
成

妊
婦
（
通
常
）

ハ
イリ
ス
ク妊

婦

60
分
圏
内

分
娩
取
扱
施
設

対
象
外

分
娩
取
扱
施
設

対
象
外

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー

交
通
費
・宿
泊
費
（
出
産

時
の
入
院
前
の
前
泊
分
）
助
成

①
分
娩
取
扱
施
設
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

②
分
娩
取
扱
施
設
ま
で
60
分
未
満
、周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

事
業
イ
メ
ー
ジ

③
産
科
医
療
機
関
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

④
産
科
医
療
機
関
ま
で
60
分
未
満
、周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

⑥
～
⑨

医
療
機
関
等
ま
で
60
分
以
上
の
移
動
が
必
要

対
象
者

60
分
圏
内

医
療
機
関
等

医
療
機
関
等

対
象
外

交
通
費
助
成

(留
意
事
項
)

本
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
は
、

周
産
期
医
療
提
供
体
制
の
構
築
等
の
取
組
を
通
じて

、
成
育
過
程
に
あ
る
者
に
対
す
る
医
療
、保

健
、福

祉
等
に

係
る
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
等
を
活
用
し、
都
道
府

県
の
医
療
部
門
と都

道
府
県
及
び
管
内
市
町
村
の
母

子
保
健
部
門
等
とが
連
携
し、
産
後
ケ
ア
事
業
を
は
じめ

とす
る
母
子
保
健
事
業
等
に
よ
る
妊
産
婦
の
支
援
の
推

進
を
図
る
こと
。

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー

周
産
期
母
子

医
療
セ
ンタ
ー
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助
産
施
設
に
お
け
る
助
産
の
実
施
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
第
２
２
条
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
入
院
助
産
を
受
け
ら
れ
な
い
妊
産
婦
に
対
し
、
当
該
妊
産
婦
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
、
助
産
施
設
に
お
い

て
助
産
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
生
活
保
護
世
帯
～
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
1
9
,
0
0
0円
ま
で
の
世
帯
の
妊
産
婦
。

（
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
又
は
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
な
い
者
で
あ
っ
て
、
出
産
育
児
一
時
金
が
4
8
.
8
万
円
（
産
科
医
療
補
償

制
度
の
保
険
料
を
除
く
。
）
以
上
支
給
さ
れ
る
者
は
除
く
。
）

助
産
施
設
と
は
、
「
保
健
上
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
産

婦
を
入
所
さ
せ
て
、
助
産
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
施
設
を
い
う
。
（
児
童
福
祉
法
第
３
６
条
）

３
８
３
箇
所
（
公
立
１
８
９
、
私
立
１
９
４
）

［
出
典
：
令
和
６
年
社
会
福
祉
施
設
等
調
査
］

助
産
施
設
へ
の
入
所
は
、
利
用
者
が
希

望
す
る
施
設
を
都
道
府
県
等
に
申
請
し
、

行
政
と
契
約
す
る
方
式
（
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
助
産
の
実
施
）
と
し
て
い
る
。

概
要

施
設
数

施
設
形
態

３
,
３
１
０
人

［
出
典
：
令
和
６
年
度
福
祉
行
政
報
告
例
］

入
所
者
数

助
産
施
設
は
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

で
あ
り
、
通
常
、
病
院
の
場
合
に
は
産
科
病

棟
で
あ
る
。

入
所
手
続

所
得
階
層

自
己
負
担
額

生
活
保
護
世
帯

自
己
負
担
な
し

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

出
産
育
児
一
時
金
の
額
×
2
0%
+2
,2
0
0
円

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
（
所
得
割
の
な
い
者
）

〃
×
3
0%
+4
,5
0
0
円

〃
（
所
得
割
の
額
が
9
,0
00
円
以
下
の
世
帯
）

〃
×
5
0%
+6
,6
0
0
円

〃
（
所
得
割
の
額
が
1
9,
00
0円
以
下
の
世
帯
）

〃
×
5
0%
+9
,0
0
0
円

自
己
負
担
額
（
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て

（
令
和
５
年
５
月
１
０
日
こ
支
家
第
４
７
号
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
通
知
）
）

※
自
治
体
は
、
当
該
通
知
を
踏
ま
え
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

成
育
局

 母
子
保
健
課

資資料料６６
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○
産
後
２
週
間
、産

後
１
か
月
な
ど出

産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
（
母
体
の
身
体
的
機
能
の
回
復
や
授
乳
状
況
及
び
精
神
状
態
の
把
握

等
）
の
費
用
を
助
成
す
る
こと
に
よ
り、
産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
、妊

娠
期
か
ら子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を

整
備
す
る
こと
を
目
的
とす
る
。

◆
対
象
者

産
後
２
週
間
、産

後
１
か
月
な
ど出

産
後
ま
も
な
い
時
期
の
産
婦

◆
内

容
地
域
に
お
け
る
全
て
の
産
婦
を対

象
に
、産

婦
健
康
診
査
２
回
分
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
助
成
を
行
う。

◆
実
施
主
体

：
市
町
村

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、市

町
村
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：
１
件
あ
た
り

5,
00

0円

妊
娠

出
産

乳
児

１ 歳 ６ か 月

児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

３ 歳 児 健 診

※ 地 方 交 付 税 措 置

妊 娠 の 届 出 ・

母 子 健 康 手 帳 の 交 付

妊
婦
健
診
（
１
４
回
）

※
地
方
交
付
税
措
置

幼
児

産 婦 健 診

妊
娠
期
か
ら子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援 ２
回
分
を
助
成

乳
幼
児
健
診
（
３
～
４
か
月

児
健
診
な
ど）

※
市
町
村
が
必
要
に
応
じ実

施
※
地
方
交
付
税
措
置

産
後
ケ
ア
事
業
（
産
婦
の
心
身
の
不
調
や
産
後
うつ
等
を
防
ぐた
め
、母

子
へ
の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト等

の
実
施
）

支
援
が
必
要
な
産
婦
の
把
握

（
市
町
村
）

（
年
度
）

成
育
局

 母
子
保
健
課

産
婦
健
康
診
査
事
業 令
和
９
年
度
概
算
要
求

27
億
円
（
26
億
円
）
【
平
成
29
年
度
創
設
】

実
施
主
体
等

事
業
の
概
要

事
業
の
目
的

事
業
実
績 73

 
36

4 
68

4 
86

7 
1,

01
1 

1,
17

1 
1,

29
61,

44
5
1,
52
3

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が

あ
り
得
る
。

資資料料７７
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成
育
局

 母
子
保
健
課

産
後
ケ
ア
事
業
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
）

 

○
出
産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
の
確
保
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
少
子
化

の
状
況
を
踏
ま
え
、
安
心
・
安
全
な
子
育
て
環
境
を
整
え
る
た
め
、
法
定
化
に
よ
り
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
当
事
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
目
指
す
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
伴

走
型
相
談
支
援
と
の
連
携
に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
の
提
供
を
行
う
。

※
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
は
、
母
子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第

69
号
）
に
よ
り
、
市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
た
（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

◆
対
象
者

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
者

◆
内

容
出
産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
等
き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
す
る
。

◆
実
施
方
法
・
実
施
場
所
等

（
１
）
「
宿
泊
型
」

・
・
・

病
院
、
助
産
所
等
の
空
き
ベ
ッ
ド
の
活
用
等
に
よ
り
、
宿
泊
に
よ
る
休
養
の
機
会
の
提
供
等
を
実
施

（
利
用
期
間
は
原
則
７
日
以
内
）

（
２
）
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
」
・
・
・

個
別
・
集
団
で
支
援
を
行
え
る
施
設
に
お
い
て
、
日
中
、
来
所
し
た
利
用
者
に
対
し
実
施

（
３
）
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
」
・
・
・

実
施
担
当
者
が
利
用
者
の
自
宅
に
赴
き
実
施

◆
実
施
担
当
者

事
業
内
容
に
応
じ
て
助
産
師
、
保
健
師
又
は
看
護
師
等
の
担
当
者
を
配
置
。

※
宿
泊
型
を
行
う
場
合
に
は
、

24
時
間
体
制
で
１
名
以
上
の
助
産
師
、
保
健
師
又
は
看
護
師
の
配
置
が
条
件

（
市
町
村
） ※

実
施
自
治
体
数
は
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

※
産
婦
の
利
用
率
の
算
出
方
法

宿
泊
型
・デ
イサ

ー
ビス
型
・ア
ウト
リー
チ
型
の
各
利
用
実
人
数
の
合
計

/ 
 分
娩
件
数

（
％
）

（
年
度
）

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

事
業
の
実
績

令
和
９
年
度
概
算
要
求
額

10
4億

円
（

77
億
円
）

※
令
和
６
年
度
ま
で
は
母
子
保
健
医
療
対
策
総
合
支
援
事
業
と
し
て
実
施
（
令
和
６
年
度
予
算
額
：

60
.5
億
円
） 【

平
成

26
年
度
創
設
】

拡
充

【
実
施
主
体
】
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）

【
補

助
率
】

 国
１
／
２
、
都
道
府
県
１
／
４
、
市
町
村
１
／
４

※
都
道
府
県
負
担
の
導
入
（

R7
～
）
（

R6
以
前
は
、
国
１
／
２
、
市
町
村
１
／
２
）

【
補
助
基
準
額
】

（
１
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

（
２
）
宿
泊
型

（
２
）
ー
１

A型
（
従
来
型
）

（
２
）
ー
２

B型
：
産
後
ケ
ア
事
業
に
係
る
専
用
ベ
ッ
ド
４
床
以
上

常
時
職
員
複
数
配
置
（
う
ち
、
１
名
以
上
は
専
従
）

（
２
）
ー
３

C型
：
産
後
ケ
ア
事
業
に
係
る
専
用
ベ
ッ
ド
７
床
以
上

常
時
職
員
複
数
配
置
（
う
ち
、
２
名
以
上
は
専
従
）

※
な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
・
宿
泊
型
の
交
付
に
お
い
て
は
、
自
治
体
が
施
設
と
委
託
契
約
に
よ

り
実
施
す
る
場
合
、
下
記
（
３
）
～
（
８
）
の
加
算
を
取
る
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
分
の
委
託
料

に
所
定
の
加
算
額
を
加
え
た
委
託
料
と
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。

（
３
）
宿
泊
型
に
係
る
夜
間
職
員
配
置
加
算
（
日
額
）

（
３
）
ー
１

A型
に
つ
い
て
、
夜
間
に
職
員
を
２
名
（
う
ち
、
１
名
専
従
）
以
上
配
置
し
た
場
合

（
３
）
ー
２

B型
に
つ
い
て
、
夜
間
に
職
員
を
２
名
（
う
ち
、
２
名
専
従
）
以
上
配
置
し
た
場
合

（
３
）
ー
３

C型
に
つ
い
て
、
夜
間
に
職
員
を
３
名
（
う
ち
、
３
名
専
従
）
以
上
配
置
し
た
場
合

（
４
）
支
援
の
必
要
性
の
高
い
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
施
設

へ
の
加
算
（
日
額
）

（
５
）
兄
姉
（
未
就
学
児
）
を
受
け
入
れ
る
施
設
へ
の
加
算

（
日
額
）

（
６
）
生
後
４
か
月
以
降
の
児
を
受
け
入
れ
る
施
設
へ
の
加
算

（
日
額
）

（
７
）
多
胎
児
を
受
け
入
れ
る
施
設
へ
の
加
算
（
日
額
）

（
８
）
父
親
サ
ポ
ー
ト
加
算
（
専
門
職
等
に
よ
る
父
親
へ
の
子

育
て
支
援
）
（
日
額
）

（
９
）
①
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
利
用
料
減
免

②
上
記
①
以
外
の
世
帯
に
対
す
る
利
用
料
減
免
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R5
R6

R7

実
施
自
治
体
数

産
婦
の
利
用
率

※
規
模
別
の
補
助
基
準
額
等
に
つ
い
て
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
所
へ
の
実
態
調
査
の
結
果
等
も
踏
ま
え
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
で
検
討

資資料料８８
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産
後
ケ
ア
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
令
和
６
年
度
）

○
産
後
ケ
ア事

業
ガ
イド
ライ
ン
に
つ
い
て
は
、平

成
29
年
に
策
定
され

、令
和
２
年
に
改
定
を
行
った
。そ
の
後
も
事
例
集
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、実

施
要
綱
の
改
定
、通

知
の
発

出
や
調
査
研
究
等
が
実
施
され

て
きた

。
○

今
般
、上

記
を
踏
まえ

、妊
娠
期
か
ら子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を図

る
た
め
、ガ
イド
ライ
ンの

改
定
を行

った
。

背
景

主
な
改
定
内
容

最
新
の
法
改
正
や
事
務
連
絡
・指
針
等
に
あ
わ
せ
た
改
定

都
道
府
県
の
広
域
支
援
の
役
割
を
追
記
（
※
）
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビス
で
あ
る
こと
の
明
確
化

○
産
後
ケ
アを
必
要
とす
る
す
べ
て
の
母
親
が
対
象
とな
る
よう
に
表
現
を変

更
○

幅
広
い
ニー

ズ
に
沿
うた
め
の
利
用
促
進
を図

る
施
策
や
、き
ょう
だ
い
児
が
い
る場

合
や
、医

療
的
ケ
ア児

に
つ
い
て
の
記
載
を追

加
等

新
た
に
見
直
しを
は
か
った
改
定

ケ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
追
加

○
これ

まで
項
目
が
箇
条
書
きで

記
載
され

て
い
た
の
み
で
あ
った
ケ
アに

つ
い
て
、具

体
的
な
内
容
を記

載
○

アセ
ス
メン
トに
基
づ
くケ
アプ
ラン
の
作
成
、利

用
終
了
後
の
振
り返

りや
今
後
の
支
援
へ
の
連
携
に
つ
い
て
の
記
載
を追

加
等

安
全
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
追
加

〇
事
故
防
止
等
に
向
け
た
安
全
対
策
（
児
の
睡
眠
中
の
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
、児

を預
か
る場

合
の
留
意
点
、緊

急
時
の
協
力
医
療
機
関
の
選
定
、産

後
ケ
ア事

業
の
実
施
担
当
者
に
よる

虐
待
等
と疑

わ
れ
た
事
案
を確

認
した
場
合
の
対
応
、重

大
事
故
発
生
時
の
対
応
等
）
に
つ
い
て
、市

町
村
が
マニ
ュア
ル
を作

成
し、
委
託
事
業
者
と共

有
・確
認
す
る
こと
を記

載
〇

重
大
事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
、最

新
の
通
知
を踏

ま
え
た
対
応
に
更
新

（
※
）
都
道
府
県
の
役
割
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
該
当
部
分
よ
り
抜
粋
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
「
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
都
道
府
県
は
、
国
が
定
め
る
基
本
方
針
に
則

し
て
、
「
量
の
見
込
み
」
と
「
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
」
等
を
定
め
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
支
援
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
含
め
た
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
計
画
的
な
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
都
道
府
県
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
の
区
域
を
超
え

た
広
域
的
な
調
整
を
担
う
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、

・
産
後
ケ
ア
事
業
の
受
け
皿
拡
大
に
当
た
り
、
市
町
村
の
管
内
で
は
委
託
先
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
、
管
内
市
町
村
を
取
り
ま
と
め
て
委
託
契
約
を
調
整
す
る
こ
と
や
、

・
委
託
先
と
市
町
村
間
と
の
報
告
様
式
の
統
一
化
に
よ
る
、
市
町
村
の
事
務
負
担
等
の
軽
減
を
図
る
こ
と

な
ど
、
市
町
村
間
の
広
域
連
携
に
向
け
た
調
整
・
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
都
道
府
県
は
、
産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
係
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
に
て
創
設
さ
れ
た
「
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
事
業
」
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
拠
点
病
院
を
中
核
と
し
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
産
婦

健
康
診
査
・
産
後
ケ
ア
事
業
等
の
母
子
保
健
事
業
の
実
施
機
関
等
が
連
携
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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令
和
９
年
度
概
算
要
求

４
億
円
【
令
和
６
年
度
補
正
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

産
後
ケ
ア
施
設
改
修
費
等
支
援
事
業

事
業
の
概
要

産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
施
設
（
賃
貸
物
件
を
活
用
し
て
設
置
す
る
施
設
等
を
含
む
）
の
新
設
、
定
員
の
拡
大
等
を
行
お
う
と
す
る
設
置
主
体
に
対
し
て
、

当
該
施
設
の
改
修
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
市
町
村

【
補
助
率
】
設
置
主
体
が
市
町
村
の
場
合

：
国
１
／
２
、
市
町
村
１
／
２

(直
接
補
助

)
設
置
主
体
が
民
間
団
体
の
場
合
：
国
１
／
２
、
市
町
村
１
／
４
、
民
間
団
体
１
／
４

(間
接
補
助

)
【
補
助
基
準
額
】

35
,9

42
千
円

事
業
の
目
的

○
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
（
令
和
５
年

12
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
支
援
を
必
要
と
す
る
全
て
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

○
ま
た
、
令
和
６
年
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
か
ら
同
事
業
を
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、
計
画
的
な
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
向
け
、
受
け
皿
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
た
め
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う施

設
（
賃
貸
物
件
を
活
用
して

設
置
す
る
施

設
等
を
含
む
）
に
対
す
る
改
修
費
等
を
支
援
す
る
こと
に
よ
り、
産
後
ケ
ア事

業
の
実
施
体
制
の
強
化
を
図
る
。

（
こど
も
家
庭
庁
）

（
自
治
体
）

（
設
置
主
体
）

留
意
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
の
補
助
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
本
事
業
に
よ
る
補
助
の
対
象
外
と
す
る
。

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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成
育
局

参
事
官
（
事
業
調
整
担
当
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金

事
業
の
目
的

⚫
児
童
福
祉
施
設
等
に
係
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
改
正
児
童
福
祉
法
や
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
等
を
踏
ま
え
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
防
災
・
国
土
強
靱
化
を
推
進
す
る
。

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、
市
区
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
等

【
補
助
率
】
定
額

（
国

1/
2相

当
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村

1/
4相

当
、
設
置
主
体

1/
4相

当
児
童
館
の
場
合
：
国

1/
3相

当
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村

1/
3相

当
、
設
置
主
体

1/
3相

当
等
）

事
業
概
要

整
備
内
容

対
象
施
設

①
通
常
整
備

児
童
福
祉
施
設
等
の
整
備
を
実
施
す
る
。

創
設
、
大
規
模
修
繕
、
増
築
、
増
改
築
、
改
築
、

拡
張
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
整
備
、
老
朽
民

間
児
童
福
祉
施
設
整
備
、
応
急
仮
設
施
設
整
備

②
耐
震
化
等
整
備

地
震
防
災
上
倒
壊
等
の
危
険
性
の
あ
る
建

物
の
耐
震
化
、
津
波
対
策
と
し
て
の
高
台
へ

の
移
転
を
図
る
た
め
の
改
築
又
は
補
強
等
の

整
備
を
実
施
す
る
。

大
規
模
修
繕
、
増
改
築
、
改
築
、
老
朽
民
間
児
童

福
祉
施
設
整
備

・
助
産
施
設

・
職
員
養
成
施
設

   
   

  
・
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所

   
   

   
   

   
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

   
   

 
・
一
時
預
か
り
事
業
所

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
所

・
利
用
者
支
援
事
業
所

・
子
育
て
支
援
の
た
め
の
拠
点
施
設

・
乳
児
院

・
母
子
生
活
支
援
施
設

・
児
童
養
護
施
設

・
児
童
心
理
治
療
施
設

・
児
童
自
立
支
援
施
設

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

・
児
童
厚
生
施
設
（
児
童
館
）

・
児
童
相
談
所
一
時
保
護
施
設

・
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
施
設

・
障
害
児
入
所
施
設

・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

・
児
童
発
達
支
援
事
業
所

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所

・
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所

・
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

・
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

・
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
所

・
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
所

・
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
所

・
子
育
て
短
期
支
援
事
業
専
用
施
設

＜
以
下
に
つ
い
て
は
補
助
率
の
嵩
上
げ
を
実
施
＞

・
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
の
小
規
模
化
か
つ
地
域
分
散
化
に
係
る
施
設
整
備
で
あ
っ

て
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
※
１

国
1/

2相
当
→
2/
3相

当
・
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
施
設
の
創
設
・
増

(改
)築

※
２

国
1/

2相
当
→

2/
3相

当
・
「
こ
ど
も
の
居
場
所
」
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
児
童
館
の
施
設
整
備
を
行
う
場

合
国

1/
3相

当
→

1/
2相

当

【
事
項
要
求
】
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
推
進

「
第
１
次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
に
基
づ
く
児
童
福
祉
施
設
等
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

20
26

」
を
踏
ま

え
、
予
算
編
成
過
程
で
検
討
。

※
１

対
象
と
な
る
の
は
、
①
財
政
力
指
数
１
未
満
の
自
治
体
又
は
②
原
則
の
補
助
率
で
算
出
し
た
国
庫
補
助
額
が
１
億
円
を
超
え
な
い
自
治
体
（
経
過
措
置
と
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
①
②
以
外
の
自
治
体
も
含
む
。
）

※
２

対
象
と
な
る
の
は
、
財
政
力
指
数
１
未
満
の
自
治
体
又
は
原
則
の
補
助
率
で
算
出
し
た
国
庫
補
助
額
が
１
億
円
を
超
え
な
い
自
治
体一
部
投
資
枠 令

和
９
年
度
概
算
要
求
額

17
0億

円
＋
事
項
要
求

（
67

億
円
）
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○
家
族
との
関
わ
り方

に
対
す
る
不
安
や
、男

性
の
育
児
参
加
の
促
進
に
伴
って
生
じる
出
産
・子
育
て
に
関
して
悩
む
父
親
に
対
す
る
支
援
の
た
め
、子

育
て
経
験
の
あ

る
父
親
等
に
よ
る
ピア
サ
ポ
ー
ト支

援
や
、急

激
な
環
境
の
変
化
に
よ
る
父
親
の
産
後
うつ
へ
の
対
応
を
行
う。

◆
対
象
者

出
産
・子
育
て
に
関
して
悩
む
父
親

◆
内

容
（
１
）
ピア
サ
ポ
ー
ト支

援
等

子
育
て
経
験
の
あ
る
父
親
や
、現

在
子
育
て
中
の
父
親
に
よ
る
交
流
会
等
の
実
施
や
、子

育
て
経
験
の
あ
る
父
親
に
よ
る
相
談
支
援
を実

施
す
る
こと
で
、子

育
て
に
関
す
る
悩
み
の
共
有
や
情
報
交
換
を
行
い
、さ
らに
こど
も
や
父
親
の
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じた
子
育
て
の
方
法
を学

ぶ
場
とし
て
、継

続
的
な
支
援
を実

施
す
る
。

（
２
）
父
親
相
談
等
支
援

妻
の
妊
娠
・出
産
や
こど
も
の
誕
生
・成

長
に
よ
って
生
じる
、父

親
自
身
に
お
け
る
仕
事
の
ス
タイ
ル
や
生
活
環
境
の
急
激
な
変
化
に
関
す
る
悩
み
や
うつ
状
態
に

対
応
す
る
た
め
、相

談
支
援
や
アウ
トリ
ー
チ
支
援
、そ
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
取
得
す
る
た
め
の
研
修
を実

施
す
る
。

◆
実
施
主
体

：
市
町
村

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、市

町
村
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：

ピア
サ
ポ
ー
ト支

援
等
事
業

月
額

55
,1

00
円

父
親
相
談
等
支
援

月
額

17
5,

40
0円

交
流
会
、
相
談
支
援
の
実
施

相
談
支
援
等
の
実
施

令
和
９
年
度
概
算
要
求

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

７
億
円
の
内
数
（
６
億
円
の
内
数
）
【
令
和
３
年
度
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

出
産
や
子
育
て
に
悩
む
父
親
支
援
（
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
）

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

拡
充

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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○
妊
産
婦
の
メン
タル

ヘ
ル
ス
に
対
応
す
る
た
め
、都

道
府
県
等
の
拠
点
病
院

（
※
）
等
を
中
核
とし
、地

域
の
精
神
科
医
療
機
関
等
と、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
ター

、保
健
所
、

市
町
村
（
母
子
保
健
担
当
部
局
・こ
ども
家
庭
セ
ン
ター
な
ど）

、産
婦
健
診
・産
後
ケ
ア
事
業
等
の
母
子
保
健
事
業
の
実
施
機
関
が
連
携
す
る
た
め
の
ネ
ット
ワー

ク体
制
の
構

築
を図

る
。

（
※
）
妊
産
婦
の
メン
タル
ヘ
ル
ス
（
精
神
疾
患
を含

む
）
の
診
療
に
係
る精

神
科
医
療
機
関
（
精
神
科
を標

ぼ
うす
る
産
婦
人
科
医
療
機
関
を含

む
。）

◆
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、指

定
都
市
、中

核
市

※
令
和
８
年
度
か
ら指

定
都
市
、中

核
市
を
追
加

◆
補
助
率
：
国
１
／
２
、都

道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：
月
額

1,
50

8千
円

※
都
道
府
県
が
医
療
圏
ご
とに
実
施
す
る
場
合
も
同
額
を
補
助
す
る
。
◆
実
施
自
治
体
数
：
７
自
治
体

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

成
育
局

 母
子
保
健
課

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

0.
3億
円
（
0.
2億
円
）
【
令
和
５
年
度
補
正
創
設
】

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

地
域
の
医
療
機
関

（
精
神
科
・

産
婦
人
科
）

こど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー

保
健
所

中
核
病
院

（
精
神
科
・

産
婦
人
科
）

コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
（
PS
W
・M
SW

等
）
を

中
心
に
、各

関
係
機
関
が
連
携
・

ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築

精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等

医
師
会

産
婦
人
科
医
会

看
護
協
会

助
産
師
会

等
産
後
ケ
ア
事
業
等
の

実
施
機
関

市
町
村

保
健
セ
ン
タ
ー

都
道
府
県

（
母
子
保
健
・

精
神
保
健
担
当
部
局
等
）

支
援
の
必
要
な
妊
産
婦

支 援 の 必 要 な 妊 産 婦

地
域
の
医
療
機
関

（
精
神
科
・産

婦
人
科
）

こど
も
家
庭
セ
ンタ
ー

市
町
村
保
健
セ
ンタ
ー
等

情
報
提
供

連
携

情
報
提
供

受
診
等

相
談
・

支
援
等

※
（
１
）
～
（
６
）
の
取
組
を全

て
実
施
す
る
こと
を基

本
とす
る
が
、

地
域
の
実
情
に
応
じて
段
階
的
に
事
業
を開

始
す
る
こと
や
、

   
実
施
主
体
以
外
が
実
施
す
る
取
組
と連

携
をし
て
実
施
す
る

   
こと
は
差
し支

え
な
い

（
１
）
ネ
ット
ワ
ー
ク運

用
・構

築
（
協
議
会
の
設
置
・開

催
等
）

（
２
）
地
域
の
診
療
体
制
の
見
え
る
化
・整

備
（
３
）
コー

デ
ィネ
ー
ター

の
配
置

（
４
）
関
係
者
に
よる

症
例
検
討
の
実
施

（
５
）
人
材
育
成
・研

修
（
６
）
専
門
職
の
派
遣

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。

資資料料９９
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○
多
胎
児
を
妊
娠
した
妊
婦
は
、単

胎
妊
娠
の
場
合
より
も
頻
回
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
が
推
奨
され

、受
診
に
伴
う経

済
的
負
担
が
大
き
く

な
る
こと
か
ら、
通
常
１
４
回
程
度
の
妊
婦
健
康
診
査
より
も
追
加
で
受
診
す
る
健
康
診
査
に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
こと
で
、多

胎
妊
婦
の
負

担
軽
減
を
図
る
こと
を目

的
とす
る
。

◆
対
象
者

多
胎
を
妊
娠
して
い
る
妊
婦

◆
内
容

多
胎
を
妊
娠
して
い
る
妊
婦
を
対
象
に
、単

胎
の
場
合
より
も
追
加
で
受
診
す
る妊

婦
健
康
診
査
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、一

定
額
を助

成
す
る
。

◆
実
施
自
治
体
数

８
３
２
自
治
体

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

◆
実
施
主
体
：
市
町
村

◆
補
助
率
：
国
１
／
２
、市

町
村
１
／
２

◆
補
助
単
価
：
１
件
あ
た
り

5,
00

0円
※
多
胎
妊
婦
１
人
当
た
り５

回
を
限
度

成
育
局

 母
子
保
健
課

多
胎
妊
娠
の
妊
婦
健
康
診
査
支
援
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

0.
5億
円
（
0.
5億
円
）
【
令
和
３
年
度
創
設
】

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

資資料料1100
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○
多
胎
妊
産
婦
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、多

胎
ピア
サ
ポ
ー
ト事

業
や
、育

児
サ
ポ
ー
ター

等
派
遣
事
業
を実

施
す
る
こと
に
よ
り、
誰
も
が
子
育
て
を
しや

す
い
環
境
を
整
え
る
。

◆
対
象
者

多
胎
妊
産
婦
及
び
多
胎
家
庭

※
（
２
）
多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
ター

等
事
業
に
つ
い
て
は
、２

歳
程
度
ま
で
の
多
胎
児
を
育
児
す
る
者
を
対
象
者
の
目
安
とし
、個

別
の
事
情
を
踏
ま
え
て
判
断

◆
内

容
（
１
）
多
胎
ピア
サ
ポ
ー
ト事

業
多
胎
児
の
育
児
経
験
者
家
族
との
交
流
会
等
の
実
施
や
、多

胎
妊
婦
が
入
院
して

い
る
場
合
、外

出
が
困
難
な
場
合
な
どに
お
い
て
、必

要
に
応
じて

多
胎
児
の

育
児
経
験
者
に
よ
る
ア
ウト
リー
チ
で
の
相
談
支
援
を
実
施
す
る
。

（
２
）
多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
ター

等
事
業

多
胎
妊
産
婦
や
多
胎
家
庭
の
も
とへ
サ
ポ
ー
ター

を
派
遣
し、
外
出
時
の
補
助
や
、日

常
の
育
児
に
関
す
る
介
助
を
行
う。
ま
た
、当

該
サ
ポ
ー
ター

を
派
遣
す
る
前
に
、

多
胎
妊
産
婦
等
へ
の
支
援
に
際
して

必
要
な
知
識
等
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

◆
実
施
自
治
体
数

 （
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス
）

・多
胎
ピア
サ
ポ
ー
ト事

業
１
３
２
自
治
体

・多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
ター

等
事
業

１
３
２
自
治
体

訪
問

訪
問

日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

交
流
会
や
アウ
トリ
ー
チ
に
よ
る
相
談
支
援
な
ど

令
和
９
年
度
概
算
要
求

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

７
億
円
の
内
数
（
６
億
円
の
内
数
）
【
令
和
２
年
度
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

多
胎
妊
産
婦
等
支
援
（
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
）

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

◆
実
施
主
体

：
市
町
村
（
市
町
村
内
の
多
胎
妊
産
婦
が
少
人
数
で
あ
る
場
合
、都

道
府
県
が
実
施
す
る
こと
も
可
能
）

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、市

町
村
１
／
２

◆
補
助
基
準
額

多
胎
ピア
サ
ポ
ー
ト事

業
月
額

18
7,

40
0円

多
胎
妊
産
婦
等
サ
ポ
ー
ター

等
事
業

月
額

16
0,

30
0円

～
74

8,
10

0円
（
人
口
に
より
異
な
る
）

   

実
施
主
体
等
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事 務 連 絡

令和６年９月 日

各 都道府県・市町村・特別区 母子保健主管部（局）

各 都道府県・市町村・特別区 保育主管部（局） 御中

各 都道府県・指定都市 教育委員会就学事務担当

こ ど も 家 庭 庁 成 育 局 母 子 保 健 課

こ ど も 家 庭 庁 成 育 局 保 育 政 策 課

文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課教育制度改革室

低出生体重児に関する支援や制度等について

平素より、こども・子育て支援施策及び教育施策の推進に御尽力いただき、

厚く御礼申し上げます。

低出生体重児向けの手帳の作成等に活用可能な事業を始めとした、低出生体

重児に関する支援や制度の一部について、その認知度が低く、活用が進んでい

ないとの指摘があることから、下記のとおり、支援や制度等を整理したため、

周知を行います。

各都道府県におかれましては、管内市町村に対し周知いただきますようお願

い申し上げます。

記

１．低出生体重児向けの手帳の作成等の補助

低出生体重児向けの手帳については、多くの都道府県において独自に作成

いただいている状況であると承知しております。母子保健対策強化事業（母子

保健衛生費国庫補助金）において、都道府県が低出生体重児向けの手帳の作成

等のために協議会を設置し、手帳の作成や普及啓発等を行った場合には、国庫

補助の対象とすることが可能です。

なお、こども家庭庁においては、令和５年度に低出生体重児に関する内容

を含む保護者向けの情報提供コンテンツをホームページにおいて作成したほ

か、令和４年度には厚生労働科学研究において低出生体重児向けの手帳にご

活用いただける低出生体重児の成長発育曲線を作成しております。

２．低出生体重児支援のための専門職への研修費用の補助等

母子保健対策強化事業（母子保健衛生費国庫補助金）において、都道府県が

協議会を設置し、医療機関従事者等に対する研修会を実施した場合には、国庫

補助の対象とすることが可能です。

資料11
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このほか、妊娠・出産包括支援推進事業（母子保健衛生費国庫補助金）にお

いて、低出生体重児を含む妊産婦やその家族への支援を行う行政の保健師等

の専門職への研修を可能としており、これらに係る経費については国庫補助

の対象となります。

また、平成 年に作成された「低出生体重児保健指導マニュアル」にお

いては、低出生体重児の発育・発達等の特徴や、母親の心理等を含む内容が

含まれております。地域の保健師を主な対象として作成されたものですが、

それ以外の職種においてもご活用いただけます。

３．就学時の対応

低出生体重児の就学に当たっては、様々な不安を抱える保護者もおられると

承知しています。学校教育法第 条においては、病弱、発育不完全その他や

むを得ない事由のため、就学困難と認められる者の保護者に対しては、市町村

教育委員会は就学義務を猶予又は免除することができることが規定されてお

り、就学を控えたこどもの状況によっては、医師その他の者の証明書等その事

由を証するに足る書類を添えた保護者からの願い出を踏まえ、保護者の就学義

務を猶予・免除することが適当と判断される場合もあります。

母子保健主管部局・保育主管部局におかれては、就学に当たって不安を抱え

ている保護者を把握した場合には、状況に応じて市町村教育委員会において対

応している就学相談をご案内いただくなど、市町村教育委員会と連携しながら、

保護者の不安の解消に向けた各支援等について情報提供いただくようお願い

します。

また、市町村教育委員会におかれては、幼稚園、認定こども園、保育所等の

関係機関との連携等を図りつつ、学校見学なども含め、就学に当たって不安を

抱えている保護者への十分な情報の提供に加え、保護者からの相談に適切に対

応いただくようお願いします。個々のケースにおいて実際に就学義務の猶予又

は免除を行うかどうかについては、教育上及び医学上の見地等の総合的な観点

から、また、こども本人や保護者の意向を十分に考慮した上で、適切にご判断

いただき、一人一人のこどもの状況に応じた就学事務を適切に遂行いただくよ

うお願いします。

（参考）

○低出生体重児・多胎・外国の方向けの情報
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〇低出生体重児の成長・発達やサポートなど

○就学事務Ｑ＆Ａ「１．就学義務の猶予又は免除について」

（照会先）

【１，２について】

こども家庭庁成育局母子保健課

：

：

【３について】

文部科学省

文部科学省初等中等教育局

初等中等教育企画課教育制度改革室

義務教育改革係

： （内線 ）

：
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〇低出生体重児の成長・発達やサポートなど

○就学事務Ｑ＆Ａ「１．就学義務の猶予又は免除について」

（照会先）

【１，２について】

こども家庭庁成育局母子保健課

：

：

【３について】

文部科学省

文部科学省初等中等教育局

初等中等教育企画課教育制度改革室

義務教育改革係

： （内線 ）

：

1

⚫
プレ

コン
セ
プシ

ョン
ケ
アの

推
進
に
あ
た
って
は
、若

い
世
代
の
意
見
を
聴
き
、当

事
者
の
ニー

ズ
に
沿
った
取
組
を
実
施
し施

策
の
効
果
を
定
期
的
に
評
価
。

⚫
国
は
、国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ンタ
ー
と連

携
し技

術
的
に
支
援
、自

治
体
は
国
の
「５

か
年
計
画
」を
参
考
に
「地
方
版
推
進
計
画
」を
策
定
す
る
等
計

画
的
に
推
進
。

プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
推
進
5か
年
計
画
（
概
要
）

～
性
と健

康
に
関
す
る
正
しい

知
識
の
普
及
と相

談
支
援
の
充
実
に
向
け
て
～

★
「性

と健
康
の
相
談
セ
ンタ
ー
」等

プレ
コン
セ
プシ

ョン
ケ
アに

関
す
る
一
般
的
な
相
談
が
で
き
る
窓
口

の
認
知
を
推
進
。

★
身
近
な
地
域
に
お
い
て
医
療
機
関
等
も
含
め
、専

門
家
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備
を図

る
。

★
夜
間
休
日
対
応
の
実
施
や
、電

話
・オ
ン
ライ
ン
相
談
、メ
ー
ル
や

SN
Sの
活
用
等
、相

談
者
の
利

便
性
に
配
慮
。

相
談
支
援
の
充
実
（
一
般
相
談
）

★
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
等
が
、医

療
機
関
等
で
プ
レコ
ン
セ
プシ

ョン
ケ
アに

関
す
る
相
談
が
で
き
る
よ

う、
全
国
に
相
談
窓
口
を
展
開
す
る
とと
も
に
、専

門
外
の
医
師
の
適
切
な
対
応
に
も
資
す
る
よ
う、
医

療
者
用
相
談
対
応
マ
ニ
ュア
ル
を
作
成
し、
周
知
。

相
談
支
援
の
充
実
（
専
門
相
談
）

性
や
健
康
に
関
す
る
正
しい

知
識
の
普
及
と情

報
提
供

★
SN
S等

を
活
用
した

積
極
的
な
情
報
発
信
。

★
プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
の
普
及
に
係
る
人
材
（
プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
育
成
す
る
とと
も
に
、

啓
発
資
材
の
作
成
等
、企

業
・自

治
体
・教

育
機
関
等
に
お
け
る
講
演
会
等
の
開
催
支
援
。

※
プ
レ
コン

サ
ポ
ー
ター

は
、「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
を
推
進
す
る
こ
とを

目
的
とし
、企

業
・自

治
体
・教
育
機
関
等
に
お
い
て
、性

別
を
問
わ
ず
、性

や
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
り、

健
康
管
理
を
行
うよ

う促
す
人
材
」で
あ
る
。職

種
に
限
定
され

ず
、研

修
を
修
了
す
れ
ば
、希

望
す
る

方
は
、誰

で
も
プレ

コン
サ
ポ
ー
ター

に
な
る
も
の
とし
て
想
定
。

今
後
５
年
間
の
集
中
的
な
取
組

対
象
者
層

妊
娠
・出
産

を
含
め
た

性
や
健
康
に

関
す
る
相
談

を
した

い
方

全
て
の
世
代

の
方
々

専
門
的

な
相
談

を
した

い
方

取
組
推
進
に
あ
た
って

〈目
標
〉

認
知
度

80
%

プ
レ
コン
サ
ポ
ー
ター

5万
人
以
上

〈目
標
〉

相
談
窓
口

認
知
度

10
0%

〈目
標
〉

専
門
相
談

医
療
機
関
数

20
0以
上

資資料料1122
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R
7年
度

R
8年
度

R
9年
度

R
10
年
度

R
11
年
度

性
や
健
康
に

関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
と

情
報
提
供

プ
レコ
ンセ

プシ
ョン
ケ
ア
推
進
に
向
け
た
工
程
表
（
概
要
）

【
企
業
・
教
育
機
関
・
自
治
体
等
へ
の
周
知

】

年
度
毎
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

広
告
展
開
（
上
半
期
）→

広
告
効
果
の
検
証
・ア

ク
セ
ス
分
析
→
W
e
b
サ
イ
ト
/S
N
S
の
更
な
る
充
実
（
下
半
期
）→

認
知

度
調

査
（
年
度

末
）

プ
レ
コ
ン
宣
言
（
仮
称
）運

動
を
開
始
（
☆
）

プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
組
等
を
要
件
に
企
業
・
自
治
体
等
が
宣
言

若
い
世
代
に
お
け
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
概
念
の
認
知
度

１
０
％

以
下

１
５
％

８
０
％

企
業
に
お
け
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
取
組
の
実
施
率

１
０
％

１
８
％

８
０
％

プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の

人
数

ー
6
,3
1
2
人

５
万

人

W
e
b
サ
イ
ト
/
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト

立
ち
上
げ

【
広
報
事
業
に
よ
る
普
及
啓
発
】

健
康
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
研
修
の
学
習
テ
ー
マ
へ
の
導
入
検
討

〈
企
業
の
取
組

〉

【
プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
人
材
育
成

】

出
前
講
座
の
活
用
に
つ
い
て

文
科
省
と
共
管
の
事
務
連
絡
発
出

出
前
講
座
の
実
態
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
自
治
体
、
教
育
機
関
等
）

（
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
適
切
な
理
解
に
係
る
取
組
）

教
育
機
関
に
お
け
る
性
や
健
康
に
関
す
る
適
切
な
理
解

に
係
る
効
果
的

な
取
組
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討

〈
教
育
機
関
の
取
組
〉

（
出
前
講
座
）

専
門
人
材
リ
ス
ト
の
活
用
の
周
知
と
出
前
講
座
の
教
育
機
関
で
の
実
施

専
門
人
材
リ
ス
ト
の
活
用
（☆

）を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
が
、
地
域
の

教
育
機
関
で
出
前
講
座
を
網
羅
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
支
援
（☆

）

好
事
例
の
横
展
開

先
進
的
な
取
組
事
例
や
支
援
内
容
等
の
周
知

専
門
人
材
リ
ス
ト
の
作
成
検
討

【再
掲
】

（
医
療
専
門
職
の
養
成
に
係
る
取
組
）

発
達

段
階

に
応

じ
た

教
材

の
活

用
、
教
育

関
係

者
へ

の
周

知

医
師
・
看
護
師
等
の
養
成
を
行
う
大
学
・
養
成
校
へ
の
周
知

専
門
人
材
リ
ス
ト
の
作
成
/活

用
（☆

）を
周
知

・活
用
促

進
研
修
・
出
前
講
座
等
に
お
け
る
講
師
の
人
材
リ
ス
ト
の
作
成
を
検
討
（関

係
学
会
・職

能
団
体
等
と
連
携
）

プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
支
援

・
プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
等
を
要
件
に
「性

と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
」の

補
助
率
嵩
上
げ
（☆

）
・

プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
活
用
の
好
事
例
を
横
展
開

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
等
の
整
備

専
門
人
材
の
ニ
ー
ズ
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
自
治
体
、
教
育
機
関
、
企
業
等
）

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
を
行
う
際
の
健
康
経
営
度
調
査
（
年
度
毎
）

・
プ
レ
コ
ン
の
認
知
度
・取

組
状
況
の
確
認
を
実
施

健
康

経
営

優
良

法
人

認
定
や
え
る
ぼ
し
プ
ラ
ス
認
定
等
の
取
組
と
の
連
携
の
可
能
性
の
検
討

こ
ど
も
と
と
も
に
成
長
す
る
企
業
の
認
定
の
要
素

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
含
め
て
検
討

プ
レ
コ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
開
始

現
在

☆
は
ｐ
２
の
プ
レ
コ
ン
モ
デ
ル
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
な
が
る
取
組
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R
7年
度

R
8年
度

R
9年
度

R
10
年
度

R
11
年
度

性
や
健
康
に

関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
と

情
報
提
供

相
談
支
援
の
充
実

（
一
般
相
談
）

相
談
支
援
の
充
実

（
専
門
相
談
）

自
治
体
・
地
域

へ
の
取
組
支
援

プ
レコ
ンセ

プシ
ョン
ケ
ア
推
進
に
向
け
た
工
程
表
（
概
要
）

若
い
世
代
に
お
け
る
一
般
的
な
相
談
窓
口
の
認
知
度

ー
１
０
％

1
0
０
％

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
が
で
き
る
医
療
機
関
数

（
６
０
機
関
）

（
６
５
機
関
）

２
０
０
機

関

診
療
報
酬
に
お
け
る
評
価
の
必
要
性
等
を
含
め
た
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
医
学

的
管
理
に
つ
い
て
、
支
援
の
事
例
や
エ
ビ
デ
ン
ス
の
整
理
等
を
実
施

事
業
の
拡
充

・
要
件
を
満
た
す
と
国
の
補
助
率
嵩
上
げ
（
☆
）

・
実
施
主
体
へ
市
町
村
追
加

・
医
療
機
関
等
に
委
託
す
る
相
談
支
援

（☆
）

（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
）

一
般
相
談
窓
口
の
拡
大

全
て
の
指
定
都
市
・
中
核
市
へ
事
業
実
施
を
促
す

思
春
期
健
康
相
談
体
制
の
更
な
る
充
実
（
☆
）

思
春
期
健
康
相
談
を
実
施
す
る
モ
デ
ル
事
例
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
の
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
策
を
検
討

（
思
春
期
健
康
相
談
体
制
の
整
備
）

相
談
窓
口
拡
充
の
た
め
の
支
援

関
係
団
体
・
職
能
団
体
等
が
協
力
可
能
な
医
療
機
関
リ
ス
ト
を
作
成
の
検

討
し
、
相
談
窓
口
を
拡
充

相
談
窓
口
の
周
知

若
い
世
代
に
対
し
て
相
談
窓
口
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
周
知
の
た
め
の

広
報
を
行
う
自
治
体
を
支
援

事
業
の
拡
充

・
要
件
を
満
た
す
と
国
の
補
助
率
嵩
上

げ
・

実
施
主
体
へ
市
町
村
追
加

・
医
療
機
関
等
に
委
託
す
る
相
談
支
援
（☆

）
・

基
礎
疾
患
の
あ
る
妊
産
婦
等
へ
の
妊

娠
と

薬
に
関
す
る
相
談
支
援
（☆

）

（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
）

専
門
相
談
窓
口
の
拡
大

全
て
の
指
定
都
市
・
中
核
市
へ
事
業
実
施
を
促
す

地
方
版
推
進
計
画
の
策
定
（☆

）/
計
画
に
基
づ
い
た

自
治
体
の
取
組

自
治
体
が
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
「地

方
版
推
進
計
画
」を

策
定
し
、
プ
レ
コ
ン
の
取
組
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
体
系
的
に
進
め
る

医
療
機
関
等
の
相
談
窓
口
拡
充
の
た
め
の
支
援

関
係
団
体
・
職
能
団
体
等
が
協
力
可
能
な
医
療
機
関
・助

産
所
リ
ス

ト
の
作
成
を
検
討
し
、
医
療
機
関
等
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
拡
充

相
談
窓
口
の
周
知

若
い
世
代
に
対
し
て
、
性
や
健
康
に
関
す
る
相
談
窓
口
（企

業
や
教

育
機
関
等
の
窓
口
も
含
む
）を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
周
知
の
た
め

の
広
報
を
行
う
自
治
体
を
支
援

国
の
行
政
機
関
及
び
自
治
体
内
部
（
人
事
部
門
、
企
業
・
教
育

機
関
と
の
関
連
部
門
、
医
療
保
健
部
局
等
）に

お
け
る
プ
レ
コ

ン
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
を
要
請

（
自
治
体
職
員
等
の
取
組
）

国
の
行
政
機
関
及
び
自
治
体
内
部
（
人
事
部
門
、
企
業
・
教
育
機
関
と
の

関
連
部
門
等
）
に
つ
い
て
プ
レ
コ
ン
の
取
組
内
容
の
見
え
る
化

（☆
）を

促
す

（
地
方
版
推
進
計
画
）

各
種
資
材
の
作
成

・
思
春
期
の
こ
ど
も
・保

護
者
向
け
資
材

・
医
療
従
事
者
向
け
手
引
き

プ
レ
コ
ン
モ
デ
ル
シ
テ
ィ
構
想

企
業
、
教
育
機
関
等
を
巻
き
込
み
、
周
知
啓
発
、
相
談
体
制
等
の

整
備
の
取
組
を
体
系
的
（
☆
の
取
組
を
全
て
実
施
）に

進
め
た
上
で
、

さ
ら
な
る
先
進
的
な
取
組
を
行
う
モ
デ
ル
自
治
体
を
選
定
し
て
支
援

〈
自
治
体
等
の
取
組
〉

プ
レ
コ
ン
の
取
組
を
一
体
と
な
っ
て
推
進
（再

掲
）

国
の
行
政
機
関
及
び
自
治
体
内
部

自
治
体

企 業

教
育
機
関

自
治
体
に
お
け
る
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
の
実
施
率

７
４
％

７
４
％

１
０
０
％

現
在

☆
は

ｐ
２
の

プ
レ
コ
ン
モ
デ

ル
シ
テ
ィ
構

想
に
つ
な
が

る
取

組
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W
eb
サ
イ
ト
「は
じめ

よ
う
プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
」

プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
の
普
及
啓
発
の
た
め
、W
eb
サ
イ
ト
「は
じめ

よ
う
プ
レコ
ン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
」を
開
設

（
令
和
７
年
９
月
）
。

若
い
世
代
を
含
め
、あ
らゆ

る
方
々
に
、プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
に
関
す
る
概
念
を
わ
か
りや
す
く伝

え
る
た
め
、順

次
、記

事
や
漫
画
、Q
＆
Aや

シ
ョー
トド
ラ
マ
な
どの

コン
テ
ン
ツ
を
拡
充
中

W
eb
サ
イ
ト
：
は
じ
め
よ
う
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

66



プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

概
要

■
プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー
とは

「プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
を
推
進
す
る
こと
を
目
的
とし
、自

治
体
・企
業
・教
育
機
関
等
に
お
い
て
、性

別
を
問
わ
ず
、

性
や
健
康
に
関
す
る
正
しい

知
識
の
普
及
を
図
り、
健
康
管
理
を
行
うよ
う促

す
人
材
」と
定
義
。

（
プ
レコ
ンセ

プシ
ョン
ケ
ア推

進
５
か
年
計
画
に
基
づ
き、

20
30
年
５
月
まで

に
、５

万
人
以
上
の
養
成
を
目
指
して

い
る
。）

■
プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
とは

•
eラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
で
実
施
。基

礎
編
（
必
修
講
座
約
2.
5時

間
、任

意
講
座
約
2.
5時

間
）
とア
ドバ

ン
ス
ト編

（
約
２
時
間
）
で

構
成
。 
（
い
ず
れ
も
オ
ンラ
イン
受
講
）

•
講
座
終
了
後
に
は
修
了
テ
ス
トを

実
施
し、
合
格
者
に
「修
了
証
」を
発
行
。

■
プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
支
援

プレ
コン
サ
ポ
ー
ター

の
活
動
に
あ
た
って
は
以
下
の
資
材
活
用
い
た
だ
く。

・プ
レ
コン
セ
プシ

ョン
ケ
ア
に
関
す
る
取
組
を行

うに
当
た
って
必
要
とな
る
知
識
・情
報
を
取
りま
とめ
た
「プ
レ
コン
サ
ポ
ー
タ
ー

TE
XT
BO
O
K」

・自
治
体
・企

業
・教
育
機
関
で
の
セ
ミナ
ー
、出

前
講
座
、研

修
等
で
使
用
す
る
資
材

•
誰
で
も
受
講
可
能
。（

企
業
・自
治
体
・教
育
機
関
に
属
す
る

専
門
職
の
ほ
か
、企

業
の
産
業
保
健
ス
タッ
フや

人
事
労
務
担

当
、自

治
体
の
関
係
部
局
職
員
等
を
想
定
。）

•
プレ

コン
の
基
本
的
な
概
念
、性

や
健
康
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
を
理
解
し、
プ
レコ
ン
に
関
す
る
知
識
を
活
か
して
、日

々
の
業
務
を
進
め
る
こと
が
で
きる

。

•
基
礎
編
を
修
了
した

専
門
職
（
※
）
の
み
が
受
講
可
能
。

•
相
談
対
応
に
お
け
る
注
意
点
、教

育
機
関
等
で
の
出
前
講

座
に
お
け
る
外
部
講
師
の
心
得
に
つ
い
て
理
解
し、
個
別
相
談

や
出
前
講
師
等
の
活
動
が
で
きる

。

基
礎
編
修
了
者
（
プ
レコ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
）

ア
ドバ

ン
ス
ト編

修
了
者
（
ア
ドバ

ン
ス
トプ

レコ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
）

※
「専

門
職
」と
は
、医

療
や
保
健
と関

連
す
る
公
的
資
格
を
有
す
る
者
を
想
定
して

い
る
。例

え
ば
、性

と健
康
の
相
談
セ

ンタ
ー
事
業
で
活
動
す
る医

師
、保

健
師
、助

産
師
、看

護
師
、管

理
栄
養
士
等
や
、養

護
教
諭
等
が
考
え
られ

る
。
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令和 年 月から、

不妊治療が保険適用されています。

年齢制限

治療開始時におい
て女性の年齢が
歳未満であること

✔ 年齢･回数の要件 体外受精・顕微授精

回数制限

初めての治療開始時点の女性の年齢 回数の上限

歳未満 通算６回まで 子ごとに

歳以上 歳未満 通算３回まで 子ごとに

● 保険診療でも、令和３年度までの助成金と同様に以下の制限があります。

※ 助成金の支給回数は、回数の計算に含めません。 裏面 参照

✔ 窓口での負担額は治療費(※)の 割負担
● 治療費が高額な場合の月額上限 高額療養費制度 もあります。

具体的な上限額や手続は、ご加入の医療保険者 国民健康保険にご加入
の方は、お住まいの市町村の担当窓口 にお問い合わせください。

①不妊治療に関する取組

✔ 体外受精などの基本治療は全て保険適用

採卵
採精

体外受精
顕微授精

受精卵・
胚培養 胚移植

胚凍結保存
一般不妊治療

生殖補助医療

● 国の審議会 中央社会保険医療協議会 で審議された結果、関係学会のガイドラインな
どで有効性・安全性が確認された以下の治療については、保険適用されています。

タイミング法 人工授精

● 生殖補助医療のうち、上記に加えて実施されることのある「オプション
治療」については、保険適用されたものや、「先進医療」(※)として保険
診療と併用できるものがあります。

②不妊治療と仕事の両立のために
～その他、お役立ちページ 厚生労働省 等 ～

※ 保険診療の治療費

高額療養費制度
厚生労働省

※「先進医療」とは、保険外の先進的な医療技術として認められたもので、保険診
療と組み合わせて実施することができます。不妊治療に関する「先進医療」は随時
追加されることもありますので、詳細は、受診される医療機関にご確認ください。

不妊治療における
先進医療の状況
厚生労働省

③政府インターネットテレビ
（より身近な医療へ～不妊治療が保険適用
されました（動画）

不妊治療の保険適用の概
要や相談支援事業のご紹介、
検討会、研究事業などを掲
載しています。

企業の福利担当や事業主
の方へ向けた助成金の案内、
セミナー、マニュアル等の
紹介を行っております。

令和 年 月から不妊治療が保
険適用されました。保険適用され
ている具体的な治療や、気を付け
ていただく点などをご紹介します。

資料1３

68



２．治療内容など
４ 先進医療を受ける際には、何か手続が必要ですか？
４ 治療内容や費用について同意が必要になりますが、それ以外に患者側に特段の手続はあり
ません。なお、先進医療は、医療機関ごとに実施可能な内容が異なりますので、具体的には、
受診される医療機関とよくご相談ください。
５ 採卵は、複数回実施することはできますか？
５ 保険診療で採卵を行う際は、治療開始時に医師が作成する治療計画に従って行うことにな
ります。その際、医学的に必要と判断された場合は、複数回採卵を行うことも想定されます
例えば、採卵を行っても卵子が得られない場合など 。

３．保険適用前から不妊治療をされている場合
７ 保険適用前に不妊治療で凍結保存した胚は、保険適用後も使えますか？
７ 助成金の指定医療機関や学会の登録施設で作成･凍結された胚は、基本的に保険診療でも
使用可能です。具体的には、受診される医療機関とよくご相談ください。

［ 不妊治療の保険適用に関する ＆ ］
１．保険診療を受けるに当たって

１ 保険診療を受ける際に必要な準備はありますか？
１ 受診の際には、不妊治療の治療歴や受診した医療機関などの情報を医師等にお伝えくださ
い。

医療機関一覧
厚生労働省２ どの医療機関で保険診療を受けることができますか？

２ 保険診療を行う場合は、各医療機関が地方厚生局に届出を行うことに
なっており、厚生労働省 において医療機関一覧を掲載しております。
診療の内容等については、掲載されている医療機関に直接お問合せ下さい。

３ 事実婚の場合も保険適用の対象ですか？
３ 助成金と同様に対象となります。なお、受診の際に医療機関から、事実婚関係について確
認されたり、書類を求められたりすることがあります。

４．その他のお問合せ
９ 不妊に関する悩みや医療機関の治療内容について、どこで相談できますか？

不妊専門相談
センター

厚生労働省

９ 各都道府県、指定都市、中核市が設置している不妊専門相談センター
では、不妊に悩む夫婦に対し、不妊に関する医学的・専門的な相談や不妊
による心の悩み等について医師・助産師等の専門家が相談に対応したり、
診療機関ごとの不妊治療の実施状況などに関する情報提供を行っています。

８ 保険適用で実施できる胚移植の回数は、過去の治療実績が含まれますか？
８ 保険診療における胚移植の回数制限は、保険診療下で行った胚移植の回数のみをカウント
しますので、過去の治療実績や助成金利用実績は加味されません。

６ 保険診療による不妊治療は、一度中断しても再開は可能ですか？
６ 基本的に可能です。また、胚の保存も、患者様とパートナー様のお二人が、引き続き、不
妊治療を希望する際は、保険診療で保存ができる場合があります。具体的には、受診される
医療機関とよくご相談ください。
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1

不
妊
治
療
の
全
体
像

令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

Ⅲ
－
４
－
１

子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
方
々
が
安
心
し
て
有
効
で
安
全

な
不

妊
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
適

切
な

医
療
の
評
価

第
三
者
の
精
子
提
供
に
よ
る

人
工
授
精
（
AI
D）精
液
を
注
入
器
で
直
接
子
宮
に
注
入
し
、
妊

娠
を

図
る

技
術

。
主

に
、

夫
側

の
精
液
の
異
常
、
性
交
障
害
等
の
場
合
に
用
い

ら
れ

る
。

比
較

的
安

価
。

第
三
者
の
卵
子
・
胚
提
供

代
理
懐
胎

「
生
殖
補
助
医
療
の
提
供

等
及

び
こ

れ
に

よ
り

出
生

し
た

子
の

親
子

関
係

に
関
す
る
民
法
の
特
例
に
関

す
る

法
律

」
（

令
和

３
年

３
月
11

日
施

行
）

の
附

則
第
３
条
に
基
づ
き
、
配

偶
子

又
は

胚
の

提
供

及
び

あ
っ

せ
ん

に
関

す
る

規
制
等
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
国
会
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
た
め
、

保
険
適

用
の

対
象

外
。

原
因
不
明
の
不
妊
や
治
療
が
奏
功
し
な
い
も
の

【
令
和
４
年
４
月
か
ら
新
た
に
保
険
適
用

】
※

令
和

４
年

３
月

ま
で

は
保

険
適

用
外

顕
微
授
精

精
子
と
卵
子
を
採
取
し
た
上
で
体
外
で
受
精

さ
せ

（
シ

ャ
ー

レ
上
で
受
精
を
促
す
な
ど
）
、
子
宮
に
戻
し
て

妊
娠

を
図

る
技

術
。

体
外
受
精
の
う
ち
、
卵
子
に
注
射
針
等
で
精

子
を

注
入

す
る

な
ど
人
工
的
な
方
法
で
受
精
さ
せ
る
技
術
。

射
精
が
困
難
な
場
合
等
に
、
手
術
用
顕
微
鏡

を
用

い
て

精
巣

内
よ

り
精

子
を

回
収

す
る
技
術
（
精
巣
内
精
子
採
取
術
（
TE
SE

）
）

等
。

→
顕

微
授

精
に

つ
な

が
る

体
外

受
精

男
性
不
妊

の
手
術

検
査
(原

因
検
索
)

原
因
疾
患
へ
の
治
療

①
男
性
不
妊
、
②
女
性
不
妊
、
③
原
因
が
分
か
ら
な
い

機
能

性
不

妊
に

大
別

さ
れ

る
。

診
察
所
見
、
精
子
の
所
見
、
画
像
検
査
や
血
液
検
査
等
を
用
い
て
診
断
す
る
。

①
男
性
側
に
原
因

②
女
性
側
に
原
因

精
管
閉
塞
、
先
天
性
の
形
態
異
常
、

逆
行

性
射

精
、

造
精

機
能

障
害

な
ど

。
手
術
療
法
や
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
る

。

子
宮
奇
形
や
、
感
染
症
に
よ
る
卵
管

の
癒

着
、

子
宮

内
膜

症
に

よ
る

癒
着

、
ホ

ル
モ

ン
の

異
常
に
よ
る
排
卵
障
害
や
無
月
経
な

ど
。

手
術

療
法

や
薬

物
療

法
が

行
わ

れ
る

。

第
三
者
の
精
子
･卵

子
等

を
用
い
た
生
殖
補
助
医
療

生
殖
補
助
医
療

※
令
和
４
年
３
月
ま
で
は
助
成

金
の
対
象
。
助
成
金
事
業
で
は

「
特
定
不
妊
治
療
」
と
い
う
名

称
を
使
用

令
和
４
年
３

月
以
前
か
ら
保
険
適
用

排
卵
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
性
交
を
行

う
よ

う
指

導
す

る
。

胚
移
植

の
段

階
で

、
以

下
に

分
か

れ
る

・
新

鮮
胚

移
植

・
凍

結
胚

移
植

一
般
不
妊
治
療

ﾀｲ
ﾐﾝ

ｸﾞ
法

人
工
授
精
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2

不
妊

治
療

の
診

療
の

流
れ

と
保

険
適

用
の

範
囲

令
和

６
年

度
診

療
報
酬
改
定

【
③
と
セ
ッ
ト

】
○

卵
子
活
性
化

○
IM

S
I

○
PI

C
S
I

【
⑥

と
セ

ッ
ト

】
○

ア
シ
ス
テ
ッ
ド
ハ
ッ
チ
ン
グ

○
高

濃
度

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

含
有

培
養

液
○

子
宮

内
膜

受
容

能
検

査
○

子
宮

内
細

菌
叢

検
査

○
S
EE

T法
○

子
宮

内
膜

ス
ク

ラ
ッ

チ
○

PG
T

○
反

復
着

床
不

全
に

対
す

る
投

薬

【
い
ず
れ

か
を

実
施

】
○

調
整

卵
巣

刺
激

法
○

低
卵

巣
刺

激
法

○
自
然
周
期

採
卵

体
外
受
精

顕
微
授
精

受
精
卵
・

胚
培
養

胚
移
植

採
精

１ ２

３
４

６

○
男
性

不
妊

の
手

術
・
精
巣

内
精

子
採

取
術

（
TE
SE

）

【
い

ず
れ

か
を

実
施

】
○

体
外

受
精

○
顕
微
授
精

○
S
pl

it 
in

se
m

in
at

io
n

※
複
数
個
採
取
で
き
た
卵
子
を
分
け

て
、
体
外
受
精
と
顕
微
授
精
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
す
る
手
法

【
い

ず
れ

か
を

実
施

】
○

初
期

胚
ま

で
○

胚
盤

胞
ま

で

【
い
ず
れ
か
を
実
施
】

○
新
鮮
胚
移
植

○
凍
結
胚
移
植

【
い
ず
れ
か
の
場
合
に
実
施
】

○
複
数
の
胚
が
作
成
で
き
た
場
合

○
全
胚
凍
結
周
期
で
あ
る
場
合

胚
凍
結
保
存

追
加

的
に

実
施

さ
れ

る
場

合
が
あ

る
も
の

【
④
と
セ
ッ
ト

】
○

タ
イ
ム
ラ
プ
ス

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

推
奨
度
Ｂ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

推
奨
度
Ｂ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｂ

推
奨
度
Ｃ

推
奨
度
Ｂ

推
奨
度

Ａ
～
Ｂ

＜
「

生
殖

補
助

医
療

」
の

補
足

＞
○

下
記
診
療
の
流
れ
は
、
生
殖
医
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載

さ
れ
て
い
る
医
療
技
術
等
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
。

○
推
奨
度
ご
と
の
考
え
方
は
、
以
下
の
と
お
り
。

推
奨
度
Ａ
：
実
施
を
強
く
推
奨

推
奨
度
Ｂ
：
実
施
を
推
奨

推
奨
度
Ｃ
：
実
施
を
考
慮

推
奨
度
Ｃ

生 殖 補 助 医 療一 般 不 妊 治 療

ﾀｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
法

人
工
授
精

※
管
理
料
で

包
括
評
価

５

下
線
部
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
保
険
適
用

そ
の
他
は
先
進
医
療
で
実
施
中

※
先
進
医
療
は
随
時
申
請
が
可
能

（
新
）

精
子
凍
結
保
存

【
い

ず
れ

か
を

実
施

】
○

精
巣

内
採

取
術

で
採

取
し

た
精
子

を
処
理

・
凍
結

○
高

度
乏

精
子

症
患

者
の

精
子

を
凍

結

令
和
６
年
６
月
か
ら
保
険
適
用

令
和

４
年

４
月
か

ら
保

険
適
用

令
和

４
年

４
月
か

ら
保

険
適
用
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成
育
局

 母
子
保
健
課

不
育
症
検
査
費
用
助
成
事
業

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

◆
対
象
者

既
往
流
死
産
回
数
が
２
回
以
上
の
者

◆
対
象
とな

る
検
査

通
知
に
より
助
成
対
象
と定

め
る
検
査

(流
死
産
の
既
往
の
あ
る
者
に
対
して

先
進
医
療
とし
て
行
わ
れ
る
不
育
症
検
査
)

◆
実
施
医
療
機
関

当
該
先
進
医
療
の
実
施
医
療
機
関
とし
て
承
認
され

て
い
る
保
険
医
療
機
関
の
うち
、保

険
適
用
され

て
い
る
不
育
症
に
関
す
る
治
療
・
検
査
を、
保
険
診
療
とし
て
実

施
して

い
る
医
療
機
関

◆
補
助
基
準
額

検
査
費
用
助
成
：
検
査
費
用
の
７
割
に
相
当
す
る
額
※
た
だ
し、
６
万
円
を上

限
とす

る
。

広
報
啓
発
費
用
：
１
自
治
体
あ
た
り
3,
17
9千

円
（
年
額
）

実
施
主
体
・
補
助
率

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県
、指

定
都
市
、中

核
市

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都

道
府
県
等
１
／
２

事
業
実
績

◆
実
施
自
治
体
数
：
11
3自

治
体

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

令
和
９
年
度
概
算
要
求
0.
6億

円
（
１
億
円
）

【令
和
３
年
度
創
設
】

（（
参参
考考
））
先先
進進
医医
療療
とと
はは

○
未
だ
保
険
診
療
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
医
療
技
術
等
に

つ
い
て
、
安
全
性
・
有
効
性
等
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
基
準
等
を
設
定

し
、
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
と
の
併
用
を
認
め
、
将
来
的
な
保
険
導
入

に
向
け
た
評
価
を
行
う
制
度
。

○
入
院
基
本
料
な
ど
一
般
の
診
療
と
共
通
す
る
部
分
（
基
礎
的
部
分
）
に

つ
い
て
は
保
険
が
適
用
さ
れ
、
先
進
医
療
部
分
は
患
者
の
自
己
負
担
と

な
る
。

○
個
別
の
医
療
技
術
が
先
進
医
療
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
先
進

医
療
会
議
で
安
全
性
、
有
効
性
等
の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
実
施

す
る
医
療
機
関
は
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
届
出
又
は
承
認
が
必
要
と
な
る
。

⚫
現
在
、
研
究
段
階
に
あ
る
不
育
症
検
査
の
う
ち
、
保
険
適
用
を
見
据
え
先
進
医
療
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
を
対
象
に
、
不
育
症
検
査
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
育
症
の
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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【実
施
主
体
】
都
道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
・市

町
村

※
（
７
）
及
び
（

14
）
の
実
施
主
体
は
都
道
府
県
の
み
、市

町
村
は
（
３
）
及
び
（
８
）
の
み
実
施
可
能

【補
助
率
】

国
１
／
２
、都

道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
・市

町
村
１
／
２

＜
地
方
版
プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
推
進
計
画
を
策
定
し、
プ
レ
コン
サ
ポ
ー
ター

の
活
用
を
位
置
付
け
て
い
る
自
治
体
で
あ
って
、か
つ
、必

須
事
業
及
び
重
点
事
業
を
全
て
実
施
した

場
合
、

必
須
事
業
及
び
重
点
事
業
の
補
助
率
を
嵩
上
げ
（
一
般
事
業
は
嵩
上
げ
な
し）

※
市
町
村
は
い
ず
れ
か
の
事
業
を
実
施
した

場
合
で
も
補
助
率
を
嵩
上
げ
＞

〇
必
須
事
業
、重

点
事
業
：
国
２
／
３
、都

道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
・市

町
村
１
／
３

（
上
記
要
件
に
加
え
て
、財

政
力
指
数
１
未
満
の
自
治
体
を
補
助
率
嵩
上
げ
の
対
象
とす
る
。）

〇
一
般
事
業

：
国
１
／
２
、都

道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
１
／
２

（
注
）
「プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
推
進

5か
年
計
画
」に
基
づ
き
、本

事
業
の
取
組
を
行
う自

治
体
を

10
0％

とす
る
た
め
、令

和
11
年
度
ま
で
補
助
率
の
嵩
上
げ
を
実
施
す
る

実
施
主
体
等

成
育
基
本
方
針
（
令
和
３
年
２
月
９
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
ア
を
含
め
、性

別
を
問
わ
ず
性
や
妊
娠
に
関
す
る
正
しい

知
識
の
普
及
を
図
り、
健
康
管

理
を
促
す
事
を
目
的
とす
る
。

目
的

内
容

成
育
局

 母
子
保
健
課

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

６
億
円
（
６
億
円
）
【
令
和
４
年
度
創
設
】

【必
須
事
業
】

（
１
）
不
妊
症
・不

育
症
や
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
含
む
妊
娠
・出

産
、思

春
期
や
性
の
悩
み
等
を有

す
る
男
女
へ
の
専
門

的
な
相
談
指
導
（
※
）

（
２
）
不
妊
治
療
と仕

事
の
両
立
に
関
す
る
相
談
対
応
（
※
）

（
３
）
生
殖
や
妊
娠
・出

産
に
係
る
正
しい

知
識
等
に
関
す
る
講
演
会
・出

前
講
座
（
教
育
機
関
・企

業
等
へ
の
講

師 派
遣
）
の
開
催
（
※
）

（
４
）
相
談
指
導
を
行
う相

談
員
の
研
修
養
成
（
企
業
等
向
け
の
プ
レコ
ンセ

プシ
ョン
ケ
ア
に
関
す
る
も
の
も
含
む
）

（
※
）

（
５
）
男
女
の
性
や
生
殖
、妊

娠
・出

産
、不

妊
治
療
等
に
関
す
る
医
学
的
・科

学
的
知
見
の
普
及
啓
発
（
※
）

（
７
）
基
礎
疾
患
の
あ
る
妊
産
婦
等
へ
の
妊
娠
と薬

に
関
す
る
相
談
支
援
（

R6
～
）

（
８
）
医
療
機
関
等
に
委
託
す
る
プ
レ
コン
セ
プ
シ
ョン
ケ
アに

関
す
る
相
談
支
援
（

R6
補
正
～
）

（
９
）

SN
Sを
活
用
した

オ
ンラ
イン
相
談
対
応
（
夜
間
対
応
含
む
）

◆
対
象
者

思
春
期
、妊

娠
、出

産
等
の
各
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じた

相
談
を
希
望
す
る
者
、企

業
等
の
労
務
担
当
職
員
等
（
避
妊
や
性
感
染
症
等
の
性
行
為
に
関
す
る
相
談
、予

期
せ
ぬ
妊
娠
、メ
ンタ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

不
妊
症
相
談
を
含
む
）

◆
内

容
（
都
道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
に
お
い
て
は
、（

※
）
の
必
須
事
業
は
全
て
実
施
す
る
こと
。市

町
村
事
業
（
（
３
）
及
び
（
８
）
）
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
実
施
可
能
。
）

◆
実
施
自
治
体
数

96
自
治
体
（

47
都
道
府
県
、4

9市
）

 ※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

拡
充

【一
般
事
業
】

（
10
）
性
と健

康
の
相
談
支
援
セ
ンタ
ー
や
委
託
先
とな
って
い
る
医
療
機
関
等
の
オ
ンラ
イン

相
談
の
初
期
設
備
整
備
（

R6
補
正
～
）

（
11
）
特
定
妊
婦
等
に
対
す
る
産
科
受
診
等
支
援
（
性
感
染
症
な
どの
疾
病
等
に
関
す
る

受
診
を
含
む
。）

（
12
）
若
年
妊
婦
等
に
対
す
る
ア
ウト
リー
チ
に
よ
る
相
談
支
援
、緊

急
一
時
的
な
居
場
所
の

確
保

（
13
）
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
（

NI
PT
）
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
支
援

（
14
）

HT
LV

-1
等
母
子
感
染
対
策
協
議
会
の
設
置
等

（
15
）
不
妊
症
・不

育
症
患
者
等
の
支
援
の
た
め
の
ネ
ット
ワ
ー
ク整

備
（

16
）
相
談
窓
口
等
の
周
知
の
た
め
の
広
報

【重
点
事
業
】

（
６
）
学
校
で
児
童
・生

徒
向
け
に
性
・生

殖
に
関
す
る
教
育
等
を
実
施
す
る
医
師
や
助
産
師
等
の
研
修
会
実
施

等 の
支
援
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令
和
９
年
度
概
算
要
求

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

６
億
円
の
内
数
（
６
億
円
の
内
数
）
【
令
和
３
年
度
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

不
妊
症
・
不
育
症
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
加
算
（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
）

事
業
の
目
的

○
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
医
学
的
診
療
体
制
の
充
実
に
加
え
、
流
産
・
死
産
に
対
す
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
含
む
相
談
支
援
、
特
別

養
子
縁
組
制
度
の
紹
介
等
の
心
理
社
会
的
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
等
を
開
催
し
、
地
域
に
お
け
る
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
。

事
業
の
概
要

（
１
）
不
妊
症
・
不
育
症
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
加
算

①
不
妊
症
・
不
育
症
の
診
療
を
行
う
医
療
機
関
や
、
相
談
支
援
等
を
行
う
自
治
体
、
当
事
者
団
体
等
の
関
係
者
で

構
成
さ
れ
る
協
議
会
等
の
開
催

②
不
妊
症
・
不
育
症
の
心
理
社
会
的
支
援
に
係
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
相
談
支
援
を
実
施

③
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
へ
の
里
親
・
特
別
養
子
縁
組
制
度
の
紹
介
の
実
施

（
２
）
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
へ
の
支
援
加
算

○
当
事
者
団
体
等
に
よ
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
へ
の
支
援
の
実
施

※
事
業
の
対
象
と
し
て
流
産
・
死
産
等
を
経
験
し
た
方
へ
の
心
理
社
会
的
支
援
や
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
へ
の
支
援
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、

不
妊
症
・
不
育
症
患
者
へ
の
支
援
と
区
別
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
。

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市

【
補
助
率
】

 国
１
／
２
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
１
／
２

【
補
助
基
準
額
】
（
１
）
月
額

70
6,

00
0円

（
２
）
月
額

22
7,

00
0円

関
係

機
関

間
の

協
議

会

事
業
実
績

【
実
施
自
治
体
数
】

28
自
治
体

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス
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令
和
９
年
度
概
算
要
求

0.
2億
円
（

0.
2億
円
）

成
育
局

 母
子
保
健
課

不
妊
症
・
不
育
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
研
修
等
事
業
委
託
費

事
業
の
目
的

⚫
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
に
対
す
る
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
医
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
心
理
職
な
ど
専
門
職
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
過
去
に
同
様

の
治
療
を
経
験
し
た
者
に
よ
る
傾
聴
的
な
寄
り
添
い
型
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ
る
。

⚫
不
妊
治
療
や
流
産
の
経
験
者
の
中
に
は
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
現
在
治
療
中
の
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
（
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
）
を
行
う
こ
と
に
関
心
を
持
つ
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

⚫
こ
の
た
め
、
様
々
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
、
複
雑
な
精
神
心
理
状
況
に
あ
る
不
妊
症
・
不
育
症
患
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
ピ
ア
・
サ
ポ
－
タ
ー
を
育

成
す
る
た
め
、
相
談
・
支
援
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
開
催
す
る
。

⚫
併
せ
て
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
に
対
し
て
も
、
生
殖
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
よ
り
医
学
的
・
専
門
的
な
知
識
に
よ
る
支
援
を
実
施
で
き

る
よ
う
、
研
修
を
実
施
す
る
。

実
施
主
体
等

事
業
の
概
要

１
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
研
修

※
オ
ンラ
イン
に
て
実
施

○
受
講
対
象
者
：
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
の
治
療
経
験
者
、死

産
・流

産
の
経
験
者
を
幅
広
く募

集
。修

了
者
に
は
証
書
を
発
行
。

修
了
者
に
は
、地

域
で
ピア
・サ
ポ
ー
トに

従
事
い
た
だ
く。

○
研
修
内
容
：
①
不
妊
症
・不

育
症
に
関
す
る
治
療
に
つ
い
て

②
不
妊
症
・不

育
症
に
悩
む
方
との
接
し方

③
仕
事
と治

療
の
両
立

④
養
子
縁
組
や
里
親
制
度

な
ど

２
．
医
療
従
事
者
向
け
研
修

※
オ
ンラ
イン
に
て
実
施

○
受
講
対
象
者
：
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者

○
研
修
内
容
：
①
不
妊
相
談
に
必
要
な
生
殖
医
学
の
基
礎

②
生
殖
心
理
カウ
ンセ

リン
グ
③
仕
事
と治

療
の
両
立

④
社
会
的
養
育
や
里
親
制
度

な
ど

3 ．
自
治
体
に
お
け
る
対
面
研
修
の
サ
ポ
ー
ト

○
希
望
す
る
自
治
体
が
、対

面
研
修
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よう
、各

自
治
体
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イザ

ー
等
の
派
遣
を
実
施
す
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
の

研
修
会
の
実
施

◆
実
施
主
体
：
国
（
民
間
事
業
者
等
へ
委
託
）
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令
和
９
年
度
予
算

0.
6億

円
（

0.
6億

円
）

成
育
局

 母
子
保
健
課

不
妊
症
・
不
育
症
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
促
進
事
業
委
託
費

事
業
の
目
的

⚫
不
妊
症
・不

育
症
の
治
療
を
続
け
て
い
る
患
者
の
中
に
は
、治

療
等
に
関
す
る
医
学
面
で
の
不
安
・悩

み
に
加
え
、周

囲
の
人
との
関
係
に
苦
しみ

、
気
持
ち
誰
に
も
話
せ
な
い
・分

か
って
も
らえ
な
い
とい
った
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
者
が
少
な
くな
い
。

⚫
この

た
め
、国

に
お
い
て
生
殖
補
助
医
療
法
（
令
和
３
年
３
月
施
行
）
に
基
づ
き
広
報
・普

及
啓
発
を
実
施
し、
不
妊
症
・不

育
症
に
関
す
る
国
民

の
理
解
を
深
め
る
とと
も
に
、治

療
を
受
け
や
す
い
環
境
整
備
に
係
る
機
運
の
醸
成
を
図
る
。

実
施
主
体
・
補
助
率

事
業
の
概
要

１
．
不
妊
症
・不
育
症
等
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト
等
の
コン
テ
ン
ツ
拡
充

不
妊
症
・不

育
症
等
に
関
して

、ウ
ェブ
サ
イト
等
で
新
規
コン
テ
ンツ
を
作
成
し、
正
しい

知
識
の
普
及
啓
発
を
行
い
、広

く国
民
の
理
解
を
深
め
る
。

２
．
不
妊
症
・不
育
症
等
の
情
報
が
必
要
な
方
に
対
す
る
情
報
発
信

不
妊
症
・不

育
症
に
関
す
る
コン
テ
ンツ
を
必
要
な
方
に
届
け
られ

る
よ
うな

広
告
展
開
を
図
る
。

３
．
不
妊
治
療
等
を
続
け
、こ
ども
を
持
ち
た
い
と願

う家
庭
の
選
択
肢
とし
て
の
里
親
制
度
や
特
別
養
子
縁
組
制
度
の
普
及
啓
発

◆
実
施
主
体
：
国
（
民
間
事
業
者
等
へ
委
託
）
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不
妊
症
・
不
育
症
に
関
す
る
広
報
・
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

5

「「
不不

妊妊
症症

・・
不不

育育
症症

にに
関関

すす
るる

広広
報報

・・
啓啓

発発
促促

進進
事事

業業
」」

相相
談談

窓窓
口口

のの
周周

知知
等等

•
令

和
３

年
度

よ
り

不
妊

症
・

不
育

症
の

普
及

啓
発

を
図

る
た

め
、

著
名

人
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
オ

ン

ラ
イ

ン
広

告
、

新
聞

広
告

等
を

実
施

。
令

和
７

年
度

も
引

き
続

き
普

及
啓

発
に

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

•
生

殖
補

助
医

療
管

理
料

１
の

要
件

（
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
及

び
こ

れ
ら

の
サ

ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供

に
努
め
る
こ
と
）
を
踏
ま
え
、
里

親
・
特
別
養
子
縁
組
制
度
等
の
普

及
啓
発
資
材
の
活
用
を
推
進
。

政政
府府

広広
報報

政
府
広

報
オ

ン
ラ

イ
ン

令
和

３
年

1
2月

10
日
「

不
妊

治
療

の
現

場
か
ら

～
不

妊
は

珍
し

い
こ

と
で
は

あ
り

ま
せ

ん
」

ht
tp
s:/

/g
ov

-o
nl
in
e.
go

.jp
/u

se
fu
l/a

rt
ic
le
/2

02
11

2/
1.
ht
m
l

政
府

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
テ

レ
ビ

令
和
４
年

7
月
2
9日

「
よ
り

身
近

な
医
療

へ
～

不
妊

治
療

が
保

険
適

用
さ

れ
ま

し
た

」

ht
tp
s:/

/n
et
tv
.g
ov

-o
nl
in
e.
go

.jp
/p

rg
/p

rg
24

89
1.
ht
m
l

こ
ど
も

家
庭

庁
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

相
談

窓
口

や
取

り
組

み
を

掲
載

〇
不
妊
治
療
に
関
す
る
取
組

ht
tp
s:
//
ww
w.
cf
a
.g
o.
jp
/p
o
li
ci
es
/b
os
hi
h
ok
en
/

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に
関
す
る
情
報
を

始
め

、
相

談
支

援
や

不
妊

症
・

不
育

症
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

研
修

等
事
業
、

仕
事
と
の
両
立
（
雇
用
環
境
・
機
会
均
等

局
の

サ
イ

ト
へ

）
等

の
関

連
す

る
情

報
を

紹
介
。

〇
性

と
健

康
の

相
談

セ
ン

タ
ー

の
紹

介
h
tt
ps
:/

/w
ww
.c
fa
.g
o.
jp
/p
ol
ic
ie
s
/b
os
h
ih
ok
en
/s
ei
to
ke
nk
og
ai
yo
/

〇
流
産

・
死

産
等

を
経

験
さ

れ
た

方
の

都
道

府
県

等
の

相
談

窓
口

等

h
tt
p
s:
//
ww
w.
c
fa
.g
o.
jp
/p
o
li
ci
es
/b
os
h
ih
ok
en
/r
yu
uz
an
/

ht
tp
s:/

/w
w
w
.g
ov

-o
nl
in
e.
go

.jp
/u

se
fu
l/a

rt
icl

e/
20

23
09

/2
.h
tm

l
政

府
広

報
オ

ン
ラ

イ
ン

令
和

５
年

1
1月

15
日
「

不
妊

治
療

、
社

会
全
体

で
理

解
を

深
め

ま
し

ょ
う

」

77



不
妊
治
療
中
の
方
へ
の
里
親
制
度
や
特
別
養
子
縁
組
制
度
の
情
報
提
供

6

２２
．．

不不
妊妊

治治
療療

中中
のの

方方
へへ

向向
けけ

たた
情情

報報
提提

供供
資資

材材
のの

作作
成成

子
ど

も
を

持
ち

た
い

と
願

う
家

庭
の

選
択

肢
と

し
て

、
早

い
段

階
か

ら
里

親
制

度
や

特
別

養
子

縁
組

制
度

に
興

味
・

関
心

を

持
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
不

妊
治

療
へ

の
支

援
拡

充
と

併
せ

て
、

不
妊

治
療

医
療

機
関

な
ど

に
お

け
る

、
里

親
・

特
別

養
子

縁
組

制
度

の
普

及
啓

発
等

を
進

め
て

い
る

。

11
..

不不
妊妊

治治
療療

医医
療療

機機
関関

でで
のの

情情
報報

提提
供供

のの
強強

化化

生
殖

補
助
医

療
管

理
料

１
の

要
件

と
し
て

、

〇
社
会

福
祉
士

等
の

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

及
び

福
祉

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

調
整
を

担
当
す

る
者

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

〇
他
の

保
健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
及

び
こ

れ
ら
の

サ
ー
ビ

ス
に

関
す

る
情

報
提

供
に

努
め

る
こ

と
。

を
、

組
み
込

ん
だ

。

令
和
３
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
「
不
妊
治
療
中
の
方

へ
の
里
親
・
特
別
養
子
縁
組
の
情
報
提
供
方
法
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
、
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
や
不
妊
治
療
医
療
機
関
等
で
活
用
で
き
る
、
情情
報報
提提
供供

のの
手手
引引
きき
や
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
、
ポポ
スス
タタ
ーー
を
作
成
。

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
の
周
知
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
健
や
か
親
子

2
1
：
参
考
資
料

h
tt

p
s:

/
/

su
k

o
y

a
k

a
2

1
.c

fa
.g

o
.j

p
/

u
se

fu
l-

to
o

ls
/
）
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流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
等
へ
の
心
理
社
会
的
支
援
等
に
つ
い
て

母
子
保
健
法
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
妊
産
婦
」
と
は
、
妊
娠
中
又
は
出
産
後
１
年
以
内
の
女
子
を
い
い
、

こ
の
「
出
産
」
に
は
、
流
産
及
び
死
産
の
場
合
も
含
ま
れ
る
。

妊
娠
４
か
月
以
上
の
死
胎
の
火
葬
、
埋
葬
等
に
つ
い
て
は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

23
年
法
律
第

48
号
）
に
よ
り
、
死
体
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
一
方
、
妊
娠
４
か
月
未
満
の
死
胎
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
対
象
で
は
な

い
が
、
流
産
や
死
産
を
し
た
女
性
等
の
心
情
に
も
配
慮
し
、
流
産
や
死
産
に
よ
る
死
胎
が
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
、

関
係
者
へ
の
周
知
、
理
解
促
進
等
適
切
な
対
応
を
依
頼
。

母
子
保
健
法
に
お
け
る
位
置
づ
け

不
妊
・
不
育
症
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
事
業
の
ほ
か
、
産
後
ケ
ア
事
業
や
産
婦
健
康
診
査
事
業
等
の
対
象
に
、
流

産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
は
乳
幼
児
と

同
じ
場
で
の
ケ
ア
等
に
精
神
的
負
荷
を
感
じ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
適
切
な
配
慮
を
依
頼
。

令
和
３
年
５
月

31
日
付
子
母
発

05
31
第
３
号
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
通
知

「
流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
等
へ
の
心
理
社
会
的
支
援
等
に
つ
い
て
」
よ
り
抜
粋

支
援
に
活
用
可
能
な
事
業

流
産
や
死
産
に
よ
る
死
胎
の
取
扱
い
に
つ
い
て

不
妊
症
・
不
育
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
養
成
研
修
や
母
子
保
健
指
導
者
養
成
研
修
な
ど
医
療
従
事
者
や
母
子
保
健

に
携
わ
る
自
治
体
職
員
等
、
支
援
者
向
け
の
養
成
研
修
を
実
施
し
、
専
門
知
識
や
支
援
力
の
向
上
を
図
る
。

支
援
者
等
に
よ
る
研
修

流
産
や
死
産
後
に
心
理
的
負
担
を
抱
え
て
い
る
者
に
対
し
、
こ
ど
も
が
出
生
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
が
市
町
村
か
ら
届
き
、
当
事
者
に
精
神
的
負
荷
が
生
じ
た
事
例
を
踏
ま
え
、
地
方
自
治
体
に
対
し
、

死
産
届
に
関
す
る
情
報
共
有
を
図
り
、
心
理
社
会
的
な
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
改
め
て
依
頼
。

死
産
情
報
の
共
有

資資料料1166
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流
産
や
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
の
た
め
の
ツ
ー
ル

支
援
の
手
引
き

○
自
治
体
担
当
者
や
小
児
科
、
産
婦
人
科
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
向
け
に
「
子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ
の
支
援
の
手
引

き
」
を
作
成
し
、
自
治
体
及
び
関
係
団
体
等
へ
周
知
。

※
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
健
康
に
関
す
る
情
報
サ
イ
ト
「
健
や
か
親
子
２
１
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

UR
L：

ht
tp

s:
//

su
ko

ya
ka

21
.c

fa
.g

o.
jp

/u
se

fu
l-t

oo
ls

/t
he

m
a1

/

流
産
・
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方
へ
の
情
報
提
供
資
材

（
出
典
）
「
子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
令
和
３
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業

実
施
主
体
：
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン
）

UR
L：

ht
tp

s:
//

ca
nc

er
sc

an
.jp

/n
ew

s/
11

15
/
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新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

目
的

フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
等
の
先
天
性
代
謝
異
常
、
先
天
性
副
腎
過
形
成
症
及
び
先
天
性
甲
状
腺
機
能
低
下
症

は
、
放
置
す
る
と
発
達
や
健
康
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
新
生
児
に
つ
い
て
血
液
に
よ
る
マ
ス
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
行
い
、
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
後
の
治
療
・
生
活
指
導
等
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ

り
生
涯
に
わ
た
っ
て
発
達
や
健
康
へ
の
重
大
な
影
響
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

実
施
主
体

都
道
府
県
及
び
指
定
都
市

検
査
機
関

各
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
地
方
衛
生
研
究
所
等
の
機
関
又
は
検
査
を
適
切
に
実
施
で
き
る
機
関
に
委
託

す
る

実
施
方
法

血
液
検
査
（
血
液
を
代
謝
異
常
検
査
用
濾
紙
に
し
み
こ
ま
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
）

検
査
対
象
者

新
生
児
（
※
２
）

検
査
対
象

疾
病
名

■
内
分
泌
疾
患

（
先
天
性
甲
状
腺
機
能
低
下
症
、
先
天
性
副
腎
過
形
成
症
）

■
糖
代
謝
異
常

（
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
血
症
）

■
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
異
常

（
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症
、
ホ
モ
シ
ス
チ
ン
尿
症
等
）

■
脂
肪
酸
代
謝
異
常

（
M
CA
D欠
損
症
、
VL
CA
D欠
損
症
等
）
（
※
３
）

■
有
機
酸
代
謝
異
常

（
メ
チ
ル
マ
ロ
ン
酸
血
症
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
血
症
等
）

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
規
定
は
な
く
、
通

知
（
※
１
）
に
て
示
し
て
い
る
。

（
※
１
）
「
先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
30
年
３
月
30
日
付
け
子
母
発
０
３
３
０
第
２
号
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
通
知
）

（
※
２
）
出
生
後
28
日
を
経
過
し
な
い
乳
児

（
※
３
）
M
CA
D欠
損
症
：
中
鎖
ア
シ
ル
Co
A脱
水
素
酵
素
欠
損
症
、
VL
CA
D欠
損
症
：
極
長
鎖
ア
シ
ル
Co
A脱
水
素
酵
素
欠
損
症

資資料料1177
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都
道
府
県
、指

定
都
市
に
お
い
て
モデ

ル
的
に
２
疾
患
（
SC
ID
、S
M
A
）
を対

象
とす
る
マ
ス
ス
クリ
ー
ニン
グ
検
査
を
実
施
し、
国
の
調
査
研
究
（
こど
も
家
庭
科
学
研

究
）
と連

携
・協
力
（
必
要
な
検
査
デ
ー
タや

情
報
の
提
供
な
ど）

を
行
う。

○
新
生
児
マ
ス
ス
クリ
ー
ニ
ング

検
査
（
先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
）
に
つ
い
て
は
、現

在
、都

道
府
県
・指

定
都
市
に
お
い
て
20
疾
患
を
対
象
に
マ
ス
ス
クリ
ー
ニ
ング

検
査
が

実
施
され

て
い
る
とこ
ろ
で
あ
る
が
、近

年
、治

療
薬
の
開
発
等
に
よ
り、
対
象
疾
患
の
追
加
の
必
要
性
が
指
摘
され

て
い
る
こと
か
ら、
令
和
５
年
度
よ
り国

に
お
い
て
調
査
研
究

（
こど
も
家
庭
科
学
研
究
）
を
実
施
し、
対
象
疾
患
を
追
加
す
る
場
合
の
検
査
・診

療
体
制
や
遺
伝
子
カウ
ン
セ
リン
グ
の
課
題
に
関
す
る
対
応
策
を
得
る
こと
とし
て
い
る
。こ
う

した
中
で
、都

道
府
県
・指

定
都
市
に
お
い
て
モ
デ
ル
的
に
２
疾
患
（
SC
ID
、S
M
A

（
※
）
）
を
対
象
とす
る
マ
ス
ス
クリ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
、国

の
調
査
研
究
と連

携
・

協
力
（
必
要
な
検
査
デ
ー
タや

情
報
の
提
供
な
ど）

を
行
うこ
とで
、マ
ス
ス
クリ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
対
象
疾
患
の
拡
充
に
向
け
た
検
討
に
資
す
る
デ
ー
タを
収
集
し
、そ
の
結
果
を

踏
まえ

、全
国
展
開
を
目
指
す
。

◆
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、指

定
都
市

◆
補
助
率
：
国
1/
2、
都
道
府
県
、指

定
都
市
1/
2

◆
補
助
基
準
額
：
6,
00
0円
/人

※
検
査
に
関
す
る
説
明
等
を
含
む
。

【
国
の
調
査
研
究
（
こ
ど
も
家
庭
科
学
研
究
）
】

・
地
域
に
お
け
る
検
査
・
診
療
体
制
、
精
度
管
理
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
整
備
の
状
況
の
把
握

・
保
護
者
向
け
の
情
報
提
供
資
材
又
は
説
明
文
書
の
作
成

な
ど

保
護
者

（
新
生
児
）

医
療
機
関

検
査
機
関

都
道
府
県
等

検
査
の
委
託

①
検
査
内
容
の
説
明

（
検
査
結
果
の
調
査
研
究

へ
の
活
用
の
同
意
取
得
）

②
採
血

⑤
検
査
結
果
の
説
明

③
検
体
の
送
付

④
検
査
結
果

連
携
・
協
力
（
必
要
な
検
査
デ
ー
タ
や
情
報
の
提
供
な
ど
）

【
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
に
関
す
る
実
証
事
業
】

＜
実
証
事
業
の
実
施
要
件
＞

・
保
護
者
に
対
し
、
検
査
内
容
の
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
検
査
結
果
を
国
の
調
査
研
究
に
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
取
得
す
る
こ
と
。

・
国
の
調
査
研
究
と
連
携
・
協
力
（
必
要
な
検
査

デ
ー
タ
や
情
報
の
提
供
な
ど
）
を
行
う
こ
と
。

・
陽
性
と
な
っ
た
場
合
に
、
保
護
者
に
対
す
る
検
査

結
果
の
説
明
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
新
生
児
の
治

療
を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

等

（
※
）
SC
ID
（
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
）
：
免
疫
細
胞
の
機
能
不
全
に
よ
り免

疫
力
が
低
下
し、
出
生
直
後
か
ら重

篤
な
感
染
症
を
繰
り返

す
疾
患
。

SM
A（

脊
髄
性
筋
萎
縮
症
）
：
脊
髄
の
運
動
神
経
細
胞
の
異
常
の
た
め
、筋

力
低
下
、歩

行
障
害
、呼

吸
障
害
を
き
た
す
遺
伝
子
疾
患
。

成
育
局

母
子
保
健
課

成
育
局

 母
子
保
健
課

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
関
す
る
実
証
事
業

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

令
和
９
年
度
概
算
要
求
事
項
要
求

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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平平
成成
22
55
年年
３３
月月

日日
本本
産産
科科
婦婦
人人
科科
学学
会会
がが
「「
母母
体体
血血
をを
用用
いい
たた
新新
しし
いい
出出
生生
前前
遺遺
伝伝
学学
的的
検検
査査
」」
指指
針針
をを
決決
定定
・・
公公
表表

日日
本本
医医
学学
会会
、、
日日
本本
産産
科科
婦婦
人人
科科
学学
会会
、、
日日
本本
人人
類類
遺遺
伝伝
学学
会会
、、
日日
本本
医医
師師
会会
、、
日日
本本
産産
婦婦
人人
科科
医医
会会
がが
、、

「「
母母
体体
血血
をを
用用
いい
たた
新新
しし
いい
出出
生生
前前
遺遺
伝伝
学学
的的
検検
査査
」」
にに
つつ
いい
てて
のの
共共
同同
声声
明明
（（
※※
１１
））
をを
発発
表表

（（
※※
１１
））
臨臨
床床
研研
究究
とと
しし
てて
、、
認認
定定
・・
登登
録録
ささ
れれ
たた
施施
設設
にに
おお
いい
てて
慎慎
重重
にに
開開
始始
ささ
れれ
るる
ここ
とと
等等

平平
成成
22
55
年年
４４
月月

臨臨
床床
研研
究究
とと
しし
てて
NN
II
PP
TT
開開
始始
（（
日日
本本
医医
学学
会会
のの
認認
定定
施施
設設
にに
おお
いい
てて
））

平平
成成
33
11
年年
３３
月月

日日
本本
産産
科科
婦婦
人人
科科
学学
会会
にに
おお
いい
てて
、、
指指
針針
のの
施施
設設
要要
件件
をを
緩緩
和和
しし
、、
一一
般般
のの
産産
科科
医医
療療
機機
関関
（（
分分
娩娩
取取
扱扱
施施
設設
））
にに
おお
いい
てて
もも

NN
II
PP
TTをを
実実
施施
可可
能能
とと
すす
るる
新新
指指
針針
案案
打打
ちち
出出
しし
（（
同同
年年
６６
月月
にに
運運
用用
開開
始始
のの
保保
留留
をを
発発
表表
））

令令
和和
元元
年年
11
00
月月
～～
令令
和和
２２
年年
７７
月月
母母
体体
血血
をを
用用
いい
たた
出出
生生
前前
遺遺
伝伝
学学
的的
検検
査査
（（
NN
IIPP
TT））
のの
調調
査査
等等
にに
関関
すす
るる
ワワ
ーー
キキ
ンン
ググ
ググ
ルル
ーー
ププ
にに
おお
いい
てて
、、

NN
II
PP
TTのの
実実
態態
のの
把把
握握
・・
分分
析析

令令
和和
２２
年年
11
00
月月
～～
令令
和和
３３
年年
３３
月月
NN
II
PP
TT等等
のの
出出
生生
前前
検検
査査
にに
関関
すす
るる
専専
門門
委委
員員
会会
にに
おお
いい
てて
、、

NN
II
PP
TTをを
はは
じじ
めめ
とと
しし
たた
出出
生生
前前
検検
査査
のの
在在
りり
方方
にに
つつ
いい
てて
議議
論論
しし
、、
報報
告告
書書
（（
※※
２２
））
をを
とと
りり
まま
とと
めめ

（（
※※
２２
））
出出
生生
前前
検検
査査
のの
基基
本本
的的
考考
ええ
方方
、、
妊妊
婦婦
等等
へへ
のの
情情
報報
提提
供供
、、
NN
II
PP
TTにに
係係
るる
新新
たた
なな
認認
証証
制制
度度
等等
にに
つつ
いい
てて

令令
和和
３３
年年
６６
月月

厚厚
生生
労労
働働
省省
よよ
りり
課課
長長
通通
知知
「「
出出
生生
前前
検検
査査
にに
対対
すす
るる
見見
解解
・・
支支
援援
体体
制制
にに
つつ
いい
てて
」」
をを
発発
出出

令令
和和
４４
年年
６６
月月

日日
本本
医医
学学
会会
にに
設設
置置
ささ
れれ
たた
出出
生生
前前
検検
査査
認認
証証
制制
度度
等等
運運
営営
委委
員員
会会
がが
、、
認認
証証
施施
設設
（（
医医
療療
機機
関関
・・
検検
査査
分分
析析
機機
関関
））
をを
公公
表表

令令
和和
６６
年年
２２
月月

NN
II
PP
TT等等
のの
出出
生生
前前
検検
査査
にに
関関
すす
るる
専専
門門
委委
員員
会会
にに
おお
いい
てて
、、

「「
NN
II
PP
TT
のの
臨臨
床床
研研
究究
にに
おお
けけ
るる
課課
題題
とと
対対
応応
（（
見見
解解
））
」」
（（
※※
３３
））
をを
とと
りり
まま
とと
めめ

（（
※※
３３
））
考考
慮慮
すす
べべ
きき
倫倫
理理
的的
・・
社社
会会
的的
課課
題題
、、
求求
めめ
らら
れれ
るる
体体
制制
おお
よよ
びび
臨臨
床床
研研
究究
のの
対対
象象
等等
にに
つつ
いい
てて

令令
和和
６６
年年
５５
月月

ここ
どど
もも
家家
庭庭
庁庁
よよ
りり
課課
長長
通通
知知
「「
NN
II
PP
TTのの
臨臨
床床
研研
究究
にに
おお
けけ
るる
課課
題題
とと
対対
応応
（（
見見
解解
））
にに
つつ
いい
てて
」」
をを
発発
出出

出出
生生
前前
遺遺
伝伝
学学
的的
検検
査査
にに
つつ
いい
てて

１１
．．
出出
生生
前前
検検
査査
をを
めめ
ぐぐ
るる
最最
近近
のの
主主
なな
動動
きき

NI
PT

 (N
on

 In
va

siv
e 

Pr
en

at
al

 g
en

et
ic 

Te
st

in
g)
：
非
侵
襲
性
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査

２２
．．
出出
生生
前前
検検
査査
のの
情情
報報
提提
供供
にに
関関
すす
るる
国国
のの
見見
解解

平平
成成
1111
年年
母母
体体
血血
清清
ママ
ーー
カカ
ーー
検検
査査
にに
関関
すす
るる
見見
解解
：：
医
師
は
妊
婦
に
対
し
本
検
査
の
情
報
を
積
極
的
に
知
ら
せ
る
必
要
は
な
く
、
本
検
査
を
勧
め
る
べ
き
で
も
な
い

令令
和和
３３
年年

出出
生生
前前
検検
査査
にに
対対
すす
るる
見見
解解
・・
支支
援援
体体
制制
にに
つつ
いい
てて
：：
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
の
一
環
と
し
て
、
妊
婦
及
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

誘
導
と
な
ら
な
い
形
で
出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
適
当

（
厚
生
科
学
審
議
会
先
端
医
療
技
術
評
価
部
会
・
出
生
前
診
断
に
関
す
る
専
門
委
員
会
「
母
体
血
清
マ
ー
カ
ー
検
査
に
関
す
る
見
解
」
に
つ
い
て
児
発
第
五
八
二
号
厚
生
省
児
童
家
庭
局
通
知
）

（
出
生
前
検
査
に
対
す
る
見
解
・
支
援
体
制
に
つ
い
て
子
母
発
0
6
0
9
第
１
号
・
障
障
発
0
6
0
9
第
１
号
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
・
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長
連
名
通
知
）資資料料1188
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N
IP
T等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会
報
告
概
要

○
検
査
の
対
象
疾
患
拡
大
へ
の
対
応

○
NI
PT

以
外
の
全
て
の
出
生
前
検
査
に
つ
い
て
認
証
の
必
要
性

○
非
認
定
（
認
証
）
施
設
の
公
的
規
制
の
必
要
性

○
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
係
る
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実

○
学
校
教
育
段
階
か
ら
の
情
報
提
供
・
啓
発
（
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
）

○
生
殖
に
係
る
生
命
倫
理
問
題
の
包
括
的
審
議
の
場
の
必
要
性

○
基
本
的
考
え
方

➢
出
生
前
検
査
の
実
施
目
的
は
、
胎
児
の
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
妊
婦
等
の
自
己
決
定
を
支
援
す
る
こ
と

➢
出
生
前
検
査
は
、
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
実
施
し
た
り
、
受
検
を
推
奨
す
べ
き
検
査
で
は
な
い

➢
受
検
前
の
十
分
な
説
明
・
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
不
可
欠

➢
検
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
産
婦
人
科
医
だ
け
で
な
く
、
小
児
科
医
等
、
他
職
種
と
の
連
携
が
必
要

➢
胎
児
に
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
、
必
要
な
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
福
祉
の
体
制
整
備
が
必
要

➢
検
査
の
質
の
確
保
を
含
め
た
、
適
切
な
実
施
体
制
の
担
保
の
た
め
に
、
認
証
制
度
が
必
要

○
出
生
前
検
査
に
関
す
る
妊
婦
等
へ
の
情
報
提
供

➢
妊
娠
の
初
期
段
階

：
妊
婦
及
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
誘
導
と
な
ら
な
い
形
で
、
出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う

※
市
町
村
の
母
子
保
健
窓
口
や
産
科
医
療
機
関
を
想
定

➢
検
査
を
希
望
し
た
場
合
：
希
望
者
に
対
し
、
検
査
の
意
義
や
障
害
福
祉
等
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
情
報
提
供
を
行
う

※
NI
PT

認
証
施
設
に
お
い
て
、
複
数
の
職
種
が
連
携
し
て
実
施

○
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
に
係
る
新
た
な
認
証
制
度

➢
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
機
構
（
仮
称
）
を
、
日
本
医
学
会
に
設
置
し
、
施
設
認
証
等
を
行
う

➢
産
婦
人
科
等
の
関
係
学
会
、
EL
SI
分
野
の
有
識
者
、
障
害
者
福
祉
の
関
係
者
、
患
者
当
事
者
団
体
な
ど
幅
広
い
関
係
者
で
構
成

➢
厚
生
労
働
省
の
関
係
課
も
参
画

専
門
委
員
会
に
お
け
る
取
り
ま
と
め
事
項

今
後
の
課
題

資資料料1199
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・
NI
PT
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
専
門
委
員
会
の
報
告
書
に
従
う

基
本
的
考
え
方

基
幹
施
設

・
出
生
前
診
断
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
と
豊
富
な
診
療
経
験
を
有
す
る
産
婦

人
科
専
門
医
と
小
児
科
専
門
医
が
常
勤
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
方
は

臨
床
遺
伝
専
門
医
で
あ
る
こ
と
が
必
要

・
検
査
施
行
後
の
分
娩
ま
で
含
め
た
妊
娠
経
過
の
観
察
、
及
び
妊
婦
の
希
望

に
よ
る
妊
娠
中
断
の
可
否
の
判
断
及
び
処
置
を
自
施
設
に
お
い
て
行
う
こ

と
が
可
能

等
連
携
施
設

・
基
幹
施
設
と
密
接
な
連
携
を
維
持
す
る

・
出
生
前
診
断
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
と
豊
富
な
診
療
経
験
を
有
す
る

産
婦
人
科
専
門
医
が
常
勤
し
、
そ
の
医
師
は
臨
床
遺
伝
専
門
医
、
も
し
く

は
出
生
前
検
査
に
関
す
る
研
修
の
修
了
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要

・
原
則
分
娩
施
設

等

「
N
IP
T等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
施
設
（
医
療
機
関
・
検
査
分
析
機
関
）

認
証
の
指
針
」
の
概
要

出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供

（
R４
.２
.1
8日
本
医
学
会
）

市
町
村
の
母
子
保
健
窓
口
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
全
般
に
関
わ
る
包
括
的
な
支
援
の
一
環
と
し
て

誘
導
と
な
ら
な
い
形
で
、
下
記
情
報
提
供
を
行
う
。

（
１
）
出
生
前
検
査
を
考
え
る
前
に
必
要
と
な
る
正
し
い
情
報

（
２
）
正
し
い
出
生
前
検
査
の
情
報
に
行
き
つ
く
た
め
の
情
報

（
３
）
必
要
に
応
じ
て
、
認
証
医
療
機
関
等
に
つ
な
が
る
た
め
の
情
報

N
IP
Tの
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
受
検
前
後
に
必
ず
対
面
で
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

・
通
常
の
妊
婦
健
診
と
は
異
な
る
専
門
外
来
を
設
定

・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
も
可
能
な
限
り
同
時
に
行
う

・
非
指
示
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
う
こ
と
に
留
意
し
、
NI
PT
を
受
検

す
る
、
受
検
し
な
い
、
の
い
ず
れ
に
も
誘
導
し
て
は
な
ら
な
い

N
IP
Tの
対
象
と
な
る
疾
患

・
本
指
針
に
基
づ
く
NI
PT
の
対
象
は
、
13
ト
リ
ソ
ミ
ー
、
18
ト
リ
ソ

ミ
ー
、
21
ト
リ
ソ
ミ
ー
で
あ
る
。

・
高
年
齢
の
妊
婦

・
母
体
血
清
マ
ー
カ
ー
検
査
で
、
胎
児
が
染
色
体
数
的
異
常
を
有
す
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
た
妊
婦

・
染
色
体
数
的
異
常
を
有
す
る
児
を
妊
娠
し
た
既
往
の
あ
る
妊
婦

・
両
親
の
い
ず
れ
か
が
均
衡
型
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
転
座
を
有
し
て
い
て
、
胎
児

が
13
ト
リ
ソ
ミ
ー
ま
た
は
21
ト
リ
ソ
ミ
ー
と
な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
妊
婦

・
胎
児
超
音
波
検
査
で
、
胎
児
が
染
色
体
数
的
異
常
を
有
す
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
た
妊
婦

※
た
だ
し
、
対
象
疾
患
の
発
生
頻
度
に
よ
ら
ず
、
適
切
な
遺
伝
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
も
胎
児
の
染
色
体
数
的
異
常
に
対
す
る
不
安
が
解
消

さ
れ
な
い
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
情
報
提
供
や
支
援
を
行
っ
た
上
で

受
検
に
関
す
る
本
人
の
意
思
決
定
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

N
IP
Tの
受
検
が
選
択
肢
と
な
る
妊
婦

N
IP
Tを
実
施
す
る
医
療
機
関
の
認
証
要
件

N
IP
Tを
受
託
す
る
検
査
分
析
機
関
の
認
証
要
件

・
診
療
に
用
い
る
検
体
検
査
と
同
等
の
品
質
・
精
度
確
保
を
求
め
る

（
改
正
医
療
法
等
）

・
認
証
さ
れ
た
医
療
機
関
か
ら
の
受
託
と
す
る

等
R

4.
03

.1
8 
母
子
保
健
課
作
成
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N
IP
T
等
の
出
生
前
検
査
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
認
証
制
度
に
つ
い
て

（
母
子
保
健
課
長
通
知
）
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成
育
局
母
子
保
健
課

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

◆
対
象
者

出
生
前
検
査
を受

け
た
者
、受

検
を検

討
して
い
る
者
及
び
その

家
族

◆
内

 容
（
１
）
相
談
支
援

性
と健

康
の
相
談
セ
ンタ
ー
に
お
い
て
、出

生
前
検
査
を
受
け
た
者
、受

検
を
検
討
して

い
る
者
及
び
その

家
族
に
対
し、
疑
問
や
不
安
へ
の
相
談
支
援
を
行
うと
とも

に
、出

生
前
検
査
に
より
胎
児
が
障
害
等
を
有
す
る
可
能
性
が
指
摘
され

た
妊
婦
や
家
族
に
対
し
、子

の
出
生
後
に
お
け
る
生
活
の
イメ
ー
ジ
を
持
って
い
た
だ
くこ
とな
ど

を目
的
とし
て
、障

害
福
祉
関
係
機
関
等
の
紹
介
等
を行

う。

（
２
）
相
談
支
援
員
へ
の
研
修
等

NI
PT
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
、関

係
機
関
との
連
携
を行

うた
め
に
必
要
とな
る
事
務
等
に
対
す
る
補
助
を行

うこ
とで
、円

滑
な
相
談
支
援
の
実
施
を
図
る
。

実
施
主
体
・
補
助
率
等

◆
実
施
主
体

   
：
都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市

◆
補

 助
 率

   
 ：
国
１
／
２
、都

道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：
運
営
費

月
額

 1
50

,0
00
円

  研
修
費

  月
額

   
27

,7
00
円

事
業
実
績

◆
実
施
自
治
体
数
：

12
自
治
体

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

令
和
９
年
度
概
算
要
求

性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

 ６
億
円
の
内
数
（
６
億
円
の
内
数
）
【
令
和
３
年
度
創
設
】

⚫
妊
婦
の
血
液
か
ら、
胎
児
の
染
色
体
疾
患
の
有
無
を調

べ
る

NI
PT
に
つ
い
て
は
、日

本
医
学
会
の
下
に
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
が
発
足
した
こと
な
ど

か
ら、
今
後
実
施
件
数
の
増
加
が
予
想
され

る
。出
生
前
検
査
加
算
（
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
）

⚫
これ

らの
流
れ
を
踏
まえ

、N
IP

T等
の
出
生
前
検
査
を受

け
た
妊
婦
、受

検
を検

討
して

い
る
妊
婦
や
その

家
族
を支

援
す
る
た
め
、性

と健
康
の
相
談
セ
ンタ
ー
に
専
門
の

相
談
員
を配

置
し相

談
を受

け
付
け
る
こと
に
より
、不

安
等
の
解
消
を図

る
。

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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等
の

出
生
前
検

査
に
関

す
る
専
門

委
員
会

「
の

臨
床

研
究

に
お
け

る
課
題
と

対
応
（

見
解
）
」

（
令
和

６
年

３
月

）
概
要

○
の
認
証
制

度
で
は
、

ト
リ
ソ

ミ
ー
、

ト
リ
ソ

ミ
ー

、
ト
リ
ソ

ミ
ー
の
３
疾
患
を
対
象
と
し
た

を
実
施
す
る
医
療
機
関
等
を
認
証
。

○
認
証
制
度

の
枠

組
み
の
外

で
は

、
本

邦
に
お

い
て
分
析

的
妥

当
性

や
臨
床

的
妥
当
性
が

確
立
し

て
い
な
い

が
、

検
査
前

後
の
適
切

な
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
十

分
な

支
援
体
制

が
な

い
中

で
実
施

。

○
臨
床
研
究

は
、

医
学
的
意

義
の

み
な

ら
ず
倫
理

的
・
社

会
的

影
響

等
に
つ

い
て
も
考
慮

が
必
要

。

※
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
小
児
科
学
会
、
日
本
人
類
遺
伝
学
会

はは
じじ

めめ
にに

○
出
生
前
検

査
の

在
り
方
に

つ
い

て
議

論
す
る

に
あ
た
っ

て
は

、
ノ

ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理

念
を
踏
ま

え
る

こ
と

が
必
要
不
可
欠
。

○
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン

の
理

念
が

社
会
に
浸

透
す
る

よ
う

に
努

め
、
妊

婦
が
社
会
的
圧

力
を

受
け
る
こ

と
な

く
、

妊
娠
、

出
産
に
つ

い
て

自
由

な
意

思
決
定
を
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
妊
婦
等
が

自
律

的
な
意
思

決
定

を
行

え
る
だ

け
の
正
確

か
つ

十
分

な
情
報

、
特
に
、

障
害
児

・
者

の
発
達
支

援
・

家
族

支
援
や

生
活
、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
情
報
等
が

社
会
全

体
で
共
有

さ
れ

る
こ

と
が
必

要
。

ⅠⅠ
  
考考

慮慮
すす

べべ
きき

倫倫
理理

的的
・・

社社
会会

的的
課課

題題

○
出
生
前
検
査
に

関
す
る
一

定
以

上
の

遺
伝
カ

ウ
ン
セ
リ

ン
グ

及
び

サ
ポ
ー

ト
体

制
が
構
築

さ
れ

て
い
る
こ

と
が

保
証

さ
れ
て

い
る
、
日

本
医

学
会
出

生
前
検

査
認
証
制

度
等

運
営
委
員

会
が

認
証

す
る
基

幹
施
設
を

中
心

に
行

う
。

○
対
象
と
な
る
疾
患
の
自
然
史
等
を
熟
知
し
た
者
を
含
む
、
母
体
・
胎
児
専

門
医

、
臨
床
遺

伝
専

門
医
、
超

音
波

専
門

医
、
新

生
児
専
門

医
な

ど
の
複

数
の
診

療
科
の
医

師
等

が
協
力
し

て
、
検
査
結

果
に

つ
い
て
の
検

討
や
受

検
者

へ
の

支
援
、
出

生
児

へ
の
診
療

な
ど

が
可

能
な
体

制
の
構
築

が
必

要
。

○
デ
ー
タ
の
再
現

性
等
の
基

本
的

な
分

析
性
能

を
含
む
精

度
管

理
を

確
実
に

行
う
。

ⅡⅡ
  
施施

設設
のの

体体
制制

○
出

生
前

検
査
に
係
る
倫
理
的
・
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
知
見
の
あ
る
有
識

者
が

参
画
し

、
こ
れ
ら
の
観
点
を
踏
ま
え
た
審
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

○
対

象
と

な
る
疾
患
を
増
や
す
こ
と
で
偽
陽
性
が
増
加
し
、

結
果
的
に
侵
襲

的
検

査
が
増

加
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
基
本
的
な
考
え
方

と
し

て
出
生

前
検
査
を

マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
一
律
に
実
施
す
る
こ

と
は
、
厳
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

○
そ

れ
ら

の
観
点
よ
り
、
胎
児
超
音
波
検
査
や
家
族
歴
等
を
も
と
に

臨
床
上

疾
患

を
有
す

る
確
率
が
高
い
集
団
等
を
対
象

と
し
て
実
施
。

○
透

明
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
研
究
機
関
の
倫
理
審
査
に
先
立
ち
、
研

究
者

は
、
関

連
学
会

※
に
研
究
計
画
等
に
対
す
る
意
見
を
求
め
る

。

○
実

施
さ

れ
る
臨
床
研
究
は
、

日
本
医
学
会
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等
運
営

委
員

会
を
通

じ
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
専
門
委
員
会
へ
報
告

を
行
う
。

○
臨

床
研

究
と
臨
床
応
用
と
の
間
の
垣
根
が
低
い
こ
と
か
ら

、
妊
婦
等
が
、

認
証
制
度
の
下
で
検
査
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
混
同
さ
れ
な
い
よ

う
に

、
研
究

者
等
は
説
明
や
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。

○
出

生
前

検
査
に
係
る
医
療
技
術
等
の
発
展
に
伴
う
新
た
な
対
応
の
検
討
を

行
う

場
合
に

お
い
て
は
、
根
拠
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
、
科
学
的
知
見
等
を
収

集
、

分
析
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、

国
民
に
適
切
に
開
示
し
、

わ
か

り
や
す

い
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
が
重
要
。

ⅢⅢ
  
倫倫

理理
審審

査査
委委

員員
会会

のの
構構

成成

ⅣⅣ
  
臨臨

床床
研研

究究
のの

対対
象象

ⅤⅤ
臨臨
床床
研研
究究
のの
実実
施施
にに
係係
るる
透透
明明
性性
のの
確確
保保
等等

ⅥⅥ
そそ
のの
他他

必必
要要
なな

対対
応応
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成
育
局

 母
子
保
健
課

卵
子
凍
結
に
よ
る
妊
孕
性
温
存
等
に
係
る
課
題
検
証
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

10
億
円
【
令
和
７
年
度
補
正
創
設
】

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

◆
実
施
主
体
：
都
道
府
県

◆
補
助
基
準
額

（
１
）

 2
,6

45
千
円

◆
補
助
率
：
国
１
０
／
１
０

（
２
）

10
0,

00
0千

円

事
業
の
目
的

・
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
を
背
景
に
晩
婚
化
や
晩
産
化
が
進
む
中
で
、
女
性
が
妊
娠
・
出
産
し
よ
う
と
す
る
時
期
が
従
前
よ
り
数
年
後
ろ
倒
し
と
な
る

こ
と
に
よ
り
、
希
望
ど
お
り
に
こ
ど
も
を
も
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
誰
し
も
、
早
発
卵
巣
不
全
な
ど
の
疾
病
等
に
よ
る
妊

孕
性
の
低
下
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
際
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
卵
子
凍
結
に
よ
る
妊
孕
性
温
存
の
方
法
が
あ
り
、
現
在
、
一
部
の

地
方
自
治
体
に
お
い
て
先
行
し
て
卵
子
凍
結
に
係
る
費
用
助
成
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
一
方
で
、
将
来
、
早
期
に
妊
孕
性
が
低
下
す
る
状
態
に
至
る
可
能
性
が
高
い
状
態
、
い
わ
ゆ
る
広
義
の
医
学
的
適
応
（
※
１
）
の
対
象
範
囲
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
検
討
に
は
健
康
な
女
性
も
含
め
た
卵
子
凍
結
の
実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
卵
子
凍
結
を
行
う
こ
と
に
よ
る
他
の
医
療
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
女
性
が
卵
子
凍
結
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

持
っ
た
上
で
選
択
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
そ
こ
で
、
上
記
の
よ
う
な
課
題
や
留
意
点
を
踏
ま
え
て
、
広
義
の
医
学
的
適
応
の
卵
子
凍
結
に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ
ど
も
家
庭
科
学
研
究
の
研
究

班
と
連
携
し
、
希
望
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
卵
子
凍
結
に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
卵
子
凍
結
に
関
す
る
様
々
な
課
題
等
の
検
証
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
※
１
）
が
ん
等
の
治
療
以
外
の
卵
巣
手
術
や
、
病
気
そ
の
も
の
に
よ
り
卵
巣
機
能
が
低
下
す
る
場
合

（
１
）
卵
子
凍
結
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

卵
子
凍
結
を
考
え
る
方
に
対
す
る
情
報
提
供
（
講
習
会
等
）
を
実
施
、
ま
た
は
委
託
す

る
費
用
を
助
成
す
る
。

（
２
）
卵
子
凍
結
に
よ
る
妊
孕
性
温
存
等
に
係
る
課
題
検
証
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

自
治
体
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
実
施
す
る
「
卵
子
凍
結
」
お
よ
び
「
凍
結
卵
子
を
用

い
た
生
殖
補
助
医
療
」
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
（
※
２
）
す
る
こ
と
で
、
将
来
、

早
期
に
妊
孕
性
が
低
下
す
る
状
態
に
至
る
可
能
性
が
高
い
女
性
の
卵
子
凍
結
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
こ
ど
も
家
庭
科
学
研
究
の
研
究
班
（
※
３
）
と
連
携
し
て
、
卵
子
凍

結
に
関
す
る
様
々
な
課
題
等
の
検
証
を
行
う
。

（
※
２
）
卵
子
凍
結
（
上
限

20
万
円

×
1回

）
、症
状
や
疾
患
が
あ
る
場
合
は
血
清
Ａ
Ｍ
Ｈ
検
査
費
用
も
助
成
す
る
。

生
殖
補
助
医
療
（
上
限

25
万
円
、4

0歳
未
満
は

6回
ま
で
、4

3歳
未
満
は

3回
まで

）
（
※
３
）

PO
Iリ
ス
ク分

類
と有

用
性
・安

全
性
に
基
づ
く卵

子
凍
結
保
存
に
よる

妊
孕
性
温
存
指
針
の
作
成
（
研
究
代
表
者
：
岩
瀬
明
）

こ
ど
も
家
庭
庁

医
療
機
関

自
治
体

指
定

講
習
会

費
用
助
成

採
卵
凍
結

国
の
調
査
研
究

（
こ
ど
も
家
庭
科
学
研
究
）

研
究
結
果

報
告

受
診

申
請

デ
ー
タ

共
有

レ
ジ
ス
ト
リ

報
告

＜
モ
デ
ル
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

（
※
）
（
１
）
の
実
施
は
（
２
）
の
必
須
要
件
と
す
る
。

※
記
載
の
単
価
は
令
和
９
年
度
概
算
要
求
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
変
更
が
あ
り
得
る
。
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主
な
内
容

法
律
の
目
的

公
布
か
ら
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
（
令
和
元
年
12
月
1日
）

施
行
日

※
「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
30
年
法
律
第
10
4号
）

※
20
18
年
12
月
14
日
公
布

次
代
の
社
会
を
担
う
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
及
び
医
療
関
係
者
等
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定

に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び

そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

○
基
本
理
念

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

保
障
さ
れ
る
権
利
の
尊
重

・
多
様
化
・
高
度
化
す
る
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
の
需
要
に
的
確
に
対
応
し
た

成
育
医
療
等
の
切
れ
目
な
い
提
供

・
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

適
切
な
成
育
医
療
等
の
提
供

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
情
報
の
適
切
な
提
供
、
社
会
的
経
済
的
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

○
国
、
地
方
公
共
団
体
、
保
護
者
、
医
療
関
係
者
等
の
責
務

○
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力

○
法
制
上
の
措
置
等

○
施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表
（
毎
年
１
回
）

○
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定
と
評
価

※
閣
議
決
定
に
よ
り
策
定
し
、
公
表
す
る
。

※
少
な
く
と
も
６
年
ご
と
に
見
直
す

○
基
本
的
施
策

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
・
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
保
健

・
成
育
過
程
に
あ
る
者
・
妊
産
婦
の
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
教
育
及
び
普
及
啓
発

・
記
録
の
収
集
等
に
関
す
る
体
制
の
整
備
等

例
：
成
育
過
程
に
あ
る
者
に
対
す
る
予
防
接
種
等
に
関
す
る
記
録

成
育
過
程
に
あ
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る

そ
の
死
亡
の
原
因
に
関
す
る
情
報

・
調
査
研
究

○
成
育
医
療
等
協
議
会
の
設
置

※
厚
生
労
働
省
に
設
置

※
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命

※
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
政
令
で
定
め
る
。

○
都
道
府
県
の
医
療
計
画
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
計
画
の
作
成
の
際
の

成
育
医
療
等
へ
の
配
慮
義
務
（
努
力
義
務
）

成
育
基
本
法
の
概
要
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成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
令
和
５
年
３
月

22
日
閣
議
決
定
）
概
要

Ⅰ
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
方
向

２
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方

•
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
健
や
か
な
成
育
が
保
障
さ
れ
る
権
利
及
び

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）
を
尊
重

•
こ
ど
も
の
意
見
を
尊
重
、
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
て
考
慮

•
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い
成
育
医
療
等
を
提
供

•
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
の
視
点
に
立
っ
て
、
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

切
れ
目
な
い
成
育
医
療
等
を
提
供

•
で
き
る
限
り
早
期
に
正
し
い
診
断
が
可
能
と
な
る
体
制
を
整
備

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
適
切
な
成
育
医
療
等
を
提
供

•
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
し
、
年
齢
に
応
じ
た
適
切
な
情
報
提
供

安
心
し
て
こ
ど
も
を
生
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備

３
 関
係
者
の
責
務
及
び
役
割

○
国
は
、
成
育
医
療
等
の
施
策
を
総
合
的
に
策
定
・
実
施

•
こ
ど
も
家
庭
庁
（
成
育
基
本
法
所
管
）
に
よ
る
総
合
調
整

•
施
策
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
評
価
指
標
を
作
成

○
自
治
体
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
・
実
施

○
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
（
例
：
基
本
方
針
を
踏
ま

え
た
計
画
の
策
定
・
実
施
、
都
道
府
県
内
の
関
係
者
に
よ
る
協
議

の
場
な
ど
）
を
適
切
に
支
援

○
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
等
は
、
成
育
基
本
法
に
定
め

る
基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
連
携
・
協
力

１
 成
育
医
療
等
の
現
状
と
課
題

•
妊
産
婦
死
亡
率
や
乳
幼
児
死
亡
率
は
、
世
界
有
数
の
低
率
国

妊
産
婦
：

2.
5/

10
万
、
乳
児
：

1.
7/
千
、
幼
児
：

13
.8

/1
0万
（
令
和
３
年
）

•
少
子
化
の
進
行

出
生
数
：
約

81
万
人
（
令
和
３
年
、
過
去
最
少
）

•
妊
産
婦
・
こ
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

10
代
の
妊
娠
、
児
童
虐
待

等
の
課
題

※
下
線
部
は
、
主
な
改
定
箇
所

Ⅱ
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療

（
１
）
周
産
期
医
療
等
の
体
制

•
周
産
期
医
療
体
制
に
関
す
る
医
療
計
画
へ
の
記
載
、
関
係
者
の
協
議

•
妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
ケ
ア
、
産
後
ケ
ア
事
業
・
妊
産
婦
健
診
の

広
域
的
な
調
整
、
流
産
・
死
産
を
経
験
し
た
方
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
、
都
道
府
県
内
の
関
係
者
間
の
連
携

•
精
神
疾
患
を
合
併
す
る
妊
産
婦
へ
の
医
療
体
制
確
保

•
災
害
や
新
興
感
染
症
の
ま
ん
延
に
備
え
た
、
継
続
的
な
提
供
体
制

•
産
科
区
域
の
特
定
が
望
ま
し
い
中
、
医
療
機
関
の
適
切
な
体
制
整
備

•
地
域
医
療
構
想
・
医
師
確
保
計
画
を
踏
ま
え
た
、
集
約
・
重
点
化

•
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善
、
助
産
師
と
医
師
の
連
携

（
助
産
師
活
用
推
進
事
業
、
院
内
助
産
・
助
産
師
外
来
の
推
進
）

（
２
）
小
児
医
療
等
の
体
制

•
小
児
医
療
体
制
に
関
す
る
医
療
計
画
へ
の
記
載
、
関
係
者
間
の
協
議

•
か
か
り
つ
け
医
機
能
普
及
、
救
急
体
制
や

#
80

00
事
業
の
整
備

•
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
に
係

る
施
策
と
連
携
、
小
児
在
宅
医
療
・
小
児
在
宅
歯
科
医
療
体
制
充
実

•
医
療
従
事
者
の
勤
務
改
善
、
医
療
機
関
・
薬
局
の
従
事
者
間
の
連
携

•
災
害
や
新
興
感
染
症
の
ま
ん
延
に
備
え
た
、
継
続
的
な
提
供
体
制

•
小
児
科
区
域
の
特
定
が
望
ま
し
い
中
、
適
切
な
体
制
整
備

（
３
）
そ
の
他
成
育
過
程
に
あ
る
者
に
対
す
る
専
門
的
医
療
等

•
小
児
・

AY
A世
代
の
が
ん
患
者
に
必
要
な
医
療
・
相
談
支
援
体
制
に

関
す
る
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
へ
の
記
載
、
関
係
者
間
の

連
携

•
小
児
が
ん
や
小
児
慢
性
特
定
疾
病
等
に
係
る
小
児
用
医
薬
品
等
の

開
発
を
推
進

•
全
国
の
小
児
医
療
機
関
か
ら
情
報
収
集
等
を
行
い
、

小
児
を
対
象
と
し
た
医
薬
品
の
適
正
使
用
等
を
推
進

•
小
児
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
推
進

•
移
行
期
医
療
、
治
療
法
確
立
に
向
け
た
研
究
等
、
小
児
慢
性
特
定
疾

病
等
に
係
る
施
策
を
推
進

資資料料2255
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Ⅱ
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

２
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
保
健

（
１
）
総
論

•
不
妊
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
、
性
感
染
症
等
へ
の
相
談
支
援

男
女
と
も
に
、
性
や
妊
娠
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、

健
康
管
理
を
行
う
よ
う
促
す
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進

を
含
め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築

•
相
談
支
援
体
制
の
整
備
、
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
推
進

•
妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
ケ
ア
、
産
後
ケ
ア
事
業
・
妊
産
婦
健
診
の

広
域
調
整
、
流
産
・
死
産
を
経
験
し
た
方
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
、
都
道
府
県
内
の
関
係
者
間
の
連
携

•
母
子
保
健
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
利
活
用
を
推
進
し
、

健
康
管
理
を
充
実
、
母
子
保
健
事
業
の
質
を
向
上

（
２
）
妊
産
婦
等
へ
の
保
健
施
策

•
関
係
者
が
連
携
し
、
バ
イ
オ
サ
イ
コ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
悩
み
等

に
対
す
る
、
性
や
生
殖
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
支
援
等
を
推
進

•
妊
婦
健
診
に
お
け
る
公
費
負
担
の
推
進
、
出
生
前
検
査
（

NI
PT

等
）
や
妊
婦
健
診
で
の
感
染
症
検
査
に
係
る
適
切
な
情
報
発
信

•
産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
多
職
種
連
携
を
推
進

•
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進

•
産
後
ケ
ア
事
業
の
全
国
展
開
等
に
向
け
、
広
域
的
な
連
携
支
援

（
都
道
府
県
）
、
体
制
整
備
・
周
知
（
市
町
村
）
を
支
援

•
若
年
妊
婦
・
特
定
妊
婦
、
多
胎
妊
産
婦
へ
の
支
援

•
妊
産
婦
健
診
の
受
診
勧
奨
、
妊
産
婦
の
歯
科
健
診
を
推
進

•
妊
娠
・
授
乳
中
の
薬
物
治
療
に
関
す
る
相
談
支
援
体
制
を
整
備
、

相
談
を
通
じ
て
知
見
を
収
集
、
医
薬
品
の
適
正
使
用
等
を
推
進

（
３
）
乳
幼
児
期
に
お
け
る
保
健
施
策

•
先
天
性
代
謝
異
常
等
へ
の
対
応
（
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に

よ
る
早
期
発
見
、
そ
の
後
の
治
療
・
生
活
指
導
等
）
を
推
進

•
母
子
保
健
事
業
（
乳
幼
児
健
診
等
）
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
を
推
進

•
乳
幼
児
健
診
の
推
進
、
学
童
期
及
び
思
春
期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
健
診
等
の

実
施
体
制
整
備
に
向
け
た
検
討

•
関
係
者
が
連
携
し
、
乳
幼
児
健
診
等
の
精
度
管
理
や
広
域
的
支
援
を
推
進

•
乳
幼
児
期
の
難
聴
に
関
す
る
総
合
的
な
体
制
整
備
を
推
進

•
３
歳
児
の
視
覚
検
査
に
屈
折
検
査
機
器
を
導
入
す
る
市
町
村
を
支
援

•
乳
幼
児
・
保
護
者
に
対
す
る
栄
養
指
導
や
、
乳
幼
児
へ
の
食
育
を
推
進

•
乳
幼
児
・
保
護
者
に
対
す
る
、
医
薬
品
の
適
正
使
用
等
を
推
進

•
供
給
体
制
確
保
や
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
啓
発
等
、
予
防
接
種
を
推
進

（
４
）
学
童
期
及
び
思
春
期
に
お
け
る
保
健
施
策

•
健
康
教
育
や
食
育
を
推
進

•
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
学
校
教
育
段
階
か
ら
推
進

•
学
校
・
保
健
所
等
で
、
性
に
関
す
る
科
学
的
知
識
、
性
情
報
へ
の
対
処
や
互

い
を
尊
重
し
合
う
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
、
教
育
・
相
談
支
援
等

•
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
よ
り
不
安
を
抱
え
る
若
年
妊
婦
等
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

や
SN

S活
用
に
よ
る
支
援
、
里
親
制
度
・
特
別
養
子
縁
組
制
度
の
普
及
啓
発

•
こ
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
推
進

•
側
湾
症
等
の
早
期
発
見
・
支
援
に
つ
な
げ
る
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討

•
保
育
所
・
幼
稚
園
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
こ
ど
も
の
受
入
体
制
を
整
備

•
障
害
の
あ
る
こ
ど
も
の
福
祉
や
栄
養
管
理
に
係
る
相
談
支
援
体
制
を
整
備

•
こ
ど
も
の
性
と
健
康
の
問
題
に
お
い
て
、
学
校
医
、
小
児
科
医
、
産
婦
人
科

医
、
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
連
携

（
５
）
生
涯
に
わ
た
る
保
健
施
策

•
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
が
ん
な
ど
の
健
康
教
育
・
普
及
啓
発
を
推
進

•
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を

推
進
、
不
妊
症
・
不
育
症
に
関
す
る
情
報
提
供
・
相
談
体
制
を
強
化

（
６
）
子
育
て
や
こ
ど
も
を
育
て
る
家
庭
の
支
援

•
出
産
や
子
育
て
に
悩
む
父
親
に
対
す
る
支
援
を
推
進

•
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
体
制
強
化
を
推
進
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
世
帯
の
身
近
な
相
談
機
関
）

•
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
、
経
済
的
支
援
の
一
体
的
実
施
の
着
実
な
推
進

•
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
」
な
ど
の
、
小
児
が
ん
の
患
者
や
小
児
慢
性
特
性
疾
病
を
抱
え
る
児
童
等
が
家
族
や
友
人
等
と
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

3/
13
追
加
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Ⅱ
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

３
教
育
及
び
普
及
啓
発

•
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
医
学
的
・
科
学
的
に
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発

を
学
校
教
育
段
階
か
ら
推
進

•
「
健
や
か
親
子
２
１
」
を
基
本
方
針
に
基
づ
く
国
民
運
動
と
し
て
位
置
付
け
、

子
育
て
当
事
者
・
国
民
全
体
へ
の
普
及
啓
発
を
促
進

４
記
録
の
収
集
等
に
関
す
る
体
制
等

•
PH

R（
Pe

rs
on

al
 H

ea
lth

 R
ec

or
d）
、
健
康
等
情
報
の
電
子
化
・
標
準

化
を
推
進
、
母
子
保
健
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
利
活
用
に
よ
る
健
康
管
理
の

充
実
や
母
子
保
健
事
業
の
質
向
上

•
予
防
可
能
な
こ
ど
も
の
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

Ch
ild

 D
ea

th
 R

ev
ie

w
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
に
つ
い
て
、
体
制
整
備
に
向
け
検
討

•
IC

Tの
活
用
に
よ
る
各
種
施
策
の
推
進

•
母
子
保
健
事
業
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
関
す
る
、

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
・
運
用
を
推
進

５
調
査
研
究

•
こ
ど
も
等
の
視
点
も
踏
ま
え
た
調
査
研
究
の
推
進
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
充
実

６
災
害
時
等
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備

•
災
害
時
に
必
要
な
物
資
の
備
蓄
・
活
用
を
推
進

•
災
害
時
小
児
周
産
期
リ
エ
ゾ
ン
の
養
成
、
災
害
時
の
患
者
搬
送

等
を
円
滑
に
行
う
体
制
の
構
築

•
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
も
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

等
を
引
き
続
き
推
進

•
新
興
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
周
産
期
・
小
児
医
療
機
関
の

設
定
等
に
つ
い
て
、
状
況
把
握
・
検
証
、
必
要
な
検
討
を
実
施

７
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
推
進
体
制
等

•
優
良
事
例
の
横
展
開
、
調
査
研
究
の
推
進
等

Ⅲ
そ
の
他
の
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

•
国
は
、
成
育
医
療
等
の
施
策
に
つ
い
て
客
観
的
に
検
証
・
評
価
し
、
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
検
討

•
今
回
の
基
本
方
針
は
、
令
和
５
～

10
年
度
の
６
年
程
度
を
１
つ
の
目
安
と
し
て
策
定
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①
都
道
府
県
障
害
児
福
祉
計
画

（
児
童
福
祉
法
第
33
条
の
22
第
1項
）

②
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画

（
社
会
福
祉
法
第
10
8条
第
１
項
）

③
自
立
促
進
計
画

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
11
条

第
２
項
第
３
号
）

④
都
道
府
県
障
害
者
計
画

（
障
害
者
基
本
法
第
11
条
第
2項
）

⑤
予
防
計
画

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
）

⑥
都
道
府
県
男
女
共
同
参
画
計
画

（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
14
条
第
1項
）

⑦
都
道
府
県
基
本
計
画

（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
の
３
第
１
項
）

⑧
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画

（
健
康
増
進
法
第
８
条
第
１
項
）

⑨
都
道
府
県
食
育
推
進
計
画

（
食
育
基
本
法
第
17
条
第
１
項
）

⑩
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
第
89
条
第
１
項
）

⑪
都
道
府
県
自
殺
対
策
計
画

（
自
殺
対
策
基
本
法
第
13
条
第
１
項
）

⑫
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

（
が
ん
対
策
基
本
法
第
12
条
第
1項
）

⑬
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

（
教
育
基
本
法
第
17
条
第
２
項
）

⑭
都
道
府
県
子
ど
も
・
若
者
計
画

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
第
９
条
第
１
項
）

⑮
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
62
条
第
１
項
）

⑯
都
道
府
県
計
画

（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
9条
第
1項
）

⑰
都
道
府
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
計
画

（
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
第
14
条
第
１
項
）

⑱
都
道
府
県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
計
画

（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基
本
法
第
13
条
第
１
項
）

⑲
都
道
府
県
循
環
器
病
対
策
推
進
計
画

（
健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対

策
に
関
す
る
基
本
法
第
11
条
第
１
項
）

（
医
療
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
配
慮
等
）

第
19
条
都
道
府
県
は
、
医
療
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
20
5号
）
第
30
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
成
育
医
療
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
な

配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

成
育
基
本
法
第
19
条
第
１
項

政
令
で
定
め
る
計
画
（
施
行
令
第
８
条
）

成
育
基
本
法
第
１
９
条
第
1項
に
基
づ
き
政
令
で
定
め
る
計
画

※
「
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
（
令
和
元
年
政
令
第
17
0号
）資資料料2266
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20
20

(R
2)

20
21

(R
3)

20
22

(R
4)

20
23

(R
5)

20
24

(R
6)

20
25

(R
7)

20
26

(R
8)

20
27

(R
9)

20
28

(R
10
)

20
29

(R
11
)

20
29

(R
12
)

成
育
医
療
等
基
本
方
針

健
や
か
親
子
２
１

（
第
２
次
）

成
育
医
療
等
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
計
画

（
参
考
）
医
療
計
画

第
１
次

第
２
次

次
期
基
本

方
針
策
定

中
間
評
価

最
終
評
価

第
３
次

第
７
次

第
８
次

都
道
府
県

計
画
策
定

国
指
針
策
定

自
治
体

（
都
道
府
県

・
市
町
村
）

計
画

策
定

国
策
定
指
針

策
定

自
治
体

次
期

計
画
策
定

最
終
評
価

基
本
方
針
に
基
づ
く

国
民
運
動
に
位
置
づ
け

中
間
評
価

医
療
計
画
等

と
調
和

※
１
第
３
次
成
育
医
療
基
本
方
針
策
定
に
お
い
て
は
、
こ
ど
も
大
綱
等
と
の
整
合
性
も
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
を
行
う
こ
と
を
想
定
。

※
２
医
療
計
画
の
期
間
（
20
24
～
20
29
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
第
２
次
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
期
間
（
20
23
～
20
28
年
度
）
を
外
れ
る
期
間
が
あ
る

が
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
も
第
２
次
成
育
医
療
等
基
本
方
針
と
整
合
的
な
か
た
ち
で
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
想
定
。

※
２

◆
評
価
時
点
で
入
手
可
能
な
最
新
の
デ
ー
タ
を
評
価
を
実
施
。
評
価
に
資
す
る
よ
う
、
適
切
に
目
標
値
を
設
定

◆

◆

◆
◆

※
１

成
育
医
療
等
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
計
画
の
策
定
期
間
等
に
つ
い
て
（
イ
メ
ー
ジ
）

★

★
★

★

★
★
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健
や
か
親
子
２
１
全
国
大
会
及
び
健
や
か
親
子
２
１
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
に
つ
い
て

○
成
育
医
療
等
基
本
方
針
に
基
づ
く
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
「
健
や
か
親
子
」
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
や
妊
産
婦
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
寄
与
す
る
取
組
を
推
進
し
て

い
る
個
人
・
団
体
・
自
治
体
・
企
業
を
表
彰
。

＜
健
や
か
親
子
２
１
全
国
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
（
健
や
か
親
子
２
１
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
）
＞

U
RL
：

ht
tp

s:
//

su
ko

ya
ka

21
.c

fa
.g

o.
jp

/z
en

ko
ku

ta
ik

ai
/

〇
功
労
者
表
彰

成
育
過
程
に
あ
る
者
の
心
身
の
健
や
か
な
成
育
並
び
に
妊
産
婦
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
寄
与
す
る
取
組
に
長
年
携
わ
り
、
地
域
社
会

全
体
で
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
育
む
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
及
び
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

〇
健
や
か
親
子
表
彰

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
、
先
駆
的
な
取
組
に
よ
り
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
の
心

身
の
健
や
か
な
成
育
並
び
に
妊
産
婦
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
寄
与
す
る
自
治
体
・
団
体
・
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
。

＜
健
や
か
親
子
２
１
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
特
設
ペ
ー
ジ
（
健
や
か
親
子
２
１
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
）
＞

U
RL
：

ht
tp

s:
//

su
ko

ya
ka

21
.c

fa
.g

o.
jp

/a
w

ar
d_

lis
t/

ht
tp

s:
//

su
ko

ya
ka

21
.c

fa
.g

o.
jp

/a
w

ar
d-

20
23

/

健
や
か
親
子
２
１
全
国
大
会
に
つ
い
て

健
や
か
親
子
２
１
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
は
、
11
月
５
日
（
木
）
：
対
面
（
表
彰

等
）

11
月
６
日
（
金
）
：
オ
ン
ラ
イ
ン
（
一
部
対
面
）

に
て
、
北
海
道
（
札
幌
市
）
で
開
催

資資料料2288
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成
育
医
療
等
基
本
方
針
に
基
づ
く
国
民
運
動
と
し
て
、
子
育
て
当
事
者
・
国

民
全
体
へ
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
健
康
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
う
。

目
的

健
や
か
親
子
２
１
と
成
育
基
本
法
に
つ
い
て

成
育
基
本
法
や
健
や
か
親
子
２
１
応
援
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
・
企

業
・
団
体
・
大
学
等
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
情
報
支
援
サ
イ
ト

妊
娠
中
か
ら
乳
幼
児
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
重
要
な
情
報
や
子
育
て
に
関
す
る

必
要
な
知
識
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
目
的
や
使
用
ガ
イ
ド
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

産
後
ケ
ア
事
業

産
後
ケ
ア
事
業
に
関
す
る
動
画
、
チ
ラ
シ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

食
育 乳
幼
児
、
妊
産
婦
の
食
育
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

参
考
資
料

調
査
研
究
事
業
な
ど
で
作
成
さ
れ
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
健
康
づ
く
り
に

参
考
と
な
る
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

主
な
掲
載
内
容

健
や
か
親
子
２
１
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
健
康
に
関
す
る
情
報
サ
イ
ト
）

ht
tp
s:
//
su
ko
ya
ka
21
.c
fa
.g
o.
jp
/
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○
聴
覚
障
害
は
早
期
に
発
見
され

適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、聴

覚
障
害
に
よ
る
音
声
言
語
発
達
等
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
られ

る
。こ
の
た
め
、

聴
覚
障
害
の
早
期
発
見
・早

期
療
育
が
図
られ

る
よ
う、
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
協
議
会
の
設
置
を
行
うと
とも
に
研
修
会
の
実
施
、普

及
啓
発
等
に
よ
り、

都
道
府
県
に
お
け
る
推
進
体
制
を整

備
す
る
こと
を目

的
とす
る
。

○
ま
た
、近

年
の
医
学
的
エ
ビデ

ン
ス
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、分

娩
取
扱
施
設
に
お
い
て
出
生
早
期
に
自
動
聴
性
脳
幹
反
応
（
AA
BR
）
に
よ
る
新
生
児
聴
覚
検
査
の

実
施
を
推
進
す
る
とと
も
に
、検

査
結
果
が
リフ
ァー

（
要
再
検
）
とな

った
場
合
に
は
、先

天
性
サ
イ
ト
メガ

ロ
ウ
イ
ル
ス
（
CM
V）

感
染
を
考
慮
し
、速

や
か
に

CM
V検

査
を実

施
す
る
体
制
の
整
備
を併

せ
て
推
進
す
る
。

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都

道
府
県
１
／
２

◆
補
助
単
価

：
年
額

2,
13
5,
00
0円

（
５
）
を実

施
す
る
場
合

年
額
10
,0
00
,0
00
円

（
６
）
を実

施
す
る
場
合

年
額

3,
60
0,
00
0円

◆
実
施
自
治
体
数
：
45
自
治
体
（
45
自
治
体
）

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

括
弧
は
令
和
６
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

「パ
ワ
ポ
　
イ
ラ
ス
ト
　
マ
マ
」の
画
像
検
索
結
果

都
道

府
県

o
r
都

道
府

県
が

指
定

す
る

医
療

機
関

市
町
村

産
科
医
療
機
関

③
電
話
相
談
、訪

問
指
導 出
生
・検
査

①
情
報
共
有

②
検
査
結
果
の
把
握
や
指
導
等

訪
問
・指
導

（
１
）
行
政
機
関
、医

療
機
関
、教

育
機
関
、医

師
会
・患

者
会
等
の
関
係
機
関

（
団
体
）
等
に
よる

協
議
会
の
設
置
・開

催
（
必
須
）

（
２
）
医
療
機
関
従
事
者
等
に
対
す
る
研
修
会
の
実
施

（
３
）
新
生
児
聴
覚
検
査
の
パ
ン
フレ
ット
の
作
成
等
に
よる

普
及
啓
発

（
４
）
都
道
府
県
内
に
お
け
る
新
生
児
聴
覚
検
査
事
業
実
施
の
た
め
の
手
引
書
の
作
成

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

（
５
）
新
生
児
聴
覚
検
査
管
理
等
事
業
（
R2
～
）

①
新
生
児
聴
覚
検
査
の
結
果
の
情
報
集
約
及
び
共
有

②
市
町
村
へ
の
指
導
等

③
相
談
対
応
等

④
検
査
状
況
・精

度
管
理
業
務

（
６
）
聴
覚
検
査
機
器
購
入
支
援
事
業
（
R２

～
）

（
７
）
その

他
新
生
児
聴
覚
検
査
事
業
の
体
制
整
備
に
必
要
な
事
項

（
５
）
新
生
児
聴
覚
検
査
管
理
等
事
業

（
１
）
医
療
機
関
や
教
育
機
関
な
どの
関
係

機
関
等
に
よ
る
協
議
会
の
設
置

（
２
）
医
療
機
関
従
事
者
等
に
対
す
る
研

修
会
の
実
施

（
３
）
新
生
児
聴
覚
検
査
の
パ
ンフ
レ
ット
作

成
等
に
よ
る
普
及
啓
発

（
４
）
県
内
に
お
け
る
事
業
実
施
の
た
め
の

手
引
書
の
作
成

な
ど

①
聴
覚
検
査
情
報
の
共
有

④
精
度
管
理
業
務

（
６
）
聴
覚
検
査
機
器
購
入

成
育
局

 母
子
保
健
課

新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求
２
億
円
（
２
億
円
）
【
平
成
29
年
度
創
設
】

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

事
業
実
績
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聴
覚
障
害
は
早
期
に
発
見
され

適
切
な
支
援
を
行
うこ
とで
、聴

覚
障
害
に
よ
る
音
声
言
語
発
達
等
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
られ

る
。こ
の
た
め
、全

て
の
新
生
児
を
対
象
とし
て
新
生
児
聴
覚
検
査
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
、聴

覚
障
害
の
早
期
発
見
・早

期
療
育
を
図
る
こと
を
目
的
とす
る
。

１
．
目

的
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て

２
．
財
政
措
置

３
．
公
費
負
担
の
実
施
状
況
及
び
受
検
率
の
推
移

＜
令
和
３
年
度
ま
で
＞

「少
子
化
対
策
に
関
連
す
る

経
費
」の
内
数
とし
て
措
置

少
子
化
対
策
に

関
連
す
る
経
費
の

内
数

・
平
成
12
年
度
よ
り、
予
算
補
助
とし
て
実
施

・
平
成
19
年
度
よ
り、
一
般
財
源
化
し、
「少
子
化
対
策
に
関
連
す
る
経
費
」の
内
数

とし
て
地
方
交
付
税
措
置

令
和
３
年
度
ま
で

１ ・
令
和
４
年
度
よ
り、
保
健
衛
生
費
に
お
け
る
算
定
に
変
更
し、
新
生
児
聴
覚
検
査

費
とし
て
標
準
団
体
当
た
りの

所
要
額
を
計
上

・
令
和
６
年
度
に
は
、こ
ども
子
育
て
費
に
お
け
る
算
定
に
移
行
。令

和
８
年
度
も
、

各
市
区
町
村
に
お
け
る
聴
覚
検
査
の
公
費
負
担
の
最
新
の
実
態
を
踏
ま
え
、市

町
村
の
標
準
団
体
（

18
歳
以
下
人
口

1.
6万

人
）
当
た
り2

,0
92
千
円
を
計

上
(令
和
７
年
度
よ
り2

56
千
円
の
増
額
)。

令
和
４
年
度
以
降

２

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H2
6年

H2
7年

H2
8年

H2
9年

H3
0年

R元
年

R２
年

R３
年

R４
年

R５
年

R６
年

10
9 

11
8 

22
4 

39
4 

67
5 

91
61,

08
8 1,
27

3 1,
39

2 1,
58

0 1,
65

8 

（
公
費
負
担
実
施
市
町
村
数
・実
施
割
合
）

6.
3%

6.
8%

12
.9

%22
.6

%38
.8

%52
.6

%62
.5

%73
.1

%80
.0

%90
.8

%95
.2

%
（
１
）
公
費
負
担
の
実
施
状
況
の
推
移

（
２
）
受
検
率
の
推
移

78
.9

%81
.9

%82
.8

% 81
.8

%86
.9

%90
.8

%90
.7

%94
.2

% 95
.2

%96
.2

% 96
.3

%

70
.0
%

80
.0
%

90
.0
%

10
0.
0%

H2
6年

H2
7年

H2
8年

H2
9年

H3
0年

R元
年

R2
年

R3
年

R4
年

R5
年

R6
年

（
受
診
率
（
受
検
者
数
/出
生
児
数
）
）

（
受
検
の
有
無
を
把
握
して

い
る市

町
村
の
うち
、受

検
者
数
を集

計
して

い
る
市
町
村
の
デ
ー
タ）

地
方
交
付
税
措
置
の
イ
メ
ー
ジ

３

（
出
典
：
こど
も
家
庭
庁
成
育
局
母
子
保
健
課
調
べ
）

＜
令
和
４
年
度
以
降
＞

新
た
に
新
生
児
聴
覚
検
査
費
とし
て
標

準
団
体
当
た
りの

所
要
額
を
計
上

「こ
ども
子
育
て
費
」

「新
生
児
聴
覚
検
査
費
」

標
準
団
体
当
た
り

2,
09

2千
円

※
令
和
７
年
度
は
、1
,8
36
千
円

※
令
和
８
年
度
に
お
け
る
金
額

※
令
和
４
、５

年
度
は
「保

健
衛
生
費
」
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○
予
防
の
た
め
の
こど
も
の
死
亡
検
証
は
、こ
ども
が
死
亡
した

とき
に
、複

数
の
機
関
や
専
門
家
（
医
療
機
関
、警

察
、消

防
、行

政
関
係
者
等
）
が
、こ
ども
の
既
往

歴
や
家
族
背
景
、死

に
至
る
直
接
の
経
緯
等
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
基
に
死
亡
原
因
の
検
証
等
を
行
うこ
とに
よ
り、
効
果
的
な
予
防
策
を
導
き
出
し予

防
可
能

な
こど
も
の
死
亡
を減

らす
こと
を
目
的
とす
る
も
の
。

○
成
育
基
本
法
や
、死

因
究
明
等
推
進
基
本
法
を
踏
ま
え
、各

都
道
府
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
収
集
した

事
例
・予

防
策
を
、国

に
お
い
て
も
収
集
・分

析
す
る
こと
に

よ
って
、国

レ
ベ
ル
で
の
予
防
策
の
検
討
が
可
能
で
あ
る
か
、ま
た
、国

に
お
い
て
分
析
した

結
果
を
踏
ま
え
て
、都

道
府
県
で
も
活
用
す
る
こと
が
で
き
る
か
の
検
討
を
行
う。

目
的

本
事
業
は
、①

情
報
収
集
、②

検
証
、③

予
防
策
の
提
言
、④

予
防
策
の
実
装
・周
知
の
サ
イク
ル
に
よ
り実

施
す
る
。

（
１
）
推
進
会
議

本
事
業
の
総
合
的
な
推
進
を行

うた
め
推
進
会
議
を設

置
し、
関
係
機
関
との
連
携
及
び
調
整
と本

事
業
の
実
施
方
針
の
検
討
を中

心
に
行
う。
それ

を踏
まえ

、
情
報
提
供
に
関
す
る
協
力
依
頼
、検

証
結
果
の
報
告
受
領
、予

防
策
に
関
す
る提

言
の
審
議
及
び
決
定
等
を行

う。
また

、統
計
や
他
の
事
業
等
に
お
け
る
自

治
体
の
こど
も
の
死
亡
事
例
の
分
析
や
、他

自
治
体
や
国
に
お
い
て
分
析
され

た
情
報
を活

用
した

予
防
策
の
検
討
等
を行

う。
（
２
）
事
務
局

本
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
担
う中

核
的
な
機
能
とし
て
事
務
局
を設

置
す
る
。事

務
局
は
、こ
ども
の
死
亡
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・一

元
的
な
管
理
、情

報
の

取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
整
備
、検

証
に
資
す
る
基
準
及
び
手
法
の
整
備
、会

議
の
運
営
支
援
等
を
行
う。
さら
に
国
の
要
請
に
応
じて

、事
例
・予

防
策
等

の
情
報
提
供
を行

う。
ま
た
、提

言
され

た
予
防
策
の
周
知
（
リー
フレ
ット
作
成
等
）
や
、予

防
策
の
実
装
に
向
け
た
関
係
機
関
との
調
整
、並

び
に
グ
リー
フケ

アに
関
す
る
対
応
指
針
の
検
討
・作

成
等
を
行
う。

（
３
）
多
機
関
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）

推
進
会
議
は
、収

集
した

情
報
の
専
門
的
か
つ
詳
細
な
検
証
を行

うた
め
、W

Gを
設
置
す
る
。W

Gは
、個

別
事
例
の
検
証
、複

数
事
例
の
傾
向
分
析
（
概

観
検
証
）
、予

防
策
に
関
わ
る
検
討
等
を
行
い
、検

証
結
果
を推

進
会
議
に
報
告
す
る
。

内
容

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県

◆
補
助
率

：
国
１
０
／
１
０

◆
補
助
基
準
額

   
：
年
額

14
,8

01
千
円

実
施
主
体
等

◆
実
施
自
治
体
数
：
（
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス
）

令
和
７
年
度
：

10
自
治
体

（
北
海
道
、福

島
県
、群

馬
県
、東

京
都
、山

梨
県
、三

重
県
、滋

賀
県
、京

都
府
、鳥

取
県
、香

川
県
）

事
業
実
績

成
育
局
母
子
保
健
課

予
防
の
た
め
の
こ
ど
も
の
死
亡
検
証
体
制
整
備
モ
デ
ル
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

0.
8億
円
（
１
億
円
）
【
令
和
２
年
度
創
設
】

①
情
報
収
集

②
検
証

③
予
防
策
の
提
言

④
予
防
策
の
実
装
・周
知

事
務
局
が
死
因
、医

学
的
背
景
、死

亡
に
至
る
経
緯
な
どの
情
報
を
関
係

機
関
か
ら収

集
し、
記
録
す
る
。

医
療
・行

政
・警

察
な
どの
多
機
関
の

専
門
職
が
連
携
し、
こど
も
の
死
亡
事

例
を
多
角
的
に
検
証
す
る
。

複
数
の
関
係
機
関
や
専
門
家
に
よ

る
会
議
で
、再

発
防
止
に
向
け
た

効
果
的
な
予
防
策
を
、行

政
等
に

対
して

提
言
す
る
。

提
言
した

予
防
策
を
踏
ま
え
て
、こ
ど

も
の
死
亡
・重

症
化
を
防
ぐ対

策
を

講
じる
。

資資料料3311
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○
予
防
の
た
め
の
こど
も
の
死
亡
検
証
（

Ch
ild

De
at

h
Re

vi
ew
：

CD
R）

の
取
組
や
、意

義
に
つ
い
て
広
く国
民
に
普
及
啓
発
し、
国
民

の
CD

Rへ
の
理
解
促
進
を図

る
。

○
CD

Rモ
デ
ル
事
業
で
得
られ

た
予
防
策
や
、他

制
度
（
例
：
こど
も
虐
待
に
よる

死
亡
事
例
等
の
検
証
（
こど
も家

庭
庁
）
、消

費
生
活
用

製
品
に
係
る
重
大
製
品
事
故
（
消
費
者
庁
）
）
等
の
こど
も
の
死
亡
の
予
防
に
関
す
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
、デ
ー
タベ
ー
ス
化
を
図
る
。

○
国
民
に
予
防
可
能
な
死
が
あ
る
こと
を
認
知
い
た
だ
くと
とも
に
、C

DR
モデ

ル
事
業
や
他
の
検
証
制
度
等
に
よ
って
得
られ

た
具
体
的
な
予
防

策
に
つ
い
て
の
周
知
を行

い
、医

療
、保

健
、教

育
等
の
分
野
が
連
携
しこ
ども
の
死
の
予
防
に
取
り組

ん
で
い
た
だ
くよ
う広

報
啓
発
を
行
うこ
と

を目
的
とす
る
。

事
業
の
目
的

（
１
）

CD
R特

設
サ
イト
の
運
用

予
防
可
能
な
こど
も
の
死
亡
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、一

覧
性
が
あ
り、
検
索
が
しや

す
い
形
に
管
理
した

特
設
サ
イト
を
整
備
・運
用
を

行
う。
ま
た
、ウ
ェブ
サ
イト
内
で
予
防
策
に
つ
い
て
、わ

か
りや
す
く紹
介
す
る
動
画
な
どの
コン
テ
ンツ
を作

成
す
る
。

（
２
）
シ
ンポ

ジ
ウム

の
開
催

CD
Rに
関
す
る
有
識
者
（
こど
も
を事

故
で
亡
くし
た
遺
族
の
方
、C

DR
に
取
り組

まれ
て
き
た
研
究
者
の
方
）
を
集
め
て
の
シ
ンポ

ジ
ウ

ム
を年

に
一
回
開
催
し、
国
民
に
予
防
可
能
な
こど
も
の
死
亡
事
故
の
予
防
に
つ
い
て
普
及
・啓

発
す
る
。

（
３
）

SI
DS
予
防
対
策
月
間
の
周
知
用
ポ
ス
ター

・リ
ー
フレ
ット
の
作
成

乳
児
期
の
死
亡
原
因
とし
て
多
い

SI
DS
に
つ
い
て
、こ
ども
家
庭
庁
に
て

11
月
に
実
施
され

る
SI

DS
予
防
対
策
月
間
の
た
め
の
周
知

用
ポ
ス
ター

・リ
ー
フレ
ット
の
作
成
を
行
う。
合
わ
せ
て
効
果
的
な
予
防
策
の
周
知
啓
発
を実

施
す
る
。

事
業
の
内
容

実
施
主
体
等

成
育
局
母
子
保
健
課

予
防
の
た
め
の
こ
ど
も
の
死
亡
検
証
等
広
報
啓
発
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

0.
6億
円
（
0.
6億
円
）

◆
実
施
主
体
：
国
（
民
間
事
業
者
等
へ
委
託
）

資資料料3322
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C
D
R
の
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
に
つ
い
て

目
的

〇
Ch
ild
De
at
h
Re
vi
ew
（
CD
R）

に
係
る
これ

ま
で
の
取
組
か
ら課

題
を
抽
出
・整
理
の
上
、有

識
者
や
自
治
体
等
の
関
係
者
か
ら意

見
を
頂
き
、全

国
展
開
に
向
け
た
、具

体
的
な
制
度
の
あ
り方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う。

主
要
な
議
題

・
CD
Rモ
デ
ル
事
業
で
得
られ

た
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

・
地
域
で
実
施
され

る
CD
Rの
実
効
あ
る
体
制
構
築
の
あ
り方

と必
要
な
支
援
に
つ
い
て

・
効
果
的
な
予
防
策
の
提
言
の
あ
り方

に
つ
い
て

・
遺
族
か
らの

同
意
取
得
の
あ
り方

や
捜
査
情
報
を
含
め
た
様
々
な
情
報
の
活
用
に
つ
い
て

・
CD
Rか
ら得

られ
る
情
報
を
格
納
す
る
デ
ー
タベ

ー
ス
や
管
理
体
制
等
の
あ
り方

に
つ
い
て

・
虐
待
・保
育
事
故
等
の
他
の
検
証
制
度
との
棲
み
分
け
に
つ
い
て

・
遺
族
に
対
す
る
グ
リー
フケ
ア
に
つ
い
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

20
25
年
４
月

検
討
会
の
設
置
、C
DR
を
め
ぐる
現
状
に
つ
い
て
、ヒ
ア
リン
グ
等

20
25
年
夏
～
冬

ヒア
リン
グ
等

20
26
年
～

ヒア
リン
グ
を
踏
ま
え
、上

記
の
議
題
を
中
心
に
論
点
整
理
・議
論

20
26
年
中
目
途

とり
ま
とめ

資資料料3333
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○
様
々
な
こど
も
の
心
の
問
題
、被

虐
待
児
の
心
の
ケ
ア
や
発
達
障
害
に
対
応
す
る
た
め
、都

道
府
県
及
び
指
定
都
市
に
お
け
る
拠
点
病
院
を

中
核
とし
、各

医
療
機
関
や
保
健
福
祉
関
係
機
関
等
と連

携
した
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
とと
も
に
災
害
時
の
こど
も
の
心
の
支
援
体
制
を

構
築
す
る
こと
を
目
的
とす
る
。

（
１
）
こど
も
の
心
の
診
療
支
援
（
連
携
）
事
業

様
々
な
こど
も
の
心
の
問
題
、被

虐
待
児
や
発
達
障
害
の
症
例
に
対
す
る
医
学
的
支
援
、関

係
機
関
へ
の
専
門
家
の
派
遣
等
を実

施
。

（
２
）
こど
も
の
心
の
診
療
関
係
者
研
修
・育
成
事
業

医
師
、関

係
専
門
職
の
実
地
研
修
等
、こ
ども
の
心
の
診
療
に
専
門
的
に
携
わ
る
医
師
及
び
関
係
専
門
職
の
育
成
、地

域
の
医
療
機

関
職
員
、保

健
福
祉
機
関
職
員
に
対
す
る
講
習
会
を実

施
。

（
３
）
普
及
啓
発
・情
報
提
供
事
業

こど
も
の
心
の
診
療
等
に
関
す
る
普
及
啓
発
・情
報
提
供
を実

施
。

（
４
）
協
議
会
の
設
置

(1
)~
(3
)を
円
滑
に
運
用
す
る
た
め
に
自
治
体
は
協
議
会
を
設
置
す
る
こと
が
で
き
る
。

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

◆
実
施
主
体

：
都
道
府
県
、指

定
都
市

◆
補
助
率

：
国
１
／
２
、都

道
府
県
・指
定
都
市
１
／
２

◆
補
助
基
準
額
：
月
額
1,
66
7千

円

都
道
府
県
等
拠
点
病
院

地
域
の
医
療
機
関

地
域
の
諸
機
関

心
の
問
題
を
持
つ

こど
も
と家

族

保
健
所
、児

童
相
談
所
、児

童
福
祉
施
設
、

市
町
村
保
健
セ
ンタ
ー
、療

育
施
設
、学

校
等
教
育
機
関
、発

達
障
害
者
支
援
セ
ンタ
ー
、

司
法
機
関
、こ
ども
家
庭
セ
ンタ
ー

な
ど

連
携

連
携

連
携

相
談

支
援

支
援

相
談

相
談

支
援

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

◆
実
施
自
治
体
数
：
22
自
治
体
（
21
自
治
体
）

※
岩
手
県
、群

馬
県
、千

葉
県
、東

京
都
、石

川
県
、山

梨
県
、長

野
県
、静

岡
県
、三

重
県
、大

阪
府
、兵

庫
県
、和

歌
山
県
、鳥

取
県
、島

根
県
、岡

山
県
、香

川
県
、高

知
県
、福

岡
県
、佐

賀
県
、熊

本
県
、沖

縄
県
、札

幌
市

※
令
和
７
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

括
弧
は
令
和
６
年
度
変
更
交
付
決
定
ベ
ー
ス

実
施
主
体
等

事
業
実
績

令
和
９
年
度
概
算
要
求
1億
円
（
1億
円
）
【
平
成
20
年
度
創
設
】

成
育
局

 母
子
保
健
課

こ
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
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こ
ど
も
の
心
の
診
療
拠
点
病
院
に
つ
い
て

ここ
どど
もも
のの
心心
のの
診診
療療
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
事事
業業
（（
都都
道道
府府
県県
等等
拠拠
点点
病病
院院
））

１
．
事
業
内
容

●
地
域
の
医
療
機
関
や
、
関
係
機
関
か
ら
相
談
を
受
け
た
困
難
な
症
例
に
対
す
る
診
療
支
援
や
医
学
的
支
援
（
ア
ド
バ
イ
ス
）

●
こ
ど
も
の
心
の
問
題
に
関
す
る
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
会
議
の
開
催

●
医
師
、
関
係
専
門
職
に
対
す
る
研
修
の
実
施
、
関
係
機
関
・
施
設
の
職
員
に
対
す
る
講
習
会
の
開
催

●
こ
ど
も
の
心
の
診
療
に
専
門
的
に
携
わ
る
医
師
及
び
関
係
専
門
職
の
育
成

●
問
題
行
動
事
例
発
生
時
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対
応
な
ど
専
門
家
派
遣

●
専
門
機
関
に
対
す
る
情
報
提
供
、
地
域
住
民
に
対
す
る
普
及
啓
発

等
２
．
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市

※
令
和
７
年
度
の
実
施
都
道
府
県
等

２
２
自
治
体

・
岩
手
県
：
岩
手
医
科
大
学
い
わ
て
こ
ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

・
群
馬
県
：
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院

・
千
葉
県
：
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
府
台
病
院

国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
医
学
部
付
属
病
院

・
東
京
都
：
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

・
石
川
県
：
国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学
附
属
病
院
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
診
療
科
、
（
独
）
国
立
病
院
機
構
医
王
病
院
、

石
川
県
立
こ
こ
ろ
の
病
院

・
山
梨
県
：
山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
県
立
病
院
機
構
山
梨
県
立
北
病
院
、

  山
梨
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
長
野
県
：
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
長
野
県
立
病
院
機
構
長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
、
長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

・
静
岡
県
：
静
岡
県
立
病
院
機
構
静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院

・
三
重
県
：
三
重
県
立
子
ど
も
心
身
発
達
医
療
セ
ン
タ
ー

・
大
阪
府
：
大
阪
府
立
病
院
機
構
大
阪
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

・
兵
庫
県
：
兵
庫
県
立
ひ
ょ
う
ご
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

・
和
歌
山
県
：
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院

・
鳥
取
県
：
国
立
大
学
法
人
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

・
島
根
県
：
島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

・
岡
山
県
：
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

・
香
川
県
：
（
独
）
国
立
病
院
機
構
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー

・
高
知
県
：
国
立
大
学
法
人
高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院

・
福
岡
県
：
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
病
院
子
ど
も
の
心
の
診
療
部

・
佐
賀
県
：
（
独
）
国
立
病
院
機
構
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

・
熊
本
県
：
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

・
沖
縄
県
：
（
独
）
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院

・
札
幌
市
：
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
病
院

中中
央央
拠拠
点点
病病
院院

（（
（（
独独
））
国国
立立
成成
育育
医医
療療
研研
究究
セセ
ンン
タタ
ーー
））

□
事
業
内
容

●
都
道
府
県
等
拠
点
病
院
に
対
す
る
技
術
的

助
言
、
連
携
会
議
の
開
催

●
強
度
の
問
題
行
動
事
例
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
へ
の
対
応

な
ど
の
た
め
の
都
道
府
県
拠
点
病
院
等
へ
の

専
門
家
の
派
遣

●
専
門
医
や
関
係
専
門
職
の
養
成

●
基
盤
的
研
究
の
実
施
、
都
道
府
県
等
拠
点
病
院

に
お
け
る
調
査
結
果
の
高
度
な
研
究
・解
析

●
国
内
外
の
最
新
の
医
学
的
知
見
の
収
集
、

情
報
発
信

○○
ここ
どど
もも
のの
心心
のの
診診
療療
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
事事
業業
（（
都都
道道
府府
県県
等等
拠拠
点点
病病
院院
））

様
々
な
こ
ど
も
の
心
の
問
題
、
被
虐
待
児
の
心
の
ケ
ア
や
発
達
障
害
に
対
応
す
る
た
め
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
に
お
け
る
拠
点
病
院
を
中

核
と
し
、
各
医
療
機
関
や
保
健
福
祉
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
災
害
時
の
こ
ど
も
の
心
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

実
施
す
る
。

○ ○
子子
どど
もも
のの
心心
のの
診診
療療
中中
央央
拠拠
点点
病病
院院
（（
（（
独独
））
国国
立立
成成
育育
医医
療療
研研
究究
セセ
ンン
タタ
ーー
））

人
材
育
成
や
都
道
府
県
拠
点
病
院
に
対
す
る
技
術
的
支
援
等
を
行
う
。
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１
．
概

要

乳
幼
児
健
診
等
に
つ
い
て

〇
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
母
子
保
健
法
第

12
条
又
は
第

13
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

〇
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
母
子
保
健
法
に
規
定
が
な
く
、
通
知
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

〇
公
費
負
担
の
状
況
は
以
下
の
と
お
り
。

■
地
方
交
付
税
措
置

・
12
条
（
法
定
健
診
）
：
「
１
歳
６
か
月
児
健
診
」
「
３
歳
児
健
診
」

・
13
条
（
任
意
健
診
）
：
「
３
～
６
か
月
児
健
診
」
「
９
～

11
か
月
児
健
診
」
「
新
生
児
聴
覚
検
査
」

・
通
知

：
「
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

（
※
）

12
条
（
法
定
健
診
）
以
外
の
乳
幼
児
健
診
等
に
お
け
る
一
般
財
源
化
の
時
期
に
つ
い
て

・
「
３

~
６
か
月
児
健
診
」
「
９

~
11
か
月
児
健
診
」
：
平
成

11
・

12
年
度
の
２
か
年
に
か
け
て
一
般
財
源
化

・
「
新
生
児
聴
覚
検
査
」
：
平
成

19
年
度
に
一
般
財
源
化

・
「
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
：
平
成

13
年
度
に
５
疾
病
、
平
成

29
年
度
に

20
疾
病
を
対
象
に
一
般
財
源
化

■
国
庫
補
助

・
13
条
（
任
意
健
診
）
：
「

1か
月
児
健
診
」
「

5歳
児
健
診
」

１
か
月
児
～
５
歳
児
健
診

〇
実
施
主
体
：
市
町
村

〇
お
お
む
ね
全
て
の
自
治
体
で
、
生
後
半
年
頃
ま
で
に
１
回
、
１
年
頃
ま
で
に
１
回
（
計
２
回
）
の

健
診
を
実
施
。

12
条
（
法
定
健
診
）

13
条
（
任
意
健
診
）

１
歳
６
か
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

規
定
な
し

新
生
児
聴
覚
検
査

そ
の
他
健
診

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
20
疾
患
を
対
象
）

地 方 交 付 税

３
～
６
か
月
児
健
診

９
～

11
か
月
児
健
診

1か
月
児
健
診
（
国
庫
補
助
）

5歳
児
健
診
（
国
庫
補
助
）

母
子
保
健
法
（
抄
）

（
健
康
診
査
）

第
十
二
条

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
内
閣
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
健
康
診
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
満
一
歳
六
か
月
を
超
え
満
二
歳
に
達
し
な
い
幼
児

二
満
三
歳
を
超
え
満
四
歳
に
達
し
な
い
幼
児

第
十
三
条
前
条
の
健
康
診
査
の
ほ
か
、
市
町
村
は
、
必
要
に
応
じ
、
妊
産
婦
又
は
乳
児
若
し
く
は
幼
児
に
対
し
て
、
健
康
診
査
を
行
い
、
又
は
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
考
：
実
施
自
治
体
数
（
令
和
６
年
度
時
点
）

１
か
月
児
健
診

99
4（

57
.1
%
）

３
～
５
か
月
児
健
診

1,
73

3（
99

.5
％
）

６
～
８
か
月
児
健
診

82
2（

47
.2
％
）

９
～

12
か
月
児
健
診

1,
42

8（
82

.0
％
）

５
歳
児
健
診

32
8（

18
.8
％
）

生
後
０
～
５
か
月

生
後
６
～

12
か
月

新
生
児
聴
覚
検
査

/新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

【
新
生
児
聴
覚
検
査
】

〇
実
施
主
体
：
市
町
村

〇
95

.2
％
の
自
治
体
で
公
費
負
担
に
よ
り
検
査
を
実
施
（
令
和
６
年
度
時
点
）

【
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

〇
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市

〇
令
和
５
年
度
補
正
予
算
よ
り
、
モ
デ
ル
的
に
２
疾
患
（

SC
ID
、

SM
A（

※
1）

）
を
対
象
と

す
る
実
証
事
業
を
実
施
（
※
２
）

（
※
１
）

SC
ID
：
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、

SM
A：
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

（
※
２
）
実
施
自
治
体
数
：

58
（
令
和

7年
度
時
点
）

２
．
任
意
健
診
等
の
実
施
状
況

資資料料3355
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令
和
６
年
度

乳
幼
児
健
康
診
査
の
実
施
状
況

資資料料3366

令
和
６
年
度
母
子
保
健
事
業
の
実
施
状
況
（
市
町
村
）

【調
査

対
象

：
1,

74
1市

区
町

村
】

※
　％

の
下

に
分

母
と分

子
とな

る
数

字
を

記
載

して
い

る。
記

載
の

な
い

もの
は

全
て

分
母

が
17

41
（

全
国

の
市

区
町

村
数

）
とな

る
。

１
．
成
育
医
療
等
基
本
方
針
に
基
づ
く計

画
策
定
の
状
況
　（

他
の
計
画
に
含
ま
れ
る
場
合
を
含
む
。）

自
治

体
数

（
％

）

（
１

）
　計

画
（

※
）
を策

定
して

い
る　

（
※

現
在

策
定

中
も含

む
。）

96
9

(5
5.

7%
)

（
２

）
（
１
）
で
「は
い
：
○
」と
回
答
した

場
合

自
治

体
数

（
％

）
32

(3
.3

%
)

※
　3

2/
96

9
30

4
(3

1.
4%

)
※

　3
04

/9
69

10
2

(1
0.

5%
)

※
　1

02
/9

69
45

0
(4

6.
4%

)
※

　4
50

/9
69

81
(8

.4
%

)
※

　8
1/

96
9

２
．
成
育
医
療
等
基
本
方
針
に
基
づ
く協

議
の
場
の
設
置
状
況

自
治

体
数

（
％

）

（
１

）
　協

議
の

場
を設

置
して

い
る。

61
7

(3
5.

4%
)

自
治

体
数

（
％

）

72
(1

1.
7%

)
※

　7
2/

61
7

28
7

(4
6.

5%
)

※
　2

87
/6

17
18

9
(3

0.
6%

)
※

　1
89

/6
17

69
(1

1.
2%

)
※

　6
9/

61
7

自
治

体
数

（
％

）

20
8

(3
3.

7%
)

※
　2

08
/6

17
37

1
(6

0.
1%

)
※

　3
71

/6
17

56
6

(9
1.

7%
)

※
　5

66
/6

17
31

0
(5

0.
2%

)
※

　3
10

/6
17

42
8

(6
9.

4%
)

※
　4

28
/6

17
39

7
(6

4.
3%

)
※

　3
97

/6
17

48
5

(7
8.

6%
)

※
　4

85
/6

17
39

1
(6

3.
4%

)
※

　3
91

/6
17

　
３
．
妊
娠
届
出
・母
子
健
康
手
帳
交
付
の
状
況

自
治

体
数

（
％

）

（
１

）
　妊

娠
届

出
時

に
ア

ンケ
ー

トを
実

施
す

る
等

して
、妊

婦
の

身
体

的
・精

神
的

・社
会

的
状

況
に

つ
い

て
把

握
し、

必
要

な
支

援
を

実
施

して
い

る
1,

73
8

(9
9.

8%
)

1,
72

4
(9

9.
0%

)

自
治

体
数

（
％

）

1,
65

7
(9

6.
1%

)
※

　1
,6

57
/1

,7
24

1
(0

.1
%

)
※

　1
/1

,7
24

6
(0

.3
%

)
※

　6
/1

,7
24

60
(3

.5
%

)
※

　6
0/

1,
72

4

（
４

）
（
１
）
で
「は
い
：
○
」か
つ
、（

２
）
で
「い
い
え
：
×
」と
回
答
した

場
合

自
治

体
数

（
％

）
15

(9
3.

8%
)

※
　1

5/
16

（
５

）
　マ

タニ
テ

ィマ
ー

クに
関

す
る取

組
とし

て
、妊

産
婦

個
人

が
使

用
す

る
グ

ッズ
等

の
配

布
を実

施
して

い
る

1,
70

0
(9

7.
6%

)
（

６
）

　妊
婦

健
康

診
査

の
未

受
診

者
を把

握
し支

援
す

る
体

制
が

あ
る

1,
44

1
(8

2.
8%

)

４
．
市
町
村
が
公
費
負
担
で
実
施
して

い
る
乳
幼
児
健
康
診
査
の
状
況

一
般

健
康

診
査

歯
科

実
施

方
法

実
施

方
法

集
団

個
別

一
部

個
別

その
他

集
団

個
別

一
部

個
別

その
他

58
0

58
0

0
0

0
0

0
0

(3
.3

%
)

(0
.0

%
)

(1
00

.0
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
ー

ー
ー

ー
※

　0
/5

8
※

　5
8/

58
※

　0
/5

8
※

　0
/5

8
※

　0
/0

※
　0

/0
※

　0
/0

※
　0

/0
99

4
8

98
4

2
0

2
0

2
0

0
(5

7.
1%

)
(0

.8
%

)
(9

9.
0%

)
(0

.2
%

)
(0

.0
%

)
(0

.1
%

)
(0

.0
%

)
(1

00
.0

%
)

(0
.0

%
)

(0
.0

%
)

※
　8

/9
94

※
　9

84
/9

94
※

　2
/9

94
※

　0
/9

94
※

　0
/2

※
　2

/2
※

　0
/2

※
　0

/2
12

2
46

72
4

0
5

4
1

0
0

(7
.0

%
)

(3
7.

7%
)

(5
9.

0%
)

(3
.3

%
)

(0
.0

%
)

(0
.3

%
)

(8
0.

0%
)

(2
0.

0%
)

(0
.0

%
)

(0
.0

%
)

※
　4

6/
12

2
※

　7
2/

12
2

※
　4

/1
22

※
　0

/1
22

※
　4

/5
※

　1
/5

※
　0

/5
※

　0
/5

1,
73

3
1,

27
2

40
9

52
0

49
47

2
0

0
(9

9.
5%

)
(7

3.
4%

)
(2

3.
6%

)
(3

.0
%

)
(0

.0
%

)
(2

.8
%

)
(9

5.
9%

)
(4

.1
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
※

　1
,2

72
/1

,7
33

※
　4

09
/1

,7
33

※
　5

2/
1,

73
3

※
　0

/1
,7

33
※

　4
7/

49
※

　2
/4

9
※

　0
/4

9
※

　0
/4

9
82

2
45

1
35

2
19

0
52

49
3

0
0

(4
7.

2%
)

(5
4.

9%
)

(4
2.

8%
)

(2
.3

%
)

(0
.0

%
)

(3
.0

%
)

(9
4.

2%
)

(5
.8

%
)

(0
.0

%
)

(0
.0

%
)

※
　4

51
/8

22
※

　3
52

/8
22

※
　1

9/
82

2
※

　0
/8

22
※

　4
9/

52
※

　3
/5

2
※

　0
/5

2
※

　0
/5

2
1,

42
8

72
3

66
6

39
0

18
1

16
5

16
0

0
(8

2.
0%

)
(5

0.
6%

)
(4

6.
6%

)
(2

.7
%

)
(0

.0
%

)
(1

0.
4%

)
(9

1.
2%

)
(8

.8
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
※

　7
23

/1
,4

28
※

　6
66

/1
,4

28
※

　3
9/

1,
42

8
※

　0
/1

,4
28

※
　1

65
/1

81
※

　1
6/

18
1

※
　0

/1
81

※
　0

/1
81

1,
65

0
52

35
2

1,
66

7
61

0
11

(9
4.

9%
)

(3
.0

%
)

(2
.0

%
)

(0
.1

%
)

(9
5.

9%
)

(3
.5

%
)

(0
.0

%
)

(0
.6

%
)

※
　1

,6
50

/1
,7

39
※

　5
2/

1,
73

9
※

　3
5/

1,
73

9
※

　2
/1

,7
39

※
　1

,6
67

/1
,7

39
※

　6
1/

1,
73

9
※

　0
/1

,7
39

※
　1

1/
1,

73
9

1,
69

2
19

24
4

1,
67

6
51

0
12

(9
7.

3%
)

(1
.1

%
)

(1
.4

%
)

(0
.2

%
)

(9
6.

4%
)

(2
.9

%
)

(0
.0

%
)

(0
.7

%
)

※
　1

,6
92

/1
,7

39
※

　1
9/

1,
73

9
※

　2
4/

1,
73

9
※

　4
/1

,7
39

※
　1

,6
76

/1
,7

39
※

　5
1/

1,
73

9
※

　0
/1

,7
39

※
　1

2/
1,

73
9

26
26

0
0

0
98

77
21

0
0

(1
.5

%
)

(1
00

.0
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
(5

.6
%

)
(7

8.
6%

)
(2

1.
4%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
※

　2
6/

26
※

　0
/2

6
※

　0
/2

6
※

　0
/2

6
※

　7
7/

98
※

　2
1/

98
※

　0
/9

8
※

　0
/9

8
32

8
29

6
12

20
0

16
0

13
1

29
0

0
(1

8.
8%

)
(9

0.
2%

)
(3

.7
%

)
(6

.1
%

)
(0

.0
%

)
(9

.2
%

)
(8

1.
9%

)
(1

8.
1%

)
(0

.0
%

)
(0

.0
%

)
※

　2
96

/3
28

※
　1

2/
32

8
※

　2
0/

32
8

※
　0

/3
28

※
　1

31
/1

60
※

　2
9/

16
0

※
　0

/1
60

※
　0

/1
60

36
34

2
0

0
84

62
22

0
0

(2
.1

%
)

(9
4.

4%
)

(5
.6

%
)

(0
.0

%
)

(0
.0

%
)

(4
.8

%
)

(7
3.

8%
)

(2
6.

2%
)

(0
.0

%
)

(0
.0

%
)

※
　3

4/
36

※
　2

/3
6

※
　0

/3
6

※
　0

/3
6

※
　6

2/
84

※
　2

2/
84

※
　0

/8
4

※
　0

/8
4

7.
1回

福
島

県
の

２
自

治
体

が
実

施
をし

て
い

な
い

た
め

、１
歳

６
か

月
児

及
び

３
歳

児
健

診
の

実
施

市
区

町
村

数
は

1,
73

9自
治

体
とな

って
い

る。

２
か

月
児

健
診

３
～

５
か

月
児

健
診

６
～

８
か

月
児

健
診

９
～

12
か

月
児

健
診

１
歳

６
か

月
児

健
診

法
定

健
診

法
定

健
診

法
定

健
診

４
歳

児
健

診

５
歳

児
健

診

６
歳

児
健

診
（

就
学

ま
で

）

法
定

健
診

３
歳

児
健

診

小
学

校
就

学
ま

で
の

期
間

に
、市

町
村

が
公

費
負

担
で

実
施

す
る一

人
当

た
り乳

幼
児

健
康

診
査

の
回

数
（

健
康

診
査

の
内

容
を分

け
て

一
部

個
別

で
実

施
して

い
る場

合
に

つ
い

て
は

、集
団

で
実

施
分

と一
部

個
別

で
実

施
分

を併
せ

て
1回

と数
え

る
）

　　
　　

看
護

職
等

専
門

職
へ

の
情

報
提

供
や

連
携

をし
て

い
る

２
）

医
療

機
関

関
係

者

３
）

保
健

関
係

部
署

（
自

治
体

）

２
．

希
望

者

３
．

成
人

保
健

部
署

と共
同

開
催

 

４
．

その
他

の
部

署
と共

同
開

催

実
施

自
治

体
数

健
康

診
査

２
週

間
児

健
診

（
回

答
：

1,
74

1市
区

町
村

）

１
．

母
子

保
健

主
幹

部
署

の
単

独
開

催

２
．

児
童

福
祉

部
署

と共
同

開
催

１
．

成
育

医
療

等
基

本
方

針
に

基
づ

く計
画

とし
て

策
定

２
．

健
康

増
進

法
に

基
づ

く健
康

増
進

計
画

と一
体

的
に

策
定

３
．

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

に
基

づ
く市

町
村

行
動

計
画

と一
体

的
に

策
定

４
．

子
ども

・子
育

て
支

援
事

業
計

画
と一

体
的

に
策

定
 

５
．

その
他

１
か

月
児

健
診

３
．

必
要

と認
め

られ
る者

 

４
．

看
護

職
等

専
門

職
が

い
る窓

口
で

届
出

した
者

の
み

（
２

）
　看

護
職

等
専

門
職

（
※

）
が

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
を行

って
い

る
　　

（
※

）
看

護
職

(保
健

師
・助

産
師

・看
護

師
・准

看
護

師
)お

よび
、社

会
福

祉
士

、心
理

職
等

の
専

門
職

５
）

教
育

関
係

部
署

（
自

治
体

）
　

６
）

教
育

関
係

者

７
）

児
童

福
祉

部
署

（
自

治
体

）

８
）

児
童

福
祉

関
係

者

１
．

全
員

１
）

医
療

関
係

部
署

（
自

治
体

）

（
２

）
（
１
）
で
「は
い
：
○
」と
回
答
した

場
合

　　
　　

協
議

の
場

の
開

催
に

つ
い

て

（
３

）
（
１
）
で
「は
い
：
○
」と
回
答
した

場
合

　　
　　

協
議

の
場

へ
の

参
加

者
とし

て
該

当
す

る部
署

及
び

関
係

者
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

可
）

（
３

）
（
２
）
で
「は
い
：
○
」と
回
答
した

場
合

　　
　　

看
護

職
等

専
門

職
が

交
付

して
い

る対
象

者
に

つ
い

て

４
）

保
健

関
係

者

実
施

自
治

体
数

別
紙
１

106



○
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、母

子
保
健
法
に
よ
り、
市
町
村
に
お
い
て
「１

歳
６
か
月
児
」及

び
「３

歳
児
」に
対
す
る
健
康
診
査
の
実
施
が
義
務
付
け
られ

て
い
る
。ま
た
、乳

児
期

（
「３

か
ら６

か
月
頃
」及

び
」「
９
か
ら１

１
か
月
頃
」）

の
健
康
診
査
に
つ
い
て
も
全
国
的
に
実
施
され

て
い
る
状
況
とな

って
い
る
。こ
うし
た
中
で
、新

た
に
「１

か
月
児
」及

び
「５

歳
児
」に

対
す
る
健
康
診
査
の
費
用
を助

成
す
る
こと
に
よ
り、
出
産
後
か
ら就

学
前
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
こと
を
目
的
とす
る
。

※
本
事
業
に
よ
る
財
政
支
援
に
加
え
、必

要
な
技
術
的
支
援
や
体
制
整
備
に
係
る
財
政
支
援
を
行
うこ
とに
よ
り、
「１

か
月
児
」及

び
「５

歳
児
」の
健
康
診
査
の
早
期
の
全
国
展
開
を
目
指
す
。

◆
対
象
者

①
１
か
月
頃
の
乳
児

及
び
②
５
歳
頃
の
幼
児

◆
内

容
地
域
に
お
け
る
全
て
の
上
記
①
及
び
②
に
該
当
す
る
乳
幼
児
を
対
象
に
、健

康
診
査
の
実
施
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
助
成
を
行
う。

①
１
か
月
児
健
診

実
施
方
法
：
原
則
とし
て
個
別
健
診

健
診
内
容
：
身
体
発
育
状
況
や
栄
養
状
態
な
どの
評
価
、身

体
疾
患
の
ス
クリ
ー
ニン
グ
、こ
ども
の
健
康
状
態
や
育
児
の
相
談
等

②
５
歳
児
健
診

実
施
方
法
：
原
則
とし
て
集
団
健
診

健
診
内
容
：
発
達
の
状
況
（
身
体
、精

神
、言

語
な
どの
発
達
状
況
）
な
どの
評
価
と早

期
支
援
、育

児
上
の
問
題
とな
る
事
項
、必

要
に
応
じ、
専
門
相
談
等

◆
留
意
事
項

（
１
）
①
の
健
康
診
査
の
実
施
に
当
た
って
は
、委

託
先
の
医
療
機
関
と連

携
を
密
に
行
うと
とも
に
、健

康
診
査
の
結
果
等
の
情
報
の
活
用
な
どに
よ
り伴

走
型
相
談
支
援
の
効
果
的
な
実

施
に
つ
な
げ
る
こと
。ま
た
、健

康
診
査
の
実
施
が
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こと
に
留
意
し、
こど
も
家
庭
セ
ンタ
ー
な
どの
関
係
機
関
とも
連
携
しな

が
ら、
必
要
な

支
援
体
制
の
整
備
を
行
うこ
と。

（
２
）
②
の
健
康
診
査
の
実
施
に
当
た
って
は
、健

康
診
査
の
結
果
、発

達
障
害
等
（
発
達
障
害
等
の
疑
い
を
含
む
。）

と判
定
され

た
幼
児
に
つ
い
て
、就

学
前
ま
で
に
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
関
係
部
局
や
都
道
府
県
等
とも
協
力
しな

が
ら、
地
域
に
お
け
る
必
要
な
支
援
体
制
の
整
備
を
行
うこ
と。

◆
実
施
主
体
：
市
町
村

◆
補
助
率
：
国
1/
2、
市
町
村
1/
2

◆
補
助
基
準
額
：
①
6,
00
0円

／
人
（
原
則
とし
て
個
別
健
診
）
②
5,
00
0円

／
人
（
原
則
とし
て
集
団
健
診
）

成
育
局

母
子
保
健
課

成
育
局

 母
子
保
健
課

「
１
か
月
児
」
及
び
「
５
歳
児
」
健
康
診
査
支
援
事
業

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

実
施
主
体
等

令
和
９
年
度
概
算
要
求

25
億
円
【
令
和
５
年
度
補
正
創
設
】
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成
育
局

 母
子
保
健
課

乳
幼
児
健
康
診
査
実
施
支
援
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

１
億
円
【
令
和
６
年
度
補
正
創
設
】

⚫
３
～
６
か
月
児
健
診
、
９
～

11
か
月
児
健
診
、
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
集
団
健
診
で
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
多
く
、
ま
た
、
法
定
で
は
な
く
任
意

健
診
で
あ
る
が
、
身
体
の
状
態
や
発
達
の
評
価
等
を
行
う
た
め
に
重
要
な
健
診
で
あ
り
、
す
べ
て
の
自
治
体
で
健
診
実
施
を
行
え
る
よ
う
に
体
制
整
備
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

⚫
し
か
し
、
一
部
の
自
治
体
で
は
健
診
が
未
実
施
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

①
健
診
医
が
確
保
で
き
な
い

②
医
師
以
外
の
専
門
職
が
確
保
で
き
な
い

③
健
診
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
運
営
や
、
特
に
５
歳
児
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
含
め
た
体
制
整
備
が
困
難

と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

⚫
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
健
診
医
や
専
門
職
の
確
保
が
難
し
い
地
域
や
、
過
疎
地
等
で
の
健
診
実
施
を
図
る
た
め
、
健
診
実
施
の
体
制
整
備

を
行
え
る
よ
う
支
援
を
し
、
各
健
診
の
全
国
で
の
実
施
を
目
指
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
る
医
師
確
保
の
た
め
の
大
学
病
院
へ
の
働
き
か
け
や
技
術
的

助
言
等
を
通
じ
て
、
自
治
体
に
お
け
る
健
診
実
施
体
制
の
構
築
を
促
進
す
る
。

事
業
の
概
要

⚫
都
道
府
県
事
業

（
１
）
関
係
団
体
と
の
調
整
や
、
広
域
連
携
の
実
施
等
の
健
診
実
施
に
向
け
た
調
整
、
研
修
に
つ
い
て
の
補
助

（
３
～
６
か
月
児
健
診
、
９
～

11
か
月
児
健
診
、
５
歳
児
健
診
）

（
２
）
健
診
医
や
多
職
種
連
携
の
た
め
の
専
門
職
等
の
確
保
の
た
め
の
派
遣
費
用
等
の
補
助
（
３
～
６
か
月
児
健
診
、
９
～

11
か
月
児
健
診
、
５
歳
児
健
診
）

⚫
市
町
村
事
業
（
※
３
～
６
か
月
児
、
９
～

11
か
月
児
健
診
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
自
治
体
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
と
す
る
）

（
３
）
健
診
医
や
多
職
種
連
携
の
た
め
の
専
門
職
等
の
確
保
の
た
め
の
派
遣
費
用
等
の
補
助
（
３
～
６
か
月
児
健
診
、
９
～

11
か
月
児
健
診
、
５
歳
児
健
診
）

（
４
）
各
健
診
の
運
営
や
基
礎
的
な
事
項
に
関
す
る
研
修
、
５
歳
児
健
診
特
化
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
研
修
費
用
（
保
健
師
・
心
理
士
等
の
医
療
従
事
者
・
教
育
関
係

者
が
対
象
）
（
３
～
６
か
月
児
健
診
、
９
～

11
か
月
児
健
診
、
５
歳
児
健
診
）

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
（
１
）
（
２
）
都
道
府
県
（
３
）
（
４
）
市
町
村

【
補
助
率
】

1/
2

【
補
助
基
準
額
】
（
１
）
１
都
道
府
県
あ
た
り

1,
72

2千
円

（
２
）
（
３
）
１
都
道
府
県
あ
た
り
・
１
市
町
村
あ
た
り

88
4千
円

（
４
）
１
市
町
村
あ
た
り

29
3千
円

事
業
の
目
的
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成
育
局

 母
子
保
健
課

1か
月
児
及
び

5歳
児
健
康
診
査
に
係
る
健
診
医
等
研
修
事
業

令
和
９
年
度
概
算
要
求

５
百
万
円
【
令
和
６
年
度
補
正
創
設
】

⚫
「
１
か
月
児
」
や
「
５
歳
児
」
の
乳
幼
児
健
診
の
全
国
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
に
健
診
を
行
う
医
師
の
経
験
不
足
等
が
懸
念

さ
れ
、
健
診
医
の
確
保
に
苦
慮
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
健
診
を
実
施
で
き
る
健
診
医
を
養
成
す
る
た
め
に
研
修
の
機
会
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

⚫
そ
の
た
め
、
「
１
か
月
児
」
や
「
５
歳
児
」
の
乳
幼
児
健
診
の
研
修
を
実
施
す
る
団
体
へ
の
支
援
を
行
い
、
乳
幼
児
健
診
の
健
診

医
の
養
成
、
質
の
向
上
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
を
と
お
し
、
１
か
月
児
健
診
及
び
５
歳
児
健
診
の
全
国
展
開
を
図
る
。

⚫
対
象
者

「
１
か
月
児
」
や
「
５
歳
児
」
の
乳
幼
児
健
診
を
行
う
医
師
を
中
心
に
、
連
携
を
目
的
と
し
た
自
治
体
職
員
や
医
師
以
外
の
専
門
職

⚫
実
施
方
法

・
開
催
場
所
は
全
国
で
行
っ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
全
国
の
医
師
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⚫
内
容
・
「
１
か
月
児
」
や
「
５
歳
児
」
の
乳
幼
児
健
診
の
実
施
に
必
要
な
医
師
の
診
察
手
技
等
の
専
門
性
の
高
い
研
修
を
行
う
。

・
連
携
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体
職
員
や
心
理
担
当
職
員
や
言
語
聴
覚
士
等
の
専
門
職
も
合
わ
せ
て
研
修
を
行
う
。

実
施
主
体
等

【
実
施
主
体
】
国
（
民
間
事
業
者
等
へ
委
託
）

【
補
助
率
】

1/
2

【
補
助
基
準
額
】
１
団
体
あ
た
り

6,
00

0千
円

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要
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【
健
診
に
関
わ
る
職
種
の
例
】

医
師
、
保
健
師
、

心
理
職
、
保
育
士
、
教
育
職
、

作
業
療
法
士
・
運
動
指
導
士
、

言
語
聴
覚
士

等

・
情
報
集
約
（
過
去
の
健
診
結
果
、

家
庭
環
境
、
保
育
所
情
報
等
）

・
発
達
等
の
評
価

・
困
り
感
の
把
握

・
保
護
者
へ
の
説
明

等

健
診
後

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

保保
護護
者者
とと
のの
共共
有有

・
健
診
後
の
不
安
の
傾
聴

・
保
護
者
の
気
づ
き
を
促
す

・
多
職
種
に
よ
る
助
言

多多
職職
種種
にに
よよ
るる
評評
価価
、、

支支
援援
のの
必必
要要
性性
のの
検検
討討

専
門
相
談

５
歳
児
健
診
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
イ
メ
ー
ジ

○
多
く
の
市
町
村
で
は
、
３
歳
児
健
診
（
法
定
健
診
）
以
降
、
就
学
時
健
診
ま
で
健
診
が
な
い
。
乳
幼
児
へ
の
切
れ
目
の
な
い
母
子
保
健
の
提
供
の
た
め
、

社
会
性
発
達
の
評
価
、
発
達
障
害
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
、
５５
歳歳
児児
健健
診診
のの
標標
準準
化化
・・
体体
制制
整整
備備
がが
必必
要要
。。

（
４
～
６
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、
公
費
負
担
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

1
5％
（
令
和

3
年
度
母
子
保
健
課
調
べ
）
）

○
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
に
対
し
て
早 早
期期
介介
入入
をを
実実
施施
す
る
こ
と
で
、
保保
護護
者者
のの
課課
題題
へへ
のの
気気
づづ
きき
やや
生生
活活
へへ
のの
適適
応応
がが
向向
上上
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
５５
歳歳
児児
健健
診診
にに
よよ
りり
学学
童童
期期
のの
不不
登登
校校
発発
生生
数数
がが
減減
少少
し
た
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
る
。

○
５
歳
児
健
診
に
お
い
て
所
見
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
必必
要要
なな
支支
援援
にに
つつ
なな
げげ
るる
地地
域域
のの
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ
体体
制制
がが
重重
要要
。

概
要

令
和
５
年
度
研
究
班
で
健
康
診
査
票
・

問
診
票
を
作
成
し
、
関
係
団
体
に
意
見

照
会
・
成
育
医
療
等
分
科
会
で
議
論
の

上
、
自
治
体
に
周
知
。

○
医医
療療
のの
キキ
ャャ
パパ
シシ
テテ
ィィ
強強
化化

⇒
発
達
障
害
の
診
察
が
で
き
る
医
師
の
養
成
、
医
療
機
関
の
体
制
強
化
。
診
療
報
酬
に
つ
い
て
も
別
途
検
討

〇
福福
祉祉
とと
のの
連連
携携
強強
化化

⇒
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
母
子
保
健
の
連
携
強
化
、
福
祉
の
支
援
体
制
強
化
（
障
害
報
酬
を
含
む
）

〇
教教
育育
とと
のの
連連
携携
強強
化化

⇒
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
等
、
教
育
委
員
会
等
と
の
情
報
共
有
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
と
連
携
し
た
個
別
の
支
援
・
配
慮

地
域
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
に
係
る
課
題

５
歳
児
健
診

地
域
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

保
健

福
祉

教
育

医
療

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
保
健
師
に
よ
る
相
談

◆
保
育
所
等
の
関
係
機
関

と
の
情
報
共
有

教
育
委
員
会
、
学
校
等

◆
保
健
・
医
療
・
福
祉
と
の
連
携

◆
環
境
調
整
等

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等

◆
通
所
系
、
訪
問
系
支
援
、

相
談
支
援
等

◆
環
境
調
整
等

地地
域域
のの
リリ
ソソ
ーー
スス
をを
使使
っっ
たた
支支
援援
体体
制制
（（受受
けけ
皿皿
））
を
構
築

専
門
医
療
機
関
等

◆
診
察
・
治
療

◆
小
児
科
医
等

（
小
児
神
経
科
医
、
児
童
精
神
科
医
、

子
ど
も
の
心
専
門
医
等
）

こ
ど
も

（
家
庭
・
保
育
所
等
）

問
診
・
診
察
・
評
価

資料38
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５
歳
児
健
康
診
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
地
域
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
等
の
整
備
に

つ
い
て

（
令
和
６
年
３
月

29
日
こ
ど
も
家
庭
庁
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
の
連
名
課
長
通
知
）

概
要 関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

５
歳
児
健
康
診
査
（
以
下
「
５
歳
児
健
診
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
健
診
の
実
施
体
制
の
構
築
に
加
え
、
健
診
に
お
い
て
こ
ど
も
へ
の
発
達
支
援
の
ニ
ー
ズ

や
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
相
談
等
（
就
学
に
向
け
た
相
談
を
含
む
。
）
の
ニ
ー
ズ
な
ど
が
把
握
さ
れ
た
場
合
に
、
地
域
全
体
で
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
市
町
村
を
中
心
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
の
各
分
野
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地
域
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
あ
た
り
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
整
理
し
た
。

１
市
町
村
に
求
め
ら
れ
る
役
割

市
町
村
に
お
け
る
５
歳
児
健
診
の
実
施
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
広
域
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
発
達
障
害
等
の
診
断
を
行
う
専
門
医

療
機
関
に
お
い
て
、
発
達
障
害
等
に
係
る
速
や
か
な
受
診
や
評
価
を
行
え
る
体
制
を
構
築
し
、
適
切
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連
携
、

個
別
の
支
援
計
画
の
策
定
等
に
あ
た
り
保
育
士
等
に
求
め
ら
れ
る
専
門
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
発
達
障
害
等
を
踏
ま
え
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
こ
ど

も
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
修
機
会
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
。

２
都
道
府
県
に
求
め
ら
れ
る
役
割

５
歳
児
健
診
や
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
担
当
す
る
医
師
等
の
確
保
に
お
い
て
、
市
町
村
や
都
道
府
県
か
ら
連
携
や
協
議
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
可
能
な
限
り
協
力

す
る
こ
と
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
発
達
障
害
等
の
診
療
に
係
る
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
各
医
療
機
関
に
お
け
る
取
組
の
際
に
参
考
と
す
る
こ
と
。

 

３
医
療
機
関
や
医
療
関
係
団
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

市
町
村
か
ら
保
護
者
の
同
意
を
得
て
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
ど
も
の
集
団
生
活
の
様
子
か
ら
の
気
付
き
や
保
護
者
が
感
じ
て
い
る
課
題
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
健
診
に
関
わ

る
保
健
師
等
と
の
共
有
が
望
ま
し
い
こ
と
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
や
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
等
や
巡
回
支
援
専
門
員
の
活
用
も
含
め
て
、
発
達
障
害
等
を
踏
ま

え
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
こ
ど
も
に
対
す
る
教
育
・
保
育
の
充
実
を
図
る
な
ど
し
つ
つ
、
集
団
生
活
の
場
で
個
々
の
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
細
や
か
な
配
慮
を
行

う
な
ど
す
る
こ
と
。

４
保
育
所
等
（
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
）
に
求
め
ら
れ
る
役
割

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
５
歳
児
健
診
や
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
画
し
、
保
健
・
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
就
学
に
当
た
っ
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
保
護

者
へ
の
相
談
や
、
入
学
後
の
学
校
生
活
や
教
育
制
度
等
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
健
診
及
び
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
係
る
情
報
を
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
・
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
当
該
情
報
を
活
用
し
て
、
本
人
や
保
護
者
の
意
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
反
映
す
る
こ

と
。
あ
わ
せ
て
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
こ
ど
も
の
就
学
後
も
切
れ
目
な
い
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

５
教
育
委
員
会
・
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に
求
め
ら
れ
る
役
割

関
係
団
体
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
医
師
等
専
門
職
を
確
保
し
、
５
歳
児
健
診
の
実
施
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
の
各
分
野
の
関
係
者

が
健
診
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
に
参
画
し
、
情
報
共
有
や
多
角
的
な
視
点
か
ら
支
援
・
対
応
方
針
の
検
討
を
行
う
こ
と
や
、
健
診
後
の
支
援
方
針
等
を
関
係
者
間
で
情
報
共
有
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
適
宜
既
存
の
会
議
体
等
を
活
用
し
つ
つ
、
関
係
者
が
連
携
し
た
地
域
に
お
け
る
支
援
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
中
核
と
し
た
地
域
の
障
害
児
支
援
体
制
の
強
化
を
通
じ
て
、
保
健
と
福
祉
の
連
携
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
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デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革

取
りま
とめ

20
26

（
20

25
年

6月
13
日

デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議
決
定
）

＜
母
子
保
健

D
Xの

推
進
＞

現
状
で
は
、妊

婦
・乳

幼
児
健
診
等
は
問
診
票
な
ど紙

に
よ
る
運
用
が
基
本
とな

って
い
る
た
め
、住

民
や
自
治
体
、医

療
機
関
に
お
い
て
負
担
・手

間
が
生
じて

お
り、
ま
た
、

健
診
結
果
等
の
共
有
に
タイ
ム
ラグ
が
生
じて

い
る
。こ
れ
らの

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、母

子
保
健
情
報
の
迅
速
な
共
有
・活

用
を
可
能
とす
る
母
子
保
健
DX
を
推
進
す
る
。

具
体
的
に
は
、住

民
、医

療
機
関
、自

治
体
の
間
で
母
子
保
健
情
報
を
迅
速
に
共
有
・活

用
す
る
た
め
の
情
報
連
携
基
盤
（
PM

H）
を
整
備
し、
希
望
す
る
自
治
体
に
お

い
て
、乳

幼
児
健
診
等
に
つ
い
て
情
報
連
携
基
盤
（
PM

H）
を活

用
した

実
証
事
業
を
行
って
い
る
。ま
た
、電

子
版
母
子
健
康
手
帳
を
原
則
とす

る
こと
を
目
指
し、

20
24
年

度
に
課
題
と対

応
を
整
理
した

結
果
を踏

まえ
、2

02
5年

度
に
事
業
者
等
に
お
い
て
対
応
が
必
要
と考

え
られ

る
事
項
を
ま
とめ
た
「電

子
版
母
子
健
康
手
帳
ガ
イド
ライ
ン」
を

発
出
した

。
これ

らの
母
子
保
健
DX
の
全
国
展
開
を推

進
す
る
とと
も
に
、そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
とな

る
、電

子
カル

テ
連
携
に
よ
る
マイ
ナ
ンバ

ー
カー

ドで
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の

拡
大
や
、現

場
に
お
け
る
紙
併
用
・二

重
入
力
等
の
負
荷
を
解
消
す
る
た
め
の
情
報
連
携
基
盤
（
PM

H）
の
改
修
を
行
うと
とも
に
、2

02
6年

度
中
に
情
報
連
携
基
盤

（
PM

H）
上
の
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
機
能
の
開
発
・実

証
、関

係
法
令
の
整
備
等
を
行
う。

あ
わ
せ
て
、母

子
保
健
情
報
等
の
情
報
連
携
基
盤
（
PM

H）
を
活
用
して

ス
マ
ー
トフ
ォン
で
健
診
の
受
診
や
結
果
の
確
認
を
可
能
とす
る
な
ど、
住
民
の
利
便
性
の
向
上

を図
る
とと
も
に
、自

治
体
や
医
療
機
関
で
の
健
診
等
に
係
る
事
務
負
担
を軽

減
す
る
。

＜
里
帰
りす
る
妊
産
婦
へ
の
支
援
＞

里
帰
りを
す
る
妊
産
婦
に
つ
い
て
、健

診
情
報
や
伴
走
型
相
談
支
援
の
情
報
が
自
治
体
間
で
十
分
に
共
有
で
き
て
お
らず

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
提
供
に
支
障
を
来
す
場

合
が
あ
り、
また

、関
連
す
る
事
務
手
続
が
煩
雑
とな

って
い
る
。

これ
らの

課
題
の
解
決
を図

る
た
め
、里

帰
りに
関
す
る
実
態
調
査
を
行
うと
とも
に
、里

帰
りに
係
る
情
報
連
携
の
た
め
の
制
度
改
正
を
行
った
。こ
の
実
態
調
査
の
結
果
を

踏
まえ

、情
報
連
携
基
盤
（
PM

H）
を活

用
した

里
帰
り妊

産
婦
に
係
る
母
子
保
健
情
報
の
自
治
体
間
連
携
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し、

20
25
年
度
か
ら希

望
す
る
自
治
体
に
お

い
て
先
行
的
に
運
用
を開

始
した

。引
き続

き全
国
展
開
に
向
け
、こ
れ
らの

取
組
を
進
め
、加

え
て
住
所
地
自
治
体
・里

帰
り先

自
治
体
双
方
に
お
け
る
手
続
の
簡
素
化
と住

民
の
利
便
性
向
上
を更

に
図
る
た
め
、里

帰
りす
る
妊
産
婦
の
健
診
等
に
お
い
て
、償

還
払
い
等
の
煩
雑
な
手
続
を
要
さず

、自
治
体
を
超
え
て
利
用
を
可
能
とす
る
集
合
契

約
・請

求
支
払
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、2

02
6年

度
中
に
要
件
定
義
を行

い
、導

入
に
向
け
て
検
討
を進

め
る
。

これ
に
より
、里

帰
り先

自
治
体
と住

民
票
所
在
地
自
治
体
の
間
で
母
子
保
健
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
共
有
され

、切
れ
目
の
な
い
支
援
が
提
供
可
能
とな

る
とと
も
に
、里

帰
りし
た
場
合
の
煩
雑
な
手
続
が
改
善
され

る
こと
が
期
待
され

る
。

（
出
典
）
内
閣
官
房

デ
ジ
タル

行
財
政
改
革

取
りま
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組
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母
子

保
健

Ｄ
Ｘ

に
つ

い
て

R２
年

度
 自

治
体

が
デ

ー
タ化

した
乳

幼
児

・妊
婦

健
診

の
情

報
（

一
部

）
を

  ・
 P

H
Rの

観
点
か
らス
マ
ー
トフ
ォン
等

(マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

)で
閲

覧
可

能
に

 【
①

】
・

中
間

サ
ー

バ
を

介
して
自
治
体
間
で
共
有
可
能

に
 【

②
】

R４
年

度
マ

イナ
ポ

ー
タル

で
閲

覧
可

能
な
母
子
保
健
情
報
の
項
目
の
拡
充
（
産
後
ケ
ア
、新

生
児
訪
問
指
導
等
）
を
整
理
＊

 【
③

】
※

併
せ

て
、約

10
年

ぶ
りに

母
子

健
康

手
帳

の
内

容
の

大
幅

見
直

しを
議

論
（

⇒
 令

和
５

年
４

月
～

府
令

様
式

改
正

）
※

産
後

ケ
アの

実
施

内
容

や
、こ

ども
家

庭
セ

ンタ
ー

等
相

談
機

関
の

利
用

記
録

等
を追

加

R５
年

度
 デ

ジ
タル

庁
が

、住
民

、自
治

体
、医

療
機

関
で

母
子

保
健

情
報

を
迅

速
に

共
有

・活
用

す
る

た
め

の
情
報
連
携
基
盤
（

PM
H
）
を
構
築

R６
年

度
・

母
子

保
健

DX
を

実
現

す
る

た
め

の
改
正
母
子
保
健
法
が
成
立

・
PM

Hを
活

用
した

乳
幼

児
・妊

婦
健

診
の
先
行
実
施
を
複
数
の
自
治
体
で
開
始

 【
④

】
※

併
せ

て
、産

婦
健

診
や

里
帰

りに
係

る
機

能
拡

張
や

電
子

カル
テ

との
連

携
を検

討
・

住
民

とP
M

Hと
の

接
続

の
利

便
性

向
上

、プ
ッシ

ュ型
支

援
の

実
現

を目
指

し、
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
持
つ
べ
き
機
能
＊
等
を
議
論

 【
⑤

】

R７
年

度
・

R６
年

度
の

議
論

を踏
ま

え
、電

子
版

母
子

健
康

手
帳

の
ガ

イド
ライ

ン※
等

を発
出

※
ベ

ン
ダー

・自
治

体
に

、ア
プ

リと
して

持
つ

べ
き

機
能

や
セ

キ
ュリ

テ
ィ要

件
等

に
つ

い
て

提
示

す
る

も
の

・
PM

Hの
更

な
る

機
能

拡
張

（
集

合
契

約
・費

用
請

求
等

に
係

る
シ

ス
テ

ム
等

）

R８
年

度
～

・
電

子
版

母
子

健
康

手
帳

の
普

及
を含

む
母

子
保

健
D

Xの
全

国
展

開

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
今
後
の
進
め
方

母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
と
は

手
段

：
全

国
共

通
の
情
報
連
携
基
盤
（

PM
H
＊
）
や
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
（
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
トフ
ォン
の
母
子
手
帳
ア
プ
リ）
を
活
用

す
る

こと
で

、
目

標
：

①
ス

マ
ー

トフ
ォン

で
の
健
診
受
診
・健
診
結
果
の
確
認

や
プ
ッシ
ュ型

支
援

、里
帰
りの

際
の
煩
雑
な
手
続
き
の
改
善

等
を

実
現

し、
②

住
民

の
利

便
性

の
向

上
や

必
要

な
支

援
へ

の
つ

な
ぎ

、自
治

体
・医

療
機

関
の

事
務

負
担

の
軽

減
、母

子
保

健
情

報
の

利
活

用
を

目
指

す

＊
R6

.6
に

デ
ー

タ標
準

レ
イア

ウト
に

反
映

し、
その

上
で

各
自

治
体

に
お

い
て

シ
ス

テ
ム

を
改

修
予

定

＊
Pu

bl
ic

 M
ed

ic
al

 H
ub

PM
H

住
民

自
治
体

医
療
機
関

里
帰
り先

等
自
治
体

マ
イナ

ポ
ー

タル

【健
診

情
報

、
里

帰
り情

報
等

】
【④
】

【⑤
】

【健
診

情
報

】
【産

後
ケ

ア
等

情
報

】
【①
】 【
③
】

【⑤
】

母
子

保
健

・子
育

て
支

援
サ

ー
ビス

の
プ

ッシ
ュ型

支
援

・申
請

＜
母

子
保

健
DX

の
イメ

ー
ジ

図
＞

＊
紙

の
手

帳
の

機
能

＋
ア

プ
リな

らで
は

の
機

能 母
子

手
帳

ア
プ

リ

母
子

手
帳

ア
プ

リ

API 連 携

【健
診

情
報

】 【
②
】
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【【
PP

MM
HH
シシ
スス
テテ
ムム
構構
成成
図図

  RR
77
年年
度度
時時
点点
】】

PM
H(

Pu
bl

ic
 M

ed
ic

al
 H

ub
)本
体

（
デ
ジ
タ
ル
庁
）

医
療
費
助
成
：
医
療
機
関
・
薬
局
シ
ス
テ
ム

（
レ
セ
コ
ン
ベ
ン
ダ
）

予
防
接
種

：
医
療
機
関
向
け
ア
プ
リ

母
子
保
健

（
ア
プ
リ
ベ
ン
ダ
）

自
治
体
検
診

介
護

：
医
療
機
関
・
薬
局
シ
ス
テ
ム

（
電
子
カ
ル
テ
等
ベ
ン
ダ
）

医
療
機
関
・
自
治
体
連
携
領
域

マ
イ
ナ
ポ

医
療
機
関
等

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
）

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末

・
操
作
端
末

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム

自
治
体
A 各
業
務
シ
ス
テ
ム

自
治
体
B 各
業
務
シ
ス
テ
ム

自
治
体
C 各
業
務
シ
ス
テ
ム

患
者
（
ス
マ
ホ
で
予
診
票
・
問
診
票
入
力
）

民
間
PH

R
（
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
・

デ
ジ
タ
ル
予
防
接
種
ア
プ
リ
）

マ
イ
ナ
ポ

AP
Iに
よ
り
連
携

（
ア
プ
リ
ベ
ン
ダ
）

（
デ
ジ
タ
ル
庁
）

共
通
基
盤

医
療
費
助
成

予
防
接
種

母
子
保
健

介
護

自
治
体
検
診

(R
7構
築
中

)

PM
H
（

Pu
bl

ic
 M

ed
ic

al
 H

ub
）
の
構
築

（
医
療
情
報
基
盤
・

診
療
報
酬
審
査

支
払
機
構
等
）
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3

⚫
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
と
は
、
母
子
健
康
手
帳
に
記
録
さ
れ
る
情
報
を

P
M

H
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
ア
プ
リ
等
に
よ
り

P
M

H
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
、
医
療
機
関
等
及
び
自
治
体
が
当
該
情
報
の
入
力
・
参
照
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⚫
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
に
係
る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
「
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
仮
称
）
策
定
に
向

け
た
検
討
会
」
の
議
論
の
取
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
作
成

さ
れ
た
。

⚫
事
業
者
等
に
お
い
て
対
応
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
事
項
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
開
発
・
運
営
、
活
用

に
当
た
っ
て
参
照
す
べ
き
事
項
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

1.
は
じめ

に
2.
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
概
要

3.
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
に
お
け
る
情
報
の
取
扱
い
及
び
運
用
に
関
す
る
事
項

4.
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
全
般
に
関
して

事
業
者
が
留
意
す
べ
き
事
項

5.
利
用
者
向
け
アプ

リ事
業
者
が
留
意
す
べ
き事

項
6.
医
療
機
関
等
向
け
アプ

リ事
業
者
が
遵
守
す
べ
き事

項
7.
自
治
体
向
け
アプ

リ事
業
者
が
遵
守
す
べ
き事

項
8.
要
件
遵
守
の
担
保

9.
本
書
の
見
直
し

ガ
イド
ライ
ンの

内
容

ガ
イド
ライ
ンの

位
置
づ
け

電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
利
用
イメ
ー
ジ

電
子
版

母
子
健
康
手
帳

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

A
P
I

P
M
H

（
P

u
b

li
c
 

 M
e

d
ic

a
l 
H

u
b
）

保
有
主
体
：

利
用
者
で
あ
る

国
民

(母
又
は
子

)

利
用
者
本
人
の

同
意
の
も
と、

参
照
、入

力

※
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
ガ
イド
ライ
ン
に
加
え
、

令
和
８
年
度
に
各
ベ
ンダ
向
け
の
技
術
解
説
書
を
策
定
予
定

電
子
版
母
子
健
康
手
帳
ガ
イ
ドラ
イ
ン
に
つ
い
て

（
令
和
８
年
3月

31
日
発
出
）

利
用
者
向
け

ア
プ
リ

市
町
村
向
け

ア
プ
リ

医
療
機
関
等

向
け
ア
プ
リ
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⚫
災

害
時
や
救
急
時

等
に

も
、医

療
機

関
受

診
時

に
、マ

イナ
保

険
証

で
の

認
証

に
より

、紙
の

母
子

健
康

手
帳

を持
ち

歩
い

て
い

な
くて

も
、母

子
健

康
手

帳
の

情
報

を
医

療
機

関
が

閲
覧

で
きる

。
⚫
里
帰
り等

に
よ
る
自
治
体
間
の
移
動

や
転

居
時

に
お

い
て

も
、居

住
地

と里
帰

り先
や

、転
居

先
と転

居
元

な
どの

双
方

の
自

治
体

等
に

お
い

て
、情

報
を共

有
す

る
こと

が
可

能
とな

り、
効

果
的

な
支

援
や

体
制

の
強

化
に

も
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

⚫
自

治
体

が
、母

子
健

康
手

帳
等

の
情

報
と連

携
して

地
域

の
支

援
サ

ー
ビス

や
子

育
て

情
報

な
どの

情
報

を発
信

す
る

こと
に

より
、情

報
を必

要
とす

る
人

に
届

け
る

こと
が

で
き

、
包
括
的
支
援

に
つ

な
が

って
い

くこ
とが

期
待

され
る

。

※
1 

医
療

機
関

等
は

、児
の

マ
イナ

保
険

証
で

認
証

す
る

こと
に

より
、児

の
情

報
（

母
が

設
定

した
情

報
を含

む
）

を閲
覧

す
る

こと
が

可
能

とな
る

。

住
民

健
診

結
果

等

… … …
… … …

日
々

の
記

録
・閲

覧
・

家
族

間
連

携

情
報

を
閲

覧
※

１
・受

診
結

果
等

を
記

録

健
診

結
果

等
市

町
村

業
務

シ
ス

テ
ム

で
、

住
民

の
健

診
結

果
等

を閲
覧

・デ
ー

タ管
理

児
の

マ
イナ

保
険

証
で

認
証

・受
診

※
2

母
の

マ
イナ

保
険

証
で

認
証

・受
診

医
療
機
関
等

市
町
村

自
治

体
か

らの
プ

ッシ
ュ通

知
を受

信

健
診

タイ
ミン

グ
、

相
談

窓
口

・地
域

の
イベ

ント
情

報
等

を
受

信
可

能

・
・
・

・
・
・

・
・
・

重
複

記
入

・
記

録
不

要

児
の

出
生

後
、母

の
情

報
を

児
の

情
報

と一
体

とし
て

取
り

扱
うこ

とが
で

き
る

（
母

の
同

意
に

基
づ

く）

母
児

X市
か

ら
の

お
知

らせ
相

談
窓

口
は

…
Xか

月
健

診
を

受
診

しま
しょ

う

健
診

結
果

等 健
診

結
果

等

妊
婦

の
健

康
の

記
録

保
護

者
の

記
録

問
診

票
等

必
要

な
支

援
等

医
療

機
関

か
ら受

信
した

情
報

の
デ

ー
タ化

作
業

不
要

電
子

版
母

子
健

康
手

帳
アプ

リ
等

専
用

端
末

や
電

子
カル

テ
等

の
汎

用
端

末

記
録

・
問

診
票

等

※
2 

(児
に

関
す

る
利

用
の

場
合

)、
母

が
同

意
した

母
に

関
す

る
情

報
が

児
に

渡
され

、児
の

情
報

と同
様

に
取

り扱
わ

れ
る

こと
で

、母
で

は
な

く父
や

祖
父

母
その

他
の

者
が

児
の

受
診

に
付

き添
う場

合
も

、母
児
の
情
報
を
一
体
的
に
利
用
す
る
こと
が
可
能

とな
る

。

健
診

結
果

等

電
子

版
母

子
健

康
手

帳
の

利
用

イメ
ー

ジ

116



②
医
療
機
関
の
業
務
効
率
化
・健
診
の
精
度
向
上

3.
健
診
関
連
情
報
の
電
子
化
を
通
じた
業
務
効
率
化

・
電
子
版
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
に
よ
る
、二

重
入
力
の
手
間
の
削
減

・過
去
の
健
診
結
果
の
情
報
連
携
に
よ
る
健
診
の
効
率
化

・
健
康
診
査
票
の
記
入
や
受
診
券
の
郵
送
等
の
事
務
業
務
の
削
減

4.
健
診
の
質
の
向
上

・
健
診
情
報
と医

療
情
報
等
とを
連
携
し分

析
す
る
こと
で
、健

診
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

③
自
治
体
の
業
務
効
率
化

5.
迅
速
か
つ
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実
現

・
健
診
の
受
診
勧
奨
業
務
の
効
率
化

・医
療
機
関
か
らの

健
診
結
果
の
速
や
か
な
連
携
に
よ
る
迅
速
な
受
診
状
況
把
握
や
支
援
の
強
化

・
住
居
地
自
治
体
外
（
里
帰
り先

自
治
体
等
）
との

情
報
連
携
の
強
化

①
住
民
の
利
便
性
の
向
上

1.
利
便
性
の
高
い
健
診
の
享
受

・
ス
マ
ート
フォ
ン
等
に
よ
る
問
診
票
提
出

・ 
健
診
結
果
等
を
自
身
の
健
康
管
理
に
活
用

2.
里
帰
りを
す
る
妊
産
婦
等
に
係
る
健
診
受
診
時
の
利
便
性
向
上

・
住
居
地
自
治
体
外
で
の
受
診
時
の
事
務
手
続
き
の
省
略

母
子
保
健

D
Xに
期
待
さ
れ
る
効
果
・メ
リッ
ト
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今
後
想
定
され

る
ス
ケ
ジ
ュー

ル
令
和

10
年
度
以
降

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

令
和
９
年
度

※
P

M
H

: 
P

u
b
lic

 M
e
di

c
al

 H
ubPM

H・
マ
イナ

ポ
開
発

妊
産
婦
・乳

幼
児
健
診
実
証

P
M

H
（母
子
保
健
）と
の

接
続
機
能
の
適
合
基
準
日

マ
イナ

ポ
ー
タル

・
PM

Hを
利
用
した

妊
産
婦
健
診
・

乳
幼
児
健
診
等

自
治

体
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム

➢
里
帰
り出

産
対
応
機
能

➢
流
産
情
報
連
携
機
能

➢
産
後
ケ
ア機

能
➢
医
療
機
関
等
連
携
機
能

等

全
国
展
開
→

環
境
が
整
った
自
治
体
か
ら順

次
開
始

電
子
版
母
子
健
康
手
帳

ガ
イド
ライ
ン策

定
PM

H開
発
（
電
子
母
子
手
帳
対
応
）

電
子
版
母
子

健
康
手
帳

全
国
展
開
→

環
境
が
整
った
自
治
体
か
ら順

次
開
始

集
合
契
約
・

請
求
支
払

シ
ス
テ
ム

➢
集
合
契
約
機
能

➢
費
用
請
求
機
能

等

～
実
証

シ
ス
テ
ム
要
件
定
義

シ
ス
テ
ム
開
発
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医
療
機
関
（
個
別
健
診
）
に
お
け
る
想
定
ス
ケ
ジ
ュー

ル
医医
療療
機機
関関
（（個個
別別
健健
診診
））
でで
はは
、、
①①
電電
子子
カカ
ルル
テテ
、、
②②

PP
MM

HH
医医
療療
機機
関関
向向
けけ
画画
面面
へへ
のの
アア
クク
セセ
スス
（（
WW

ee
bb
ブブ
ララ
ウウ
ザザ
））
、、
③③
医医
療療
機機
関関
向向
けけ

専専
用用
アア
ププ
リリ
（（
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
等等
、、
特特
にに
移移
行行
期期
にに
おお
いい
てて
併併
用用
））
にに
よよ
りり
実実
施施
しし
、、
予予
防防
接接
種種
やや
自自
治治
体体
検検
診診
とと
連連
携携
しし
なな
がが
らら
導導
入入
をを
進進
めめ
るる
。。

集
団
健
診

（（
乳乳
幼幼
児児
健健
診診
））

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
利
用
し
専
用
ア
プ
リ
で
入
力

※
専
用
ア
プ
リ
に
よ
る
個
別
健
診
も
含
む

個個
別別
健健
診診

((乳乳
幼幼
児児
健健
診診
・・

妊妊
婦婦
健健
診診
等等

))

PP
MM

HH
医医
療療
機機
関関
向向
けけ

画画
面面
をを
利利
用用

（
R

5
～
）

デ
ジ
タ
ル
健
診
実
証
事
業

全
国
展
開
→

環
境
が
整
っ
た
自
治
体
か
ら
順
次
開
始

標
準
型
電
子
カ
ル
テ

母
子
保
健
等
の
機
能
を

搭
載
し
た
標
準
仕
様
準
拠
の

電
子
カ
ル
テ
等

開
発
・
検
証

デ
ジ
タ
ル
化
等
実
証

事
業
に
お
け
る
検
討

実
証
事
業

令
和
８
年
度

(2
02
6)

令
和
９
年
度

(2
02
7)

令
和
10
年
度

(2
02
8)

令
和
11
年
度

(2
02
9)

令
和
12
年
度
以
降

(2
03
0～

)

電電
子子
カカ
ルル
テテ

（（
オオ
ンン
ププ
レレ
ミミ
スス
））

電電
子子
カカ
ルル
テテ

（（
クク
ララ
ウウ
ドド
型型
））

標
準
仕
様

標
準
型
電
子
カル

テ

環
境
が
整
っ
た
医
療
機
関
か
ら
順
次
開
始

ク
ラ
ウ
ド
型

電
カ
ル
へ

母
子
領
域
の

標
準
型
電
子
カ
ル
テ

仕
様
に
係
る
検
討

全
国
展
開
→

ク
ラ
ウ
ド
型

電
カ
ル
へ

全
国
展
開
→

環
境
が
整
っ
た
医
療
機
関
か
ら
順
次
開
始

集集
合合
契契
約約
・・請請
求求
支支
払払

シシ
スス
テテ
ムム

シ
ス
テ
ム
要
件
定
義

シ
ス
テ
ム
開
発

（
ベ
ン
ダ
開
発
）

先
行
運
用
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背
景

妊
娠

前
か

らは
じめ

る
妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
に

つ
い

て

○
妊

娠
、出

産
、授

乳
等

に
当

た
って

は
、妊

娠
前

か
らの

健
康

な
か

らだ
づ

くり
や

適
切

な
食

習
慣

の
形

成
が

重
要

で
あ

る
。こ

の
た

め
、改

定
後

の
指

針
の

対
象

に
は

妊
娠

前
の

女
性

も
含

む
こと

とし
、名

称
を

「妊
娠

前
か

らは
じめ

る
妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
」と

した
。

○
改

定
後

の
指

針
は

、妊
娠

前
か

らの
健

康
づ

くり
や

妊
産

婦
に

必
要

とさ
れ

る
食

事
内

容
とと

も
に

、妊
産

婦
の

生
活

全
般

、か
らだ

や
心

の
健

康
に

も
配

慮
した

、1
0項

目
か

ら構
成

す
る

。
○

妊
娠

期
に

お
け

る
望

ま
しい

体
重

増
加

量
に

つ
い

て
は

、「
妊

娠
中

の
体

重
増

加
指

導
の

目
安

」（
令

和
３

年
３

月
８

日
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

）
を

参
考

とし
て

提
示

す
る

。

改
定
の
内
容

○
妊

娠
期

及
び

授
乳

期
に

お
け

る
望

ま
しい

食
生

活
の

実
現

に
向

け
て

、平
成

18
年

２
月

に
策

定
され

た
「妊

産
婦

の
た

め
の

食
生

活
指

針
」は

、
何

を
どれ

だ
け

食
べ

た
らよ

い
か

を
わ

か
りや

す
くイ

ラス
トで

示
した

妊
産

婦
の

た
め

の
食

事
バ

ラン
ス

ガ
イド

や
、妊

娠
期

に
お

け
る

望
ま

しい
体

重
増

加
量

等
を

示
して

い
る

。
○

策
定

か
ら約

15
年

が
経

過
し、

健
康

や
栄

養
・食

生
活

に
関

す
る

課
題

を
含

む
、妊

産
婦

を
取

り巻
く社

会
状

況
等

が
変

化
して

い
る

こと
か

ら、
令

和
元

年
度

の
調

査
研

究
事

業
*の

報
告

等
を

踏
ま

え
、令

和
３

年
３

月
に

厚
生

労
働

省
に

お
い

て
指

針
の

改
定

を
行

った
。

＊
令

和
元

（
20

19
）

年
度

「妊
産

婦
の

た
め

の
食

生
活

指
針

の
改

定
案

作
成

お
よ

び
普

及
啓

発
に

関
す

る調
査

研
究

」（
国

立
研

究
開

発
法

人
医

薬
基

盤
・健

康
・栄

養
研

究
所

国
立

健
康

・栄
養

研
究

所
）

妊
娠
中
の
体
重
増
加
指
導
の
目
安
*

＊
関

係
資

料
は

こち
らに

掲
載

して
い

ま
す

 →
 h

tt
ps

:/
/w

w
w

.c
fa

.g
o.

jp
/p

ol
ic

ie
s/

bo
sh

ih
ok

en
/s

ho
ku

ji/

妊
娠

前
の

体
格

＊
＊

BM
I

体
重
増
加
量
指
導
の
目
安

(参
考

)
改

定
前

低
体

重
18

.5
未

満
12
～
15
㎏

９
～

12
㎏

普
通

体
重

18
.5

以
上

25
.0

未
満

10
～
13
㎏

７
～

12
㎏

肥
満

（
１

度
）

25
.0

以
上

30
未

満
７
～
10
㎏

個
別

対
応

(上
限

５
㎏

ま
で

が
目

安
)

肥
満

（
２

度
以

上
）

30
以

上
個
別
対
応

（
上
限
５
㎏
ま
で
が
目
安
）

*
「増

加
量

を
厳

格
に

指
導

す
る

根
拠

は
必

ず
しも

十
分

で
は

な
い

と認
識

し
，

個
人

差
を

考
慮

した
ゆ

る
や

か
な

指
導

を
心

が
け

る
．

」産
婦

人
科

診
療

ガ
イド

ライ
ン

編
  2

02
0

CQ
01

0よ
り

*
*

体
格

分
類

は
日

本
肥

満
学

会
の

肥
満

度
分

類
に

準
じた

。
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⚫
20
19
年
３
月
に
改
定
した

、保
健
医
療
従
事
者
を
対
象
とし
た
「授

乳
・離

乳
の
支
援
ガ
イド

」に
つ
い
て
、一

般
の
方
へ
の

普
及
啓
発
を
行
うた
め
、改

定
の
内
容
を
踏
ま
え
、授

乳
や
離
乳
に
つ
い
て
わ
か
りや

す
く説

明
した

リー
フレ
ット
を
作
成
。

「授
乳
・離

乳
の
支
援
ガ
イ
ド」

 普
及
啓
発
の
リー

フレ
ット

•妊
娠
した

マ
マ
の
た
め
の
「授

乳
準
備
ガ
イド
」

•も
うす

ぐ出
産
す
る
マ
マ
の
た
め
の
「授

乳
ス
ター

トガ
イド
」

•産
後
２
週
間
を
過
ぎ
た
マ
マ
の
た
め
の
「授

乳
の
ギ
モ
ン
解
消
ガ
イド
」

•生
後
５
か
月
か
らの

「離
乳
ス
ター

トガ
イド
」，

別
添
ス
ケ
ジ
ュー

ル

作
成
した

リー
フレ

ット

＊
関
係
資
料
は
以
下
UR
Lに
掲
載
して

い
ます

。
（
令
和
元
年
度
子
ども
・子

育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
「『
授
乳
・離

乳
の
支
援
ガ
イド
』の
普
及
啓
発
に
関
す
る
調
査
研
究
」）

⇒
ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
fa
.g
o.
jp
/p
ol
ic
ie
s/
bo
sh
ih
ok
en
/j
un
yu
u/
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事 務 連 絡

令和元年１０月２５日

都 道 府 県 防 災 担 当

各 保健所設置市 男女共同参画担当 御中

特 別 区 母 子 保 健 担 当

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（被災者行政担当）

内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 総 務 課

厚 生 労 働 省 子 ど も 家 庭 局 母 子 保 健 課

資資料料4422

災害時における授乳の支援並びに母子に必要となる物資の備蓄及び活用について 

防災に関する施策、男女共同参画社会及び母子保健行政の推進につきまして

は、かねてより格段の御配慮をいただいているところであり、深く感謝申し上げ

ます。 
災害時には、避難所等や自宅での慣れない生活環境により、心身の健康に影

響が生ずることが想定されます。特に、妊産婦及び乳児については心身の負担

が大きくなることとあわせて、断水や停電等により、授乳に当たっての清潔な

環境等が確保できない可能性も考えられます。

国においては、被災者の命と生活環境を守るために不可欠な物資として、育

児用ミルク（粉ミルク又は乳児用液体ミルク）や哺乳瓶等をプッシュ型で支援

することとしていますが、各自治体におかれましては、「災害時における育児

用ミルクの備蓄に関する自治体及び民間団体の取組事例」（別添）を参考に、

授乳に当たっての環境の整備や授乳中の女性への支援について関係部局間で連

携して進めていただきますよう、お願いいたします。とりわけ、ライフライン

が断絶された場合においても水等を使用せずに授乳できる乳児用液体ミルクを

母子の状況等に応じて活用いただくとともに、平時から育児用ミルク及び使い

捨て哺乳瓶や消毒剤等の授乳用品などの母子に必要となる物資の備蓄も進めて

いただきますよう、お願いいたします。
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なお、その際、災害のために備蓄した育児用ミルクについては、ローリング

ストック（＊）等により有効に活用することが可能であり、例えば、賞味期限

が間近になった育児用ミルクを保育所等施設での給食等の食材として活用する

こと、防災に関する訓練や啓発活動において災害への備えとして正しい使用方

法等を説明した上で活用することなどが考えられます。

各都道府県におかれましては、管内市町村に対し広く周知いただきますよう

お願い申し上げます。 

＊ローリングストックとは、物資を特別に備えるのではなく、日頃から食べ

ているものや使っているものを少し多めに購入し、食べた分を補充しながら

日常的に備蓄すること。消費期限切れなどの無駄のない備えができる。

（別添）

災害時における育児用ミルクの備蓄に関する自治体及び民間団体の取組事例 
（参考資料） 
プッシュ型物資支援の実施（液体ミルク等の支援実績について） 
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「三重県備蓄・調達基本方針」（令和元年６月）より抜粋
（２）育児用調製粉乳又は乳児用液体ミルク
・ 乳児の生命維持のために最低限必要な物資として、乳児用の育児用調製粉乳の備蓄 ・調達 を図る。
ただし、母乳栄養のみの乳児分を除く。
・ 0 歳児を対象とし、 育児用調製粉乳は １人１日あ たり 140 ｇを 、 乳児用液体ミルクは １ℓを 基本と
する。
※ 「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」（令和元年５月27日・中央防災会
議幹事会）に基づく

全全都都道道府府県県初初のの現現物物ででのの乳乳児児用用液液体体ミミルルククのの備備蓄蓄

－自治体（三重県）の取組－

 概要
三重県では、災害時に備えて物資を備蓄しているところ、乳児用液体ミルク

を現物で備蓄。乳児用液体ミルクを現物で備蓄するのは全都道府県で初めてと
なる。

１ 数量
乳児用液体ミルク 缶

２ 備蓄時期
令和元年７月下旬から８月上旬にかけて、三重県広域防災拠点に備蓄。

３ 位置付け
災害時の備蓄は、国からのプッシュ型支援が発災後４日目に届けられること

を踏まえ、発災後３日間における県全体（自助・共助・公助）の必要量から自
助・共助による備蓄を除いたものを、県及び市町の公的備蓄で対応することと
しており、県は発災後３日目の分を流通備蓄（※）で補うこととしている。
乳児用液体ミルクの備蓄は、上記の備蓄とは別に、「セーフティネット」と

して、孤立地域の発生や物流機能の停止等の不測の事態が発生した場合に備え
るものである。
※流通備蓄

地方公共団体が、災害時に備えて民間事業者等とあらかじめ協定を結び、災害時に必要な物
資を必要量調達すること。

（別添）

災害時における育児用ミルクの備蓄に
関する自治体及び民間団体の取組事例
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－自治体（大阪府箕面市）の取組－

西西日日本本初初！！災災害害にに備備ええ乳乳児児用用液液体体ミミルルククをを備備蓄蓄
～～平平成成３３１１年年度度当当初初予予算算案案をを２２月月議議会会にに提提案案～～

 概要
箕面市では、災害に備え平成３１年度から乳児用液体ミルクを備蓄するため

の当初予算案を、２月議会に提案。国産の乳児用液体ミルクを備蓄する自治体
は、西日本では箕面市が初めて、全国では３例目。

 今後の活用
箕面市では公立保育所に、常時６００個の乳児用液体ミルクを備蓄できるよ

うに、ローリングストック（※）の手法を活用し、平時も使用しながら必要数
を確保する。災害発生時は、避難所等で使用する。
※ 買い置きしている備蓄用の食料を普段から使用し、使ったらその分を買い
足すこと

■消耗品費
液体ミルク（ ミリリットル約 個分） 千円
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公益社団法人 日本栄養士会のホームページより作成

－民間団体（公益社団法人日本栄養士会）の取組－

日日本本栄栄養養士士会会災災害害支支援援チチーームム『『赤赤ちちゃゃんん防防災災ププロロジジェェククトト』』

 概要
「日本栄養士会災害支援チーム（ ：

）」が、災害時の乳幼児支援を目的
とした『赤ちゃん防災プロジェクト～

～』を平成 （ ）年 月 日に発足

 活動内容
①手引き＆ハンドブックの作成・配布
・避難所等で支援にあたる行政や医療関係者が活用する『災害時における乳
幼児の栄養支援の手引き』

・乳幼児をもつ母親、家族が活用する『災害時に乳幼児を守るための栄養ハ
ンドブック』

②災害時の乳幼児の栄養・食支援に向けた地域防災活動の支援
・特定非営利活動法人日本防災士会と連携し、日本防災士会会員に向けた研
修会の実施

・地域の防災計画における備蓄推奨、地域施設や医療従事者等を対象に研修
会実施等

③母乳代替食品（粉ミルク 乳児用調製粉乳 ・液体ミルク 乳児用調製液状
乳 ）の備蓄推進、災害時における搬送体制拡充と提供
・『災害時における乳幼児の栄養支援の手引き』に基づき 全ス
タッフ対象に、災害時の授乳婦・乳幼児の栄養や母乳、粉ミルク、液体
ミルクの研修を実施

・ が中心となり、平時の各地域における災害対策活動において、
母乳代替食品（粉ミルク・液体ミルク）の備蓄推奨、知識の普及を図る。
災害発生時には － による特殊栄養食品ステーションを通じた搬送
や提供を行う。
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－国（内閣府）の取組－

ププッッシシュュ型型物物資資支支援援のの実実施施

 概要
令和元年台風第１９号の被害に伴い設けられた避難所で避難生活を送る被災

者の命と生活環境を守るために不可欠な物資を国がプッシュ型で支援。

 液体ミルク等の支援実績について
令和元年台風第１９号に伴うプッシュ型支援（令和元年 月 日現在）

液体ミルク 哺乳瓶
（１）宮城県 ２００個 ６０個

（２）福島県 ３１２個 １１０個

（３）茨城県 １６８個 １００個

（４）長野県 ９６個 ５００個（※） ※使い捨て哺乳瓶

※使い捨て哺乳瓶は、洗浄や消毒が不要。急な停電や断水、地震など
の災害時に備えていればすぐに使える。

（参考）
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乳乳
幼幼
児児
身身
体体
発発
育育
調調
査査
にに
つつ
いい
てて

○
身身
体体
発発
育育
曲曲
線線

調
査
結
果
を
も
と
に
身
体
発
育
評
価
の
た
め
の
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
曲
線
を
作
成

○○
身身
長長
体体
重重
曲曲
線線

調
査
結
果
を
も
と
に
肥
満
判
定
（
や
せ
及
び
肥
満
の
評
価
）
の
た
め
に
作
成

○
目目
的的
：

全
国
的
に
乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状
態
を
調
査
し
、
我
が
国
の
乳
幼
児
の
身
体
発
育
値

を
定
め
て
乳
幼
児
保
健
指
導
の
改
善
に
資
す
る

○
調調
査査
方方
法法
：

こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
母
子
保
健
課
が
研
究
班
の
協
力
を
得
で
企
画

①
一一
般般
調調
査査
：

・
都
道
府
県
に
通
じ
て
、
市
区
町
村
が
調
査
を
実
施

・
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
調
査
地
区
か
ら

3
,0

0
0
地
区
内
の
調
査
実
施
日
に
お
い
て
、

生
後

1
4
日
以
上
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
を
対
象
に
、
生
年
月
日
、
身
長
、
体
重
、

運
動
・
言
語
機
能
、
栄
養
法
、
母
の
状
況
等
を
調
査

（
原
則
と
し
て
集
団
調
査
で
実
施
）

②
病病
院院
調調
査査
：

・
民
間
事
業
者
を
活
用
し
、
調
査
を
実
施

・
全
国
の

1
5

0
の
病
院
で
出
生
し
、
令
和
５
年
９
月
中
に
い
わ
ゆ
る

1
か
月
健
診
を

受
診
し
た
乳
児
の
生
年
月
日
、
身
長
、
体
重
、
娩
出
方
法
、
栄
養
法
、
母
の
状
況
等

を
調
査

調調
査査
結結
果果
にに
基基
づづ
くく
曲曲
線線
例例

97 75 50 25 10 390

＜
乳
児
＞

（ パ ー セ ン タ イ ル ）

例
：
乳
児
（
男
子
）
身
体
発
育
曲
線
（
体
重
）

身
長
別
の
体
重
の
値
を
２
次
曲
線
で
近
似
し
た
成
績
に
よ
る 標
準
値

+3
0%

+1
5%

+2
0%
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近
似
式
：
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0.

00
20
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X^
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 +
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3

例
：
幼
児
（
女
子
）
の
身
長
体
重
曲
線

令令
和和
５５
年年
度度
調調
査査
（（
令令
和和
５５
年年
９９
月月
実実
施施
））

〇
乳
幼
児
身
体
発
育
調
査
は
、昭

和
35
年
以
降
10
年
ご
とに
、全

国
的
に
乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状
態
を
調
査
し、
我
が
国
の
乳
幼

児
身
体
発
育
値
を
定
め
、併

せ
て
、乳

幼
児
の
運
動
機
能
、栄

養
法
な
どの
現
状
を
把
握
して
い
る
。

〇
令
和
５
年
９
月
に
調
査
を
実
施
し（

前
回
は
平
成
22
年
に
実
施
）
、令

和
６
年
10
月
に
調
査
結
果
を
公
表
す
る
予
定
。

資資料料4433

128



１
．
背
景

「児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
ガ
イド
」の
策
定
に
つ
い
て

「児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
の
提
供
ガ
イ
ド」

（
平
成

22
年

3月
）

「保
育
所
に
お
け
る
食
事
の
提
供
ガ
イ
ドラ
イ
ン
」（

平
成

24
年

3月
）

・児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
の
提
供
及
び
栄
養
管
理
の

実
践
に
あ
た
って
の
考
え
方
の
例
を
示
す
も
の

・食
事
の
提
供
に
つ
い
て
の
実
務
を担

当
す
る
者
を対

象

・保
育
所
に
お
け
る
食
事
の
提
供
の
形
態
に
関
す
る
現
状
と課

題
を
明
らか

に
す

る
こと
な
どを
目
的

・保
育
所
の
食
事
の
運
営
に
関
わ
る
幅
広
い
者
を対

象

２
つ
の
ガ
イ
ドを

統
合
し、
よ
りわ
か
りや
す
い
内
容
とな

る
よ
う全

体
を
見
直
し

「児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
ガ
イ
ド」
を
策
定

・1
0年

以
上
が
経
過

・成
育
基
本
法
（
平
成

30
年
法
律
第

10
4号

）
の
制
定

・食
事
・食
生
活
を
は
じめ

とし
た
こど
も
を
取
り巻

く環
境
や
課
題
は
さ
らに
変
化

‐ 
児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模
化
及
び
家
庭
的
養
護
の
推
進
、貧

困
等
の
社
会
経
済
的
な
視
点
も
含
め
た
検
討
が
重
要

・よ
り多

角
的
な
視
点
を
も
って
、ひ
とり
一
人
の
こど
も
の
発
育
・発
達
に
対
応
し、
食
事
の
提
供
を
通
じた

こど
も
の
食
生
活
全
体
の
支
援
が

よ
り一

層
求
め
られ

て
い
る

第
１
部

児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
の
提
供
の
あ
り方

〇
施
設
に
お
け
る
食
事
の
意
義
・役
割

…
施
設
に
お
け
る、
一
人
一
人
の
こど
も
の
状
況
を考

慮
した

食
事
・食
生
活
の
支
援
の
重
要
性
を示

す
〇
施
設
に
お
け
る
食
事
提
供
の
考
え
方

…
こど
も
の
状
態
に
応
じた
食
事
提
供
や
食
物
アレ
ル
ギ
ー
対
応
、誤

嚥
予
防
の
取
組
な
ど、
食
事
提
供
の
質
の
向
上
を図

る
た
め
の
考
え
方
等
を
示
す

〇
食
事
の
提
供
体
制
（
自
園
調
理
・外
部
搬
入
等
）
に
応
じた

留
意
事
項

〇
自
然
災
害
等
の
非
常
時
へ
の
備
え

第
２
部

児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
提
供
の
実
践

 〇
児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
提
供
の
取
組
事
例
を記

載
…
一
人
一
人
の
こど
も
へ
の
対
応
、多

職
種
が
連
携
した
保
護
者
支
援
等
を
記
載

２
．
主
な
内
容
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旧
優
生
保
護
法
に
つ
い
て

◆
議
員
立
法
に
よ
り
全
会
一
致
で
成
立
。

◆
人
口
過
剰
問
題
や
ヤ
ミ
堕
胎
の
増
加
を
背
景
に
、
優
生
思
想
の
下
、
不
良
な
子
孫
を
出
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
母
性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
つ
い
て
規
定
。

昭昭
和和
22
33
年年

優優
生生
保保
護護
法法
のの
制制
定定
（（
議議
員員
立立
法法
））

◆
障
害
者
の
権
利
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、
障
害
者
を
差
別
す
る
優
生
思
想
を
排
除
す
る
た
め
、
法
律
名
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
遺
伝
性
精
神
疾
患
等
を

理
由
と
す
る
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）及
び
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
。

平平
成成
８８
年年

優優
生生
保保
護護
法法
をを
母母
体体
保保
護護
法法
にに
改改
正正
（（
議議
員員
立立
法法
））

【【
法法
のの
概概
要要
及及
びび
件件
数数
（（
昭昭
和和
22
44
年年
かか
らら
平平
成成
８８
年年
））
】】

１１
．．
優優
生生
手手
術術

◆
遺
伝
性
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）
と
し
て
、
本
人
同
意
の
有
無
等
に
基
づ
い
て
３
類
型
を
規
定
。

◆
本
人
の
同
意
に
よ
ら
な
い
も
の
は
、
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
「
優
生
保
護
審
査
会
」
に
て
、
審
査
・
決
定
。

◆
本
法
の
定
め
に
よ
ら
な
い
不
妊
手
術
は
禁
止
。

約
１
万

6,
50

0件
約

8,
50

0件

本
人
同
意
不
要

本
人
同
意

審
査
会
決
定

保
護
者
同
意

審
査
会
決
定

４
条

12
条

３
条

遺
伝
性
疾
患

非
遺
伝
性
疾
患

遺
伝
性
疾
患
等

ハ
ン
セ
ン
病

14
,5
66
件

1,
90

9件
6
,9
6
7
件

1,
55

1件

（（
優優
生生
手手
術術
のの
対対
象象
疾疾
患患
のの
類類
型型
））

４
条
（
医
師
の
申
請
・
審
査
会
決
定
）

•
本
人
の
遺
伝
性
の
精
神
病
・
精
神
薄
弱
、
顕
著
な

遺
伝
性
身
体
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
医
師
に
申
請
義
務
が
あ
る
。

•
公
益
上
の
必
要
性
が
審
査
要
件
。

1
2
条
（医
師
の
申
請
・保
護
者
同
意
・審
査
会
決
定
）

•
本
人
の
非
遺
伝
性
の
精
神
病
・
精
神
薄
弱
を
理
由

と
し
た
手
術
。

•
本
人
保
護
の
必
要
性
が
審
査
要
件
。

３
条
（
本
人
同
意
・
医
師
の
認
定
）

•
本
人
、
配
偶
者
の
遺
伝
性
精
神
病
質
、
遺
伝
性
身

体
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
四
親
等
以
内
の
血
族
の
遺
伝
性
精
神
病
、
遺
伝
性

精
神
薄
弱
等
を
理
由
と
し
た
手
術
。

•
ハ
ン
セ
ン
病
を
理
由
と
し
た
手
術
。

※
旧
優
生
保
護
法
第
３
条
に
母
体
保
護
を
理
由
と
す
る
手
術
の
規
定
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
平
成
８
年
改
正
後
の
母
体
保
護
法
に
お
い
て
も
「
母
体
の
健

康
を
著
し
く
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
場
合
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

約
２
万
5
,0
00
件

【
手
術
件
数
、
人
工
妊
娠
中
絶
出
典
】
昭
和
2
4
年
～
昭
和
2
7
年
：
「
衛
生
年
報
」
（
厚
生
省
）
、
昭
和
2
8
年
：
「
昭
和
5
0
年
度

優
生
保
護
法
指
定
医
師
研
修
会
資
料
」
（
主
催
：
厚
生
省
協
力
：

日
本
母
性
保
護
医
協
会
）
、
昭
和
2
9
年
～
昭
和
3
4
年
：
「
衛
生
年
報
」
（
厚
生
省
）
、
昭
和
3
5
年
～
平
成
７
年
：

「
優
生
保
護
統
計
報
告
」
（
厚
生
省
）
、
平
成
８
年
：
「
母
体
保
護
統
計
報
告
」
（
厚
生
省
）

２２
．．
人人
工工
妊妊
娠娠
中中
絶絶

◆
医
師
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
本
人
と
配
偶
者
の
同
意
を
得
て
、
優
生
上
の
理
由
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
え
る
。

・
本
人
又
は
配
偶
者
が
精
神
病
、
精
神
薄
弱
、
精
神
病
質
、
遺
伝
性
身
体
疾
患
又
は
遺
伝
性
奇
型
を
有
し
て
い
る
も
の

・
本
人
又
は
配
偶
者
の
四
親
等
以
内
の
血
族
関
係
に
あ
る
者
が
遺
伝
性
精
神
病
、
遺
伝
性
精
神
薄
弱
、
遺
伝
性
身
体
疾
患
又
は
遺
伝
性
奇
型
を
有
し
て
い
る
も
の

・
本
人
又
は
配
偶
者
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
て
い
る
も
の

◆
本
人
が
精
神
病
者
又
は
精
神
薄
弱
者
で
あ
る
と
き
は
、
保
護
者
等
の
同
意
を
も
っ
て
本
人
の
同
意
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

◆
優
生
上
の
理
由
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
人
工
妊
娠
中
絶
の
件
数
は
約
５
万
９
千
件
。

※
こ
の
ほ
か
、
母
体
保
護
を
理
由
と
す
る
人
工
妊
娠
中
絶
の
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
平
成
８
年
改
正
後
の
母
体
保
護
法
に
お
い
て
も
、
「
妊
娠
の
継
続
又
は
分
娩
が
身
体
的
又
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
母
体
の
健
康
を
著
し
く
害
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
」
、
「暴
行
若
し
く
は
脅
迫
に
よ
っ
て
又
は
抵
抗
若
し
く
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
間
に
姦
淫
さ
れ
て
妊
娠
さ
れ
た
も
の
」と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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旧
優
生
保
護
法
の
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
は
違
憲
。原

告
らの

損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
に
対
して
国
が
除
斥
期
間
の
主
張
を
す
る
こと
は
、信

義
則
に
反
し、
権
利
の
濫
用
とし
て
許
され

な
い
。

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き、
賠
償
額
とし
て
、本

人
の
み
の
場
合
は

15
00
万
円
、本

人
及
び
その

配
偶
者
の
場
合
は
本
人
に

13
00
万
円
、配

偶
者
に

20
0万

円
が
確
定
。

本
判
決
を受

け
、総

理
か
ら、
国
会
とも
よ
く相

談
しな

が
ら、
新
た
な
補
償
の
在
り方

に
つ
い
て
可
能
な
限
り早

急
に
結
論
を
得
られ

る
よ
う、
検
討
を進

め
る
旨
の
指
示
。

令
和
６
年
７
月
３
日

  最
高
裁
大
法
廷
判
決

新
た
な
補
償
制
度
を検

討
す
る
た
め
の

PT
設
置
を決

定
。（

座
長
：
西
村
智
奈
美
議
員
（
立
）

/事
務
局
長
：
福
島
み
ず
ほ
議
員
（
社
）
）

令
和
６
年
７
月
９
日

   
「優
生
保
護
法
下
に
お
け
る
強
制
不
妊
手
術
に
つ
い
て
考
え
る
議
員
連
盟
」（
超
党
派
議
連
）
総
会
（
会
長
：
田
村
憲
久
議
員
（
自
）
）

原
告
団
の
方
々
とお
会
い
し、
政
府
を代

表
して

、心
か
ら謝

罪
。

岸
田
総
理
より
、①

係
属
訴
訟
の
早
期
和
解
。②

新
た
な
補
償
の
仕
組
み
を創

設
（
議
員
立
法
の
検
討
）
。③

偏
見
差
別
の
根
絶
に
向
け
た
、全

府
省
庁
に
よる

新
た
な
体
制
の
構
築
を表

明

令
和
６
年
７
月

17
日

原
告
団
等
と岸

田
総
理
との

面
会

旧
優
生
保
護
法
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

◆
議
員
立
法
に
よ
り全

会
一
致
で
成
立
。

◆
人
口
過
剰
問
題
や
ヤ
ミ堕

胎
の
増
加
を
背
景
に
、 優

生
思
想
の
下
、不

良
な
子
孫
を
出
生

す
る
こと
を
防
止
す
る
とと
も
に
、母

性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こと
を
目
的
とし
て
、優

生
手
術
（
不
妊
手
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
つ
い
て
規
定
。 （

昭
和

23
年

9月
11
日
施
行
）

※
昭
和

24
年
～
平
成

8年
まで

に
、同

法
に
基
づ
き約

２
万
５
千
件
の
優
生
手
術
が
実
施

昭
和

23
年

優
生
保
護
法
の
制
定
（
議
員
立
法
）

◆
障
害
者
の
権
利
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め
られ

る
中
、障

害
者
を
差
別
す
る
優

生
思
想
を
排
除
す
る
た
め
、法

律
名
を
改
正
す
る
とと
も
に
、遺

伝
性
精
神
疾
患
等
を

理
由
とす

る
優
生
手
術
（
不
妊
手
術
）
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
規
定
を
削

除
。

平
成
８
年

優
生
保
護
法
を
母
体
保
護
法
に
改
正
（
議
員
立
法
）

原
告
団
等
と国

との
間
で
「基

本
合
意
書
」を
締
結
。

今
後
、こ
の
合
意
書
を基

に
①
法
に
基
づ
く全

て
の
被
害
者
に
対
す
る
補
償
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
実
施
と、
②
継
続
的
・定

期
的
な
協
議
の
場
の
開
催
を行

う。

令
和
６
年

9月
30
日

基
本
合
意
書
締
結

平
成

30
年
１
月

旧
優
生
保
護
法
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
、最

初
の
提
訴
（
仙
台
地
裁
）
。以

降
、各

地
で
提
訴
。

令
和
６
年

10
月
７
日
に
法
案
が
提
出
され

、８
日
に
成
立
。1

0月
17
日
に
公
布
され

た
。

法
案
の
動
きに

あ
わ
せ
て
、衆

・参
で
「旧

優
生
保
護
法
に
基
づ
く優

生
手
術
等
の
被
害
者
に
対
す
る
謝
罪
とそ
の
被
害
の
回
復
に
関
す
る
決
議
」も
全
会
一
致
で
可
決
。

令
和
６
年

10
月

8日
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
支
給
法
が
議
員
立
法
に
よ
り全

会
一
致
で
成
立

◆
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く優

生
手
術
等
を受

け
た
者
に

32
0万

円
を
支
給
。 
（
請
求
件
数

1,
40

5件
、認

定
件
数

1,
19

8件
）
【令

和
７
年

7月
31
日
時
点
】

◆
「明

らか
に
不
合
理
で
は
な
く、
一
応
確
か
らし
い
こと
」と
い
う判

断
基
準
の
下
、広

く支
給
対
象
に
して

い
く方

向
で
審
査
会
に
お
い
て
審
査
。（

これ
まで

計
55
回
開
催
）
【令

和
６
年

12
月
末
時
点
】

平
成

31
年
４
月

24
日

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
が
議
員
立
法
で
成
立
。即

日
公
布
・施
行
。

※
令
和
６
年
４
月
５
日

一
時
金
支
給
法
改
正
案
が
成
立
し、
請
求
期
限
を
５
年
間
延
長
。

「旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く優

生
手
術
等
を受

け
た
者
等
に
対
す
る
補
償
金
等
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案
〔仮

称
〕
骨
子
素
案
」を
取
りま
とめ
。

令
和
６
年

9月
18
日

超
党
派
議
連
総
会

※
令
和
６
年
７
月

24
日
か
ら
同
年
９
月

18
日
ま
で
の
間
に
、新

た
な
補
償
制
度
を
作
る

PT
が
計
７
回
開
催
。

法
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、原

告
団
の
方
々
と面

会
し、
心
か
らの

謝
罪
を改

め
て
お
伝
え
す
る
とと
も
に
、原

告
団
の
方
々
か
らこ
れ
まで

の
経
験
や
思
い
をお

伺
い
。

石
破
総
理
より
、新

た
な
補
償
が
被
害
者
の
方
々
に
届
くよ
う力

を尽
くし
て
い
くこ
とを
表
明
。

令
和
７
年
１
月

17
日

旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
支
給
法
が
施
行

原
告
団
等
と石

破
総
理
との

面
会

令
和
７
年
３
月

27
日
・９
月

30
日

 「
第
１
回
・第
２
回

旧
優
生
保
護
法
問
題
の
全
面
解
決
に
向
け
た
協
議
」開
催
（
三
原
大
臣
等
対
応
）

法
の
施
行
後
１
年
に
際
して

、原
告
団
の
方
々
と面

会
し、
心
か
らの

謝
罪
を
改
め
て
お
伝
え
す
る
とと
も
に
、原

告
団
の
方
々
か
らこ
れ
ま
で
の
経
験
や
思
い
を
お
伺
い
。

高
市
総
理
よ
り、
法
に
基
づ
く補

償
が
被
害
者
の
皆
様
に
着
実
に
行
き
届
くよ
う力

を
尽
くし
て
い
くこ
とを
表
明
。

令
和
８
年
１
月

21
日

原
告
団
等
と高

市
総
理
との

面
会
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旧旧
優優
生生
保保
護護
法法
にに
基基
づづ
くく
優優
生生
手手
術術
等等
をを
受受
けけ
たた
者者
等等
にに
対対
すす
るる
補補
償償
金金
等等
のの
支支
給給
等等
にに
関関
すす
るる
法法
律律
（（
概概
要要
））

○
昭
和

23
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
成
立
し
た
優
生
保
護
法
※
に
基
づ
き
、
平
成
８
年
ま
で
に
約
２
万
５
千
件
の
優
生
手
術
を
実
施

※
優
生
上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
遺
伝
性
疾
患
等
を
理
由
と
し
た
強
制
的
な
不
妊
手
術
で
あ
る
優
生
手
術
の
実
施
等
に
つ
い
て
規
定

○
平
成

30
年
以
降
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
に
関
す
る
訴
訟
が
各
地
で
提
起
さ
れ
た
こ
と
等
を
背
景
に
、
平
成

31
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
「
一
時
金
支
給
法
」
※
を
制
定

※
一
時
金
支
給
法
：
優
生
手
術
等
を
受
け
た
本
人
を
慰
謝
す
る
た
め
一
時
金
32
0万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
損
害
賠
償
責
任
を
前
提
と
は
し
て
い
な
い

○
令
和
６
年
７
月
３
日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決

◆
旧
優
生
保
護
法
の
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
は
、
憲
法
13
条
（
自
己
の
意
思
に
反
し
て
身
体
へ
の
侵
襲
を
受
け
な
い
自
由
を
保
障
）
及
び
14
条
１
項
（
法
の
下
の
平
等
）
に
違
反

◆
旧
優
生
保
護
法
の
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
に
係
る
国
会
議
員
の
立
法
行
為
は
、
国
賠
法
の
適
用
上
違
法

国
会
及
び
政
府
は
、
最
高
裁
大
法
廷
判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
特
定
疾
病
等
に
係
る
方
々
を
差
別
し
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
を
強
制
し
て
き
た
こ
と
に
関
し
、
日
本
国
憲

法
に
違
反
す
る
立
法
行
為
を
行
い
及
び
こ
れ
を
執
行
し
優
生
上
の
見
地
か
ら
の
誤
っ
た
目
的
に
係
る
施
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
刻
に
そ
の
責
任
を
認
め
深
く
謝
罪

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
深
く
謝
罪
す
る

対
象
：
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
本
人
又
は
特
定
配
偶
者
（
本
人
又
は
特
定
配
偶
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
遺
族

(配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
等
）
）

支
給
額
：
本
人

 1
50

0万
円
特
定
配
偶
者

 5
00
万
円

※
特
定
配
偶
者
と
は
、
本
人
の
手
術
日
か
ら
本
法
公
布
日
の
前
日
ま
で
に
婚
姻

(事
実
婚
含
む

)し
て
い
た
方
等

国
は
、
優
生
手
術
等
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
原
因
及
び
再
発
防
止
措
置
に
つ
い
て
検
証
を
行
う

背背
景景
・・
趣趣
旨旨

概概
要要

７
．
調
査
検
証

対
象
：
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
本
人
で
生
存
し
て
い
る
方

支
給
額
：

32
0万
円

対
象
：
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
人
工
妊
娠
中
絶
等
を
受
け
た
本
人
で
生
存
し
て
い
る
方

➢
旧
優
生
保
護
法
規
定
の
優
生
上
の
要
件
（
遺
伝
性
疾
患
、
精
神
病
等
）
に
該
当
す
る
者

➢
上
記
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

支
給
額
：

20
0万
円

 ※
人
工
妊
娠
中
絶
の
回
数
や
子
ど
も
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
支
給
す
る

※
３
の
優
生
手
術
等
一
時
金
を
受
給
し
た
場
合
に
は
支
給
し
な
い

１
．
前
文

２
．
補
償
金
の
支
給

３
．
優
生
手
術
等
一
時
金
の
支
給

４
．
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
の
支
給

５
．
請
求
期
限

施
行
日
：
公
布
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
日
（
令
和
７
年
１
月

17
日
）

２
～
４
の
い
ず
れ
も
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
（
期
限
に
関
す
る

検
討
条
項
あ
り
）

６
．
請
求
手
続

請
求
に
よ
り
、
認
定
審
査
会
の
審
査
を
経
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
認
定

※
現
行
の
一
時
金
支
給
法
の
内
容
を
本
法
に
規
定
す
る
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⑩
補
償
金
・
一
時
金
支
払
い

旧旧
優優
生生
補補
償償
金金
・・
一一
時時
金金
支支
給給
手手
続続
のの
流流
れれ
（（
イイ
メメ
ーー
ジジ
））

請 求 者

市
町
村
・
医
療
機
関
・
福
祉
施
設

③
請
求
に
係
る
記
録
の

調
査
等
・
報
告

①
相
談
・
請
求

⑧
認
定
結
果
の
通
知

国 （ こ ど も 家 庭 庁 ）

認 定 審 査 会

⑥ 審 査
⑤
審
査
依
頼

⑦
審
査
結
果
の
通
知

④
必
要
書
類
を
揃
え
て
送
付

⑨
認
定
結
果
の
通
知

②
請
求

に
係
る

記
録
の

調
査
等

④
’
記
録
の
調
査
結
果
等
の
通
知

都 道 府 県

※
上
記
の
流
れ
は
、
現
在
居
住
し
て
い
る
都
道
府
県
内
で
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
て
い
た
場
合
。
現
在
居
住
し
て
い
る
都
道

府
県
以
外
で
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
て
い
た
場
合
は
、
請
求
は
、
現
在
居
住
し
て
い
る
都
道
府
県
に
対
し
て
行
い
、
調
査
等

に
つ
い
て
は
、
国
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
、
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
て
い
た
都
道
府
県
が
実
施
。

※
請
求
者
が
、
記
録
等
に
よ
り
補
償
金
・
一
時
金
の
支
給
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
⑤
～
⑦
は
省
略
。

（
独
）
福
祉
医
療
機
構

（
支
払
団
体
）

サ
ポ
ー
ト
弁
護
士

①
’
請
求
支
援

請
求
者
の
依
頼
を
受
け

サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
を

あ
っ
せ
ん
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弁
護
士
に
よ
る
旧
優
生
補
償
金
等
請
求
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
概
要
）

○
旧
優
生
補
償
金
等
の
請
求
者
に
対
し
て
、
弁
護
士
会
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
の
う
ち
、
都
道
府
県
が
選
定
し
た
サ
ポ
ー
ト
弁
護
士

が
、
請
求
書
や
陳
述
書
の
作
成
や
資
料
の
調
査
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
請
求
・
認
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

❺
必
要
書
類
を

揃
え
て
送
付

請
求
者

手
術
本
人

配
偶
者

こ
れ
ら
の
遺
族

中
絶
本
人

国

（ こ ど も 家 庭 庁 ）

認
定

審
査
会

❻
審
査
依
頼

❽
審
査
結
果
通
知

❼
審
査

❶
来
所
又
は
電

話
等
で
相
談

都 道 府 県

都 道 府 県
❹
請
求
書
作
成
、

提
出

❸
サ
ポ
ー
ト
弁
護

士
に
よ
る
請
求
サ

ポ
ー
ト

弁
護
士
会

❷
請
求
者
が
請
求
サ
ポ
ー
ト

の
活
用
を
希
望
す
る
場
合
、

サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
を
選
定

当
該
地
域
の
弁

護
士
会
か
ら
サ

ポ
ー
ト
弁
護
士

名
簿
を
提
供

事
務
セ
ン
タ
ー

（
民
間
団
体
に
委
託
）

サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
選
定
後
、

当
該
弁
護
士
を
選
定
し
た

こ
と
を
報
告

日
弁
連

名
簿

調
製

依
頼

❺
` 
❼

`請
求
後
も
認
定
結
果
が
出
る
ま
で
の
間
、
請

求
内
容
の
補
強
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
依
頼

２
．
請
求
サ
ポ
ー
ト
の
主
な
内
容

①
請
求
書
や
陳
述
書
の
作
成
支
援

１
．
事
業
の
全
体
像

請
求
者
本
人
等
か
ら
優
生
手
術
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
る
に
至
っ
た

経
緯
等
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
、
請
求
書
や
陳
述
書
を
作
成
。

②
資
料
の
調
査

請
求
者
本
人
の
委
任
を
受
け
、
請
求
者
に
代
わ
っ
て
、
関
係
機
関
に
対
し

て
、
優
生
手
術
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
を
照
会
。

③
公
的
証
明
書
類
の
取
得

特
定
配
偶
者
が
補
償
金
を
請
求
す
る
場
合
や
遺
族
が
補
償
金
を
請
求
す

る
場
合
等
に
必
要
と
な
る
戸
籍
謄
本
等
の
公
的
証
明
書
類
を
、
請
求
者
本

人
の
委
任
を
受
け
、
取
得
。

３
．
実
施
主
体
等

実
施
主
体

こ
ど
も
家
庭
庁
（
都
道
府
県
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
弁
護
士
会
、
民
間

事
業
者
の
協
力
を
得
て
実
施
）

報
酬
単
価
等

○
以
下
の
請
求
サ
ポ
ー
ト
を
請
求
者
の
利
用
料
負
担
な
し
で
実
施
。

①
１
時
間
当
た
り
サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
報
酬
単
価

０
か
ら
10
時
間
ま
で

15
千
円

/時
間

10
時
間
を
超
え
る
時
間

10
千
円

/時
間
※
時
間
上
限
な
し
。

※
複
数
選
定
の
場
合
追
加
あ
り
。

②
実
費

交
通
費
、
手
話
通
訳
者
の
同
行
費
、
資
料
取
寄
費
用
等
を
支
給

サ
ポ
ー
ト
弁
護
士
へ
の
委
嘱
決
定
通
知
の
発

出
や
、
報
酬
等
の
支
払
業
務
を
実
施
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旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
関
す
る

個
人
記
録
の
調
査
及
び
請
求
の
勧
奨
に
つ
い
て

〇
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
支
給
法
に
基
づ
く
補
償
金
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
１
月
に
施
行
。

〇
優
生
手
術
の
実
施
件
数
は
約
２
万
５
千
件
（
推
定
）
で
あ
る
一
方
、
補
償
金
等
の
請
求
件
数
は
法
施
行
当
初
（
令
和
７
年
２
月
）
は

月
50
0件
程
度
だ
っ
た
が
、
足
元
（
令
和
８
年
１
月
）
は
月
70
件
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
結
果
、
累
計
で
の
認
定
件
数
は
約
1,
60
0件
。

〇
こ
の
た
め
、
更
な
る
請
求
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
本
調
査
等
を
行
う
も
の
。

基
本
的
な
考
え
方

過
去
に
補
償
金
等
が
認
定
さ
れ
た
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
の
請
求
書
に
記
載
の
あ
る
以
下
の
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
、
国
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

①
優
生
手
術
等
又
は
人
工
妊
娠
中
絶
等
を
受
け
た
と
さ
れ
る
医
療
機
関

②
生
活
の
場
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
福
祉
施
設
又
は
医
療
機
関

過
去
に
補
償
金
等
の
認
定
を
受
け
た
被
害
者
が
「
優
生
手
術
等
を
受
け
た
医
療
機
関
」
又
は
「
入
所
等
し
て
い
た
福
祉
施
設
及
び
医
療
機
関
」
に
つ
い
て
、

⚫
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
、
他
の
入
院
者
も
優
生
手
術
等
が
行
わ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い

⚫
当
該
福
祉
施
設
及
び
医
療
機
関
に
お
い
て
、
他
の
入
所
者
等
も
優
生
手
術
等
が
入
所
等
に
当
た
っ
て
の
条
件
等
と
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
医
療
機
関
等
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
都
道
府
県
に
よ
る
調
査
等
を
お
願
い
す
る
も
の
。

本
調
査
等
の
対
象
と
な
る
医
療
機
関
等

本
調
査
等
の
基
本
的
な
流
れ

国
都
道
府
県

医
療
機
関

福
祉
施
設
又
は
医
療
機
関

医
療
機
関
等
の
リ
ス
ト

を
作
成
・
提
供

リ
ス
ト
上

の
医
療
機

関
等
の
存

否
を
確
認

存
在
を
確
認
で

き
た
医
療
機
関

に
調
査
を
依
頼

存
在
を
確
認
で

き
た
福
祉
施
設

又
は
医
療
機
関

に
請
求
の
勧
奨

を
依
頼

現
に
入
所
等
し
て
い
る
方
で
、
補
償
金

等
の
対
象
と
な
り
得
る
方
（
※
）
に
、
補

償
金
等
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
る

請
求
を
勧
奨

診
療
記
録
（
カ
ル
テ
等
）
等
の
調
査
・

補
償
金
の
支
給
対
象
と
な
り
得
る
方
の

リ
ス
ト
を
作
成
・
都
道
府
県
に
報
告

そ
の
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
補
償
金
等
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

に
よ
り
請
求
を
勧
奨

（
※
）
例
え
ば
、
旧
優
生

保
護
法
が
存
在
し
た

平
成
８
年
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
な
ど

（
＊
）
国
は
都
道
府
県
の
取
組
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

対
象
の
医
療
機
関
等

が
上
記
①
の
場
合

対
象
の
医
療
機
関
等

が
上
記
②
の
場
合

国
は
、
別
途
国
立
の
医
療
機

関
・
福
祉
施
設
等
に
対
し
調

査
・
請
求
の
勧
奨
を
実
施
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※令和 8年 9月末時点資料。詳しくはこども家庭庁HPをご覧ください。
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